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◆第 日目 月 日 木  全体会 会場 たけま ホ ル大ホ ル  

※以 、敬称略 

12：00 

13：00 

 

 

 

 

 

13：30 

 

 

13：40 

 

 

 

14：40 

 

 

 

 

15：30 

16：30 

16：45 

付開始 

開会式 

開会あい            実行委員長    久保昌城 

環境自治体会議代表幹事あい   海道士幌町長  小林康  

歓迎あい            生駒市長     小紫 史 

歓迎あい            生駒市議会 副議長 桑原義隆 

  

ン 紹 回会議 す  

中 毅博 環境自治体会議事務局長 

 

基調講演 住宅都市 環境 期待  

藤田壮 国立研究開発法人国立環境研究所 社会環境シス 研究センタ 長 

    名 屋大学連携大学院教授 

 

各分 た 環境 都市実現へ ち く  

交通 分   加藤 樹 公益 団法人豊田都市交通研究所 主席研究員 

住宅 分   星 一 大和 ウス工業(株)総合技術研究所 主任研究員 

行政      小紫 史 生駒市長         

 

わ ち 環境自慢 日目 優 事例表彰  

分科会議論 課題整理 

終了 

17：00 

19：00 

環境自治体会議総会 会場：たけ ホ  

懇親会 会場：コ ニ センタ  

 

 

◆第 日目 月 日 金 分科会 各会場 交流会 北コミュニティセンタ ISTA たき  

9：00 

9：30 

12：30 

13：30 

16：30 

17：30 

18：00 

20：00 

付開始 

各分科会午前 部開始 

昼食 

各分科会午後 部開始 

分科会終了 

交流会 付開始 

交流会開始 会場： コ ニ センタ ISTA た  

交流会終了 
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分科会  

分科会 分野 
会場および時間帯 市内 会場  

9 30～12 30 13 30～16 30 

第  

分科会 

環境問題 

基礎情報 

環境問題 たち く  

たけ ホ  
 

第  

分科会 
環境行政   

自治体間競争 魅力あ ち く  

たけ ホ  

第  

分科会 

エネルギ  

創エネ 

住宅都市 け  

再生可能エネ 普及 

コ ニ センタ  

→市内施設見学 

再生可能エネ 普及

組 実践事例 

コ ニ センタ ISTA

た  

第  

分科会 

エネルギ  

省エネ 

共感を得 住民向け省エネ啓発 

 

コ ニ センタ ISTA

た  

住宅エネ 効率 向  

見え  

コ ニ センタ ISTA

た  

第  

分科会 
交通   

都市交通 

たけ ホ  

第  

分科会 
水環境 

都市河川 浄  

コ ニ センタ ISTA

た  

  

第  

分科会 
生物多様性   

都市 け 生物多様性 

コ ニ センタ ISTA

た  

第  

分科会 

廃棄物  

資源循環  

減  Ｒ 挑  

ス食器市 参加体験  

コ ニ センタ ISTA

た  

資源 サ 自治体 担

軽減 

コ ニ センタ ISTA

た  

第  

分科会 

廃棄物  

資源循環  

生 食品 減  

コ ニ センタ  

共感を得 わ やすい環境情報

発信 

コ ニ センタ  

第 10 

分科会 

地域資源活

用型まちづ

く  

地域 資源を見 け 活 す 

 

コ ニ センタ ISTA

た  

環境 観光、 ち 魅力発見 

フ ドワ  

コ ニ センタ ISTA

た  

第 11 

分科会 

環境学習

ESD 

地域 実践す 環境学習  

ESD 持続可能 発展教育  

コ ニ センタ  

学校 け 環境学習 

 

コ ニ センタ  

第 12 

分科会 
地域協働 

事業者 地域活動 協働 

コ ニ センタ  

協働 担い手 く 、次世代育成 

コ ニ センタ  
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◆第 日目 月 日 土  全体会 会場 たけま ホ ル大ホ ル  

9：00 

9：30 

9：35 

10：10 

11：20 

11：40 

11：50 

12：00 

付開始 

開会 

生駒市立桜ヶ丘小学校 ニッ ンド 演奏 

分科会報告及び環境自治体会議い 会議成果  

わ ち 環境自慢 優 事例表彰 

い 会議宣言採択 

次期開催地あい  

閉会 

 

 

 

4 
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開会式 

 

開会あいさつ   

いこま会議実行委員長 久保昌城 

 第 23回環境自治体会議い 会議 全国

各地 越 い 誠 あ う

い 生駒市 奈良県最 端 置 近

畿 真 中 大阪 京都 隣接 大

阪市街 20 ほ 行 非常 便利

置 あ 一方 標高 642ｍ 生駒山

主峰 生駒山地 東 矢 丘陵 西 京丘

陵 あ 自然環境 恵 い く

日本最 ケ カ 走 宝山寺 門前

現在 大阪 ベッ ウン

発展 高山茶筌 室

中期 500 年 わ 一子相伝 技

国 伝統工芸品 指定 い

他 茶道 編 針等 竹製品 製造 盛

あ 高山 ベ 賞 賞 山

中伸弥教授 在席 奈良先端科学技術大学

院大学 あ い 学研都市 中核

最先端 研究 推進 研究者 養成 行わ

い 近い将来 地域 ニア新奈良駅

誘致 く頑張 い  

い 会議 宅都市 挑戦

あ う 全国 自治体 抱え 共通課

題 少子高齢 宅や公共施設 老朽

あ 課題 少 解決

議論 場 思う 皆様

意義 会議 う精一杯努力

日間 く 願い  

 

 

久保 昌城 

 

代表幹事あい つ   

北海道士幌町長 小林康  

昨年 海道ニ コ 開催 今年

生駒市 第 23 回目 全国大会 開催

各地 大勢 方 参加 会 開催

御礼申 地元実行委員会 大

力添え 生駒市や奈良県 係者 心 敬

意 感謝 申  

全国的 脱却 目指 経済

用再生 合わ 人 減少 対応 地方

創生 大 い 一方 地球

温暖 生態系 エ 環境問題

深刻 い 特 地球温暖 い

中豪雨や気温 激変 顕著 昨年 広

島 豪雨 全国的 大 被害

う 環境問題 い 国

組 合わ 地方 行政 市民 組

い う 中 エ

ッ ョンや Ｒ Ｒ運動 展開 い

環境自治体会議 組 行政 企業 市

民 共 作業 持 可能 地域 社会 形

成 目指 あ 役割 一層果

考え い  

人 減少 対応 く 人 ビ ョンや地方

創生計 策定 進 い 人 減や経済対
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策 重要 環境 地方創生 大 要素

あ 昨年 ニ コ会議 民力 地

域創造 重要性 論 今回 宅都

市 挑戦 いう あ い

民力 地域力 向 目指 組 あ

本大会 大 成果 う

大会 通 友情 広 素晴 い会議

う 世話 係者 改 感謝

敬意 表 挨拶  

 

小林 康  

 

歓迎あい つ   

生駒市長 小紫 史 

 本日 う 越 い 遠方

く 首長 多く 係者

越 い い 汗 い い い 市民

係者 職員含 全 方 感謝申

昨年 副市長 ニ コ会議 行 素晴

い経験 い い 今 市長

立 皆 迎え 会議 開催

大変喜 い 就任１ 市長

指導い い 経験 市

長 運営 い い  

い 会議 宅都市 挑戦

～近未来 イ イ ～ 昨年

環境モ 都市 選 い い 大

都市近郊 型的 宅都市 初

あ 地方創生 中 少子高齢 問題 大 く

い 宅都市 非

常 影響 大 い 危機感 持 い 高度

成長期 ニュ ウン 作 高

い人 増加率 誇 今 高齢 進展

繋 税収 や福 コ 増大

い 課題 生 い 課題

う克服 いく 宅都市 地

方創生 課題 あ 考え い 環境やエ

宅都市 あ

ゆ 自治体 地方創生や成長 大

ワ 理解 い 生駒市

環境モ 都市ア ョン ン 策定

い ア ョン ン う一 総

合計 捉え 環境 エ 本

気 組 い う 思 い  

一番大 人 力 市民力 思う 生

駒山 自然 伝統工芸や伝統文 寺社仏

生駒市 素晴 い く あ

最 見 い い 生駒市 市民力

あ 生駒市 市民力 全国 誇

私 市長選 出 決心 一 理

あ ひ 市民力 皆様 感

い 市民力 生 体的 う

いく 考え い 参加 良

思 え 会議 い 生駒 素晴

い時間 過 い い  

 

小紫 史 

 

歓迎あい つ   

生駒市議会 副議長 桑原義隆 

 第 23 回環境自治体会議 皆様

生駒市 う 越 く い

会議 環境問題 積極的 組 い 自
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治体 重要 会議 聞い い 生駒

開催 感謝申  

生駒市 生駒山 主峰 四方 山々

囲 い 美 い緑 織 成 環境

交通利便性 大阪 ベッ ウン 発

展 30 年前 比 人 倍

増加 い ベッ ウン 開発

宅地 い 高齢 進 い

現状 あ 環境 良く 人

いう思い 活動 い 市民団

体 く あ  

う一 誇 市内 流 川

生 水道水 あ ひ味わ

い い ベ 水道水 飲

い 設備 あ インボ

いう 菓子 あ ふ 納税 記念 出

納税 増え ほ 人気 あ

味わ い 思う  

生駒市 環境 自 問題 捉え

市民 行政 事業者 一体 環境基本計

作 組 い 昨年 環境モ

都市 選定 行政 組織 強

組 い 日間 会議 う 生

駒 十 知 い い

皆様 地域 活躍

念 挨拶  

 

桑原 義隆 
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メインテーマの紹 と 回会議の す の 

 

テーマ紹介 

環境自治体会議 事務局長 中口毅博 

い 会議 宅都市 挑

戦～近未来 ライフスタイル あ

３日間話 合う論点 簡単 説明

い  

先ほ 挨拶 触 い う

地域 課 あ 共 環

境問 課 多くあ 特 地

球規模 問 取 組 け い

一方 地方 活力 下 い 環

境 取 組 大事 分 い

人 金 時間 割け い 自治体 現状

環境自治体会議 10分 共通目標

定 い 会員自治体

手 回 い 現状 理由 税収や

交付税 減少 自治体 職員

10～20年 激減 一人当 業務

負担 非常 拡大 い 中 行政

け 地域 課 解決 く い

 

う いく 昨年 ニセコ会

議 得 結論 一 民力

行政 使い 視点 大事 いう

あ 分 い 民力 活

簡単 い 先導

的 ルや参考事例 必要 全国大会

先導 ル 作 場 あ い ル

作 ヒン 得 場 あ

毎年全国大会 開い い 理由 あ  

今回 宅都市 農村部

地域 関係 い いう い

都市 農山村 ほ 共通 課

抱え い  

宅都市 特徴 整理 宅都市

人口 増加 核家族 若年層 多く 生

産意欲や市民活動 盛 一方 排出 や

エ ルギ 消費 家庭 け 割合 高い

市民力 高 見 ンシ ル 高い

う 比較的恵 都市 あ 一般

的 高い ンシ ル 活 い い  

う 中 い 次世代 良い環境

残 様々 地域課 や環境問 解決

いく ３日間 議論 い 民

企業 行政あ い 研究者 う 役割

持 何 い 一定

方向性 見え く 基調講演や分

科会 議論 手掛 方向性 導

出 思 い 会議 け

ひ皆 イ ベ ション 起 い

いうイ ベ ション 技術的

け く 社会 仕組 変え

向け 共通 取 組 方向性 見え

思 い  

 

 

中口 毅博 



１日目 全体会 基調講演 住宅都市からの 環境モデル の期待  

 

9 

 

基調講演 

住宅都市からの 環境モデル の期待  

講師  

藤田壮 国立研究開発法人国立環境研究所 社会環境 研究 ンタ 長 

 

 

く あ 国立環境研究所 来 国立

環境研究所 環境専門 研究機 800人

研究者 い 自分 内 官 環境モ

都市 選定委員を５

150都市 提案書を見 厳密 公 審査

日 ういっ 経験 話を

い  

 

藤田 壮 

 

日 話を い 都市

環境 ベ ン ベ ン

いう言葉 10 く い日本 盛 使わ

言葉 変革 いう意味 あ 環境

ベ ン 環境 社会を変え い う

いう考え方 を言う 環境問題 CO2を

減 廃棄物を減 いう 費用

っ く CO2を減 廃棄物を

減 いく 社会 活力 出

環境 経済 Win-Win 社会を目指 い

環境 ベ ン 言う 言わ

い い 話を い 次 住宅

都市 社会転換 先 いう 住

宅都市 期待 い 触 い 住宅都市

人 住 あ 住宅都市 機能 濃

い生駒市や 他 住宅都市 う

ベ ン 例を紹 い 番目

環境都市 あ 種 来 投資 来

CO2 排出 増え い う 来 苦

く い う 投資を 行っ いく都市

を言う いう 簡単 実現

難 い 環境都市 計 あ 種 方法論 必

要 日頃考え 索的 計 論

いう言葉 い 時間 あ 明 い  

 環境都市 注目 一番 理 炭素

化社会 実現 あ 近 早い時期 風 日

本 到着 う っ い 赤道

付近 水温 昇 直接的 原因

言わ い う 温暖化

日本 生駒市 世界 常識 っ い

10 前 温暖化 い 10％ 人 信

い っ 世界人 半分 意識

い ビ ネ ン っ く  

 15 研究 大 く進 研究 進

言う 証拠 揃っ い

言う あ 様々 調査 わ っ

CO2 濃度 過去 80万 間 一番高く

過去 100 間 地球 均温度 0.78度あ

っ CO2 熱を逃 い力 普通 大気 約

５倍あ 将来 地球温暖化 起

必然性 事実 っ い 来 い 断

言 い 高い確率 言え

後 20 約 0.3～0.7 度 温度 昇

2081 2100 間 最悪 場合 世界全

体 4.8度 気温 昇 あ 言わ い

熱中症 人 数倍 ン 熱

マ 発現率  

 温暖化政策 歴史 1997 京都 開催
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COP3 あ 日本 環境 取 組

2007 ン サ ッ

安倍総理 美 い国日本 言を

を 形 翌 洞爺湖サ ッ 福田

総理 日本 炭素社会

言わ 時 環境省 一部 研究

い 総理 国際会議 言

経産省 国交省 農水省 他 省庁 参

う っ 環境モ 都市 頃

始 っ 政策 あ 2011 以降 日本

環境 興 強靱 国土 心 高 っ

い 世界中 炭素 協力 必須

っ い 11 COP21

開 COP21 京都議定書 次 議定書

合意 中国 入っ

く 言わ い う 世界情勢 中

炭素目標を先 日本

一層進 いく 転換期

来 い 言わ い 多く

先進国 2050 CO2排出 80％減を求

い い 技術を総動員

う 議論 い 日本

80％を 難 い状況 あ 環境都

市 都市 個性を生 市民 力

自治体 新 いタ プ 環境 ベ

ンを起 いく う 日本 環

境目標を い いわ

い 社会 状態 CO2を減

環境 い 社会 変え い く

い 方策 環境 ベ ン

ン ベ ン ン 長 あ  

 数 内 官 日本 優 技

術を持っ 日本 知恵を国内 活用

く 外 輸出 環境改善

っ いく い 議論

い 霞ヶ 議論 い 環境

ベ ン 考え方 あ 環境 ベ

ン 考え方 ッ 欧 先行

首都 く 人 ５万人く い

行っ い 例え ン ベ

森林 階建 マン ンを林

建築 住宅 林 使用を制度化

公共住宅 木 を使う 社会 木

を使う工夫を CO2を減 人

肩 っ ンマ 人 万

人 ン 火力発電所 廃熱をう

く使う 発電所周辺 住宅を建

炭素 経済 長を実現  

日本 議論 う 装置 集中 傾

向 あ を地域 作っ い う

いう動 あ い バ マ 木質 ップ

を焚 CO2排出 を出 いコ

ネ エネ を地域 供給 い う

いう動 増え 日本 残念

連携 い い 相互連携

ン ンマ 例 っ い

く 行政 縦割 性格 地方 行

強く を市民力 いく

東京発信 い ういっ 地

域 動 生駒市 環境モ 都市

く い 期待  

環境 ベ ン いう考え方

10 ッ 理論化 い 々

忘 ン い

う学者 言う ベ ン い

う考え方 あ 交通 通信 住宅 エネ

個々 技術 改革 難 く 社

会全体 を変え いく必要 あ

環境 経済 調和

必要 市場

い 消費者 意識を高

いく 必要 あ  

考え方を日本 当 考え

ベ ン理論 あ 社会 あ

程度 規制 あ 縦割 規制 ひ

社会 枠組 ン プ 中 法

あ 中 例え 温暖化対策や 強靭

国土 く い い 力 っ く
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生駒市や コ 自治体 取

組 あ う 小 取 組 を

隙間 いう意味 ッ ベ ン

呼 い ッ ベ ン 高

大 流 新 い制度を作 う

いい 日本 政策 う っ

新 い制度設計 わ い

う 新 い取 組 廃 賛

者 減 戻っ う 環境モ

都市 優 取 組 を社会 流

いく 社会 中 法

転換 い 大 環

境 ベ ン っ いく いう考

え方 あ  

環境モ 都市 選定委員 う

環境 ベ ンを起 く う

自治体 環境モ 都市 っ い い

思っ い 環境モ 都市 制度 2008

始 っ 初 度 90 応募 う

13自治体を選 次 2012 都市を

選 20 都市 っ 2013 20 う

都市を選 自治体 ップ ン

い い 組 を実践

く 日本 制度を変え う いう 環境モ

都市 理念 あ 環境モ 都市

特区 いう っ い 特区

５種類あ 地域活性化総合特区 エ

ネ 事業 資源循環事業 法 改 考

え い 新聞 一面 出 う 大 改

く 地味 改 ５ 間 改

っ 法 あ 環境モ 都市 市民

力 社会 制度転換 う 組 日

本 あ 環境モ 都市 炭

素社会を実現 環境制約 大 く っ いく

中 長 転換 地域 個性を活

を社会 ベ ン

いく 期待 い  

  

目 マ 住宅都市

う 社会転換 いう話 ひ

目 生態系 恵 を都市 活用 う

いう提案 あ 住宅都市 多く 場合

大都市 周辺 あ 2050 向 計 的

コン を作 都市 小

く豊 植林を 小

山を大 山 都市型農業を

活 21 世紀 都市 自然生態系

共生 う 生活 い

考え を大都市 始

く 地方 住宅都市 始 っ く

い いう期待 あ う を既

政策化 例 環境省 進 い 地

域循環圏 いう考え方 あ

廃棄物を地域 循環 地域 エネ

源 生産 源 を目的

い い い タ プ 地域循環圏 在

方 議論 い 例え 地 山

地域循環圏 いう あ ５ 前 環

境省 経産省 農水省 行っ い 都

市 廃棄物を農地 還元 森林 農地

出 恵 やエネ を都市 使っ い

く ういっ 循環を日本 柱 う

いう議論 あ  

次 提案 消費 生産 社

会転換を い う いう話を い 環境モ

都市 道 人 3,600人 例

林業を中心 を い

伐採 木 を消費 く 活力

い 近 取 組 木

を使っ を 全国 発信

消費 う 森林 林業を活性化

い 内 木 を使っ 住宅 バ マ

熱エネ 消費型 組 を作

供給側 林業を活性化 う いう取 組

あ 住宅都市 言葉を変え 消費者

あ 消費者 動向を

消費者 を え い う いう動

要 考え 消費や生産 現場
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く 流 を考え く い い いう

サ いう言葉 使わ

サ 荷を減

企業 役割 言わ い

消費 発信元 ン消費 ン

調 いっ 消費者 流 を変え

いく 住宅都市 期待 あ

い 思う  

 

目 マ いう考え方 マ

マ コ ュ いう言葉

を聞く あ 思う 環境モ 都市 中

九 市 800 戸ほ 住居を ンタ

ネッ 集中制御 全体

エネ や 経費 節約を行っ い

個人 限界 あ コ

ン ンタ ネッ マ ンサ を活用

い 横浜市 類 例 あ 住宅団

地 マ 化 工場 マ 化を地域全体

やっ い 従来 マ 化 いう 大都

市 行う 経費 言わ い

福島 新地 100世帯 マ タ

を入 地域全体 省エネを行っ い

例 あ 分電盤 タ を 個人

コンやタ ッ 省エネ状況を確認

役場 全体を集約 地区 消

費 を見 小型

化 価格化 い

情報 省エネ 使わ

く 生活情報 交通情報 健康状況を提供

21 世紀 回覧板 呼 い

情報 組 を使う 役所 住民 双方向

連絡 能 う 新 い

を作っ マ 化 大阪や京都

大都市 小 い 方 絆 く

小回 く 後新 い都市 ン

マ く を期待

ベ ンを行う いく

課題 あ 住宅団地 ビ 行う マ

化 行わ い 複数 住戸 複

数 住宅団地 行う 難 い 当然

自治体 ップ 大 思う 広

いく 都市計 エネ 事業

変え いく 大 思う を整

備 住宅都市 環境 ベ

ン 期待 い  

 

最後 索的 計 論 い 話を い

う 話を わ っ う わ

い う 話 理想論 聞 え あ

索的 ップ ン 計

く ップ 計 思っ く い

い 索的 ップ型 計 論

あ 環境都市 要素を 紹 い  

計 を作 己を知 必要 あ

を 棚 呼ぶ 企業 度

棚 を行い 決算を行う 自治体 必

要 い 地域 棚卸 を行い 横軸

将来 縦軸 環境評価を示

CO2 発生予測 削減目標を立

様 地域 棚 ひ 課題 あ

提案 あ 見え 化 言え

考え い 名 屋市 生態系サ ビ

実際 使っ 例を紹 名 屋市内 森林

場所を調 1955 1997 森林 サ

ビ 炭素蓄積 食料供給 食防止

棚 を 名 屋市内

生態系 力 悪化 い わ っ

う 棚 を環境 ひ ひ

分 や う いう提案 あ 様 調査

研究 分 20 く い前 行わ

う 安く簡単 う

っ い く 様

タを見 く行っ あ

棚 を活用 く を行っ

う いう ひ 目 提案 あ  

目 長期 環境都市 ビ ン作

提案 あ 国 温 効果 を 80％減
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あ 生駒市 自治体 何 く

い い 各自治体

く い 割合 減 直自治体

目標を設定 あ 少 く 何

形 将来 タ ッ を決 バッ

ン いう考え方 計 を考え

う いう考え方 あ 将来目標を設

定 地域 情報 棚 情報や タ

を 各技術 炭素効果 資源循環 計算

式を使っ 計算 い い 2050

地域 う わ 人 減少 問題

っ い 先ほ モ 人 を減

い工作を考え 能性を考え を踏

え う 将来像 いい を住民 方

考え う 決

を実現 いく う 技術を

組 合わ いく必要 あ 適 技

術 政策 ュ を提示 総合計 中

将来 計 を入 込 い う いう

聞い あ 話 い  

う う少 ベ ン的 考

え方 あ 実際 う バッ

ン を行 う 予定 規範的

通 動 長期的 将来タ ッ を決

実際 目標値を

っ ゆ や 索を

散歩を う 目標 近 く い

い い いう考え方 あ 足

っ 余裕 あ 緩

を 規範的 対 索的

呼 い 索的 を実現

場面 目標値

をモ タ ン いく必要 あ

21 世紀 必要 い う

必要 情報 マ を高

道路 必要 ベ 社会

ン 自治体 担を 願い

作っ い い いう 研究者側 要

望 あ  

現在様々 情報 簡単 手 入

う っ い 後 マ 人 推計 計算

う 時代 う 際 市役

所 情報 や 取 マ 簡単 行え

う 学者 使え っ

う 情報 市民 利用

や い時代 っ い 問題 を使え

う 計 力 社会 あ う

あ 情報を使っ い社会を 索的

市民力 く 環境 経済 両

立 社会 作 外 知的財産 輸出

い 議論 い  

都市 環境 ベ ン 大

言わ い い 整理 っ

目 住宅都市 視点 いう

う 期待 あ を述 最後 来

投資 う 市民 力 計 力 必要

を提案 っ  

 

会場の様子  
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各分野から た 環境モデル都市実現への ちづく  

講師  

交通 分  環境モ 都市実現 く  

公益財団法人豊田都市交通研究所 主席研究員 加藤 樹 

住宅 分  大和 考え マ コ ュ  

大和 工業株式会社 総合技術研究所 主任研究員 一 

行政  協創 築く 炭素 循環 型住宅都市  

生駒市長 小紫 史 

 

●加藤秀樹 交通の分野から見た 環境モデル

都市実現への ちづく  

交通 分 見 環境モ 都市 い

う 豊田市 事例を 話 い 豊田市

マ 自動車 い公共交通

あ 当研究所 市 外郭団体

タ自動車ほ 民間企業 共 金を出

合っ 作っ 研究所 交通専門 研究所

日本 唯一  

 

加藤 秀樹 

 

豊田市 人 42万人 愛知県 面積 ン

バ ワン 名 屋 40～50分 新幹

線 来 いう を う

課題 中山間 地域 大合

併 地域 農地･森林 割以 を占

日本 縮図 う 地域 梨や桃 名産 産業

都市 中山間 共存 い 都市 車

電気自動車や充電設備 あ 施設 あ

駐車場 陽 ネ を使っ 充

電 車を使っ く

モビ う

を使っ く 実験 進 い 現在

公道 乗 出来 い 構造改革特

区認定 向 実験 い 特区 く

乗 う 方針 出 い  

豊田市 他 地方公共団体 う 昭

和 40 公共交通 激減

特 中山間地 バ ネッ ワ 衰

マ 豊田市 炭素都市 高

齢化社会 対応 公共交通 力を入

い 地域バ 地域 中 走 地域

色々 タ ン マン あ 地域 中

100 所ほ バ 停 あ バ 停 い

呼 何曜日 路線 決 っ

い 地域バ 利用者 減っ い 問題

っ い 豊田市 利用者 増え

い バ 路線を引 い いう

う い 一般的 自治体 あ う 公共

交通 会議 加え 学識者 会議を作っ 話

合っ い  

豊田市 最先端 取 組 話

回 特 環境省 次世代エネ 社会実

証地域を紹 ほ い タ自動車

ン 集 っ 取 組 い 中

交通 い 炭素社会 実証

マ 66棟を建 実験 い 公

用車 プ ン ッ や電気自動車

を無償 提供 タを取っ い 燃料電



１日目 全体会 各分野から た 環境モデル都市実現への ちづく  

 

15 

 

池 バ 実証実験を い ワンマ モ

ビ 一人乗 電気自動車 ン

を う いう取 組 あ 駅 目的

地近く 行っ 止 目的地 歩く  

～ビ ～ 

タ 実証 結果 日本や世界 広 っ

い 市民 知っ う 公園 う

を作っ 74 国 14万人

方 来 っ い  

マ 豊田市 公共交通 利用

促進や 後 高齢化社会 向 多様 移動

手段 確保 真剣 取 組 い タ

宿 あ 産学官 構築 い

取 組 を国内外 展開 い わ 当

う 考え う モ

う 小型自動車 展開 わ

い を参考 小 モビ

を 入 事例を分科会 紹 い

ひ豊田市 視察 来 ほ い  

 

 

●星野雅一 大和ハウスの考え ス ハウ

ス コ ュニ ィ  

日 マ や マ タ ン

話を い い 国 エネ

消費 1930 比 民生部門

割強増え 民生部門 省エネ対策

最 求 い 家庭部門 割ほ 増え

い 人 横 い エネ 増え

い 家電を 人 持 う っ い

世帯数 増え い  

 

 

星野 雅一 

 

東日本大震災 っ 電力 足 生

計 停電 電力消費を減少

皆 工夫や 慢 結果

々 住宅を提供 い 会社

慢や無理を わ く 生活 住

宅を提供 い 商品開発を い マ

マ 断熱性 高く 温

暖化対策 寄 商品を開発 い 断熱

性能 高い LED照明を 入 い

エネ 消費 少 い住宅 あ 創

エネ商品 陽 発電を標準設備

住宅 蓄電池 プ ン 設置 蓄電

池を使う 省エネ い 深夜

安い電気を 昼間使う あ い 夜使う

いっ 売電価格

高い 財 モ 使わ 少

エコモ 得 時代 く う

マ 効果を試算 間

92％ CO 間 割弱を少 く出来  

マ くコ ュ

話 家一軒 限界 あ 生活支

援や 自体 価値を を狙っ 全

国 マ タ ンを提供 い 大阪 堺

市 晴美 を紹 環境モ 都市

全体 エネ 陽 容 を

多く 計 段階 家を東西

65区 あ 陽 をほ 住宅

載 く自然エネ 採用 い

風 流 う 計 山
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を 開い 山 あ 風あ

風 入 う 街 夏 快適 冬 少

寒い いう話 あ 検討 い い

集会所 エネ 自給 い 考え

い 集会所 大 電池を置 夜 街

路灯 使っ 売っ 電気 使え う

万一災害 際 防災拠点  

住宅を エネ 住宅

を目指 い HEMS 家電をコン

全体を見え 化

エネ を使っ い 分 ン

を ン 無料時間 充

実測値 住宅全体 101％ 自給率 集

会所 含 108％ いう結果 出 買う

電力価格 昇を続 い 陽 発電 売

価格 続 い 熱費 変動

激 く 客様 安 っ い 価格変

動 安 感 い う 住宅を提供

い い 2016 エネ を自給

う 住宅を発売 い 開発を進

い  

 

 

●小紫雅史 協創 で築く 炭素 循環 型

住宅都市  

生駒市 環境モ 都市 応募 時 考

え方を う一度紹 い 住宅都市

う 発展 いく 地方創生

答え い いう話を い  

生駒市 環境モ 都市 っ 何 いい

あ 言わ 認定 単

環境 や い や省エネ を作

い いう く エコ プ

く 観点 あっ 考え い 住

宅都市 生駒 課題 少子高齢化

人 増加率 高 っ 面 人 減少 一

気 進 住宅都市 あ ゆえ住民税

入源 っ い 挙

廃棄物 問題 生 を う 減

いく いう点 全国共通 課題 い

 

 

 

小紫 雅史 

 

生駒市 環境モ 都市 ５ 取

組 を い  

都市整備 エコ 両立 コン

を掲 生駒駅 再開発を進 い 東

生駒駅 市立病院 あ 安心 便利 駅

近く 引っ越 い 安心 暮

や い く 時 CO2 減っ いく

う 整備 住宅 早々 完売 ュ

タ ン 空 家 増え い を う

最大 課題 近畿日本鉄道 住宅 性能

診断や 補助を い 連動

市外 PR い CO2削減 あ 水回

を く 断熱性を いう部分

省エネ性能を い  

地産地消 エネ

く 再生 能エネ 入 災害 強

い く プ 小中学校等

陽 発電 入を進 住宅 陽 発電

補助 続 い 設置割合 全国 均

1.3～1.4 倍 市民 意識 高い

適地 い 個別 陽 ネ を設

置 住宅都市 生駒市

大 資源 思っ い  

自 発電 電力を 立 利用

く 地域エネ 供給公社 う 会社
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検討 い 供給 く需要サ

HEMS 普及 取 組 あ 暑く 電

力 足 い時 会社 連絡

災害情報 出 際 発信 生駒市内

事業者 CMを流 マン タ を呼

ぶ 出来 様々 活用 能性 あ

エネ 需給を生駒市全体 進

い い 考え い  

食 エコを考え 際 生 問題 っ

く え 生 を学校 持っ プ

ン 入 タン発酵 エネ を学

校 使う 考え 農場 採 菜

を使っ 学校 食 ン 使う

循環 環境を考え っ

う 地産地消 取 組 を考え い

CO2 合 を進 言わ い

活用 考え い 生駒市 農業生産 携

わっ い 人 い 食 農業 両方 う

くいく い 期待 い  

５番目 交通 生駒市 道 く 坂 多く

深刻 あ 人乗 人乗 小型

モビ を活用 い 考え い 買

い物支援 違う 余裕

バ 路線 廃止 いう話 出 い 交通

体系を市民 議論 っ 高齢化を前

う 交通 必要 ベ 検討

い い マン タ や自転車 災害

強い いう 然 バ 交通

体系 含 考え い い  

環境モ 都市を支え 高い市民力 住

民力 あ 生駒市民 環境 対 意識 高

く 素晴 い環境 中 暮 い 生駒

山を通 抜 大阪 行 っ く 自然

観 価値を意識 生駒市内

店 袋 料 以前

割以 買い物袋を持参 い 生駒山

自然環境を見 暮 い 中 う

市民力 自然 醸 い 市民

力を最大限活用連携 全国 住宅都市 向

発信 い い  
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わがまちの環境自慢 プ ゼンテーション  

 

企画の概要 

わ 環境自慢 環境自治体会議 会員自治体 他 自治体 政策や先進的

組 を相互 学 政策 ップを促進 を目的 タ 企 成

26 度 回目を数え 選定 事例を多く 方々 紹 社会的 発信を強化

例 全国大会 会期中 優秀事例 表彰式を執 行う 大賞 賞自治体

賞 組 紹 を行っ  

回 初 試 全国大会１日目 エン 団体 プ ゼン ンを実

施 会場 参加者 投票 専門家投票 環境自治体会議 バ 田中充 先崎

千尋 白井信雄 代表幹事 小林康雄 士幌 長 基調講演者 藤田壮 っ 優秀事例を決定

大会 日目 表彰式を執 行う  

プ ゼン ン 自治体 首長や事業担当職員 参加 約 分間 熱

っ 行わ 参加者投票 204名 参加  

 

エント 団体 事例一覧 

自治体名 組 名 

茨城県東海村 第 次 う いエコ プ ン 

東京都足立区 全国初！ 木製粗大 資源化 

静岡県三島市 ン 推進事業 

岐阜県多治見市 市民 先生 環境学習 エコ ッ  

奈良県生駒市 ワバタモ コ保護活動 

山口県宇部市 子育 支援 事業 

 

 

 

分科会議論の課題整理 

 

話題提供 

環境自治体会議 事務局長 中口毅博 

12 分科会 マ 住宅都市 特

徴 挙 を整理 を踏

え 分科会 明 い論点 優先討議

項目 以外 論点を整理 分科会

論点 沿っ 解決策 見出 う

議論 い い 分科会 参加 方

資料集 ～ 表を読 う 議

論 行わ を事前 確認 い い

い 分科会 中 参加者 発言 時間

用意 意見表明を い

い  
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第 1分科会 環境問題基礎情報 

環境問題と私たちのくらし  

進行  

奈良県地球温暖 防 活動推進 ン  ン 長 津隆義 

講師  

 地球温暖 現状  

認 NPO法人環境市民 代表理  育生 

 世界 現状 知 We have a Dream ン 世界 目指  

般 団法人 国際飢餓対策機構 常務理  清家弘久 

 飲 考え 地球 い  

水 Do! ワ  務局長  瀬  亮子 

会場  

 

 津 会進行 仰

奈良県地球温暖 防 活動推進

ン 津 申 2001 奈

良県 初 地球温暖 防 推進員

選出 ､ ン

中心 2004 ン 指

省 再生 能

進 環境教育 環境 ン

講 交通関 組 森林保全

等々 活動 行い 10数 い  

昨 生駒市 環境 都市

選 環境 都市 優

環境 組 積極的

行 い 自治体 国 墨

え 各自治体

広 い う いう

生駒市 組

環境 組 国 高 評価

現 い 思う 現

環境 都市 全国 23自治体選

い  

 

遊津 隆義 

 

環境 都市 大 以前

環境問題 体

？私 暮 う

わ い ？わ い う

わ い い い 実感 い

い うい 第 科会

専門的 い 容 環境

問題 い わ 各地域 行

動 結 う 容 提供 い

目的 い い  

壇 い

都 務所 置 認  NPO 法人 環境

市民 代表理   育生 地球温

暖 いう 知 思

い 2008 洞爺湖

意識 高 震災以降

問題 消
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都議 書 2010 終わ い

現 状況 う 私

う 影響 わ

実感 う 話 い

方 い い 長

精通 地球温暖

問題第 人者 い  

    人目 般 団法人 国際飢餓

対策機構 常務理   清家 弘久

大阪 尾 務所 構え 飢餓

い世界 実現

ン 推進 世界 物心両面

飢餓問題 組 い 私

消費 世界 飢餓問題 関

私 何気 使 い

世界 う 関

い 話 い 団体 非常

う 漫 学 開 教育

進 世界 地球 困 現

実 いう ン 出

わ 伝え 活動

い  

人目 水 Do! ワ  務

局長 瀬  亮子 瀬 地

球温暖 防 観

容器 入 い 飲 物 着目 地

球規模 何 起 い い

話 い 私 滅多

い 意識 持  

長 場 学 楽

え 願い  

 

●講演  杦本育生 地球温暖化の現状   

像 見 話 進 い 極 像

1979 右 2003 極

最 急

減 い 世界 科学者 想

2050 極 全 い状

態 い う 体何

起 動物園 非常 人

気者 行 近い将

地球 姿 消

い 言わ い 生活環境 激減 い

暖 減

い 般 人

絶滅 私 影響

わ い  

 

杦本 育生 

極 ういう 明

い 皆

塩 ％溶 冷凍 入

い 半 い凍 出

水 水 洗 齧 い

い ？ い

塩 残 塩水 いう ％

濃 い 自然環境 大規模

起 い 極 極 凍 い い

周 塩 濃 高 い い 水

深い

流 作 い 極

世界 流大変動 起  

世界 流 大変動 起 気候大変動

起 例え 緯

高い 温 流

いう暖 い 流 流 い 流

弱 う 気候 変わ い

 

地球温暖 最 わ い

写 大地 久

凍土 い 融 路 割



第１分科会 環境問題基礎情報 環境問題と私たちのく し  

 

21 

 

私 ン い

～ 雪

最近現地 人 聞 う ヶ

雪 い 言う 私 い 20 前

温 急 い

回 久凍土 融 路 割  

地球温暖 最 わ い現象

洪水 1990 以降 世界中 大規模

洪水 起 う

中 方

洪水 起 水 引

い 戻 い 移

方 出 言う う 大規模 洪水

20数 世界中 起 う  

世界 全 逆 乾燥 砂漠 起

い 水 食 物 乾燥 え何

農作物 生活 出

ういう 砂漠

移 い

中心 場所 人 い

うい 方々 民 う

以前 民 治的迫害 自国 去

人々 指 い

国連 環境 民 いう人 生 い

世界中 環境 民 生

い 言わ い  

非常 砂漠 進 い

続い い

飼料用 穀物 う い

乳製品 価 影響 出

近所 行 高

人 個 書い 実 ういう

世界 環境問題 当 要因 国連 統計

間 600 ha砂漠 500 ha

農地 考え い

沖縄 全農地 487 ha

全 広い面積 世界 砂

割 食 物 輸入

世界規模 見 人 増え い 中

大 … 考え い い

い  

中国 牧農家 像 悠久

砂漠 う 見え 数 前 生い茂

大草原 う 影響 出 い

黄砂 以前 黄砂 見

最近観測 増え 黄

砂 砂自体 毒 い 非常 細 い砂

吸い込 心肺 突 刺

う 中国 大気 渡 際

PM2.5 巻 込 う 隣 韓国

黄砂 い時 全学校休校 う

う 九 山 近い将 う

い  

山火 世界中 起 い 森 中

杯 素 出 素 多い 燃え

い 気 多い 大 乾燥

葉 触 合う 火

空気中 炭素 増え 山火 起

温暖 進 うい

う悪い 環 起 い  

山脈 3000m 近 河

河 合流 い 1986 写

20 過 河 合流

学者 1985 2000 間

全 河 表面積 22％ 2050

全 河 言

い 急 河 融 洪水

起 最 流 水面 昇  

 ン 洋 当 い 島国

い島 1000 国 作 い

潮時 均 抜 1.5m 国

う い

非常 綺麗 島 人 見

型 間 ～ 人 訪

い 異常 水温 昇 珊瑚礁

様変わ 段

水温 中 28～29 い 珊瑚

最適 温 1997 7
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38 珊瑚 人間

温 い 好 熱 死

う 境界温 30 言わ い

島 〜 割 影響 以前

私 環境大臣 話 機会

私 最 地球温暖 対

策 い 話

伝え う 言 彼

う言 皆 変

え い う い 私 国 失わ

い 環境大臣

皆 々 進国

い 隣 人 唾

い 没 人々 う

方

洋 段 土 見え

い 大潮 潮時 島

わ 水 う 水 湧い 井戸水

塩 入 塩 残 作物

い いう 続い う

生 い い 働 い い世

代 中心 ン 移

自主的

方々 環境 民 ういう 原因

私 出 い 温 効果 い

う 考え い  

地球温暖 影響 考え

風 風 水面 暖

昇気流 ワ 蓄え い 地球全体

水面 暖 い 地球温暖

う 影響 え い 直

径 大 強 う

生 場所 広範囲 最近 近

中国近 風 生 う

近 中国近 水面 暖

考え 2005

ン 写 木造

宅 自動車 返 い

強い 風 場合 部 時 竜巻 起

2013 ン 襲

30 最大瞬間風 105m/h

2015 洋

規模 風 陸 気象庁 規

模 風 襲 い 言

い 2009 風 兵庫県

用 いう 直撃 被害 大

実 近 急 風

う 前線 い

雨 降 2014 広島 土砂災害

ういう風 豪雨 増

え 考え  

地球温暖 暖 気

候 変わ 個人 家 損害保険 以前 最

長 36 契約 被害 大体 測

火災保険

10 以 入 20～30

災害 起 測 い 保険会社

計算 い 無理 いう

人間 自然災害 要因 地球

温暖 言う  

極端 いう言葉 愛知県岡崎市

時間 十数 豪雨 高知県鮫

貯水 雨 降 方

降 全 降 い

ういう風 異常 気象 増え

い いう う 考え い 時間降水

80mm いう異常 雨 1976 1986

間 均 10.7回 最近 17回 中豪

雨 多い 感覚的 思う 数 証明

昨 西 暑 梅雨 明

東 温 梅雨 明 い いう

中 変わ  

う 10 猛暑 大雪

訪 極端 傾 続 う 気象庁 言

い 極 融 極 近

気流 弱 蛇行

気流 蛇行 大雪

大雪 地球温暖 起 い
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い 過言 い 英語

ン 気候変

雨 気温 候 うい

変わ う う 影響

 

私 番怖 い 農業

気候 右 い 農業

土地 必要 地球温暖

うい 条件 変わ

う 中長期 世界食料生産 大

い う

人 減少 い

食料 減 無い 思う 食料自

給率 割 TPP 割 農

水省 測 い ういう 考え

TPP 考え直 方 良い 思う ういう

私 い 世界 食料自給率

方 人 増え 私 食料

大 う 実 億以 方

色々 理 飢餓 家

失わ い 地球温暖 絶対

的 食料 足 考え

等 合え い 合 う 足

い 食料生産 い い国 悲惨

考え い 食 物 々 生

い 関わ 問題 地球温暖

損 わ 能性 考え

い  

う 水 21世紀 水 足

温暖 進 い い 比較的多 雨 降

い 降 雨 少 い

降

雨 降 大 い 国土交通省

作 世界 水資源 将 的 水

資源 大 国 ン

ン ン 国 い 中

程 危険 中豪雨 水 流

山 保 い 資源 い

森 保水能力

い  

 いう 考え 食 物 水 いう私

絶対 生 必要

危機 地球温暖 関心 い人 い

関 い人 い い 特 子

孫 世代 う 以外

健康被害 考え 熱

いう異常 高温現象 起 い 段 夏

10 い高い う 夏 暑 死

い 人々 〜 多 亡

ういう熱

起 始 い ういう

突 的 起 い

う 気 い 熱 性 感染症

的 入 近い ン 熱

思う ン 熱 死 人 い

い ン 熱 回目 死 い 回目

症性 特徴 乳幼児 危険性 高

い 東 感染 返

症 昨

東 刺 症 汚染

地域 入 国民健康 ン 人

話 世紀 西 心配

い い い いう  

う ン ン大統領 副大

統領 界引退 地球温暖

い 世界

回 啓 回

和賞 え 環境 活動 和

賞 実 地球温暖

水 食 物 少 いう う

地球温暖 要因 石燃料 戦

原因 例え 大変 状況

地球温暖 記録的 起

情 煽 い 地

球問題 和問題 地球温暖 防 う

言う 組 対 賞 贈

 

地球温暖 異常気象 水面 昇 気候
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変動 食料問題 水問題 経

影響 情 戦

剣 組 い い い

治 う い目 前 手

い 将 考え

30 世界 考え

何 考え い限

孫 子 地球温暖

等 間 等 世代間 等 残

う 唾 い 私 子

孫 う う い

う 孫 世代 墓参 え い

い い 時代

悪 言わ い い

私 い  

 い気温 いう 20

世紀 100 間 1.1 い

前 河期 只中 均気温 何

解 10 現 大体 15

変わ い 気温 私

気象庁 昭和 28

水温 気温 調査 始 春咲

花 早 秋 遅 いう記録

出 い 気温

い う 原因 々人間

いう 世界 科学者 明確 言 い

中 々 人 人 人

温 効果 出 い 私

世界 均 倍 い 温 効果

出 い 々 世界 均 倍 力 い

い い いう  

温 効果 出 石油石炭 然

生活 必 出 う 自然

替え い 再

生 能 26％ 停電

い 作 い

再生 能 枯 い

炭素 出 い 再生 能 自然

豊富 世界 言わ い

自給 い 言 い 再生

能 替え い

自給国家 得 中東

石油 買わ

金 国 用 流 実

質 GDP CO2 残

念 社会 経 全体 替え

い い 地球温暖 注力 経

立 い いう想い

う い経 方

世界 実現 ういう 私

知  

中 面 い活動 い い起 い

生駒 市民共 電所 立

各地 ワ 企業 共 電所

立 自治体 市民 民間

出 合 地域 金融機関

行わ い ン

陽 電

農業 電機能 両立 わ

う 農家 収入

中之条 自 電力供給会社

設立 電力会社 高畠

いう人 25,000人 環境

人 2003 2011

1,107回 環境学習 最

う 減 いう 非常 いい

地球温暖 防 大 役目 果

燃 い い 買わ い 使わ

い いう 無駄 包装生産 減

ういう 意味  

時間 終わ 関心 方

詳 話  

 

●講演  清家弘久 世界の現状を知る We 

have a Dream ハンガーゼロの世界を目指し

て   

国際飢餓対策機構 いう国際協力

NGO 1980 代 活動 い 務
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所 大阪 部 務所 沖縄 広島

東 務所 置 全国的

活動 い 私 途 国 人

特 人 対 色々

影響 い 踏 え 話

いう 思う  

 

清家 弘久 

We have a Dream ン 世界 目

指 私 飢餓 い 思

い 痛 痛 い

私 世界 繋 い

い わ い 思

私 い 活動

意味 い 飢餓 い 憎 戦

い 起 私 風 考え

い 私 意味嘘 い 騙

金 慈善 業 い 私

う 飢餓

ン 必

信 活動 続 い  

 去 残念 出 部 熱狂的

ン 人

ン 書い 観 席 置 外

国人 排斥 対 J

無観 試合 いう制 課

観 居 い状態 試合 言う経験

浦和 清水 監督

人 両 外国人 非常 興味深い

ン 残 い 私 37 間 外国

生活 い 差別 残念 国

私 差別 差別

人間 対 愛情 忘

厳 い状況

状況 者 愛 大

忘 い

い 国 彼自身

生 祖国 過 い

感覚 私 地球 生活 い 中

者 愛 い 互い 尊 い い

う い 自 え良

いい ？自 幸 い

い ？ う い 世界 繋

い 影響 え い 私

考え い  

共 生 共生 々生物学用語 出

い ン 互い

互い 必要 い 片方死 う片方

死 い 前 生 俺 生

いう 共生 考え方 う 方 考え方

寄生 い 状態 ン

親 い い

食 行 い い 別

い い う 寄生

互い 互い 必要 い 共

生 共生 考え方 世界 必要

思う  

ン 撮 人 人 子 手

差 出 い 非常 ン 写

色々考え 写 現実

子 直面 い い 考

え 現実 うい 子

当 人 い

痛 私 痛 い いう共

生 考え 私 自身 環境破壊

ういう い 人 痛

い いう 実 私 知

思う  

国連 世界 飢餓人 10 間 億

人減少 報告 い 状況 改

善 い 方 世界 億 5000
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人 人 飢餓 い 警告

出 い 飢餓 戦い 中東

起 い 紛 出血熱 流行

困 状況 直面 特

人 人 性的 栄養 良

い 全体 飢餓人 億 2600

人 世界最大 飢餓 生 出 い

警鐘 鳴 い  

 2015 提唱 2001 始

開 目標 最 15

飢餓人 半 学校 行 い子

半 う 様々 約束

2015 言 次 新

い目標設 い 残念

数 合わ 実際 学

校 行 い い子 増え い

表 飢餓人 減 う 見え 実

際減 い い  

色々 要因 環境 問題 飢餓人

増え い いう 大 問

題 FAO 出 い ン 見

色 い い 飢餓 い 人

国 飢餓 広 い わ

い 戦 状態 統計 い

い  

私 い ン 民主共和

国 統計 い ン 民主共

和国 大 国 い 金

出 鉱物資源 奪い合

戦 起 い 私 い

危 い目 遭 い 昨

ン 清家 祈 緊

急電話 自 側 戦

火 迫 い 街頭 当 撃 合い 起

い 国 主 権 握

資源 奪い合 人々 殺 合 い

世界最大 資源産出国 数え ン 民

主共和国 資源 豊 い

い 豊 い い

進国 私 資源 生 出 い

産出 い 国々 人々 恩

恵 い い  

西 出血熱 起

国 大 影

響 経 完全収束

い 鎮 言わ い

犠牲者 多数  

う言 い  

思考(考え方) 気 い

言葉  

言葉 気 い

行動  

行動 気 い

習  

習 気 い

 

思考 最終的 直結 い

私 考え 世界 繋 い いう

考え 私 決 行 い

う 皆 う 関心

学 い い

思う 私 伝え 限 い

い 皆 人 考え方

変わ 伝え 人 10人

100人 伝わ い 世界 良 い

う 環境 良 い う いう考え方 着

い 思う  

世界 民数 4,290 人 う 途 国 方

89％ 無国籍 人々 1,000 人 全 民

半数 18歳以 私 仲間 ワン

活動 い 方 い 彼 隣国 ン

生 民 ン 生

両親 祖国 ワン 戦火 逃 彼

良 大 勉強

祖国 ワン い

部族 和解 活動 い

彼 言 清家 民 ン 大変
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子 人生 人死 俺

民 ン 生 子

死 い 自 生 残 幸い

勉強 学 私

祖国 起

い う 活動 い  

民 ン 写

人々 い 環境

暑 乾燥 い 地球温暖

当 厳 い生活 い

数十 人 方 生活 い 子

人 素晴 い笑顔 見

子 心 勉強 い 両

親 逃 生

活 当 大変 学校

通え い子 多 〜17 歳 児

童労働 従 い 子 2億 6,500

人 以 人 人

人 人 働い い 男 子

経 活動 危険 作業 従

多 ン 宝石 い

採掘 子 金 稼 い

無理 い 女 子

90％ 母親 代わ 家 労働 従

当 生 言う 聞い

勉強 子 残念 児童労働

い 恩恵 い

進国 私  

差別 偏見 中 子 い 女性

え ン え 殺

人 間 6,000 〜 億人 闇 葬

数 出 い う言わ い

ン 出 い 新聞

ン いう ン 書

い ン 女 子 わ

堕胎 う 生 辛い ン

飲 死 う 女 子 意

味 い いう ン 中 着 い

例え 人 子 策 い 中

国 見 い 人 産

い 女 子 結婚 い

家 出 う 堕 生

録 い 学校 い い

い 女 子 い  

 HIV う 家族 誰 陽性

阻害 迫害

い 倒的 多い

以 地域 8,000人 間

300 人 亡 い 500 人

間 10 人 感染 い HIV

感染 人 皆 症 い

人 い 現 4,000 人

亡 2,500 人 孤児 い

私 支援 い ン 母

那 い 症

い 娘 ン 府

症 薬 無料 配 い

恩恵 わ 舎 病院

保健所 え 大 病院

う い 行 乗

乗 合わ 車 乗 い

無料 配 い 薬

う い JIFH 行 い

4,000 子 学校 行

彼女 乗 行 母 自

薬 い 行  

薬 い い

子 飲 続 影響 わ

い 子 大 心配

語 い 治

療 防 必要 ン

多 国々 ABC

行 い A Abstain 青少 性

いう 教え い 乱 性 駄

目 教え い 子 劇

防 街 起

見 B Be faithful 浮

気 言う 多
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妻制 意味権力 象徴

大 誤 いう 気

妻制 人 生

い う いう 生懸

い C Condom 婦間 ン

使い う いう

奏 少

減 い  

間 17人 人 飢餓 亡 い

う 12人 子 問題 起 番

大 影響 子 環境問題

子 影響 え い いう

知 い い 私

ン 医師 回 い

母 子 い 言 子

連 医師 首 振 う

手遅 母 自身 栄養 足 い

母 気 子

育 い 私 地球

仲間 彼 悪い 感

地球 仲間 考え い い  

 何人 私 支援 い い い

子 紹 子

支援 い いう女 子 子

家 貧 い 勉強 彼女

夢 医者 金持 い

い 人 い ういう

人 い い 言う  

子 学校 通う女 子 彼女

夢 店員 女 子

い 勉強 学校 出

店員 う考え い  

女 子 ン 彼女 夢

大統領 い 大統領 国 変え

い 世界 変え い いう

女性大統領 生 素晴

い う  

 皆 知 思う い い

いう言葉 押 進

女性環境大臣 素晴 い言

葉 着 い

いう言葉 世界各地

広 方  

 子 男 子 生 早

両親 亡 預

い 方 彼 応援 学校 行

彼 片方 耳 自

農学者 い 農学 学 地域 変え

ういう想い 持 い

夢 持 い 地域 国 世界 変

え い う思 い 支援

皆 子 夢 応援 い

う 世界 変わ い 願

私 い  

種 中 森 いう わ

紹 い 誰 ン 見 ン

種 数 種 個植

え 大 樹 い 実

い わ い 種 中 森

子 種 中 森

い見方 感動

人 種 森 見 い

子 人 中 森

水 育 い 大 森

隣 人 隣 人 影響 え い

世界 変え い 私 う信

い  

作家 大江健 郎 ン ン

義 いう話 紹 い 大江健 郎

い 欲 英

語 辞書 見 英語 辞

書 買 部 入

い 晩御飯 時間

降 い い 健 郎 降 い

い 辞書 中 い 見

？ 彼 ういう風 言 う

ン ン いう言葉

辞書 人 代わ 戦
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主義主張 代わ 議論 人

書 い 自 何

ン ン 思 い 誰 戦う

議論 人 ン ン

以 健 郎 い 話

臨終 時 家

族 遺 言葉 い ？ 聞い

健 郎 聞い 彼

私 ン ン 俺 代わ 書い

い 主義主張 い

健 郎 聞い う

自

う思 い  

自 栄誉 者 何

生 い 自

者 使 い 意味

環境問題 根 い い

自 生 い 誰

人 子 人

中 ン 種 い

い 能性 植わ い 私 活動

紹 い (以

像) 

私 行動 無駄 い 世界

変え い 大 力 環境問題

当 大 私 力

歩 子 変え 子

人生 変わ い 皆

会議 様々 関わ

い い 行動 始 い

願 い  

 

●講演  瀬口亮子 飲む ことから考える

地球にやさしいくらし   

外出中 喉 い う

？現 ン 自販機 気軽

飲 物 買 飲 多い 思う 飲

別 入

い 問題 い 最近 別

入 詳

別 い

途 国 人 い …

考え い 思う

い 大

当 ？ いう

考え い い  

 

瀬口 亮子 

第 問 生産

過去 20 間 い増え

？い

薄 軽 伝 い

考慮 い い

1990 代 多

当時 大 い

容器包装 法 1995

立 共 型 場

気軽 持 歩

着 最新 約

60 ン いう数 い

率 増え い 大 い 思

う 訳 見 い い 飲料 出

い 茶 多い

水 入 飲 習

水 入 売 う

増え 要因  

問目 入 輸入

自販機 買

場合 水 水 浄水 水筒 入

飲 場合 前者 者 何倍 CO 排出

？答え 約 50倍 外出 飲 場
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合 仮 国産 輸入

冷水機 水筒 比較

原料 採掘 石油

必要 作 作

製品

入 冷 最

必要

次 新 い

作 必要 次

原 料 節約

う 組 合

わ 削減 い

い

対 献 少 い

い 思う 冷水機

い 水 水 浄水 電気

等 水筒 必要 場合

製造 い 何 使

う い 製品 原料採掘段

捉え

考え方 ン 言う

色々 回

比較

使 例 場合 水筒 場合

場合 比 約 50倍  

外出 際 家庭

宅配 水 飲 い 思う 家庭

何 使う 1,000

回 い使 捨 感 う

比 差 多

う 般的 1,000回 逆 言え 回

買う 避 CO2排出 1,000

いう  

いう 大 生産 大 消

費 大 象徴 私

利便性 追求

環境 荷 進 い

いう い 思う R

いう 知 う

結局 制

い い 対

制 組

い い 唱え い

進 い い

世界 人 増え 国々

経 長 資源 消費

大 進 い 途 国 人

生活 い 地球

個 持 い 持続 能 いう

うわ い 経 長 資源 使

う い いう考え 経

長 資源 言う考え方 い

必要  

水 焦 当 地球

見 誰 知 通 青

言わ い 水 惑 私 人

間 含 生 生 い

問目 地球 覆 い 水

私 人間 生産活動 使え 水 割合

い ？答え 0.01％ 地球全

体 水 水 97％ 淡水 3％ 淡水

中 河 使え い 地 水

多 河 湖 う 使

え い 生活用水 手 入

0.01％  

人間 文明 周辺 生 い

流 ン

黄河 う 水 偏 い

手 入 い

水 金 国 砂漠

ン う

水 淡水 金 大

使 経 力 い国 全

水 手 入 い人 約 億人い

中 約半 子 子

水汲 学校 行 い 言う

井戸 掘 い いい

水 汲 い
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水 衛生 保 い 痢

落 う 死 う

い原因 方 間 180 人い 温

暖 い 水 足 い 時 足 回

い 徐々 水 足 進

い 作物 う いう

 

気候 影響 人 的理 地 水

枯 起

雨 降 い 大規模 農業

い 能 い

大規模 灌漑施設 水

持 い 言う 地 水 汲

農業 使 い

山脈 雪解 水 溜 地 水

河時代 置 土産 ン ン使い始

目 見え 水 減

い 早い 25

涸 う 言わ い う

農業目的 地 水 無

確認 い  

問目 ン 個作

何 水 必要 ？

ン 薄 い

45g肉 ン ( ン) 出 番 物 ン

解 約 1,000 私

食 物 食 多 水 使

い 牛肉 45g 924 使

い 牛 食 飼料 穀物 育 水

必要 わ 肉 作

多 水 必要 い ン 麦

作 計算 大体 い 数値

いう い 牛肉 水 大 消費

い 思う 作

肉 水 大 消費

食料 外 輸入 頼 い

世界 色々 起 い

私 自身 問題 外 水脈 涸

う い 牛肉 輸入

水 消費 行わ い

砂漠 地方

輸入 い  

う少 話 い い 水

自然 環 中 回 い 学生

わ 立 昇気

流 雲 雨 地 降 注い

湖 蓄え 流 い 自然 水

蓄え 機能 備わ い 私

水 浄水 飲 水 使

う 水 通 再 水 最終的

流 着 地 水 地 水脈 言

う 流 い 山 方 降 水

流 流 い 結局 地 水

う 流 流 人 共

い い  

地 水 関 法

いう い 河 湖 河

法 水 国土交通省 農業用

水 関 農水省 非常 縦割 地 水

盲 地 水 管理 法

い 誰 好 使 いい ？

唯 根 法 民法 土地 所

権 持 人 地 至 好 使

良い 自 敷地 地 使

良い 地 水 流

使 いい ？汚

？ 流 人 迷惑 う 大

企業 土地 所 地 水

汲 般的

い 問題 い ？ い 考え

い う 地 水

様々 権利関 い い 前 議論

い 最近 中国 外資 水

目的 土地 買い いう話 出

急 機 高

い  

去 水 環 法 立 立

応包括的 法 理
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念法 大 水 国民 共

産 明確 明確

次 体的 施策 行 い

自治体 水 対 任

地 水保全法 立 言

わ い 地 水 限 地域 水

水 湖 水 私 生活 支え い

任 通 使 い

いう実感 湧

思い 馳 い いう

水 い 地産地消 進 い う

唱え  

熊 県 火 国 水

流 流 思い 組

地 水 保全 条例 い

山 山 雨 降 行

期間 短い 雨 降 い

水 足 う 能性

水 貯 透

減 地 水 減 い 起

う 見直 う いう動

休 い 使

う いう 水 恵 いう 米

策 進 い 農業 水 番汚染

農薬 使わ い 作 米

ン い 牛 育 わ わ 外国

土地 水 消費 地域

飼料 作 い いう 飼料米

作 い  

地 水 飲 いう 水源 水 想

い 馳 保全 う いう気持 高

時 遠 余計 使

わ 地球環境 保全 献  

 最 全国 市長会 水 水 利

用 進 採択 主要 自治体 会議

入 飲料水 税金 購入 禁

い 国 ？答え

消費 い

国 削減 進国 2007

全国 市長 会 自治体 全

水 市民 供給 任 外

理 い い

い 処理費用 減 う

いう 記 う 組 至

ン ン ン 早

市 組

増え い  

民間 組 例え 欧米

ン 水 い いう 料

出 ういう

う い い 持

方 ン 水 提供 い

う いう動 増え い 街 給水

設 ン い 人

持 給水 ン 行

始 全国 広 い

い 全米 50以 大学

販売 禁 動 直接飲 水飲 場

給水 増設

ン い い 何 削減

いう わ 大

学 是非 い い  

 国立 園 動 富士山 山

自販機 世界 う

得 い 国立 園 いう 人々 自然

観 楽 い うい

入 飲料 販売禁 進

い ン ン 条例 市

所 敷地 販売禁 い 新設

給水機 設置 義務 い

外型 給水 ン 進

感 い  

省庁 会議 温暖 防

観 ン 調 禁

ン 契機 魅力的

水 設置 進 い

ン ン 街中

飲料水 販売 禁 民投票 決
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世界 期的 話  

 水 地産地消 動 いわ

茶 飯 市 茶飲

いう 組 地域 特産品 茶

茶 提供 う いう

生駒市 会議 時

出 瓶 入 茶 使 い

 

 水 Do！ ワ う 国 外

環境 荷 い 組 考え方

使い捨 容器 容器

使用 減 減 い 地域

水 思い 活動 広 組

い 色々 自治体 自治体 率 行

動 広 う いう 言 い

多 自治体 参 い

思う 写 生駒市 水飲 場 神戸

市 風見鶏 前 水飲 場 都 湧 水

うい 時広 い いう 水

水 活用

大 生産 容器 頼 い

作 い 活動 行 い  

 終わ 中国 わ 紹 い 飲

水思源 いう言葉 水 飲

源 思い 馳 い いう

源 手 至 過程

思い 馳 う いう

伝え い 生駒市 水飲 場 地 水

30％ 非常 美味 い

わ わ 買う い い

寄 金 寄 う

支援 源 手 至 過程

思い 馳 い

思う  
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第２分科会 環境行政 

自治体間競争 魅力あ まち く  

コーディネーター  

京都府立大学大学  教授 好  

話題提供者  

 公 民 学 連携  

草津市総合政策部草津 来研究所 所長 山 憲一 

 少子高齢 社会 豊中市 課 挑戦  

豊中市政策企 部 都市創造研究所 研究員 熊 伸  

 魅力あ 求 新 自治体職員像  

自治体 ン 塾世 人 神戸市職員  大島博文 

 文 活  

堺市文 観 世界文 遺産推進室 室長 宮前誠 

会場  

 

 科会 自治体間競 魅

力あ いう非常 わ

い 進 い

関西 都市 自治体職員

越 い

自治体 魅力あ

う 組 い 報告

い   

ン 新

い人 う増や

魅力 う打 出

課 難 い

一般的 魅力的 思わ い

街 若い人 魅力 思う街

い 異 い いう

い 日 ほ 異 文明

階層 生 い 高齢

者 中 現役世代 20 代 30

代 若者 子 感

魅力 い  

街 来 い い

方 う 街 魅力 伝え い

変え 高齢者

い 一番大 動 最初

就職 宅 う

20代前半 30〜40代

大 人 動 時期

方々 う 移 う

課 思う    

 

宗田 好史 

 

私 京都府立大 都市計 教え

京都市 都市計 や 観政

策 携わ い 京都市 2007

非常 厳 い 観政策 打 う

経 街 綺麗

板や高い建物

京都 人 減

特 都心 ン ン い値段

売 い 私 鴨 い

文 遺産 喜 感 い
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移 方

観 良

環境 綺麗 確

実 人 実感 暮

い  

う い い

良い 作 進 良い

対 あ

い 惜 や

う 保 的 変え い人

力 いい街 阻

害 い 状況 あ 日

自治体 方 伺い

人 減少社会 中

生 戦略 辺 あ

議論 い い  

 

●話題提供  山本憲一 公 民 学

連携のまち く  

草津 来研究所 22 設立

地域課 解決 草津市

来 見据え 政策研究機能 高度 想

像力あ 政策 提案 通 草津

来 開 気 注 目

的 持 い 草津 来研究所

タ ン 機能 ン タン 機能

コン ン 機能 ッ

機能 いう 機能 十 発揮

草津市 来 明 い 考え い

 

当市 う 場 招

い い 良 ン ン

連 近畿圏 2014 度 い

西日 いう 評価

い い 点 数少 い人 増加

い い 市 いう い 紹

い い 思 い 街 試

い い  

 

山本 憲一 

 

現 草津市 人 12万 8,600 人

昼夜間人 比 1.09 学生 企業 い

案外 昼間 人 多い 面積 48

万 方 湖 含 約 68

万 方 草津 中心 JR東

海 線 走 東西

車 15 移動 コン

い 京都 約 20 大阪

約 50 便利 市 第 次総

合計 い 市内 駅 中心 草津

進 い 市 端

湖草津博物館 西端 近畿圏最大

規模 ッ ン 端 学生

規模 万 4,000 人 立命館大学 あ

草津 東海 中山 岐合流 交通

要所 神高 路草津 ン

ン あ 新 神 連結 い 現

交通 要所 ッ や

ン 立地 い  

草津市 人 見通 32 度

減少 い いう予測

度 再度見直 37 以降

人 伸 い う 予測 い  

最近 草津駅 高層 ン ン群 あ

合併当時 う街並

廃線 線路 活用 全長 5.7

約 40 タ 土地 草津市
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得 防災拠点 備え 地公園 昨

整備 手 い  

世間 高い評価 色々

問 山積 い 環境 経済

社会 側面 都市 持 能性 調査

都市 調査 結果 草

津市 634 中 254 中程度 滋賀

県内 非常 迷 い

主 原因 社会 定度 極端

い 交通事故件数 刑法犯罪 認知件

数 高い 関 い 2012

ンケ 調査 生活 や

利便性 ッ 自然 豊 や風 美

特 自慢

い いう タ い  

立命館大生 ンケ 駅

ン 往 終わ 市内 居

い い い 学生

い 原因 いう認識

持 い い いう状況 学生

仮 宿 東海 利

用 京都 大阪 東京 巣立 行

い いう わ  

人 構造 見通 32

言 タ 説明 13万

5,000 人 減少 い 予想

い 昨 調査 18.4％

高齢者率 後 21％ 超え い

う 超高齢 社会 突入 い

 

草津市 抱え 課 一体何 第一

外部 評価 高い 民 方 実感

い 大規模商業施設 大学 博物

館 地域 端 い

い 人 実 隣 人 方 便利

い 民 実感

い 思う 人 約 13％

占 学生 定 い 第 故

郷 認識 い 学生 地域

課 解決 通 色々 方 知 合い

い い いい思い出

う 考え い  

草津 来研究所 都市 魅力 高

う 考え い いう

申 い い 昨 度調査

地域課 複雑 新旧 民 価値観

対立 い 新 民 主 大学

生 京都や大阪 社会活動 行 い

複雑 問 ひ

い 複数 ン 問 価値

観 対立 共通 課 い

学生 連携 通 色々 社会実験 行

い う いう 考え い

効 解決策 立案 実際 社会 接

触 作業 前 設立

協議会 や う いう 考え

い 草津 来研究所

機能 要 あ 認識 い 特

市民参加 中心 据え 公民

学連携 ッ 機能

必要 考え い ッ

新旧 民 学生 結

持 能 地域 常

議論 実践 場 ン ン

ンタ 組 い  

ッ ッ ン

あ 地域 現状 知 能

限 指標 タ

ン タ や 次 利

用 や い形式 公開 張 い

次 新 指標 生 出 市民活動

支援 い ン い

課 様々 指標 組 合わ い い

評価軸 市民 提示 い うい

う 持 進 い  

ッ 実現

目 い 組 い 第

大学地域連携強 ン 検討 い
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公民学連携 ッ 組 や

組織 運営体制 大学 市民 共 検討

第 確 や 誰

情報 使 問 提起

う ン タ あ 方 い 研究

い 市 持 タ 市民活

動 生 出 ン タ

活用 い う いう

第 民 感 指

標 組 い い 第

行政 い う 職員 政

策推進能力 向 い 研修

行 い い  

最後 私 土木構築専門 術屋

昨 交通戦略 や

中 環境省 補助 連結

度 入予定 あ 来

以降 連節 草津市内 走

い CO2削減 向 環境

組 私 チ自慢 最

後 紹  

 

 ン タ い 熱 語

タ

い  

山 模索中 市民 使いや

い 考え い 時

表や児童保育 役立

度 作 う

い ン タ

使え 見 い

広 い う 始  

 保育園 タ

必要  

山 言う 空い い 時間

曜日 場所 い タ

ン 見

う 開発  

 直接電 人 市役所

福祉施設や病 案内

あ う うい

タ 約 程度 金

意味あ いう人 い

思う  

山 タ 搭載 民間

会社 知恵 い い

市民 使いや い う

い 市 市民 広 情報

思い や い  

大事 例え

実感 い市民 いう指摘 あ

生駒 草津 負 い

京都 い

難 い 色々 タ

載 ンタ ネッ

普及 人 統計や事業所統計

国勢調査 人 うい

変 う タ

ビ タ 行わ い

自治体 管理 全部

ン い う

市民 タ

良 選 都市 魅力 考え

い 情報 必要

ン 内容

ン ン ッ

売 い街 物件 ン ン

い 感 う

ういう う

いう 気 ン

ン ンタ い 聴

い い  

山 ッ 機能 中

民 学 連携 行

う い 新 民

旧 民 多

馴染 い方 い

うい 方々 融合 場 作
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い う いう方向性 出

度 出来 出来 い 作

う 一歩 見出

 

 千葉県 茨城県 境 東京大学

ン 都市

工学科 沢 生 いう方

わ ン ン ンタ い

う 作 市民 商店街

方 UR都市機構 行政 大学 学生

電鉄 協働 柏

農地 あ 農地 あ

いい 思う方

う う タ

合わ 商店 移転等 新 い

活動

私 草津 長い付 合い

あ 草津 い宿場 農 地

社会

あ い 急 人

増え 新 い 民 コ

作 高層 ン

ン 階以 い

周辺 民 士

親密 い 社会性 失

う 主人 事 行

出 い い

市 英断 ン ン

ッ 金 土地 出

ン ン内 一種 公民館

コ 事業団 共

管理 提案 対 補助金 出

活動 い

一般 方 知

高齢

子 預 い

起 全部 100近い活

動 あ コ通貨 コ

通貨 始 草津市 新旧

民 交流 コ 活動

支援 いう実績 あ  

参加者 わ 将来 草津市

いう あ

滋賀県内 組

い 草津市 良い

い 民 や

 

山 研究所 方針 い

滋賀県 い 場 通 共

通 認識 持 や う

いう 組 あ 県内 自治体

議論 方針

動い い わ

草津市 方向性 進

い 人 移動 い や

京都大阪 多い 京都大阪

地価 20 50

ほ 行

いう ッ あ 周辺 市

来 い 草津市 出生率 全

国 均 1.4 い 隣 市

超え い 隣 市 子

産 方 〜10 経

草津 移 いう タ

ン 最近見え  

参加者 生駒 大阪 交流 多い 昨

人 減少 い 10

間 草津市 あ大 いう

試算 前提

子育 人 来 ン

あ   

山 ういう移動 見越 い わ

過去 人 伸 率

後 草津 開発計 含

中 試算 い 指摘い

い 問 後草津 直面

人 減少 転 出生率

子育 や い
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出生率 若者 対

い いう認識 持 い

 

参加者 居 特徴 いう う

い ン ン 増え い

戸建 増え い

若者 求 い価格 い

 

山 両方増え い 思う 駅前

ン ン 開発 整理

来 着手 大阪京都

い 魅力 思う  

 

●話題提供  熊本伸介 少子高齢化社会

にお 豊中市の課題 挑戦  

豊中市 大阪市 隣接 生駒市

草津市 様 ッ タ ン あ 高校

球 ビ ッ ン ッ

発祥 地 い 大規模

千 タ ン 抱え 大阪国

際空港 空港ビ 豊中市 あ 豊中市

ン ン 入

宅専門 中 ッ 10

う 豊中 千 地 いう 地

ン ン い  

 

熊本 伸介 

 

都市創造研究所 設置目的

中長期的 視点 立 都市 政

策 関 調査及 研究 行い 市 持

的 発展 計 的 市政 推進 資

い 現時点 政策課

い い 後豊中市

大 影響 及 思わ 大 問

い 調査研究 行 い 近

活力 魅力 人 問

政構造 問 い 的 長期

的 視点 調査研究 い 調査

研究 結果や 提供 関 部

政策形 側面的 支援 組織 政策

能力 向 寄 目的 い

 

大阪国際空港 空 玄関 い

阪急鉄 大阪急行

神高 路や 地 鉄御堂筋線

線 路 整備 抜群

い 地 い

部 東部 千 タ ン あ 中

部 い 宅 タ 都市

知 部 的雰 気

あ 活気 あ 地 思 い

将来人 推移 調査研究

2010 国勢調査 ン

ン 開発要因 都市政策

人 増加要素 足 合わ 統計的

出 出生値 仮定値 1.07 1.28

1.50 いう う 複数 タ ン用意

算出 1.50 場合 32 増

え 後 37 度以降

見 32 度 5〜24 大

変 見 い 37 度以降

世代 減少 52 度 推計値

65〜74 層 最多 構

い 日 創生会議 出産適齢期

女性 減 い 問 い

豊中市 44 以 若い女性 減

い 確認 少子高齢 少

子高齢社会 中 豊中市 活力 保

念頭 置い 場合 出生数 維持 い

子育 支援策 必要
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わ  

豊中市 高齢 率 2040 33.6％

護 療 高

考え 護予防 組

療 ビ 護 ビ 連携

健康 命 伸 誰 心 暮

行 い 必要 あ 子

育 い 44 以 女性人 減

少 少人 減少 見込 い

現 0〜5 人 増え

待機児童問 あ 子育 相談

件数 増え い 質 高い教育 保育

地域支援ネッ ワ

担い手 見 や ビ 充

実 妊娠 出産 育児 目 い

等 子育 世代 人 獲得 施策

必要 い  

学校教育 関 児童数 時

半 以 い 学校 数自体

時 変わ 学校規模

部活動 必要 人数

難 い いう あ 一方 過

密校 あ 後 人 減

活力 わい 懸念

い 交流人 獲得 い 必要

あ 豊中 ン 市内外 積

極的 広報活動 充 い 必要 あ  

都市基 い 人 減少 進行

一人当 公共施設 面積 増え

高齢者用施設 足 一方 子 用施設

余 面積 増え 等 人 構 現

状 将来 見据え 施設 空間

整備 必要  

宅 問 余 宅 万 9,000 世

空 家率 15.3％ い 1988

調査 9.4％ あ 要因

既 宅 ッ 活用 新設

あ 空 家 増加

防犯 観 問 近隣

関 希薄 問 や地域 魅力 減少

う いう 考え

問 解決 タ

合わ 替え 応 中 宅

ッチン 組 求

い い 思う うい 諸課

解決 魅力的 街 い

魅力的 環境 整

い 思う  

暮 や い 訪 い 旅行者 多い

いう 豊中 地域 活 観

資源や 生活 必要 生活資

源等 資源 豊富 い

後求 い 思

う 人 減少 若 労働者 新

い 術 潜 的多様力 弱 護等 基

礎的 ビ 行う 基 失わ

い 予想 う 産業

衰退 経済的 用機会 喪失

文 や創造 い 地域力

要因 暮 基 維持 困

難 い 懸念 豊中市

全域 市街 調整 域 あ 開発

余地 ほ い

ン 転入 進 転出 抑制 図

い い  

転入 進 い 転入者 多

大阪市 関東 事や結婚 引 越

方々 関東 転勤世代 対象

PR戦略 望 い 考え い 箕面市

関西 支社 持 企業 市 ン

ッ 居支援 候補 加え PR

広報活動 行 い 教育環境

や交通 利便性等 関東 転勤者 PR

い 必要 あ  

転出 抑制 い 市内 者 向

ン ン 新規 者

方 提供 豊中市 愛着や誇 感

い 機会 増や 繋
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い 施策 い 必要 あ

思う 市民 明確 愛着や誇

感 い 市民 帰

属意識 芽生え 魅力 創造や発

信 市民 関 動機付 進

期待 ン

組 性質 効性 あ わ

い 都市 基 整備 共 組

い 求  

市内 転入 進 い 宅補

助 い 疑問 あ 13

度 家賃 一部補助 行

間 6,123 世 制度 使 い

補助 終わ 後 19

2,701 世 い

家賃 補助 短期的 人 増加策

効果 望 中長期策 疑問

形 研究 い 中

近居支援系 施策 や い 良い

結論 出 い い 親

居 い い妻 う 妻方 方い

親 60 以内 率 増え

い 親 側 子育 や家事 親

得や 女性 就労支

援 子育 両立 寄 い 親世代

見 護 生活支援 面 寄

考え 豊中市

近居支援系 施策 進 い

開発 余地 少 い 空

家 着目 い 豊中市 宅 ッ

半数 賃 宅 空 家

置 適 管理 流通

市内 替え 誘

発 人 急激 減少 対応

能 幅広い世代 タ

応 宅 ッ 求

 

魅力的 学校 いう

豊中市 文教都市 評価

い 以前 調査研究 傾向

部地域 転入 転居 限 い

現 人 減 い 地域 学校教育

魅力増進 子育 世代

中心 人 込 あ い 学校周

辺 宅地 新 求

豊中市 一部地域 児童生 数 減少

進 統廃合 懸念 中 中一

校 ひ 手法 考え い

〜 児人 増加 親 タ

就労割合 増加 子 預

い いう 保育所 待機

児童 増え い うい 要因 あ

子 滿 感 い 人 割合 現

34.4％い 言わ い 子

療費無償 期間 長期 等 各自治体

既 行 い 子育 対

直接 結 い 学校

教育 保育 一体的 推進 地域社会

豊 育 機会 提供 子 心

過 家庭 ネッ ワ

心 子育 出来 組

整備 進 い  

空 家 い 豊中市 中 宅市

場 近隣 比 活発 国や大阪府

中 宅 市場 活性 向

組 進 後 市

場 長 期待 い

市 特性 踏 え 中 宅 市場

活性 向 環境 整備 中

宅 検査 情報 積 普及 多様

応 ン等

流通 進策 情報提供や相談 実施等 行

い  

い 豊中市 活力魅力 い

移 い 当研究所 行 市

民 ンケ 宅都市 あ 時

生活文 都市 あ 見え

豊 瀟洒 宅地 部地域 あ



❄❅❆科❇ ❈❉行政 自治体間競争❊魅力あ ま●づく  

42 

 

大阪大学 大阪音楽大学 あ 大阪

大学 学術博物館 大阪音楽大学

音楽博物館 あ 日

ンチ 交響楽団 練習地 豊中 あ

ッ いう ン 等 あ

文 活動盛 ッ

建造物 市民 ッ 味わ

う 時 建築 知 う等

ン ン 行 い 部

豊中 ンチッ 街 域

や 宅都市 豊中 作 良

好 宅群 あ 部 方 内地

域 い あ 子育 世

代 市内外 惹 付 部

惹 若い世代 引

市内 転居 地域 いわ

市内 人 環 ン う 役

割 果 地域 い 部 家賃

高 最初 い 難 い

若い人 い 地域

部地域 若者 惹 付 能性 あ

人 減少 高齢 進 い

盛 若 層 魅力

的 提案 い 必要 あ

思う 部 商店 積

賃 宅 供給や開拓 必要 考え

い 部 若者 魅力的 都市

若者 移 者 店 出

い う 好 環 生 出 考え

い  

活力魅力 いう点 い

27 度 都市活力部 創設 魅力

創造課 空港課 文 芸術課 魅力創造課

振興課 産業振興課 あ 魅力

創造課 ッ 音楽等 空港課

大阪国際空港 担当 い

振興課 高校 発祥 地

PR い 行う 産業振興課 部

部 産業誘致 組 い い

課 あ 豊中市 地域資源

利用 進 い 期

待 い 若 層 中 高齢者 あ

ゆ 方 暮 舞 満

足 目指 姿  

人 変 対応 作戦課

対策 点目 潜 民 訴求

魅力的 地域 創造 ひ 込 転

入 う 魅力 時 人

環 い 潜 的 転入層 意識

特 タ ッ い

若 層 子育 層 あ 暮 や い市

街地 形 新 い学校 設置 誘致

中心 子育 世代 対応 行 い

点目 多様 い方 支え

タ 宅 形 市内 子

育 親元 近居生活 支え 等

タ 変 合わ 替え

良質 多様 宅 ッ 用意 中

宅活用やコ 拠点 空

家活用 必要 考え い 点

目 市内外 向

ン 若者 魅力 市街地 恵 教育

環境 自然 あ 近居生活 望

い居 環境 あ 豊中市 魅力

市内外 発信 市外 人 認知 高

時 市民 誇 愛着 醸

的 市内居 動機付 行え う

ン ン 行 い い

うい 数々 連携 若い人や

変 合わ 転居

い 後

い 求 い 思う  

 

 豊中市 市営 宅 何戸 い

持 い  

熊 市営 宅 戸数 私 方 把握

い い  

 賃 宅 市 う増や
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民間 ッ や 大

家 多少 願い あ

い 近居支援

いい 息子家族 一

い い 娘家族

い

圧倒的 統計 出 大歓迎

う支援  

熊 う いい いう

難 い 感

知恵 拝借 い 考え い

部 あ  

 近居支援 いう 現実的 思

う タ 働 女性

増え い 都市全体 言え

既 タ 働い い 奥

い 婦 都心 い

郊外 い 女性 子

手 働

い タ 奥 働い

い 世 入 多い 家賃

払 い 郊外

い 婦 難

い 保育所 整備 い

事 出 能 子

教育費 満

次 生活水準 向

教育 質 関 事 関

横断的 見 い 必要 あ 保

育所 次 次

市外 出 行 人 増

え い 横浜や川崎 現象

宅政策

行 い 言う 後

議論 い い  

参加者 将来 効果的 見通 あ や

い 思う 何 い

目途 何 解決 い 何

や 効果 あ  

熊 私 あ 調査機関 実践

担 い い 言及

い 総合計 政策

課 盛 込 い  

 

●話題提供  大島博文 魅力あ まち

く に求め 新た 自治体職員像～

自治体ガ ナンス塾の活動紹介～  

神戸 独 大 街 阪神間

一部 いう考え方 あ 中 西

宮や芦屋 東灘 い 一体的

阪神間 宅地 発展

ン 岡 御影 いう街 あ

神戸 療産業都市構想 進

IPS 胞 使 色々 治療 行 い

STAP 胞 いう 結 う

うい 影響 新 い都

市魅力産業 い  

 

大島 博文 

 

日 関西 自治体職員 仲

間 一 自治体 ン

塾 いう 勉強会 行

い 奈良県 あ 帝塚山大学 中川

生 塾長 い 約 150

ン 作 い 前

回 実施 い

互い 勉強会や職員研修 合

い 結構広 あ 組 行
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い ン 大阪市 長

新規採用職員 私 う

事務屋 いわゆ 術職 方 様々

階層 人 ッ 参加 い

大 特徴 い  

資料 写真 前 市役所

や 時 合写真 自主

勉強 勝手 や い いい

事や 言わ 多

い 私 評価 済

い い 考え

自治体 人事部門や研修担当部門 依頼

研修 置

え い 願い 土曜日 変

時間外研修 いう いい 開

催自治体 職員 方々 多数参加い

い い や個人勉強

事 活 や いう意識

写真 市長 市長 参加

11 日 13 時

生駒市 世 開催

タ 高 う共創力！共

考え！協働 創造 う いう

協創 いう言葉 使 市民 事業

者 方 行政 一 力 合わ うい

う いう

合 い い 考え い  

生駒市 環境自治体会議 う 大

会議 い 私 う

団体 組 入 い

自治体職員 や 共

機会 い

生駒市役所 活力 あ い

い 期待 い  

々 問 意識

自治体 人 減

い う 自治体 縮 予算 縮

職員 減 市役所 職員

減 ほ い

市民や企業 力 あわ や い

ういう連携 い 地

域 運営 い いう や い

い状況 考え い

 

内容 簡 紹

い え 第 1 回 奈良市 実施

仲川市長 就任 掲 市

民 真 中 地域主 い

う 採用

う 市民や事業者 方 一

地域 事 ゆ 考え

第 3 回 大阪市淀川 実

施 う  う  

うや 自治体職員 覚悟～激動期 求

基礎自治体 あ 方 いう

掲 大阪都構想 自治体 巻

環境 沙汰 中 自 変

わ い い い 覚悟

い い 合  

体的 議論 あ

いう 活用

い 市役所 職員 企業 NPO 職員

ン 市民 方 色々 立場

答え 設定 あ 課 解決

う 組 Yes No 者択一 答

え う あ 例え あ

あ 環境 ン 森林 間

や草 山 行 方

あ 環境負荷 少 い公共交通機関

時間 い 公共交通機関

行 ？ 行 ？

ケ ケ いう答え あ

白黒 Yes

No いう 中

全体 例 出 問

い い 事や活

動 い 常 うい

断 連 い 思う 事や活動
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うえ 断 曖

効果 い 動 い時

う 些 断

い い い いう 省

実施 い 事 多忙 疲

い 非日常的 う

場 実施

断軸 市民や

事業者 連携 方 考え 習得

機会 い 特 市民 方 事業者

方 一 や い 力

調整力 総合力 い 力 身

実際 地域 動 い う

う 仲良 長 い

い 思う ういう活動 配 男性

ほ 占 場合 多い 写真

若者 女性 い 男女 ン 良

い 後 1,000 人 1,500 人 仲間 増や

勢力 増や い い  

 

 結 魅力あ 自治体 作

職員像 うい

タ あ いう

 

大 島 や 市民 中 入 い

いう 机 絵 書

魅力あ

う 市民 中 入 い

議論 専門性 発

揮 進 職

員 求 い  

 自治体 事 専門性 あ

誰 や う 質

い 事 自治体独

自 政策 あ 思う 90 代

国 規格 進 中 均一

質 ビ 提供 自

治体 職員 求 90

代 大 国 転換 あ 個性

あ 地域あ 発展 いう方針

替わ 個性あ

実践 中 う い

や 発展 手

衰退 一方 う

自治体職員 自

い 任持 や

能力

当 ッ

思う 任 や

や う いう意志 自治体職

員 中 あ  

大 島 自治体 い 窓

ン 進 あ 第 市

役所 い 産業 あ

決 や う 業務

機械 い 減 い

電子市役所 い

い 一方 い文 的価値あ

置 い 建物 奈良市

運営 市民 行う事

業 あ

あ 思う う

進事例 共 組

い 考え い  

 人 減少 自治体 政 悪

い 一方 う

ビ 悪 い ビ

維持 税金 い代

わ 働 協働 いう

意識転換 い進

状況 中 協働

当 前 職員

〜 倍 い ビ 維

持 や い い う言 中

自治体職員 意識 う  

大 島 え 生駒市 事例 企業

提案 市 子育

開発 市民 子育 情報
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提供 う 組 始

い ういう連携 感性

持 職員 生 あ  

参加者 魅力あ 求

職員像 いう う職員

煮 い 思う 例

え 1,000 人調査 計

新 い課 見出 い

新 い課 見

組 体制 整 い

い 出

うい

中 新 い課 見 実行

 

大 島 市役所 中 閉 い

い い 市民や企

業 方 情報交換等 や い

い 思う 例え 神戸

市 ッ 提案

公園整備

評価 特 素

使 い う 新

コ 整備 行

う 専門性 要 組

市役所 い 企業

あ 実現 施

設 い 両者 施

設 体制 実現

事例 あ 後 う 相互

補完 地域運営 乗 い

い 考え  

 複雑 社会 中 少子高齢

タ 国 検討 自治

体 投 い 自治体

解決 う 自体 間

い 少子高齢 う始

い 出生率 回

果 出 20

〜30 後 状況 中 ン

ケ う 問

い 結果 実施 政策

保育所 増や 手当 支給

う 国民 考え

力 必要 自 自身 問  

 

話題提供  宮前誠 歴史 文化を活 し 

たまち く  

堺 墳時代 羽 交

互 巨大 墳群 創 言う

一 世界遺産 録 い

時期 中国 朝鮮 鉄 伝わ

墳 創 土木工事 飛躍的 発展 中

世 自 自治観 都市 発展

千利 茶人 出

茶 湯 大 中 日 代

表 都市 大阪夏 壊滅的

打撃 活 時

代 刃物 線香 刃物 利用

昆 発展 堺 中国 朝鮮

伝わ 鉄 出発点 発展 考え

い 現 臨界 コンビ

千 タ ン 少 遅

泉 タ ン 18 政

指定都市 大阪 中心的都市

臨海コンビ タ ン

工業都市 大 変わ 臨界コ

ンビ 税金 増え

いう 評価 あ 公害 街

被害 出  

公害 省 21 環境

都市 選定 関西電力

堺市 協働 作 堺 陽 発電所

23 稼働 一般 宅 3,000戸

発電能力 あ うひ コ

タ ン 創出事業 行 い 全

戸 陽 発電 チ ン

電池 入 25

事業者募 譲開始 い 泉
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タ ン 廃校 土地 コ

タ ン 活用 堺市

土地 次 事業 い

環境 都市 組 い

い 考え い  

 

宮前 誠 

 

墳時代 長い 中

あ 的 並 人

績 千利 謝 晶子 輩出

縁 地 大 省

数 前 堺 文 相対的 軽

視 戦後 高度 長期 現

少子高齢 あ 将来 向

発展 何 必要 いう

堺市 定 人 維持増加 い

う 掲 い 自

い ういう愛着

誇 市民 持 う 大変 要

考え い 文 人

績や伝統産業 大 必要

考え い 最近 市長 ビッ

いう言葉 使 い

堺市 愛着や誇 持 う

活動 い  

工業都市 舵 諦 わ

い 堺市 工業出荷 番目 政

市 番目 25 調査 製造

品出荷 大阪市 多い 工業都

市 面 税 や 用 面 大事 操

業環境 向 組 い い 臨界

コンビ うあ 機能 い い

地 使 企業誘致 い  

一方 や 文 活

いう ひ 文 芸術

機能 強 観 ン ン いう側面

あ 思う

ン 堺市

求 い い 思う  

堺市 基 姿勢 挑戦 掲

い 子育 堺 命

文

匠 生 炭素社会

挑戦 税 一部増え い 部 あ

後 減 い 点配 い

う 行政改革 徹底的 や 私

給料 一定削減 源 効 使 行

基 姿勢  

体的事業 紹 舌鳥 墳 世

界文 遺産 録 私 一番 課

ひ 観 文 拠点 必要

いう 千利 謝

晶子 文 施設 い利晶

社 間 30万人 予

測 い GW 一ヶ 10 万人来場い

い  

うひ 文 芸術機能 強 堺市

市民芸術文 仮 整備 組

い 市民 老朽 進

立 替え う いう 市民会

館 文 芸術 拠点 発信 交流

大 2,000人 300

人 容 規模 新 施設 整備 う

いう 箱物 いう指摘 あ

い 大 掲 い

大阪 拠点 大和川以 泉 地域

河内地域 拠点 わ い 作 う

使 い う
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い 次 大阪 文 芸術 発信

拠点 施設

大阪 い  

私 組 舌鳥 墳群 案内

い 世界文 遺産 録

基 的 1600 前 い

い いう 観 面 強

近畿地方 世界遺産 持 い い 大

阪府 世界文 遺産 大阪 いう

堺市 羽 藤井寺 組 国

内 推薦 後 い

都市部 世界遺産 珍 都市部 あ

来永 い いう点

関 宮内庁 い 墳自

体 世界遺産 求

い 遺産 周

観 う 組 要 言

う 緩衝地 設定 屋根

高 壁 色 屋外広告 板制限

ういう目線 京都 見 気

あ 京都 屋 広告 い

壁面 広告 あ 大 い

街並 全然 う ういう 々

や い 来 再来 条例

制限 厳 い  

世界遺産 録 必要 いう あ

生 大

考え い 舌鳥 墳群 や

ひ 市内 地域 広 い

い 都市部 ン ン

都心回帰 進 い 一方 人 減

い 高層 ン ン

い い 思う う言う点 市

民 理解 え

実際 説明 逆 市民 厳

い制限 いい い いう

声 い

あ 心強い 行政 発想

いう あ ンケ

わ い や 市民 直接

対 わ  

堺市 文 あ 質

京都 堺市 いう 文 あ

街 いう自負 ビ

ッ 市民 誇 持

次世代 い 市民

い

市外 訪 い 思わ う

推進 い いう

々行政 事 思う  

 

 泉 タ ン い 日

関 い い  

宮 前 千 タ ン い

泉 タ ン 圧倒的

公的 宅 多い 市営 府営 UR

宅 公団 多 戸建 少

替え 進 い

う 言う 高齢

宅 新 時期 迎え いう

大阪市 堺市 UR

駅前 手 合わ

公的 宅 民間

売 全面的 進 う

い あ 学校 誘致 進

い 戸建宅 建 い率 容積率

厳 い 置い

土地 半 割 家

建 閑静 街 創

助 制度 や い

い 方 移 新

い人 入 賃料 支

援 う 新 い

い 考え い  

 都市計 的 最 水準 言う

用意 100〜120 米

い 家 建 いう

条例 決
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チ ほう

ほう 家賃補助 い いう

形 進 いう 思い

施策 思う  

 

●総合討論 

参加者 環境自治体 いう 改 ネッ

調 環境施策 熱心

組 自治体 出

ういう 環境自治体 思

い 科会 環

境行政 説明

職場 環境 意識 総合的 効

率的 環境 ネ ン

確立 書い あ

整合性 わ い 環境

施策 熱心 組 い 例

自治体 方々 紹 い

い 思 人

減少 時代 迎え 人

ほ い 自治体 引

や い う 見え 中

回 科会 意義

自治体 環境 持 特徴 活

協働 魅力あ

い い 思

う 持 合わ 環境 関 特

徴 う生 い

視点 大事 い

聴 願え い  

 ッ 人 減少

環境行政 いう 科会

や い う 個

い 環境行政 魅力あ

い 考

え い い 方

法 あ 等 人 減少社会 多様

組 必要 考え い

堺市 場合 工業 街 環境

都市 いう わ 例

思う 自治体 場

合 う 言う 草津市

湖 湖博物館等

組 非常 環境 対 組

熱心 街 一言 願い

い  

山 研究所 私

い

点的 環境 扱わ

専門 い 全 把握 い

い 環境 対 組

滋賀県全体 組 い

CO2 削減 向 連結 入 草

津市 隣 市 コ

合体 う いう全国初

組 前 い い

CO2 削減 利用者増 街 士

コ いう

うい  

熊 私 研究所 環境

い 研究 や い

う 頭 捻

環境 資料 作

い い 生 資料

いう言葉

あ 資源 使

い 言う観点 空 家 利

活用 い  

大 島 前 環境担当大臣会合

あ 環境 献都市 い

ッ や 中 出

ISO 活動 維持 多

費用 長 い地

域 あ 市 KEMS いう地

域 ISO 維持 い 組

コ 余計 手間

い 環境 ネ ン

組 行 い 山 背後
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抱え い 地 う維持

い 林業 衰退 山

あ 魅力 失 う危険

抱え い 色々 NPO

間 活動 い 間 チッ

汚泥 混 舗装

間 森林保護 資 生

産 い いう活動 行

い 水処理場 出

タン 等 タン

市営 一部 使

い  

参加者 子育 世代 引 張 合う

念 堺市 う 過去

持 味 活 環

境行政 励 棲

理想 思う  

参加者 通 組 通

や い 人 減 う

人 減 中 う生 延

考え い い い 若

い世代 合う や い

い い 率直 堺市

コ 作 や

従来 発想 ひ

あ 建物 減

施設 う活用

考え い  

宮 前 政 指定都市 10

実 ほ コ

作 い い 過去 見 政

市 軒並 政 コ 失敗

い 堺市 大阪市 あ

施設 整備 や

後 大阪 拠

点 必要最 限度

作 い う 考え い 子育

施策 持久戦 や い

源 あ 新

い施策 や い

い 限界

見直 特色 生 や

い 要 思う  

 1700あ 自治体 足並 揃わ

辞 い いう

あ 自

人 増え い 大 思

い 間 い

第 次 第 次過疎 対策

あ 次 認識

軽 超え い 後 魅力あ

都市

いう 回 科会

工業都市 脱

観 視政策 文 都市政策 心

全 環境 等 鱗 見

思う ういう 含

総合案 出 組 持

い い 中 環境自治体

う

いう  

参加者 魅力 人 増や う

いう根 合 い い 人

減

いう意識 始 い

競 質 変わ い  

 仰 通 30 人

減少 終わ い 戦後毎 100

万人 増え 一 作

開発 進 国土行政

思う 結果 毎 50

人減 い 惨憺 中 うや

い 誰 わ い

逆手 持 能

都市 提案

考え い 必要 あ 私

堺市 関わ い 面白い

堺市 突然世界遺産 言い出
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高層 ン ン計 あ

王寺 目 前 立 ン

ン 市長 開発 方々

誘致 難波 対抗

行 言 い

堺市 転換 始

思う  

参加者 コン いう

言わ 始 い 私 兵庫県

高 路 増え い 税 増え

見込 政計 建 い

矛盾 時代 遅 対

応 い 自治体 コン

い 合わ い

 

宮 前 私 コン いう

言葉 や い い 中心市街

地 活性 考え 市 玄

関 あ 堺東駅周辺 地域

ン 整え う い 堺市

広 全体 投資 状態

い 結果 コン

い い 思

う  

山 草津市 中心市街地基 計

駅中心 活性 動 あ

一方 湖周辺 落 人

減 始 い 地方創生

立地適 計 立

中 地方

地方 結

交通施策 展開 い う い

う認識 良いコン

組 行 い

 

熊 豊中市 36.6万 方

40 万人 いう コ

ン 公共施設 潰

いう 指摘 あ 公共施設

統廃合 複合 約 動い

い  

大 島 神戸市 元々 山 側 超

過密状態 コン

タ ン 誘 等 解消

い 期

西宮や灘中央 人 あ

タ ン 作 中 震災

あ 都心部 20 30

劣 都心 コン

考え あ 新 い流

考え 思う

生 世 い

以前 タ ン政策 コ

ン タ ン 歩い 暮

進 い 農 部

あ 駅 あ うい

中心 中心部

従来 い  

 経産省 調 164 自治体

都心回帰 起 い 人

30万人規模 都市 既 都心回

帰 起 い 10万人 満 街

空洞 起 い

中心市街地 経済的 生産性や

効果 あ 一定規模 都市

進 い 万人 10 万

人 い 都市 経済的

い 当 難 い いう

 

参加者 最後 科会 環境

いう ワ 置付 考え

い い 特 豊中市 草

津市 研究所 いう立場

環境 いう う

いう風 考え 問 点

う意識

後 研究 組

い い 思う  
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競 自体 無意味 いう発言 あ

競 言う 個性あ

考え抜い 施策 や い

いう 思う 適

考え 時間 源 い

中 何 出来 厳 問わ

い 最後 世界文 遺産

録 宮内庁所管

陛 賛

い 室

い 自身 隠

次 世代 あ 墓

軽 い 陛 自身

陵墓 仰 い 宮内庁

方 仰 い 国

民 遺産 持 い

い いう 気持 あ

々 気 あ

20世紀 間 作 様々

遺産 子

渡 いい 人 減少 あ

国 あ 方 変わ 中

次 世代 何 何 処

問う時期 い

社会 思う 々

国民 高齢 い 働 人

減 い 中 現状維持

難 い 御心 引 合い 出

大変 敬 あ 環境 考

え 新 い視点 い

思う 最後 付 合いい

あ う い  
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➎➏➐科➑ 創エ➒ 午➓  

住宅都➔→➣↔↕➙➛➜➝➞➟➠➡➢➤➥➦➧ 

コーディ➒➨ター  

一➩➫➭➯人➲➳➵➸➺ネ ➻➼ ➽➾長 清➚➪➶ 

話➹➘➴者  

➷ ➬➮➱✃ ➵❐❒➺❮ ❰❒～全ÏÐ FIT Ñ➚ÒÓÔÕ  

生Ö✃ ×➚ØÙÚ➚Û長 乾宏Ü 

 生Ö✃ÝÞßÓÔà áâ  

一➩➫➭➯人✃Ý➺ネ 生Ö ãä➽➾ 楠 å 

➑æ çèÚ➚Û ➺コ 21 

 

清 ➚ éêëìíî コ ネ タ

ï い 一➩

➫➭➯人➲➳➵➸➺ネ ➻➼ð

清➚ñòó ➲➳➵➸➺❮

➻➼ ✃Ý ン ôõ

ö÷ÓÔøùúøû ü人ý

þÿ✯➻➼✪� ✟生★✰➺❮

✁✎✂✄☎✮✆ い é✚

✒✝✞✃✕ ✠✡☛ コ ン

タ ☞ い  

 

清水 順✽ 

 

✠ ✡ ✒✝✞✃✕ ✌✍✏ ✑

ひ ✓✔ い ✖✗✘

✙é✛ ✜✢✣ いう ✃✕

ß✤ ✥✦➼✔ ✧✹✩➾✫ú

Þ✬✣ Ù✃ ✭✱✲✃✕

➸✳ い ✴é ➶✵服や

✶✷ð ✄ ✮âú✸✺ó

い い ✒✝✞✃ 60✻✼

い いい い ➲➳

ì✾ や â✿う や

軌Ø❀ い う ❁❂

❃ð❄❅ñ❆❇ ❈ 生Ö

❉Þ➚Ø ❊ Ñ➚ÒÓÔú

❋●ó う一 ❍✃ ■

❏❑✡ ✟生 ➚ ▲▼✂◆ ❖

Péð午◗ 僕 生Ö❘ð

❙❚ð✟❯Óú❱❲ ❳

❨❩ い ✒✝✞✃✚

❳❬❨❩ú い Pð

25❭Õ30❭ ❳❪❫ ❘ð❴✔

➬ う ❵✠ô

30ì❛❜✜✾ う ➬➮➱

✃ñó ÿ長 ❝❄ú契❞

❵✠ô✂戻 いう人❡ú❢うい

う う 食い ❣❤

❱❲ Pé✦❘ð✐

一生❥❦✞ ✌✍ ✑❬

ひ ✓✔ い

いう

いう 100✻ú や う

❧➽♠あ 60✻

❛❜✯ â♥ ♦▼❜♣ìð

▲ðq ン い ❧

➽úó い いう ❁❂♣✝r

îsð✥✦t✉ ✈う

✃✕✇①✕ ▲長 ②✂â✆
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⑤⑥ 人 大⑦⑧⑨

やや浮い ⑩❶ ❷❶ ❸❹

や ❺❻ いう❼串 ⑩❽

❺❻❾❿➀全 チ ッ い

➁➂ ➃➄➅い いう

➆➇ ⑩➈➉➊➋ ➌➍➎➏

あ い 聞い わ ❷

➐➑ ン や ➒

➊➋ ➓い

➔→➣  

 

清 ↔↕➌➍❽➙➛ ➜➝➀➞ い

➌➍➟ 生➠⑩➡ ➢

➤➥↔➦➧➨➩ ➫↔➭➯➲➦➳

生➠⑩ ➵➸➺➻➼あ ➽コ

21 ➨➩ 生➠⑩⑩➈➾➚

➯➲➦ ➜➝→ い ➌➪➟

➶➹➘⑩➴ ➷➬ いう

➶➹➘⑩➧ ➮生➱✃➽❐

❒❮❽❰Ï ➎ い

い Ðう 一Ñ ➮Ò➱✃➽ネ

ÓÔ➯➲➧ ÕÖ×ØÙ

Ú❽ÛÜÝ ➲➭Þß❽àá

ÛÜâ ãä❽⑧⑨ い い Û

Üåæ Ðç う èé➧

ê→➅ う ëâ 一ì あ

ういう 生➠⑩

❰Ï ➎ íî い い

午ï❽ðñÞ➼ ÓÔ➯➲Ý➫↔

➭➯➲ òó い ô

õö÷ い  

 

●話øùú  乾宏次 住宅都ûüýþÿ

未利用エ✟ル ーの✤�～全国初の FIT

によÿ小水✍✁電～  

 ✪✂↔✣ ↔➟ ➢➤➥↔✒✄ ☎✾ 

74ｍ✾❹✆⑥✪✂↔✣✕✝✞✚✠ ✡

☛☞ 600㎥✎↔ い ✎↔圧✑✌↔圧

63ｍ ✽✏ ✾い ✓✔弁

✖ó い ✎↔✔❽✑✌òó

✶Ü➼あ ✕✗ 23 ✘➧ ✎↔圧

òó ➫↔➭➯➲✼入 Ñ✺➀✙✛

✼入 あ ➯➲ ➲➭➀ ↔✒

➡➼➁✜✢✷→ ✒✥ FIT✦✘➀òó

✧★→ ✒✥❽✩✫✬❽✭✮✯✵➀➙❹

✕✗ 24 ✘ FITÕÖ×Ø ➯✰ ✎

✩✫✱ ✑ò➼あ FIT✦✘ òó✲

✙✛ ✕✗ 23 ✘➴ 24 ✘

✳➺➻✴➀➙❹ ✕✗ 24 ❃

工❰✸工 ✕✗ 25 ✹❃ ✻✗ ✿❀❁❂

✕✗ 25 ✹❃ 19➍➴ あ FIT

✦✘➀❄ó ➫↔➭➯➲➺➻ ✼入 ↔

✣❰❅ 全❆❇ ➯➲➲➭ 40kW

✧➲❈❉ 20 ❊❋➲➭➧●kWあ

❍■ 34 ✧➲→ い  

➻❏✷óå☞●億❑千▲ ▼◆❖➸✷ó

20 ❉ 2,000▲P ➎◗❘ い ❃

100▲P ❙入 あ 20 ❉ 億

❑❚▲ ▼◆❖➸✷ó ❯✷ 差

❱❹ 20 ❉ 千▲ ò❲ ➎◗❘

い ➫↔➭➯➲➺➻➟ 一❳✜❨

62❩ð ❉➲❬✖ó❭❪ð➀ う

❉ 108t 温❫✌❴❵❛❜✓ ❝

➎◗➒❞ 



第３分科会 創エネ 午前  住宅都市におけ❡❢生可能エネルギーの普及  

 

55 

 

 

乾 宏次 

 

❣❤ ✐❥❦❧♠♥♦ ン ♥♣

❤qr ン ♠s❤q t✉✈✇ ①②

③❣❤④ ⑤⑥ ❥⑦ ⑧⑨⑩吸

❶❷❸❹❺ン ❥⑦ ❧♠♥♦ ❻❼❽ン

❾ ❿ 一➀➁ ➁➂➃➄ 54㎡

い ➅➆❥➇ ❥ ➈➉➊

➋➌ 入 い ⑧ ➍圧❣❤

あ ➎➏➐ ➍➑❣❤➒➍➑ ➓

❥➔→い ➣↔➍➑❣❤➉↕➙ ➛➜

❧♠♥ ❥⑦➝↔➔ ❧♠ ➞い

❥➟➠➊➡ いう➢ い ➤➥

❥⑦ ↕➙➉➊➦➧➨➩ ➊

一➫ ➭ ➯➲ い❧♠

➞➳ ✇➝❤➵

➊ ➧➨➩ ❤➸➺

➻ ➼➠ ➅➆❥➇ ➓❥➽

い う ✈➾ い ❧♠➚➪

➶➹➘❥t✉➉①② ③➴➒ 24➷➬➉

③➝➞ い ❧♠♥棟 ➮➱➉✃➃

文 ✐❥❦❧♠❐ 大 ❒

❮➔r❰➬ LED ッ

Ï❻ÐÑÒ PR い 深❰ Ó

ÔÕÖ い ❧♠♥棟✉ ❧

♠➦× ➄❧♠ タ ❒❮

工ØÙ➞Ú い ❥➇❣❤➠

❥❦❧♠➐ ❥ ❥Û×ÙÜ➫

ÝÞ➠ ß 24➷➬ 365à➯

➲á④❧♠ âãä åàあ

❧♠♠❦ æ 1,000kWh ç♠è➡ é

100ê ë あ ì➫íî➉❧♠ è

入 い ➬ 2,600ê ë

è➡ あ  

生ïð ç♠益 ñò➠ó立

生ï➉❥ PRôõ➝ö❣ い 生ïð➒

ð✉ 深÷ø 汲❷ 深ù❿➈❥

❥úû ➅➆❥➇ ン ✈

❥➔→い 生ï ❿➈❥➐üý ❥ú

û➉þÿ④い✟Û④❥ä Ð ❥コ

ン ö❣や �❥➒

�❥♥✢ ❤➸➝➞✴ ✛

✎×❥➇❥ ÐÑ★✹➠✔✁➔ い  

✬✂✄✓➌ 400☎Ï✴✵✆Ò ➏ い

い ➣☛ Ó✰✝ ケ

✯✞ い ✠

✮❷➝✡☞ い ñòÓ✰✝✌✶

2013 ýわ ✍✏Ó✗➠ い

賞 い い  

 

✑✒Ò 生ï ❥ PRôõ ✕✖�❥器 い

✘ ✕✖➲➐ い ✙ 

乾  ッ ❥➠Ù生ï ❥

✚Ûá ✜ い い いう PR

い ン コ祭 ✣✤ ネ

タ ✥✦✤ ネ

タ 生ï ❥ 飲❷✧✩

い ❃ ➏tÒ 遜➱④

い いう✡☞➝い い い Ó

✰✌④ ✄✻ 祭 �❥器

✕✖➔ ➏tÒ➠❥➝飲

う♥✌ ✪ い

➼ ☞✫➉優✘✭➝ PR い



第３分科会 創エネ 午前  住宅都市におけ●✱生可能エネルギーの普及  

 

56 

 

✷✲✳ ン ✸✺✼✽ ✷✲

い ✾✿❀❁❂ 100❄❅❆❇

い ❈❉  

❊❋❍ 生■❏❑▲ ▼◆❖P◗ う

❈❘❙❚✺ ❯❱❲❳❨❩❬❭❪✳

あ ❫益 ✲❴い

▼ ◆❵❲P❲ い  

乾  ❛❜✳❝❞❵❖ ❡❘ い ❢

箇❪❏❣✿箇❪ ✿❤

✐❥ ❦❧♠✿❪ ❳ ❯❱

❫♥ ❝❞♦ い

❡♣❲q❴い ❢❏

❁r❂ st い ❈❉

✉✈✺✇億 4,000❄ い ①②

③❲④ い ①②③ ⑤

い ▼⑥◆❵ P いひ

⑦⑧ い ❈❉⑨ 

 

●話⑩❶❷  楠正志 生駒❸❹❺同発電

所 ❻❼ の歩  

❽❾✳ ❿➀➁✉ ➂➃❏

➄✺➅ ❈わ い ➆➇ ➈✈

い ❽❾ ❽ ➂➃

憩い ❭❪➉ ッ ➊

➋❡➌➍➎ 生■➂➂➃➏❳➐

➑❪✳ 生■➂➃❲主❂ ❛➁ い

 

 

楠 正志 

 

生■➂ 大➒✺➓➔ あ ⑤→➣

大↔企② ↕ う ➂➃ ➙ い

➛➜➝➂▲あ ➞➟❴ や い➠➡➢

あ 大企②✳ ➛➜➝➂

➐➤ い 生■➂✳➠➡ No1➝

➂❖➥➦➧➨➩➝➂ ➫ネ ビ ン

➭➯ ➲➫ネ➳➫ネ ➂➉

➵❖入 い ➂➃ ➠➡ ➸ ➨う

生■➂➃ ➂➃◆➺▲❏➠➡➻➼

❊❋ ➽ ❑④ ➠➡✺優

➾➚➪ ⑤い➶生➹➘➫ネ ➴➷

➬➮❏➫➱ ✃♥❖➬➮ 還❐

➬➮ ➻➪❒ 生❵✲ Eco-net生■

生 ➠➡➻➼❖➨❉➂➃❬

❮❰Ï ➫➱ やÐ❖ÑÒ✺ ➠

➡Ó➚ 4 ÔÕ わ い

❑ ➫ネ Ö× ØÙ 一ÚÛ

ÜÝÞ➂➃➫➱ 生■❲ß➅àá❏全

â➂➃✲ã äå➐➑✺ ➂➃➏

❳➐➑❪❖✉æ ç❳➐➑❪❏è➔

や ”ß➅é 聖武êë⑨ì武êë❏大

仏❽Ù èい ➂➃➏❳➐➑❪ ➂➃

❁➐í ▼ ◆❵▲あ ➂î企②

ï❘❴や いう 全 ðñ❲✼➔

➂➃❲❑ò ▼ ◆❵ó④ ðñ

あ いうèい ➐➑❪❲ôõ 27ö✺

➐➑❖÷ø  

ùúûネ 224枚 üú 49枚 ワ コ

ン ýþ ÿ✭ Ö

✟� い コ 大 ✁✽

頂 ✂ö✚聞 ✸ö✚✄☎★✆✚✄

ß➅✚聞 ▼ い  

✘✝✳一ÚÛÜÝÞ➂➃➫➱✞ 生■

タ 一☛ 10

õ 16ö✺✉æ ❛❜ あ ン

✬✠➉ ✲ã ✍ い 生■➂✺✔
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☞コ ✌✷✎✏✑ 20 長✛

✻✒✓ ✕ い 一✰✖✗✤✙一

✜✢✒ ✹✣✥い

✦✧✩✪ ✫✮✯ ✱✲✳✑ 1,700

✴✵✶ ✸✺ う

ン ✕い 儲 ✼✾ い

✿❀✾ 20 ❁ ❂ ❃❄❅❆✢

い ❇ ✤✙ ❈❉❊✢ あ

☞❋❍ ■ ❏❍ネ ❈❉ ❑▲

✤人 う✜ ▼◆ ❖款

❈P◗❘❙❚❯❱✲ う ❑

▲❲❳❨❚ ❩❬✒入 生❨❚ ❭

や ❪❫ ❴❵ ✱

❚❛❜❝❛❞❡ ✷ ❚ ❩❬

❢❣ ❤✐❥ 早 や う い

❦❧ い ✤人 ▼◆♠♥❙♦♣

qr♥ 20 ✦✧st ✉❣✶ ✈✇

い い い ① ②③

✿❀✾ ✦✧④や❜⑤⑥s⑦✑⑧✯ ⑨

▼◆⑩ タ  

❶❷✧④❸❖✒ い ❜❛❞❡ ❹

❺❻✒✧④ ❸❖❊✢わ い

い ❚ ❜❼✶❽❾ ❭

❿⑩❙❚❛概❘ ➀ ヶ➁ ➂❖

✕➃ 12➁ 25➄ ➅ 翌 ➆➁

❈❉ い いう ➇

❦⑩❑▲❲  

❱✲④❼➈ ❪➉ ➊ 聖武➋➌❛

➍➎➏人 10➐ 50➐✶❱✲❊

✿➑➒➐✣ ➓➔→ ❚❯❛➣

↔➈ 狙い ❚❛❞❡✑❹↕

い 1➁ 14➄➙ 2➁ 28➄ ✏

■➛➁➜❼➈❲ 1➁➝✣ 生❨❚

❯➞❪ ❚❼➈✒ い ✉❣ ➟

➠➡➢ ❚❯☞➤ 生❨➥ ➦➧➨

い ➩や ン ➫い あ

詐欺 ✻➭➯ う あ

ほ ✺➲ ➳➵❅✥ チ

✸➸う ➺ ➻ ➟ う い

透 い➼✻❅

いう ➽➾➎➚➪ ➓➶➹➘➴q⑥✑✕

い ↔➷✶ ➬➮➱✃ ❐ st❒

116％ ❮❰❲ い  

ÏÐÑ ❴❵❅❆➥ い

ÒÓ➚Ô✤Õ ❈❉ st

一ÑÖ×❲ い ✿➲Ø

❱Ù✢ い Ú③ い Ï

ÑÛ 15 返還✛✻✶ い ❢❣Û

ÜÝÞßà❚✶ や á

q✢➃âÙ ❆ い い い ã☞

ネ ä☞➤❧å ❚❯➏人ひ

チ ン い い い

❚❯➣✑↔➈ æç➏Þèや

いÜÝà❚❳❨❛ãé 狙 ➹➘❲

い  

 

ê②④ Ï❁ë ☞ネ ì ❑▲í

い  

楠  ❑▲❲ い î➣ Þß➚

ï➯✥い ð➣ ñò ✦➾ あ

❚ ❩❬Û✕➥

い ó い ❏ô❛

❒õö÷øあ ❚ ❑▲❲ùい

コ

ú✥✢➬➮ûü➮➣⑥✖

❚ý▼ ✫þ↕ 還ÿ❊✢ う

❶✟ い Ú③ù➃

❚❯☞ネ 生❨ 立 �

❚ ❚❯✒

わ い ✁ い

❚❯ ➩ ❚❛✕✏✶

☛✦ ✂③✢ 捉③
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い 縦✍☎ ✆✝

✹✞✠✡☞✌✎ ✼✑✒ ✓

✣✔✑ や い いう

✗✒✔ ✖✤✘首長 ✙✵✔✚✛✜

✢✥✦ い  

✧★✩ ✓✣✪✫✬✭✮ 企✯

✰✮✱や い ✲ い ✳

✴✦✶✪✷✸✺✻✽ 溜✾✬✭

✿❀❁✒ ❂❃❄❅❆❇

や う ❈❉

❊❋ ✭❍ ■✬ い い  

楠  ❏❑✜▲✺狙う ▼◆❖

P◗❘❙✺✸❚ い ❯❱✩✺

❲❳✩✜❨✒ ❩✡❬❭ ❪

❫❴❯❱❵ ❯❱✞❛

い  

 

●エコ ー 見❜ 

 ❝❞ 195W ❡ い

タ 53kW い  

 ❂❢❣冬❤ 木 い ✐✺✦ い

う ❥✑ ❦✞✴❧❉ ほ

♠✺ い ♥射

♦♣✜qr いい  

 15 st契✉✞✈

い ✇ 15 ①②✦い

一 ③や ④◗ ⑤r ✬生

い い  

 ⑥⑦❀ ⑧⑦❀ ⑨ 冬❤✺⑧

⑦❀◗✬✭ ⑩❶ ③❴ 10％

い 差 ✷✸ 100％ ❷

✭◆❸ ❹❺✭❻ ⑨❼ コ

❽✒ 36 /kWh  

 

 

 

●❾❿処理施設見❜ 

 ➀✞➁➂✺ 微生❙✞❡❧

い ➃➄微生❙ ❯

タン✬酵 タン

➅✑❣ タン ❡✒✬✭✞✿

い  

 一➆➇ タン✬酵 ➈➉◗温➊

✿➋ 30♥➌ ✷✸❴

❲➍➎タン菌 ❡➋ ➏➐ 16

♥❴✬酵  

 タン菌 ➃➄➑ン 肥

➒➓✺✬➔ ✓✣◗→✦➣ ↔

い あ 10kg袋 400～500

袋↕❧ い  

 1♥➙ 10kl～12kl ➅➛➜

➝ 70kl ➞➟ 80kl い 入

い  

 生 → 1♥✺ 1.5tほ ➠➡➢ ❍

➤➥ い  

 1♥➦➧❴ タン ✉ 500㎥ ❯

タン濃➊ 60% い

✬✭✺❡❧ い ✬✭ ➨✽ 棟

➩❴❡う✭➫❄ ✬✭✑❉

✴☎➭わ う い  

 ✬✭➯ 1♥ 150kW い 一➆➲➳

15➵ い ✭❻  

 

山崎浄水➸➺➻所棟 
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➼➽➾科➚ 創エ➪ 午後  

再生可能エ➶➹➘➴➷➬➮➱✃❐❒❮❰ÏÐÑÒ 

コーディ➪Óター  

一般社団法人地域未来 奈良 理 長 清水順子 

話ÔÕÖ者  

 市民 広 電  

認定 NPO法人 う ン ン  務 長 大西啓子 

 地域協働 進 水力 電 業  

一般社団法人市民 京都 専務理  伊東真吾 

 木質 ／京都 屋 普 活動 い  

株 Hibana 京都 屋  代表 締役 直子 

➚× ン ISTA  

 

清 水 大西 組 真似 奈良

50kW

機 市民共同 電

関 者 地元 支援

奈良 水力利用 行 い

理 派遣 奈良

人 育 地域振興活動 行

い  

午前中 生駒市民共同 電 山崎浄

水 見学 宅都市 再生

能 現状 い 見

回 市民出資型 寄付型

様々 再生 能

普 踊 場的状況 打破 い

市民 行 う 協働

組 いう 2009

余剰電力 制 始 2012

固定価格 制 始 急

伸 現状 見 陽

電 倒的 多い 踊 場的 状況

原因 陽 電 偏 地域 偏

業者 設備 認定 電 開始

電力会社 接続拒否

あ 関西電力管 い

問 い い 深刻

状況 い 地域 あ 聞い

い  

電 作 時間

あ 伸 い い

電気 熱 利用

要 い 言わ

い 水力 い 200kW未満

設備 多い 中 水力

電 陽 電 急 伸

い い 定性 考え

必要 確実  

私 地域 うい 組

行 う 思 いう 地域 あ

地産地消 緊急時 電源

確保 温暖 防 意識 持

再生 要 考え

自然資源 地域資源 捉え 活用

い 域 状況 細 把握

対応 市 方 民

地域 展開 い

要 あ 日

皆様 実践 例 い 報告 い
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●話ØÙÚ  大西啓Û ÜÝÞ広 ßàひさ

ま発電所   

私 2000 始 FIT

う いう時期 早 始 い

1999 海 ン ン 方

市民 電気 作 毎

電気代 乗 う 形 ン 組

い 方 出来 聞い

京都 海 ン ン 真似

海 う う 行

自 う いう 2000

NPO 議論

課 解決 い 市

民的 方 いう 2000 当時

考え方 2008 認定 NPO法人

申請 回目 申請 通  

海 ン ン

COP 頃 地球温暖 関心

CO2削減 何 電気

使い方 作 方 一 う いう 京

都 う いう機運 目指

持続 能 社会 う市民 作

い 市民 地球環境 社会 あ

方 目 向 自 変え

出来 人 増 い いう 頭

置  

2000 始 設備 倍

い 値段 2010 い

設備費 半 い 補 金 出 負担 い

う 考え FIT以前 以 設備費

倍 値段 あ あ 変わ

資金 場 必要 負担

う 売電 入

う いう 来 出資

還元 う いう形

広 色々 方 参加

い 方自身 自 生活

見直 い い いう

考え い 呼 省

提供 い 浮い

地域 自然 作 活動 協力

い いう 皆 呼

い 原 自然

使 い い いう意思表示 一

増え 嬉 い

いう 応 い い い 近 地域 避難

整備 一環 自然 必要

いう意識 改 い  

 

大西 啓á 

 

私 目指 い地域

市民 参 い 地域社会

電 いう 置 寄付 わ

い 現 18箇 い

基金 い 色々 方 寄付 会費 一部

設置協力金 積 立 積立金 補 金 自

己資金 資金調 設置 電

生 金 一部 基金

寄付 願い い 寄付 集

設置 設置 業

対 協力 欲 い いう考え方 願

い い  

進 方 概要 必 ン ン

設置 施設 方 共同

いう い 設備認定 申請

相談 い 社会福祉法人

電気 売 場 電 業 いう 置

定款 場 あ

場 ン ン 申請 工
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い 寄付 い ン

ン 設置 施設 協力 益 出資 応

う 寄付 呼

進行管理 様々

あ 報告 京都 ン

ン 担 い 務費用 高 い

い価格 設定 途い い い  

資金計 例 寄付金 3000 い

落 着 多い 設置協力金 いう

寄付 自己資金 厳 い い

う場 一 10 程 基金

借 付 仮払い う

形 一括 返済 い

う い あ 程 見通 付

5 い いう生活感覚 基 い 期

間 設定 い 補 金 金 民間

場 多い 使え あ 使

う 時々 一番いい形 考え 申請等 行

い  

始 時 終わ 学習

会 必 行 い 持

呼 あ いう 子

う 電

いうわ い 用意

い 保育園 電状況 わ 設備

設置 保育園 親 日 回 自然 出

入 場 設備 通 会

生 環境教育 い  

設置 減 方 水 使い方

働 行 い 自然 一緒

生 い いう 子

い 私 一市民 何

考え 市民共同 電 業 行 い

設置者 方 大 利益 生

い 環境 優 い社会 作 基礎

い 想い 共 い あ 保育園

節電見 隊 いう 長

各部屋 回 節電状況 見 行

学 見 いい いう

い 節電 いい いう文

あ 私 励 出

来 思う  

 

●話âãä  伊東真吾 地域協働 進åæç

水èé電事業  

FIT 地域 方 川

水 電 ？ 思わ 方

業開 向 動 顕 い

陽 電 金 集 数ヶ

出来 う 水力 う

見極 水車 設計 見積 検討

目途 付い 施工 以

いう 最短 地域共同 いう形

始 例 関 途中 あ

いう前提 い い  

川 水 農業 使 い

い う 利水 水

車 落 葉 維持管理 い

い い う考え 地域 方 何 形

電 関わ い いう 自然

思う 一方 一定 業 算性

考え 地域 方 資金 100％ 賄う

難 い 民間企業 自治体 生協 金融機関

ン 使 資金調

様々 能性 い  

 

伊東 真吾 

 

滋賀 高島市 進 い

I ン 方々 中心 調査 進
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基本計 い 段階 い い

わ 普通河川 あ 市 管理 い

川 あ 業規模 間 電

約 199kW 総工費 億 千 益 3,000

い 見込 利息 考え

約 10 者 あ

I ン 方々 考え

土地 管理 地

方々 良好 ン 進

い 苦労 い 電 業

地域 方 信頼関

築 大 あ  

奈良 東

大 時代 地元 方々 電 作

い 場 ういう場 全国各地 あ 電

気 来 頃 地元 方 自

使う電気 自 電 い

電 戦 関西電力 電 稼働

い 容 い 中 い

い う い

う 地元 方 中心 活 い

検討 い 現 設計 終了

業 向 資金調 土地 利 者

意形 行う段階 進 い 資

金調 大 役割 果

人的資金的 支援 い

ン ン 使 資金 募集

い あ 総 業費

億 千 い いう

一大 業 あ  

広島 地域 方々 1954 電専用

農協 作 運営 い 水

屋 簡 組 連絡 来

う 管理 い 一 作

長 渡 供給 続

いう うい 例

い 思う  

以外 農業用水 水 利用

電 行う 維持 流 活用

得 利益 地域社会 活用

考え い 開 大変

一 う 水力 電 24時間 定

電 行え 電 燃料費 要

い 一番

高 い 調 特 新電力 中心

高い 一方 国 水車

注 納品 う

問 あ 比較

的手 入 い あ ン ン

う いう課 あ 実際 電

開始 利 関 整理 自治体

調査 電力会社 調整 複雑 業務

生 地元 方 々

う 存 入 い いい

い う 課 ン

非常 高い 言わ い  

資金 い 壊

う い あ 中

自治体 専門家 巻 込 ソ

出来 組 作 い 地域 方

心 い 日 環境自治体会議

あ 自治体 絵作 知恵 絞

民間主 い

い  

 

●話êëì  松í直î 木質 オマï／京

都ペ ッ 町屋 コ の普及ðñに い

 

株式会社 Hibana 創業 経

会社設立 簡 経緯 紹 い

父親 転勤族 全国 転々 い

い頃 山 自然 好 学生時代 熱

雨林京都 いう団体 熱 雨

林問 活動 い ういう活動

い 中 海外 森 減 い

日本 木 使わ い う いう疑問

持 卒業論文 木質 利用

進 地域 策 あ 方 扱い
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繋 い 大学卒業

就職 京都市 職員 誘わ 森林

山 活性 い 策研究

会 参加 研究会 私 う 社会

人 い 森林組 方 参加 い 特

中心 い ン 山

い 方 手伝い い う ン

半 間 知 役 策提案

進地 訪 実際 活動 う いう

薪 炭 京都 いう任意団体 設

立 立 時 府庁 職員 半 い

い 2005 会社 職 ン

い 活動 食 い う 決

意 当時大学院生 人 一緒

Hibana 設立 外国 い

薪 炭 使わ 日本 森林 荒廃

い 日本 森 い

世界 森林保護 繋 い

いう い Hibana い

う会社 森林 良 広 火

あ 暮 提案 実現 い 地域 資

源 利用 環型 社会 作 目指

活動 い  

地域 山資源 使 い う い

う い 社会人 4 目

冬

家 好 家暮 い 冬 外

寒 夏 外 暑い 冬 灯油

耐え い 大

各地 当地型

い 私 最初 購入 岩手

型 昨 引 越

際 代目 購入 使

い  

店頭 ン 豚 い 寺 条

いう 階建 家 い

ン 使

い 少 珍 い

入 い 店舗 家庭 型

日本 普

い い 主 給湯 暖 い 実際

普 う 思 時 見 う

一番早い 半 京都市

補 金 使い 半 自己資金 入

限 木質 最大 課

認知 い 色々 ン 行

楽 美味 わい 知 う活

動 い  

 

松òóô 

 

日 行 職員 方 多い いう 京

都市 連携 組 い 紹 会

社 方 薪 炭 扱 い 行

組 一番多い 工場

京都市 前 環境 都市

工場 作

電気自動車 力 入 いう

当時打 出 公設民営 形

運営 民間企業 行 い 主

知 う いう 情報

提供 い い環境 いう

点的 い 産業 振興

い いう 始 私

Hibana 京都市 木質 普

啓 業務 委託 い 当初 NPO

い う 会社

思 驚い 様々 行

PR 学校

用 教 制作 工場 LCA
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作 教 HP 見

う い  

代表的 組 紹

あ 暮 写真 京都 訪

調査

家族 計 掃除

い 配 木粒会 勉

強会 挙 京都市

300

15 冷暖 農業用 あ 言

わ い  

 

●質疑応答 

参加者 大西 聞 い 業

一定程 定 支 必要

思う 概略 支 教え 欲 い  

大 西 電 18箇 あ 2001 kW

あ 80数 い 支

非常 大 普通 資本主義 頭

考え 大 補 金 寄

付 い 考え 誰

益 あ 儲 設

置費用 う回 考え

い 設置

環境学習 人々 意識 変え

いう 金 表 い部 考え

一 整理 い問 考え

い 儲 い う いう人

い う 目 見え い価値 感

え 人 い 資金回 面

言う 私 設備 い形

い 私 支

一体何 いう 日総会

あ 儲 い いう

回 い いう 意味 あ

いう あ 沢山 人 金

託 考え 簡

い  

参加者 陽 普 既存

電施設 売電

例 あ 関西電力

う ？ 

伊 東 京都 中部 前相談 求

あ 和歌山 方 一部 制

限 い 聞い い 関西電

力 需要 多い 極端 例

聞い い い  

参加者 私 作 会社

あ 最近周 電 始 山

木 出 人 い い 現 あ

奪戦 い 実態

屋 経営 迫

い 普 行

場 燃料供給 い う

考え い ？ 

 電 工場

木 集 いう例 聞

い い 京都 聞い

い 紹 京都市

工場 社長 一番恐 い 電

京都市 京都

府 電 計 あ 具体

的 動い い い  

 

●õö÷ø 

久保 部市長 組 聞い

市民 想い 行動力 社会 変え

い い い いう想い 対 深い

敬意 感謝 気持 持

市民活動 原点 自 中 戻

い い わ わ 地域

再生 能 挑戦

課 あ 質疑

課 解決 いい方向 向

行 う  

清 水 宅都市 わ い再生 能

組 わ 一体何 地域
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組 わ 変わ

方 聞 い  

大 西 私 市街地 い 全体 考え

宅都市 う 考え

い 前 進 い 市民

何 考え 団体

中 何 何 いう

議論 結果 出 いう

陽 始 宅地 中 風

力 電 いう 技術的

い い 中 陽

載 屋根 あ 載

いい い いう ン 考え

い 特 公共 屋根 自治体

あ 民間 あ 載

載 い いう

技術的 熟 待 中

自治体 協働 一 NPO

進 い

思う  

伊 東 宅都市 需要 方 多い 言え

方

いう 市民力 出

側面 あ 一方 再生 能

資源的 言う 舎 方

豊富 舎 資金力 市民力

いう点 疑問 あ 自

自治体 全 いう

手

組 う 例 生

いい 思う 中 人間 力 う

舎 舎 元気

街 持続 能 う

組 面 い 環境自治

体会議 中 自治体 舎 自治

体 参加 い ういう機会 一

契機 いい  

清 水 共生

いう水害 興支援 行 い

う 一 構想段階

電 業 あ 生協 PPS う

い あ 地元 生協

組 相手 いい

思う 都市部 人

使う う 呼 い 思う

う思う  

 場 流通

地域 工場 い

利用 広 い いう側面 あ

農山 薪

使 い 方

変更 例 増え い 便利

暮 中 薪 入

高 農

部 都市部 薪

わ い

陽 組 わ 床暖

組 わ 地

域 組 わ いい

変わ 大西

う 目 前 始

い い 思う 久保

市長 市民力 い

自然

中 一番市民力 い 思

い 燃料 人 供給

続 い い

比 人的 高い 市民

力 見 いう意味

組 意味 あ 思

う  

大 西 作 いう

省 節電 金 い

要 あ

車 両輪 あ いう認識

活動 い 両方 い い

追い い  
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清 水 節電 いう言い方 当

地 未来 あ いう論

点 指定 い 陽 以 一

手 何 あ  

伊 東 陽 価格 29 27 い

う世界 再生 能

主体 新電力 う

時 15 入 い い い

いう 算性 いう意味

非常 厳 い ういう 考え

当地 未来 い

直 思う FIT 実施

数 経 い い FIT実施以

前 未来 未来

い い 頑張 一手

考え勉強 突破 ン

食い い い 要

い  

清 水 行 算配置 関 FIT

い 中 苦境 立

い 感 地域 自給率

地域 必要  

久保 大 思う 陽 電 雨

水 貯水 ン 特 体育館 建

替え 時 必 設置 う

い 避難 考え 救援

来 時間 少 快適 過

う 工 い 災害時

考え 自立 電

源 確保 要 思う  

参加者 私 2 前 環境課 来 当時 市

長 策 組 い

う いう指示 出

特 考え い う

いう方針 人 動

人 動 地域 活性 市民力

向 いう狙い あ

環境自治体会議 願い

活用推進計 作 う 山間

部 電 いう

ン 70％ 森林 あ

周辺地域 入 い

市民 森林組 少 地域

電 持 行 う いう

個人 高齢者 方 生 い 持

山 木 出 組 作

う い tあ 6,000

森林組 い う 3,000

地域振興券 形 出 い 市

出以外何 補

い い 山 え 健康

いい 金 え いう

少 組 広 い

考え い 金 高い い

う あ いい

悪い 詳 教え 欲 い  

 木質 大 あ

一 間伐 作 森林

組 主体 い 多い う

一 木

一部廃棄物 作 あ

用 入 い

う い 価格面 見 時

う 間伐 高

う 最近 規模 工場

増え 数 中 機械

中 製

片隅 う あ 福

祉 い 工場 あ

地域 わ 様々 規模 工場

出 い 作 方 原料

価格 変わ 京都 苦 い

間伐 作 い 京都

工場 良い木 本体 会社 持

行 良 い

工 業全体 算

う い  



第３分科会 創エネ 午後  再生可能エネルギーの普及に取 組む実践事例  

 

67 

 

清 水 自給率 高 地域

持続 能 展

陽 並 電

果 地域 持続 能 展

い  

伊 東 自給率 高 必要

市 経営資源 限 あ 中

環境 必

高 い  

参加者 再生 能 地域 課 特

性 結 い 水 展開 難 い

例え 私 酪農 持続 い

家畜 糞 う活用 い

う 課 糞 活用

電 堆肥 土作

酪農家 農家 ン 行

結果 必要

地域 課 結 い 地

域 再生 能 展 難

い い  

久保 地域 特性 課 組

わ い 必要 あ 私 工

業都市 中山間部 あ

挑戦 水力 電

行 い あ あ

挑戦 中 災害時 自 的 電

いう 定的 電力

削減

い 産業 振興

い いう い わ

電力自 自

入 新電力 作 い い い

い 自 電

ソ 必要 い い い

組 わ いい い

 

本市 処理費 毎 約 18億

一定 高 い 全国

例 研究者 願い

紙

電 使え い いう い

市街地 ン 作 業系

生 紙

等 い 調査 行 い

例え 処理費 1億 削減

ン 5000 投

資 5000 利益

新電力 組 わ 電気料金

無料 割

創業支援 行う 地方創生

ン 中 考え い 自然 資源

行 課 あ 展開

い いう 首長 覚悟

問わ 時代 思う 環境自治体

会議 うい 仲間 増

意味 あ  

清 水 午前 市民共同 電 見学 世

楠 活動 中

感 力 行 対

あ ン

い  

楠  市 行 職員 市民 間

溝 あ 前市長 溝 除い

理解 組織

変わ 市 職員 願い い

溝 埋 ワン ン

考え方 常 持 い い いう

う 縦割 弊害 減

僕 う 活動 い 人

現役 人 少 い 経歴

持 い 市

貢献 市民 考え

市 連携

進 い 回

資金集 市 協力 得

全 市民 行 当初 誰

思 い 現実味

う 来 市
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長 来 手 作

要 思う 市民 想い 行

動 行 両輪 動 いい  

伊 東 水力 電

私 京都 陽 電

い 最初 担当者 喧嘩 い

少 気 い 自

思 い 同 行

求 怒 う 思

自 自 い 行

方 う 行 いう

考え 組 進 い

良い 思う 色々 専門家 方

ワ 作 い 地域

再生 能 進 場

役 方 整

理 え 地域 民 方 心

感 醸 思う 意形

効 働い 金利

問 行 一緒 い

金 側 い  

大 西 15 活動 中

援 回申請 断 信

い 一 NPO 寄付

集 い 行 応援

い いう理 私 行

あ

多 う

いう ン 来 拒否

い わ 例え 行 第

持 い 建物 一

緒 使え いい いう 行

持 社会的 信用 使え 部

あ 算措置以外 行 市民

組 応援 方法 あ

あ あ 程 部署 断

算措置 必要 う 大

う い う NPO

… いう風潮 あ 実績

見 い 市民 熱意 持 続

い いう 評価 い

一緒 い いう

々 効果的 方 編

出 思う 柔 い融通

頭 力 必要 う

変わ 方 意識 変わ

確 あ  

 NPO い 時 府 職員 近

あ 誰 聞い 必要

情報 手 入 わ い

繋い いう 活動

い あ い 思 創業

京都市 一緒 業 い

う あ 時京都市長

工場 作 いう 始

時 市 い

う 縁 一緒

う いう

ン い う

最初 苦労 あ う

い 自 い い 提案

い 実行 い

あ  

清 水 子育 似 い いう気

遠 見 い 何 あ

いう存 あ 嬉

い  

参加者 浜 NPO 中間支援 活動 い

私 NPO 相談 乗 ン

ン 講 行 い

大西 寄付 わ

い い 飯 市 原

時 金融商品 引法

い 苦労 聞い い 私

周 生協 い 人 多い

出資 自然 あ

寄付 集 い

寄付 い いう人 増え
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い う 感 方

方 教え い

い  

参加者 私 理解 市民 ン いう

直接再生 能 投資 社

会 変え 意志あ 金 捉え い

寄付 根本的 う  

大 西 私 金融 引 免許 持 い い

私 わ い 市民

身 あ 方

い う いう 方 手 借

全部 方法 寄付

いう 意志あ 金 いう

税金 いう感覚 あ

自 意思 業 役立

欲 い 考え い 方 多

い 捨 い 思う

私 設置 施設 当 者

施設 関 者 う い

同 人 依頼 いうわ

い 工 必要 寄付

人 気 参

加 意義 伝え 一緒

組 立 い 組 い 扱

い い 確 設置協力金 い

う形 補填 形

い  

清 水 私 例 寄付 市

民 ン 寄付 方 倒的

運動的 市民 ン いう

出資法 あ 大々的 言

え い 中 金 集 い い

い いう ン

寄付 大々的 言え うい い

あ FIT 価格

寄付 う 思 い

生協 生協法 縛 い

難 あ 協同組

う 変わ

思う  

 

●コメùú 

久保 良い 例 い 考え

機会 私 整理

策 全 私

暮 現場 起 暮

民 行 う 手 組 力

い 必要 方 あ 本来対立

い 民 行

い関 築 互い 寄

力 必要 あ 市民 情熱 効

果的 展開 協働

い 人 増 好 環 生

NPO

あ 団体 う いう

囚わ 誠 残念 思う

基礎自治体

策 要

確信 い 高 経済 長

期 制 都市 制

言わ い 全 黒い袋 入

捨 え いう

活 資源 いう考え方 変わ

制

都市 制 時代 入 う

い ういう時代 突入 い

行 民 連携 い

進 い い 再認識 本

日 あ う い  

 

清水 本日 本当 あ う い

壇い い 改

礼 拍手 願いい

地域 是非

実行 い 願

い 第 科会 終了

い  
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第４分科会 省エネ 午前  

共感を得る住民向け省エネ啓発  

コーディネーター  

認定 NPO法人気候ネ ワ  主任研究員 豊 陽  

話題提供者  

 省 ネ診断 通 家庭 CO2削減 能性  

限会社 や コ 研究所 鈴木靖文 

 替え 環境 コン 融合  

近鉄 ン 株式会社 事業開発 連携推進部長 山本寛 

 1985 ン 紹  

   一般社団法人 Forward to 1985 energy life 代表理事 池政宏 

会場 コ ュ ン ISTA  

 

●話題提供  鈴木靖史 省エネ診断を通

じた家庭の CO2削減の可能性  

環境省 指定 家庭

う ネ 消費 減 い

う う コ診断 行

経験 家庭 う 省 ネ

いう い 話  

 

鈴木 靖史 

 

家庭 省 ネ 方法 伝え

ン や 必要 あ

う伝え 納得 え 皆

出 考え い

い 診断 あ 一般

削減 推計 ソ 使用

い  

環境 関 組 主

行わ 手段 規制 あ

家庭 付 い

次 あ 補助金や ン 何

行動 対 金銭的 対価 え

自治体 政 限 中

実行 い 以外 手段 情報

提供 あ う 省 ネ

あ 実際 行

人 う感 い い

家族 暮 い 世帯や

暮 世帯 家庭 形態 情報提供

 

家庭 酸 炭素 排出 い

いう 析 自動車や動

力 最 割合 大 冷 意外 暖

割合 少 い う 驚 提供

情報提供 ン

冷暖 い 家族 部屋

方 消費 少 済 省 ネ い

う 何 慢 成

家 暮 人 仲良

過 いう 要 あ

う 省 ネ 省 ネ 留 い効

果 あ 伝え う い  

省 ネ診断 ソ 作成 原点

家庭 酸 炭素 排出 大

う いう あ 文 地
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域 あ 排出 倍 倍 う

あ 比較 必要

考え い方 い あ 例

え 窓 断熱 い 近年建築 家

あ ～ 割程度備え い

過去 建 ほ 備え

い い 窓 断熱 無 提案 省

ネ対策 異 暖 設定温度

提案 変わ 省 ネ 基準

設定温度 20℃ 高 25℃

以 い 家庭 あ 暖 本来

目的 健康 害 い う いう

あ 20℃ 十 いう 納

得 う  

行動以外 提案 機器 買い替え

あ 冷蔵庫 あ 400 以

大型 方 省 ネ性能 高い い

情報 伝え い う 伝え

対策 非常 多い 省 ネ診断 ソ

120 目 あ

全 伝え 窮屈 行動

い 中 ン

各家庭 合 提案 い  

う コ診断 い 都 府県 温暖

ン 中心 動い い 診

断 形式 各家庭 訪問 場合 あ

ン 会場 診断 あ

質問 目 機 状況や冷暖 使い方

100 目程度 い ン

多 酸 炭素 排出 い

把握 あ 多い

家庭 合 削減 方法 選

う 家庭 省 ネ対策 太

陽 発電や断熱 入 特 効果 大 い

金銭的 事情 あ 必

実行率 高 い 買い替えや

際 省 ネ 意識

いう 普段 生活 中 省

ネ 意識 行動 いう 2

ン あ  

う 省 ネ診断 時間 時間

ほ 時間 う いう 点 あ

対 ン 等 簡単 診

断 行 効果 実感 耐

震性診断 際 時 省 ネ い 診

い 組 い

省 ネ行動 褒 逆

家庭 批 あ 行動

省 ネ診断 う 行動 実際 節約

い 示 省 ネ行

動 い 人 元気 い 効果

あ  

IT 活用 いう 子供向 ソ

開発 行 い 自 家 生活 組

立 立 酸 炭素排出

増え 従 ン ン 氷 溶 う

組 自 生活

環境問 い 実感

え う い 状態

消費 減 う 感

一 生活 組 立 比

使い いう 自然 容

い  

省 ネ い 説得 際 理

い いわ 環境 問

金銭的 節約 快適

い 理 効 あ  

省 ネ ン 大

ネ 消費 ～ 割削減 試

算 い 大 投資

必要 投資 い 回収

あ 投資 う 引
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出 課 あ 例え 再生 能 ネ

固定価格買 制度 う 電気代

乗 省 ネ 基金

い あ 年間 投

資 必要 万人 用 生

家庭 出  

省 ネ 組 行う い

う形 あ 人 う 人 周 半

人 組 始 人 周

全員 組 始 いう姿

勢 い 場合 残 人 組 始

全員 組 自

組 う 社会的 影響力

持 う  

 

●話題提供  山本寛 住み替え と 環

境 とのコンセプ の融合   

替え 環境

融合 いう 々 進 い 事業

い 説明 い 近畿日本鉄 101

年前 開業 大阪 本 奈良 結

ぶ奈良線 始 後 府 県

ネ ワ 拡大 現在 生駒市

11駅あ 駅前 中心 8,000戸以

宅 供給 実績 鉄

交通事業 動産事業 店

や 流通業

や ン ネ 接 護

様々 事業 手 い

々 会社 行 い 客

利便性 年前

生活応援事業 近鉄 楽 元気 生活

いう 始 365日年

中無休 コ ン 設 客様

相談 申 込 等 ワン

付 提供会社

あ  

高齢 進 人口 減少 時代

新 移 来 い い

いう 始 替え 構

想 あ や

応 沿線 限 地域 替え

う 想定 い 構想

通 若い世代 移 目

指 い  

 

山本 寛 

 

次 宅団地型既存 宅流通促進

事業 い 説明 国土交通省

行 い 事業 昨年 当社

事業者 採択 事業

方向性 現在 宅 価値 20年

う いう日本 宅事情 出発

点 適 維持管理や

宅 評価手法 確立 通

宅 資産価値 維持 い う いう

あ 宅 長持 環境 優

い 宅地 持 的 活力あ 地域

目指 宅診断や 通

既存 宅 価値 高 宅 循

環利用 替え事業 展開 い

当 事業 全国 33 事業者 採
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択 い う 事業者 奈良県

中 い  

当社 事業 生駒市 白庭 宅

地 真弓 真弓 宅地 対象 い

白庭 方 50代 方 多 い

一方 真弓 真弓 60

70代 方 多い いう い あ  

事業 生駒市 2014

年 連携協定 結 後 近

鉄駅構 告知 啓蒙活動 行 い

宅診断 ン ン 言わ

宅 健康診断 う ～

時間程度 あ 床 屋根

隅々 診断 行う 昭和 56年以

前 宅 い 耐震診断 行う 協定

結 120 件 診断 行

規模 他 地域 10件ほ

非常 方 利用 い

言え い 通常 10万

診断費用 国 補助 無料

あ 地域 民 方 関心 高

あ 考え い 診断 結果

至 案件 20 件あ

当社 更 進 替え

考え え 思 い  

次 大和 ン 炭素

事業計 い 紹 昨年 行

わ コン 応募 対象地

真弓 真弓 宅地 東 隣接 場所

あ コン 自然 生

活 自然 共生 あ

ネ 見え や外断熱工法 太陽

発電や蓄電池 使 省 ネ 型

宅 作 いう提案 行 特徴

的 越風 地域 東 東

風 年間 最 吹 利用

う 計 い 後

技術進歩 ネ

実現 能 大和地域 入

い 考え い  

宅団地型既存 宅流通促進 事業

大和 ン 炭素 事業

計 併 採択 替え

いうコン 要性 改 認識

白庭 周辺 世帯 う 子育 終わ

あ い 終わ 頃 世代 う

方々 大和 ン 方 替え

考え い 環境面

白庭 真弓 真弓 方々

大和 替え 度

沿線外 宅診断や 組 合

わ 替え う

考え い う 既存 宅地

持 的 活力あ 地域 い 地

域 根 鉄 会社 使 あ 考え

替え 環境 融合

新 手法 沿線各地 広 い  

 

●話題提供  野池政宏 1985 ション

の紹介  

Forward to 1985 energy life 団体

あ コ あ 1985

年頃 ネ 暮 あ 方 向

1985年以降 技術進歩 成果 活用

前進 い う いう あ

私自身 民間 い 立場

や い形 宅 ネ

消費 あ 方 関心 向 宅建築や

宅 暮 方 い 調査研究 提案

行 い 東日本大震災

福島第一原発事故 衝撃 自
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組 更 加 当

団体 立 活動 始  

ネ 々 非常 要

あ ネ 関

人 政府や電力会社 行う

う 感 い 人 多い 自

考え い

未来 子 い社会 引 い

い い い う 視点

省 ネ い 堅い

い う柔 伝え 心 い

家庭 省 ネ 行う意義 ネ

問 身近 問 捉え

あ  

2030年 日本 家庭 一次 ネ 消

費 半 目標 あ

1985年 う いう 震災以

前 電力消費 原子力発電 来 電力

除 う 1985 年当時 電力消費

あ 事故前 原子力発

電 来 電力 家庭 消費 い 電力

概 等 い 家庭 省 ネ 進

原子力発電 減 いう

あ 原子力発電 減

い いう あ

家庭 省 ネ 進 い いう

あ 金銭的 節約 い

説明 い  

再生 能 ネ 省 ネ 地

球温暖 防止 い 鍵 要素

あ 省 ネ 再生 能 ネ

比 い 思わ

組 い

い 響 い ネ

豊 暮 あ 使 い

 

慢 楽 省 ネ

進 必要 あ 慢やコ コ

限界 あ 中 私 普及

う い ン い

う概念 あ 自然 共生 快適

健康 い 実現 いう考え方 あ

概念 十 透 い わ

い 普及 い

い 注目 欲 い  

宅 省 ネ 投資 必要

投資 い

暮 夏 使 冬

日 入 い 自然

利用 快適 暮 省 ネ 実現

知恵 含  

 

野池 政宏 

 

他 私 対 教育 行

い 家庭 省 ネ 機器や い

使い方 選び方 要 例え 給湯

器 替え 際 いわ 呼ぶ

地域 工務店や設計屋 う

対 情報提供 考え 勉強会

活動や暮 いう独

自資格 認定 行 い  

い 宅 い 省 ネ

大 課 あ 既存 宅 省
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ネ 知識 普及 組

い 1985 ン いう

自宅 消費 ネ 知

提供 い

2010年 消費 ネ 半 減

い 1985家族 呼

い 録者数 600あ 1985家

族 30世帯ほ 後 更 大

広 い い  

地域 省 ネ い 適

主体 1985 地域

認定 情報提供や情報交換

全体 家庭 省 ネ 進

い  

省 ネ診断 ネ 消費

や金銭的 節約 屋 温度

ュ ン 機能 付

地域 共 い

断熱 効果 や

伝え い  

以 う 様々 角度 家庭 省

ネ 組 い いう意味 日本

唯一 自負 い 皆様

連携 更 組 進 い

い  

 

●コメン  

黒 交 市長 ： 行政 視点 い

う 環境政策 手段 規制 補

助金や減税 情報提供あ い

提案 いう 視点 挙

い 行政 抑止 促進 両輪

促進 方 特 行政

民間 皆様 知恵 借

様々 政策 進 い い  

 

●総合討論 

参加者：最後 報告 あ 1985

ン い 録 料

中身 い 具体的 教え

欲 い  

 池： 録 無料 ネ 必要 情

報 入力 結果 見 環境

家計簿 理解 え い

毎 請求書や領収書 消費

電力 や太陽 発電 発電 入力

う 地域 選

え 標準家庭 比較  

参加者：話 聞い い 関東 発想

う 思う 関西

儲 言 方

応 早い 思う  

 池：私 診断 使う

熱費 い削減 売電

程度収入 あ 計算 機

能 あ 点

持 い 無料 相談

 

参加者：省 ネ い 人 始

社会的 影響力 持 いう話

い 一方 省 ネ 進

い い いう現実 あ 規制

強 い いう方向性 あ

い  

鈴 木：一定 規制 ほ 人 や

普通 いう状態 作

必要 思う 例え

や 収 い

行動 負担感 批 対象

近年 や

批 う

現時点 や う
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思わ 必要 あ 規

制 う 入 思う

家庭 省 ネ い

あ い面 あ

機器 い 規制 い

いう方向性 い 地域

互い ネ 使い方 見

回 指摘 あう う コ ュ

活用 省 ネ 時 福祉

寄 い  

 池： 宅 作 省 ネ 宅

建 いう 面倒 思わ

最近 うや

宅 省 ネ 付加価値

認 積極的 組 事業者

増え 実感 い

ういう状態 民 対

規制 いう い

い  

豊 ：社会心理学的 観点 考え

や い 思 い 実行 移

い い人

埋 い 必要 あ

い 知識や技能 あ

実行 あ

実行 非 う

い

い 構造 変

い う 思う  

 

豊田 陽介 

 

参加者：う コ診断 い 償

無償 一般市民 簡単

ン 使用

教え 欲 い  

鈴 木：う コ診断 い 無償 利

用 ン 使用

形 都 府県 温暖

ン 職員 派遣 診断

あ う コ診断

酸 炭素排出削減手段 時

大 負担感 伴う

あ 中 自

実践 欲 い う コ

ュ ン 診

断士 職員 派遣 い

う コ 無償 ン

使用 能 あ  

参加者：う コ診断 申 込 来

う いう 高い

う 思う 例え 環境家計簿

ン 電気屋 や工務店

持 行 見積

え 割引 う

得感 あ 組 構築

利用者 増え い 尼

崎 う コ診断 改修費
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用 対 補助金 出 う

い う コ診断

高い 利用者 少 い  

鈴 木：省 ネ 扱 い コ

ン ン 働い い 知人

際 省 ネ診断

補助金 倍 い

う制度 一般的 あ う

う 診断 必要 費用 電

気 料金 乗 形 徴収

い 専門家 診断

確実 省 ネ 見込

いう 実現 社

会 益 あ いう認識

共 い いう う  

豊 ：実際 近鉄 自治体 組

診断 方 割引 利用

い 展開 い

 

山 本：当社 コ ン 使い

様々 横断的 提供

い 省 ネ 留

福祉 連携 ワ

ン 提供 い 考

え い  

黒 ：確 様々 い 縦割

々 ン 制度 併存 い

う 現状 あ 突

い 最終的

全体 環境 いう

絞 いえ 省 ネ診断 う簡

便 利用者 増や

要 考え 費用

個々 診断 積 生

蓄積 民間

ネ ン う

あ 協力 費用 負担 い

能性 あ い  

豊 ： 宅 い

う 進 い 思う

関 蓄積 民間

自治体 活用 省 ネ

活 い い い

 

参加者：地域 長 い 者

自 生 地域コ

ュ 替え 大変

あ

必要 機器や 具 異

う 思う う

ン 提供 環境 い

い  

山 本：年 ほ 土地

い いう声 聞

私 提案 替え 全

う土地 引 越 いう

近 替え いう

車 や 10 仲間

会え う 提案

駅 点

替え 進 い 所 いう

考え 共 や ン いう形

実際 車 起

後 進 う

私 ン

提供 い い 物 捨

置い い

ン 収納

提供 い 後 需要 あ

他 ン 進出

能性 あ  

鈴 木：特 東日本大震災後 東日本 自
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治体 多 庁舎 20～30% 省

ネ 実現 民間 含

主体 広 い 要

思う 使いや 改善

い 当然必要

広 い 組

時 行 い

い い う  

参加者：水俣市 毎年 酸 炭素排出

報告 義務 あ 中 家

庭部門 排出 多い 家庭

省 ネ 課 い

排出源 特定 施策 考え

環境家計簿 近い う ン

皆様 協働

能性 あ 思う  

鈴 木：環境家計簿 う コ診断

様 利用者 増や い いう

課 あ 省 ネ いう 板

掲 人 い

実際 来 え 非常 喜

え 実 省 ネ い

評価 え い いう問 あ

自治体 省 ネ い 家庭

礼 行 周 一定

効果 あ い ネ

扱う企業 ネ 供

給 省 ネ 手段

提供 信頼 勝 い

い う 企業

消費者 方 選 い 要

い 思う  

 池： 仲間 地域 工

務店 増や い 考

え い う 工務店 長

い い 1000 以 顧客

持 い 場合 あ ン ン

訪問 あ う

顧客 対 紹

使 う 第一歩

思う  

参加者：気候変動 影響 表出

緩和策 適応策

時 検討 い 必要 あ 宅

省 ネ 進

暑 夏 う対応

念頭 置

宅 進 い

い 省 ネ 再 ネ 何

付加価値 必要 い  

豊 ：個 適応策 技術  

   結び い 必要 あ う  

山 本：付加価値 安全 いう 

   ワ 考え 

   い  

 池：冬場 年寄

亡 いう 増え い

い あ 近年

宅 室温 注目 い

各季節 程度 室温 維持

健康 良い いう発信

見 増え

う 日本 建設業界

冬 断熱 注目

夏 省 ネ

後 夏 省 ネ

着目 い 求

う 々 進

い あ 例え 夏 無

冷 室温 32℃以 抑え

い 基準 設 基準 満

宅 認証 い 組
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動 始 い  

鈴 木：省 ネ 進 結果 健康 害

本 転倒 あ 震災以降 省

ネ 組 う 部

伝え 評価

省 ネ いう概念 行動

ネ 削減 設備や機器

入 替え ネ 効

率 改善 議論

段階 い い

 

豊 ： 程度省 ネ 積極的 組

いう価値観 人

あ 省 ネ 進的 進

い 主 冬

暖 需要 う抑制 いう

問 意識 あ 日本

進 後

夏 暑 対応 省 ネ施策

実 い 必要 あ

う 少 話 変わ 私

子 向 環境教

育 行 い 冷 設定

温度 見 14℃ い 寒

い い 中 会議 休憩時

間 外 出 温 い飲 物 飲

う い 彼

豊 捉え い あ

例 暑い地域 省 ネ

積 い い

証 う 感 日本

う 蓄積 東

広 い 必要 あ

い  

参加者： 民向 省 ネ啓発

ン 民 対 自治

体 う い

要 考え 省 ネ 限 啓発

あ う 思う

う乗 越え い う い

伺い い 家 価値

25年 う あ

30 年 40 年 使 い

建 直 いう

考え方 必要 思う

う  

参加者：環境問 限 非常 熱心 方

い

私 行政 側

ン わ い

あ 基準 ン

直接的 規制

袋 対 課金 う

いうほ い

いう施策 一

般的 行わ い 一方 奨励

行動 うや 積極的 行

う いう い

模索 い い 状況

思う 組 要

組 質 い

必要 あ 熱意や

ン ワ 投

い  

鈴 木：家電 い 買い替え 薦

最近 省 ネ性能

改善 落 着い い

買い替え 長 使う

要

いう 言え 機器や 宅

人々

関わ 考え
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い 生活 大 変わ

ン 省 ネ 関 情報提供

必要 い  

 池：地域 点 工務店

家電 関わ

い 給湯器や塗装 積極

的 関わ 持 い 頃買い替え

必要 替え

い い 提案

資金 貯 う 願

い い 組 広

あ 組 ネ

関 容 含 う

い う ン ン い

非常 要

概念 あ 間 い い  

山 本：私 提言 い 替え

い 宅 長持 い

非常 要 要素 い

日本 築 20 年 宅

500 万 価

値 ほ いう傾向 あ

非常 問 捉え

宅 価値

いう 組 国や銀

行 鑑定士 方 巻 込 行

い あ  

豊 ：共感 呼ぶ いう

い い

皆様 組

広 定着 い

いう 確認 思う

コ ュ

中 コ ュ ン

要 感

省 ネ 更 付加価値 い

う話 あ 防災や安全 子

育 様々 価値 効果 省 ネ

組 合わ 市民 行政

民間 連携 行 い 必

要 あ う  
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第４分科会 省エネ 午後  

住宅のエネル ー効率の向上と見える化  

コーディネーター  

認定NPO法人気候ネ ワ  主任研究員 豊 陽  

話題提供者  

 大和 考え コ ュ  

大和 工業(株)総合技術研究所 環境ソ ュ ン研究 G 

主任研究員 星 一 

 日本  省 ネ改修推進 ネ  

 一般社団法人日本 ネ 協会 理事 中谷哲郎 

会場 コ ュ ン ISTA  

 

●話題提供  星野雅一 大和ハウスの考える

ス ー ハウス コ ュニ ィ  

日本 ネ 消費 見 大和

大 関わ 民生部門 1990年比 約 割

増え い 運輸 産業 比較 増加率

顕著 民生部門 省 ネ対策

い い 考え い 民生部門 中

家庭部門 1990年比 割増え い 原因

世帯 家電 あ 人

世帯数 増加 い

考え  

2011 年 震災後 原発 停止 電力 足

節電要請 計 停電 一応電力 消費

減 様々 工

国民 慢 成 い 大和

家 売 い 宅

無理や 慢 い暮 提供 う

い 考え い 進 ネ

技術 使い 自然 調和 ネ

賢 使う新 い生活 提案 う方

無理 い生活 う い

大和 発売 い 商

品 宅 xevo xevoΣ

いい 断熱性能 非常 高

い 太陽 発電 標準

搭載 コン HEMS 含

コ いう商品

売 い ン 蓄電池 搭載

コ あ  

中 HEMS い 詳 説明

い HEMS 自社開発 現在改良

ン 使用 い ネ 見え

飽 う い

大和 震災前 う 組

ネ い い

付加 HEMS い 思

い 例え ン 面 家全体 各部屋

ネ 消費 太陽 発電 発電

使用履 等 コン 自動コン

能 持 い 外出

家中全 コン コン

HEMS ン 子機

HEMS い

家中持 歩 能 来客 あ

場合 い 対応 HEMS

面や コン 使用 い時

使え 防水機能 い い 風呂

持 い 見 ネ

消費 照明器具 調整

玄関錠 照明器具 電動

コン 玄関錠 い 万 一

考え 外 閉

い う い 長期旅行中 家 い う

見
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単体 広 限界 あ

々 提供 家々 い 新 い

生 出 い 模索 い  

 

星野 雅一 

 

コ いう 前 大阪

府堺市晴美 展開 い コ ュ

事業 紹 学校

土地 コン 選 開発 65 戸 宅

あ ン 自治都市 堺 伝

統 民自 作 環境

都市 わ い 街 創出

目標 掲 い 本日 中

省 ネ 創 ネ 寄 宅

及び外構 創出 い 話 い  

晴美 家単体 全体 ネ

目指 い 創 ネ ン 太陽

発電 発電効率 晴美地

区 路 通 家 東西 並 全

65区 う 59区 東西 並 い

他 自然 ネ

入 う い 周 山 あ

山 冷や 空気 中 入 う

貯水池 角 設 風向計算

計 い 夏 風 抜 涼 い

いう評価 い 冬 逆 風 抜

寒い いう意見 あ 各家 高断熱使用

家 ネ 入 遮熱

ン 照明機器 入 い

各戸 HEMS 全体

う い 見 い 各 戸 HEMS

送 全体 ネ

見え 街灯や 会場

共用部部 ネ 使用 誰 見

日産

う 毎 各家 電

力使用 ン ン 高 家

ン 付 ン 使

え ン 2014年 各 宅

ネ 率 101％ 共用部 含

ネ ン率 118%  

ネ 価格 買う価格 昇

売 価格 降 い 熱費 安

感 人 多 大和 安

少 減 宅 提案 い い

考え い 最終的 目標 2020 年

熱費 変動 あ 安 過 家

ネ 自給 家 金 う

一般的 価格 う

い 是非期待 い い  

 

●話題提供  中谷哲郎 日本と ツ 省エ

ネ改修推進のためのエネル ーパス  

発祥 27 国 義務 建

物 燃費 証明 ネ 紹

い ネ EU各国 省 ネ

改修 場 役立 い 制度 あ 私 日

本 ネ 協会 2007年 協

力 得 制度 日本 持  

 事 始 在

敦 いう環境 一緒

2008年 2000世帯 5,500人

持 能 暮 ン いう

宅団地 持 能 暮 方 ン

日本 持 あ ン地区

宅 省 ネ ネ 供給 組

都市計 交通計 あ 中

省 ネ 宅 進 い 聞い

い ネ いう家 燃費
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わ や い指標 提示 制度 あ

知 EU 普及 い

省 ネ 推進 役立 い わ

日本 普及 う 2011 年

日本 ネ 協会 立 現在

日独 国交省 間 年

進 両国 省 ネ制度 互い 研究

国家間 い  

 

中谷 哲郎 

 

省 ネ 進 い 社会背

話 い 2010年 新

ネ 戦略 掲 2050年 CO2排出

95％ 2022年 脱原子力 謳 い

CO2削減 いう 脱 石燃料

創 ネ 省 ネ

い う 創 ネ 省 ネ

目標 掲 い 2050年 CO2削減

50% 残 創 ネ 補 い

う い 工 慢 省

ネ 快適 生活

う消費 ネ 減 最優

考え 建築 非常 要 要

素 押 え 創 ネ 行う いう

番 い  

建築 宅 部門 省 ネ 目標 あ

 

EU 2020年 新築建築 CO2排出

ほ 超 燃費 宅 義務

 

既存 断熱 毎年

3％ 120万戸)施工 既存

4,000 万戸あ 中 3% 120

万戸 1,000 万 省 ネ改修

い 現在 1% 40万戸/年施工) 

2050 年 全 高断熱

冷暖 負荷 一次 ネ 投

入 8割削減  

実際 戸 置い 熱 いう消費 あ

何 削減 い う い

新築 省 ネ法 決 省 ネ基準

あ 1980 年以降 新築 関 強

 

省 ネ 頑張 いう

ネ 輸入国 原油 石油

輸入 い 特

依存率 年々高 い 日本 毎年

28 ネ 源 輸入 い

国民 持 能 ネ 社会

ネ 源 他国 依存

大変 感 い 国交省

1996年 2011年 宅

延 床面積 増え 本来 あ う

比例 暖 付加 増え 省 ネ

改修 コ コ 行 何

場合 比較 約 節約

出 い 国 流 い

金 節約 建築 わ 省 ネ

ネ コ 減

金 地域 還元 う いう 組 あ

い  

現在新築 年間 18万戸 いあ

市場 省 ネ改修 ８ あ 省

ネ改修 34万人 用 作 社会 作

新築 1995年 80万戸 い

作 い 再生 能 ネ 省 ネ改

修 自動車産業 い大

産業 補助金 2006年

2012年 112億 投入
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1,344 億 以 民間投資

引 出 助成 対 民間 12 投資

誘発 国庫 戻

消費税 12% 260億

国 儲 日本 補助金 比

～ う 思う 金利 優遇 あ 新築

優遇 税制 用い い

基準 一 金

出 いう日本 制度 異 頑

張 補助 出 政策 い

コ 安い ン ン コ 高

い家 コ 高い ン ン

コ い家 いい いう質問

前者 地域 用 金 落

外 資源 買う考え方 あ 考

え 省 ネ 政策 考え い

や 提示 EU ネ

いう考え方 普及 い 宅

いう高い買い物 い 投資 効果

見え い い 家 燃

費 金 わ や 提示

ネ 省 ネ 入  

賃 宅 場合 対

ン ン コ 表示 い

い EU ネ

作 言わ い ISO13790 建物 燃

費 図 計算式 基 い 計算 い

2002年 EU 政 後 2008年頃

EU 各国 国 法 込 各国

形 根付い い EU 加盟 い い

中国 ネ 考え方 広

い 物件情報 ネ

ン ン コ 示 い 動産屋

面倒 大 対 2014年 法

改 動産情報 必 広告

出 場合 ネ 出

い  

ネ 協会日本 2011年 日本語

版 作成 ISO13790 基準

基 い 計算式 作 い 計算 家

中 誰 い 電気 使用

い う い ネ

漏 い 建築的 表示

う い 日本 ネ

表示制度 星印や ュ い

う単 表示 あ

い や い 金 いう指標 EU

金 単 表示 日本

表示 運用 い  

年 長 県 新 い条例 施行

温暖 対策課 主 建築物環境 ネ

性能検討制度 宅部門

新築 対象 建築物 対 建

築主 建物 性能 検討 い い

う義務 課 建築物 規制

い 他 力義務 建築業者

既存 使 検討 手伝

い 言 い CASBEE

ネ QPEX いい 大 建

築物 場合 出 い い  

長 県 制度 入 いう

長 県 2000年 1人当 県民所得

318 万 あ 世帯当 熱費 20

万 2008 年 県民所得 40

万 熱費 10万

熱費 後 能性 あ 県外

建設業 大 流 い 環境

経済 地域活性 視点

ほ 条例 適 室温

健康問 効果 期待 い 地域

金 わ 原資 ネ 使う

いう 考え方 模 い

いい いう 考

え 入 口 ン ン

コ 明示 指標

ネ 出 い いう例 紹

い い  
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●コメン  

白井 環境自治体会議 ：

い 話 い

科会 議論 い

思う 私 主張 い

いう 面 整

備 思わ

あ 整備

い 人 生活 賢 い

あ 人 中心 考え

いう 言い い  

昨 地球温暖 対策

中 再生 能 ネ 入

う いう流 中 出

電力 供給 行う 電力 安

定 需給 制御

う いう 等

国 言い

出 地球温暖 や再生 能 ネ

入 う いう背

あ 再 ネ 入

IT 使 や

う いう 考え方

あ 2010 年以降

わ 言わ う

発電 電力 消費 蓄電 見

え 制御 1軒

家 地域全体 交通

や地域 発電 行 い

あ  

いう考え方 国際的

普及 大都市型 新興地型

島型 種類あ 大都市型 いう

既存 い 都市 中 う築

あ いう話 日本 場合

当 日本 2010年 次世

代 ネ 社会 実証事業

横浜市 豊 市 い 学園

都市 九 市 都市 指定

2014年度 実施

九 市 終了後撤去 豊 市

コ ン 残 い

他 都市 実験 補完 地域

コ ュ 構想 普及支援事

業 被災地 入促進事業 日本

わ

う 中身 決 新 い

や う い

追い風 吹い いう状況  

や

技術 施設 ソ

制度 情報 ュ ン

あ 大和

ネ

ソ 省 ネ診断 普及

人 人 関 性 ュ

ン 関 動

 

ソ い い あ 行政

政策手法 規制や条例 経済的

ン ン コ ン や

性能 見合 補助金 他環境

や省 ネ診断 い 情報提供や見

え 学習会やワ 行う

活動 場や 組 あ

や いい い 地域

見合 地域 効果的 選

や い 大 思う  

省 ネ家電 買い替え 一時期あ

廃棄物 増え い

気対策 い いう意

見 あ 家電 買い替え 無意

識 環境配慮 いい

限界 環境 配慮 う 活

動 規制 いい ソ

限界 最終的

ネ 自 考え
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仲間 増え 主体的 動

要 環境配慮 通

福度 高 あ

軽 考え い い 思う 例え 太

陽 発電施設 設置 人 環境意識

強い人 多い 経済的

考え 入 い 人 少 い 思

う 意識 高い人 設置 う い

後押 う いう

大  

技術実験 終わ

い う実際 人 い

暮 技術 あ 利用

暮 技

術 使う う組

合わ ういう生活 楽 い

考え 実

現 必要 考え 最後

各主体 役割 考え う いう

番  

う 暮

例え コ 柏 葉

ン 等 市 合 宅

電気 見え や い 情報技術

使 い 環境コン

ン 構え い 民向

コ ン 企 い 民

コ 組織 コン

い 張 付い い

う 民 中 運営 関わ

人 出 あ う いう 期

待 い  

街 避暑地 東京都荒川区

停電時 真 組 行

公共施設 家 節電

人 会う コ ュ

形成 公共施設 節電

い ほ 涼 い 家

残 人 い 結局節電

い い 等 課 あ  

ン 都市

省 ネ 健康 両方維持

い 急 移 容

い 季節 場所 変え

定年後第 人生 都市 移

考え  

市民共 発電 いう 公共施設 屋根

金 出 合 太陽 発電

設置 う いう動 全国 あ

長 県飯 市 保育園 ネ

設置 園児 一緒 環境教育 行

い 飯 市 ン 結果

30代 市民共 発電 影響

宅 太陽 発電 設置

大変関心 持 省 ネ 関心

高い わ 施設 発電

普及啓発 役割 あ  

省 ネ い い あ

う組 合わ

暮 何 省 ネ

楽 い暮 実現策 考え

いい 思う 家

中 外 あ

生活全体 省 ネ い い

いい 思う  

 

●総合討論 

参加者： 概念 教え ほ

い  

白 井： コ ュ

いういい方 経

済産業省 使い始 言葉 情報技術

使い 家 中 発電 電力消費 蓄電

売電 見え 電気 流 制御

言い

全体 行う

言う  

星 ： ネ 見え
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大和 家電 ネ ワ

機器 い 人 便利 使え

家 呼 い

街単 便利

ン 現在 組 い

ン 軒 家

例え 家 中 余

い ネ 隣 家 融通

等 や

情報 い い い

宅 IT 数年 大 変わ

自 目指

ン 思 い  

白 井：環境 都市 情報通信技術 う

使 環境都市 う い

う い 2000 年頃

ネ ワ 前 情報 未

来都市 い い ネ ン あ

以前 や い  

豊 ： 言 場合 熱

何 電気 供給 いう見え方

う あ 欧 暖

需要 大 ネ 源

組 合わ い

評価 い 後大事

思う う 戦略 熱 効利用

い 話い い  

中 谷：熱 電気 考え ほう いい

思う 熱 電気 作 電気 熱 作

いう あ 熱

ン ネ 源 蓄熱電気暖

機 回収 出 い 電

気 熱 作 ンソ

う い熱 電

気 考え 方 いい いう

25％再 ネ 電気 使わ

電気 熱 作

いう話 出始 い 日本 段

階 い い 熱 熱 処理

考え 方 いい  

豊 ：大和 地域単 熱供給

あ  

星 ： 単 あ 単 絵

い 餅 い 大和

銭湯 運営 い 使用

い電気 余 近隣 家

いう う 組 実現 い

い 考え い 熱 運ぶ 電気

い 実現 い  

豊 ：地域熱供給 行う 配管

ン 整備 い い

ほ 容 い 都市

作 い ン 整備 大

ン 見え 効率 向

全体 う議論 い

科会 論点 思う  

黒 交 市長 ： 日本 資源 少

い国 再 ネ 比

大 日本 再 ネ 話

一部地域 進 い 大資本

投機目的 行う 多い ネ

地産地消 国 果

役割 多い 中谷 見 国

方向性 範 教え ほ い

ネ 地産地消 いう考え 日本

あ  

中 谷： 2000年 FIT 始 15

年 経過 う終了 う制度

い 最初 FIT 60

／kW 買い 高優遇 い 始

当初 日本 様 大資本 新

ネ や い 15 年

い 中 最終的 太陽 全体 48％

個人 農家 結果的 地産地

消 いう形 初 儲 多い

大企業 入 あ 時

ネ 合わ 減

日本 時期 来 い
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市民出資 家庭用 変

価格 い

い 1kWあ 17～18万

結果 ネ

地産地消 いい

FIT 買 価格 いい

思 い 電気代

い いう報 あ 実際

い 日本 思う

半数以 方 投資

い 満 ほ

い 設置価格

い い 50 万 投資

組 い 広 い い

経産省 買い 価格 怪 い人

排除 組 作 い

う いい 思う  

豊 ： 脱原発 脱 石 掲 方向

性 整備 い 日本 根幹

い 再 ネ 抑制 い 風

潮 あ  

中 谷： 2013年 市民 ネ

組合 888 存在 2000 年 FIT

頃 66 10 年 10

数倍 組合 あ 一

口 50万 出資 能 日本

出資法 絡 組合 作 い

組 変わ いい 思

い  

白 井：CASBEE ネ QPEX

制度 日本 う共存 い

 

中 谷： 性格 う CASBEE 総合環

境評価 ネ 個 宅

い ネ 必要

性格 う 各社 断  

白 井：相互認証 統一 あ 外

わ や い 思  

中 谷： 存在 思う

CASBEE う 総合環境評価 あ

個 建物 性能 良 次 面

環境整備 次 いう考え方 あ

総合環境評価 組

い 現状  

白 井：星 伺い い 午前中 発表

あ 省 ネ診断 行う既存 ソ

ュ ン 組

い  

星 ： HEMS 設計 大和 出 い

部 あ 誰 い

え う API 提供 い

接 来 え いい 大和

大和

使用 ン 作 い

いうコン 実施 大和

ン い

いう形 提供

ン 得意 人

得意 形 入 え 思う  

鈴 木 午前話 提供者 ：

コ ュ 展開 い 面白

い 感 実際 う

人 い

コ ュ 見 持 能

いう意味 川

要素 あ いい 思

う う 作 売

う 人 一緒 考え

面白い 思う  

星 ：晴 地域 い 人 入

い 年 全体

仲 いい 聞 IT 以外 手

出 い い 植物工場 や い

ういう あ い

思 い 事前 人 話

組 い い 数十年前 開発

大型団地 あ 廃 い

循環 進 い い 起
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い 後 い 人 再

生 進 い  

 池：民間 動 い い あ 目指

方法 異

い 回 会議 う 自治体

大企業 連携 い 少

い 互い 問 思う 議論

場 あ いい 思 い

実現 い 後 い

個々 動 う い

い わ 頑張 い

状態  

白 井：知 合い 士 公的 会う場 必要

環境自治体会議 進的 や 地域

い 中 意見

国 発信 い う 環

境自治体会議 いい 思う  

中 谷：東京都環境局 営業 行 断

長 県 紹 10

都 府県 採用 国 動 県

早々一筋縄 い い 自治体

採用 え 民間 あ

国 無視 い 思う

環境自治体会議 発信

嬉 い 々 願い い  

豊 ：家電 省 ネ う 形

広 東京都 作 い

いい 広 い

いう思い 気候ネ ワ

ン 基準 設 東京都 京都

広 い 始 他 自治

体 市民団体 通 広 い

条例 作 支援

あ 地方 い い 制度

乱立 国 い 採用

ういう 意図的

作 い いう 戦略

必要 思  

中 谷：昨日 滋賀県 関 者 会い 長 県

滋賀県 い理 聞い

長 県 建築指 行政 市

い 滋賀

ほ 自治体 い

わ 長

県 説得 人望

厚い方 担当 い 建築士会

市長 説 伏 い 例え 各都

府県 建築指 行政 い各市

い 教え ほ

い 建築士会や地元 事業者

市 長 県

担当者 言 い  

白 井：省 ネ条例 話 午前中あ 長

県 地球温暖 防止条例 ネ

条例 作 再 ネ 入

あ 省 ネ あ 個

統合的

進 や い 思う 中

例え 大和 や 組

い い 民 一緒

い い 明 環

境自治体会議 中 共 い

いい 思う  

 池： ネ 入 市 都

府県 や 良い  

中 谷：長 県 運 思 い

県 意見 条例

高い 感

ン 活動 中 万人以

い 川 見学 行

4～5,000 人 い 規模

活動 5,000～ 万人規

模 自治体 時多発 進 方 県

動 いい い  

黒 ：市 役割 大 い 思う 規模

い方 実感 あ 食い

わ 明確  

中 谷： 々 う 専門性 高い 横幅
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い団体 多い 大 い自治体 ン

ン 間 入 大 い自治体

ほ 間 人 入 動

規模 自治体 話

話 進  

豊 ：政策 実施 い 問

環境自治体会議 う 場所 政策

提案 職員や首長 見 う

いい 思う  

環境自治体会議事務局：昨日 総会 次年度

環境自治体会議 事務局主 東京

開催 決

23 回会員自治体 持 回 行

大会 色 少 異

思う 詳細 決 い

い 中 話 あ う 事業

者 自治体 ン

う 掛 提案 い い

議論 聞い 思  

参加者：京都市 人口 147万人 山間部 過疎

進 い 夏 涼 い 人

呼び込 や い 現在 地

域コ ュ コ いう活

動 い ュ ン

ソ 絡 行

う 思 い う

絡 合 い 事例 あ 教え

ほ い  

白 井：飯 市 民 ン 見 い

市民共 発電 事業 使

環境教育 ュ ン

条例 行政 行

FIT い時代 飯 市 市民共

発電 電力 20年間買い 行

事例 一体的 行わ

い 例 思う ュ ン い

う言葉 使わ い

思う 環境省 文章 入 い

多い 是非使 広 ほ い  

参加者：建築指 行政 何   

中 谷：建築 責任 所在 県 市

降 現場 限 持 い 自治体

あ 全 新築 宅 ネ

入 いう新 い 組 投入

対勢力 多 組 理解

誰 事 あ

説明 大変 聞い 最

終的 CASBEE QPEX 比 ネ

最 浅 知 い

い 県 建築士会

方 講習 行政

建築士会 連携 行  

豊 ：本日 科会 効率 向 見え

いう あ

組 既 行わ い あ

各自治体 込 い 段階

地域 コ ュ 指

向性 政策 方向性 様々 基

盤 あ 新 い技術 乗 い

うい 組 進

い 市民 事業者 行政 協

働 進 い 大前提 あ

加え 規格 共通 い

あ い 組 進 い

情報 共 あ い

戦略 作 進 い うい

う 掛 必要 いう 出

思う  

 他 持 い

以 約 共

い 後 大 思 い

最後 一言 願い い  

白 井：

いい表現 方 あ いい 思

賢 楽 言う 思う

慢 いい

思う  

星 ：自治体主催 場 出 い
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いい経験 大和

何 や い 会社 弊社

商品 使 え あ

行 話 い 嬉 思

う  

中 谷：色々 話 自

情報ソ あ

人 考え方 学 日本

人 考え方 日本人 風土 中 落

込 い ン 宅地 5,500

人 う 人 楽 う 暮

GDP 稼い 1 半

年間休暇 使 い 閉塞感

突破 考え方 あ

い 思い 県庁 営業

行 行 い

引 願い い  
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第５分科会 交通 

こ か の都市交通  

コー ィネーター  

✶✂ NPO✤人☛✒✄✣ ★☎✆ コ ネ  ✽岡宗人 

話題提供者  

✝ ✟✞ ✠ ✡ ☞✌✍✹ ✎✏✄ ✎✑✓✔✕  

大✖✗✘✙ ュ ン ン ン  ✧✚✛✜ 土✢✥ 

 郷✦✩✭✪✮✯  

郷✦✰✱✲✳ ✴✹✵ ✵長✻  ✷✢✸✺ 

 ✼ 大✯✾✿✓✎❀✿✄✓ ❁❂❃✓✠✡❄❅ 

✎❀✿✄❆❇✰✱✲企❇❈❉✵ ❊❋●❍ 

 ✏✄❁❂■ い  

❏❑▲▼✤人◆❖✏✄❁❂P◗❘P◗✲ 主席P◗❙ ❚❯ 樹 

 生❱✄✙ ュ 号 い  

生❱✄企❇▲❈✲❆❇❈❉✵ ✵❲✻❳ ❊澤将之 

会場  

 

✽ 岡： 全❨❩ ❬❭ ❪❫❴❵❛

CO ❜❝❞ ✲❡❢ CO ❣❤

✐ ❥❦✲❡ 21％ 占 い

❏❧❁❂✓♠❬♥ ♦ ♣✕

qrst✉❜❚✈✇ あ 伸び ①

い❬❭ い 一② ✟✞③

④ ❦⑤⑥❙ ③軌④⑦⑧ ⑨ ✴

⑩ ❶ ⑦⑧ ⑨ ❜❚ ❦⑤

人❙ ❷①✈✇■あ ✟✞

差 あ ❸わ q❹✓❺❻

①❼❽ い ❾❝❿  

 

風岡 宗人 

 

❁❂✉➀❞➁➂ ➃➄

あ ☛✒❩ ➀❞➁➂❼❁❂ Ｅ

☛✒ ➅➆ ➇➈ ➉➊➋

あ ➅➆❩ ➌➍

渋滞 ❷①➎➏人➐➑ ➒❷➓➔

✌✓→❤ あ ☛✒❩☞❑✉

➣↔➌➍↕ ❷① 粒➙❬➛➜✓❷

①➓➝✘➛➜ ❷①❼ ➞➟

➇➈❩☞❑ ➠➡ 肥➋✓❷

①❼➢➤や犯罪 ❷① 男女 ❃❼

あ  

➥➦➧✟■➨❿ ✏✄ い ☞✌

➩❷① ✣➧❁❂➫➭ ➯

❁❂➲➳✟ 生 ⑩✕➵➸➺➻

コ ュ や ン ➼

❁❂ ➽➾ ➚❽ ♣➪❨ ✹ い

本r➶➈ ▲❈➹s ➘➴

❜大 ➷❫ う 工➬ ➁➂

☎➮➱✃ ❐ ❾❝❒❮ ❸う  

➮❝❰ÏÐ✏✄ ❬❭ ÑÒ

Ó✓ÔÕ❩ 渋滞やÒÖ✲ 人×❷①

❏❧❁❂✓Ø➀ÙÚ❃Û ÜÝ

あ ♣✕q❁❂ Þ➾ß✪や❁❂
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äåææç 生 いèéêë

ì い  

íîïðñòó ôõöéë

÷ø íîùú ûüいýþÿ✣

✟� ÷ø い  

う 踏 ✁ ✶✦ ✂✎

✩üêë✸ ✘✄＋✔✴ñ☞

✢☎ íîùú✆✝ êë

✚✬ ✞✮✠✡

êë✚✬ ☛✌ い ✍う  

✵✏✙✑✯ ✒ ✵

✓✕✖い い  

 

●話題提供  土井勉 地域と取 組む利用促

進 京都市右京区の活動か   

êë✗★✛✜✤ êë

大✥ ✪✕ い い êë✧✫

✭✰✱✲ êë 本✳✩êë✰✷✹✩ê

ë あ 本✳✩êë êë ïñ

÷✩ いう あ 散✺ü う

大✻✼ ✷生✩êë✽ êë✾÷✩ ✴

う ÿ✣ あ ✿✁ ❀❁ ❂❃✾

❄  

❅❆✾❇❈❉❊ êë❋ æç✩

●❍ 人■密❏ ïþ❑ èéêë✼

▲▼ ◆÷ ❖P あ 大❉❊ ◗✏✰❘

❙æ ◗✏ ❚ü❯✦ ◆✫❋❖P✽❱❲❳

èéêë ❨❩やíî ◗✏

❬❭  

2030 年 êë❪ ソン ❫❴✧

❵❛❜❝✰❞❡✖❢✗❣ 人■ 10％✝û

êë❪✾ ✝û ïþ❑ ✝

✍わ う ❤✎❜ ✐❥

渋滞 èéêë ïþ❑ ❦

✌✁ 人 ✪ い  

èéêë❋ ❢✗❵❛❧ ✝û ✠✡❍

あ èéêë ♠♥ 大 ♦

♣ q ✠✡❍ あ う rsê

ët✉✯ ❥✈ ✇止 いう ①✁

 

②✕✖ rs③✉④ い✞✮✠✡ èé

êë❜⑤⑥ ✴✚ ❊r ◆⑦ い

⑧⑨ コ ュ 工⑩ü

一í ①✁ ❖P❋❱ ❇r

✴✚④ êë い ①✁ い

い  

❅❆ t✿ ❶❉❊ ❶❷ 生❸❊

似 ❹❺ あ ❇❈❄ ❉❊ ❶❉❊❋❻

❼✒⑤ êë軸 ✟立 æ❽❾❻❼

✈✧❿伸 2008年1➀❜✴✕➁ 契➂❜

❥✈ ❶❷ ❥

✈ 70 号系➃ ➄➅ い

あ  

❥✈❜ ➆➇ü工⑩❋あ ➈

大 い æ❽❾太泰 神➉➊ 嵐➋ 神

➉➊ ➌➍➋❾❶❉✈桂➊ いう主P➎

❵❭ ➏✈ 人➐ èéêë ý

þ ➑ 大

➒➓❋大➔ → あ ➒→❍ 大

➣↔  

❥✈❜↕❡✖✾❳歓迎

❖P あ ï✼ ❦

い いう人 ➆➙❡ ï

þ❑➛ï☛❑✛➒➓ ➜❡❀ ë勤

人 ➆❡æç あ  

➒➓ û ❤

✎ ➝ いうt➞ い

æç ❇r ➟❏❝✵ ✎い í

î➠ ï➡➓❑ ➒➓ ➒➓ CO

➢q❪✗➤ ✴  

➥➦✧èéêë ➧➨✙➩ü➫ ✴い

い ➭❡✒ ネ

ン ➯ ✎❡ æç 一➲❜

①✁ ➳þ✛➵➸❜➺ ➻✮➼

い ❵❛ ➒➓(2008年 480

人/➽❋ 2015年 1,464人/➽) ➾➚➪

æç 人➐ ï✼ ➶①
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う ➬➮ い ➱✃ ❐❒ ❮

❰ 大Ï ÐÑ ❐❒ÒÓÔ

人Õ Ö×Ø

ÙÚÒ  

 

土井 勉 

 

●話題提供  安井規雄 三郷町予約制乗合タ

クシー   

郷Û ÜÝ い Þ い

郷Û ßàá âãä あ 人åæç

23,000人 èé ê コン

Ｊ ëì íî ì îïæðñ い

ßà❐❒òóô õö÷ ø

い ùúû ßà❐❒Ò 赤 ü填 い  

ýþòÿ✯ う ùú✧✵�

✟✜✧ñ✔ 郷Ûæ✖勾✍ ✁い➬

✂ ✾✄×òÚ✹ óô✷ õö÷☎

☞✆ い ü✴ ✝ い

わ ✞ò 本☎æø✤

õö ☞✆Ò い  

Û★Òæ✠✡❐❒☛✌➬➮ ✎✏✑✒✓

郷✕✗ô ✚ õö✘ ☞いùú

✙✢✛

✣Ô✥  

ン ✟✜ 全✦Òñ✔ ✩

✾✄÷ 61％ ✪✫ い

✠✡❐❒æ✺Ý✬ò✭答 ✁✮✥✰

✌ ✱ ✲ 60％ ✁✮  

✠✡❐❒✸✶✧✻✳ ✼✽✿ ❀ ❁❂

✠✡❐❒ò ❃✓✰ 30 ❄

❅隔 走 あ õö い ✭答

❆☎あ ❇Ôû 距❈Ò い

200m õö  

❉❊ ❋û●õö

❍■ ❏❅❑ç✛ ▲▼û ✹◆

い❖P ✠✡❐❒ ▲▼û◆ ◗ �

 

❘Ò❙❚❯ ❱❲✼✽ ✹✥ コ ュ

✼✽ ❳わ

い 予ç❑❨❳ ン

�❩ ❬❭ò❪Ô 迎✃Òい ❫❴➬

✹ や ❵✛ê❛❜ò いï

入 い ❝❞ õö

コ ☞い ❡❩❢❣

 

❤✐Ø予ç ❥Ý ✾

✄÷ õö ✁い ➱✃ ❦ あ

õö や ➱✃✒�❩  

ñ✔Ò❧✰ ン ✟✜òÐÑ

♠♥✒ 23年 ♦ �❩ ♣qrs✸❜

ñ✔✑ ❳t✂✉✧ い ✙✢÷

õ✈✟✇❜①✧✹✓ 25 年②♦Ò本③✪

✹ �  

ñ✔Ô ④⑤ rs✸✱✧✻✳✑ ë

❨❵ 300⑥ いう⑦金 い ✾✓ コ

ュ ❱ いうt⑧

あ ン ❐❒ õ✌⑨ ❢✵✑ い

い óô ßà❐❒Ò ⑩❶✿

粘 ❷❸rs ❐ ✹

 

✩Ò ❬❹✸館 ♣q õö÷

寧 rs ✹ ン

ン ❺ õöò❻Ú

❼❽  

❾❿♣q ❿ ✸➀

✙✢÷Ò 寧 rs✧✑ à✮

❼❽  

✙✢ ✂➁
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ン ➆➇➈➉➊➋➌ ➍➎➈➉➏➐➑

➒➏➓ い ➔→➏➐➣ い ➔

→➏➐ 券 ↔ い

➊➋➌➈➉➊➋ ➊➋➇

↕➙ あ ➛➜➝➞ ➟➠ い い  

➡➢➇➤➥ ➦土曜８➧➨➩ ➫➭ ➧

➯➲➌➳➵➸ 郷➺ ➻➼ ➽➾➚➪➶

➹➘➴➷ ➬➮➱ 一✃➺❐ ❒

い ❮本❰金 300Ï ➢ Ð

ÑÒÓあ  

➹➘Ô ÕÖ 本×➡➢➣➹➘Ô ØÙ➸

➴➷Ô 54,399人 い  

ÚÛÜ 委 ❰ ÝÞ ➡

➢ÚÛ ß 1,500à Û➘

ß 140 à 140 à 全á➣ß

1,800àÏ い  

âãäåæ➇➺çèé 573.4 Ï êëì

37.8％ い íîïðñ➈➉ òó➩

➟ôÔçè やõ Øや わ い

い ö➮÷測 委 ➤➥øùú

支û üÙ ➹ýþ 大ÿ 長

î➠ い い ✖� い  

  

安井 規雄 

 

●話題提供  小西宏和 平成の大合併後の京

丹後市のバス交通等の取組   

☛✁➭✕ ☛✹✂ ✚本✤✄☎☞✆ ✹

✕ ✫✍➇✘✝ ✞✟➓ ✆ ✠

い✎➇ ★✡ あ ✾✌Ô✯✏➶

✼ 200Ï✑ や ✢✒ñ工✓ ➢

い  

➍➎➈➉➇✩✔ ✾✌✗✙✛✜✣✥✟✦

✺➮ ✧✕➣ ✪✬ì

✭➇✹✕➇ ✮あ ✸ ➹➘➓ い ýñ

土ó✰ ✾✌✗➇✱➢ ✽✲➣ ✸➇➡✳

✴✵✶Ùå➻➼ ✷い 一✻ ➍➎➈➉➌☛✹

丹➭✿✏ ➼❀ ❁❂❃び✕❀ あ

❄❅➌❆❇ ➊➋ ❈ ❉

õ❊ ➹➘ì ❆❇ ❋● ➡ い い

う ÕÖ  

コ ュ ❍➒ ■❏ ➊➋

❁❂ ❑生 ▲▼➓ ★◆➌ ❖P

ó◗❘ ❙一 ➈➉❚❯ ➢Ù

う ✴全❱ ❲❳❨い や➍

➎➈➉á❩ ❬❭☎あ ó◗❪➇✩✔

あ ➡❫Ü ン

300 Ï➪❴✵❵❛❜Ó ❝✵

占 い ÑÙ➸➹➘Ô

均➡❫ 380Ï あ 300Ï➣

ン ❇ い ❞Ù➸200Ï ➡❫☎

 

❡Ò✵❈❢ ❣❤ ✮➇

❅ ✐ い êô û い わ

700 Ï ➡❫ 人 200 Ï ➡

❫➣ 人 ➹➘ ❇ ✷❥ 人 ➹

➘➓❨ い➹ýþ ❦ う ❞Ù  

➹ýþ ❡Ò ❦➶ ❧ ➡➢➊➋Ô

➢♠ ♥♦➎✬ ❧æ ➡➢♣

q r✪➸st券 ✸➤✉✈ 工✓✵

❧�å ✕✇✪➤ ✢✒ ■❏や

û➓Ó➬➮➣ä� ☛丹➭✕ó◗

➍➎ ➈➉Ý① ②立 ✕➇③④

⑤ ⑥➍➎➈➉á❩⑦⑧⑨

⑦⑩ ✺➮❶➓

ン ➹➘Ô ❶❷ 立 ➹ýþ➇❦➶

❞Ù âs❄ ❸❹

愛➘❺  

❻❼❽や➹ýþ ❦ ❾♦❿✍
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や➄➅➆➇➈➉➊➋ ➌➍➎➏ ➐➑ ➒➓➔

→➣↔ ↕ ➙➒ ➛➜➝➞ ➓➟➠ ➡

➢➤➎➏ 200➥➞ ➐➑ ➙➦ ➧

➨ ➩→➢➫ ➭➯ ➲➳➵➸ ➒

➓➔➺ ➻➼➽➾➚  

う ➋ 17年 12➪➉➶➹ 大➘➴

ン ➷➬ 18年 10➪ ➓➮➌

➍➱ ✃➉➌➍➙➦❐❒❮➱24 年 年

❰ÏÐÑÒÓÔ ➝→ 2.3Õ ➌Ö×Ø

30％➝ ✃ÙÚÛÜÝÞßà

áâ➚ã➉➙➒➔äå 26 年 æç

èé入 ê ➌Ö ëì ➍í❮い

い  

 

小西 宏和 

 

う î ↕ïð➉ ン やñ➅ðò

óô õö ➓÷➠➱➌➍øùÓú

➶➹ûüýþ õö  

う ➵➸➉Ñÿ☞❐ 丹✃✑�

➲➳➵➸✸ ン 200➥あ

✟✁ いう ✑�➉✓✂ ン

✎ ✄☎❐➍ ✾✆Ó✯✹✝

✼ 200➥ 65 ✣✝ ✞✶ú ➋

22 年 6 ➪ ☛丹✃ó✠

➋ 24年 丹✃ÚÛ✔� ➙➦ い  

✼ 200➥ ✡✌✍✏✒➝

➣✕✖ ✗✚✘➯ ✙➣ ✛

➣✜Ð➓➟ い ✢✤✥ ✦ ✛➣✧

☛★✩✃✪✹➉✫✤✬ ÑÒ✭✮や✰➏➉

❒✱✲☞✳ ✴✵➝✮✷✺ ✻➯➉➝→

コ ュ ✽➉➙➒ ✿❀❁❂

❃❄þ ✷✺Ù❅❆ い  

�❇✞❈ ✪✹ ÿÑ➔

➟❈ú❉✡ いう ✼ 200➥❊

✾✆Ó ❋✿✍✏➛Õ❐●➋ ➛年❰

ÏÐ➝→î �✻✞❈ ❍■➞ 工❏➠

ン 工❏ ❑▲▼✌ あ

あ や◆堂✌

走 い ➌➍Þß 隙❖ Ñ

Ò➠P 列✌ や 婚✲▼✌

ン ン ✲◗ 列✌

走 い う ✰➏

❘ô õö ✮ ❙➊

ン や❚ ✾✆Ó❯ あい ン ❚

❱❲❳ ✰➏ 花い い

✰➏❘ô➔ ➓❨ い

 

❩❬Ð ✑✜➭生 ✎❭✄☎

❪❫❴ や EV✡➅ éØ

✪✹❐î✂ ➲➳➵➸❵ ワ

❛❜ ❝✮ ➻➼❞❡やÑÿ☞

❢✝ 魅❣✬ ❑▲➵➸ ➓÷ ❤✐➠ い

 

 

●話題提供  加藤秀樹 こ か の都市交通

について   

✌✒❥❦ ➲➳➵➸ ❧ú➚ い

う ♠♥ó ♦♣ い qr➔

st✉  

♠♥ó ➅✈Ùあ ➓ î✇❖✑Ù①い✑

�Ð➱②í ✢③ や✑�↔④ ➌➍⑤⑥

⑦➬✕ い ⑧➔✑� ⑨⑩

い う ➎➏Ùあ ン あ ❶

①❷♦♣ ✑�➲➳➵➸✥ ❸❹❺本 あ

ó â❻✬✐❼ú⑨ â☞✬✐

❼❐❽ ➵➸ ❾➢❐ い ❾➢ ❇❿

øùú➠❮➉❾➢ ÑÒ➓➀➉❾➢

➁❰主➂ ➃❧☞❾➢ ➛年❖
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PDCA ➈➉➊ 2013年➋

➌➍➎➈➉ ➏➐➊  

➑➒➓➔→➣↔あ ↕➎➙➒➛ ➜➝➞➟

➠➡➢➤ ➥➦ い ➧➤ ➨➩

➫➭➯ ➏➲➳➵➸ ➺➻➼➭➯ ➥➦ あ

➽ ➾➚➪➶➹ ➾➚➪

➘➴➷➬↕ ➮➱✃❐❒➊❮ ❰ Ï Ð

ÑÒ ÓÔÕ➞➟ÓÖ➳× ❰➱↕ほ

大 Ð人 人❰ い ➚➪

ØÙ ÚÛ Ü立 い

ÝÞ い  

ßàá Ø➟➎➷➬↕ ➵Õいâネ

ãâä ➨➩➫➼➒åæ ç

❰ Ï ➷➬↕➝è çéÕê

ëìíî ïðÑ 振ñやÑÒ わい ➺

➻ò➎➛➬ÓÖ óîô➯ õö あ

➾➚➪➶ ➏÷➏ø ùú➞➟

ã➒û ü ÑÒ ➏ø ýわ い  

 

加藤 秀樹 

 

本þ ➙➤ あ ➾➚➪➘➴➷➬↕

➮➱ÿ COMS ↕à ➱★ ➭➯➏

ø✃ýわ い  

✶�➝ ➾➚➪➘➴➷➬↕や➘➬➷✰↕

✟✁✂✄☎é✆✝✞✠ン Ha:mo 

RIDE ✜÷ ➽☛✡Ñ➎人 ✌☞

➞➟✍➱➎ ✎✏➳ ✷★ÏÕ

➱ ✑ ✎➱ い ✗

✔×✒★✓✕✌☞➞➟ ❰✖✘✙✚✛↔✢

い✧➽↔ 走 ➍áÑ✸✣

ン ❰ ✤ ✥✍

â✦ ✩✪✫✬✭ 200✮↔ 距✯

✱ö いう✲ 廉➉

Ý✏  

✶�➝➏÷ ✳✴ÿ CO ✵î✹ 20％

✸✣ 年 人 ✺✻↔ ➲✼ 3,000✽✾

➯✿❀❁ ➝❂ 32

ン ❃ 100❄ ↕❅ì❆➱× い 予✔

年✡❇❈ ✳ 29年❉❊❋ ➏÷➏øì

●❍■ 予✔➳ い ➧➤✫❏❑▲➎▼

◆↔ ➲❖P ➷➬↕ ❆◗ い ç

❘ ❙人➯✿ ❚ や❯❱ ン

❚❲ ❳ë Ý✏✕ 

う ÑÒ➒✂ ❨❙↔➮➱

❩❬❮ Ýわ 兵❭❪➎ö❫➝

コ ❴❰ ➏÷✃ý✄❮ い ö❫➝

✌☞➞➟ ✎✄ ❵

↕ ✍➱× い いう❖❛ ❜ ↕

✍➱ ❝❞ あ þ❡ ➛➬ CO

✺✻や❢❃➎❣✴ ➏✲■✓ や ➘➴➷

➬↕➎➮➱ ØÙì✁❤ ✐✙ いう

➍á ❥öò ö❫â✦❦ いう➝❧♠à♥

兵❭♦♣qrÕ ✌➱↕✫ö❫➝ 生➮➧

➺➻st➧ コ Ð ✡✾✉✍➱

✈➘× ➘✇✹ ❥öò➷① ②測

いう❴❰ ➏ø ✳ 26年 10❊ ❃ ヶ

❊✡➏➐×é ✳✴ ③走ý距✯

1,601km ③➘✇④▲✹ 144kWh い ❄

61 þ✡ CO ✺✻❣✴ 70％ ✺✻

ソ ン⑤➎❢❃❣✴ ❰ 人 年✡８

⑥✮✚浮 いう⑦✴➒ ⑧ い②⑨

貴⑩ ❶❲  

❷ ✟✁✫ ö❫➝ あ 金

î×✒ コンソ ❏❸❹ ➠➡ã

❺❻✪ 獲❼ ➏➐ 全à

Win-Win ❽❾ ➏➐ 大

Ýう  

❿✫➀➚ ソ
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い ➅➆➇➈➉ い ➊ ➋ ➌➍

い 折 ➌ ➎

➏➐ ➑➒ ➓➔→➣↔↕➙➛ ➏

➐➜➝ ➞ い  

 

●話題提供  小澤将之 生駒市コミュニ ィ

バス たけま 号 について   

生➟➠ ➡➢➇ ➤➥➦ 生➟➠

➧➨➩ ➫➭➯ ➲➳➵ 大➸➺ ➻➼➺ ➽

い ➾➚➼➠ ン  人➪ ➶

12➹➘ ➴➷➬ 人➪➮➱✃ 1970年

1990年 20年❐ 人➪❒➴❮❰Ï➒ Ð

Ñ❒Ò長 生➟ÓÔ ÕÖ❰富 坂× ➱

い ÐÑ ØÙ ÚÛÜ い➾➚Ð❒➓➔

Ý➮➈ 75 Þ 25％ß

い  

う à áâ ã äわ

➠ コ ュ

号 åæ ç èéáâêëÐì íîï

Ðì➣人ð áñ➣➏òÝó➓➔→ô➣õö÷

ø➣Ïù àú➠ûÐ üý

þÿ➣íî ➬✩�➵  

☛✁➣➡➢ ✟✾åæÙ❐ ✘ 17年

10✛ 21✚ ✛✂✚ 金曜✚ ✄✍

☎✆✝✄✎ ☎ 20✞✠ い

☛✁→ ➧➨áâ åæ ✸✡❒✚☞

✰↕✸✌ó20 人➌✏� い

➠✕✑ 生➟✒ó芸✱ø✓Ô â 4.1km

å✹ ✖✔✗➌✸ 100✙� い ★✜

150✙� い  

愛称 号 ✢✣

137 ✤➣✥✢➮✦✏ ✧➑✯✪ø➜✫✬➵✭

生➟➠ コ あ

君 親 ✮✲

 

4.1km ✳✠ ☛✁✴ ✷✵ ✶

大 い ✺✻åæ✼✗✽ ✘ 23年

Ð✿➴✷✵➜✺✻åæ Ú✳➵ ✘

25 年 本❀åæ❰↔æ ✺✻åæ✼❁

✽❒ ✘ 26年 Ð✿ Ú✳ い

✘ 27年 ✛★✜ó Ð✿ åæ

✷✵ ✮✲ ❂❃ い ❄

✷✵❒➓➔Ý❅ ➓いÐì 走 ➓➔

→➣❆ ➏躍 い ❇❈❉✵ ✖✔Ú

✳➵✭✷✵ ❊長 32人➌✏ åæ

い ❋✍✵ ✘ 23年 10✛✆ ✺✻

åæ➇Ú✳ ●❍ 1,218➹✙➜➠➣■

❏❑▲ 33% ➠ ■❏❅ ▼✏

✫➉ 50%◆�✃❖P 本❀åæ➮✫✠➍✭◗

➭❘✵ ❙❚✵ ❯❱ ✘ 23年 10✛

✺✻åæ➇Ú✳ ●❍ 1,996➹✙ó➠

■❏❑▲➮➶ 43％ 本❀

åæ ↔æ ➫❲❳✵ 坂 い km

走æ ✺✻åæ ❨❩本❀åæ 予

✬ 萩 ❉✵ ➾➚Ð 走 5.1km

✺✻åæ い  

生➟➠Ðìèéáâ➏òÝ❬❭ø ☛✁→

やÐì➾❪ ❱ð ❫❴➇✣➶➵ 本❀åæ

❵❛や❙❜Ô å❝ ✕❞ い  

生➟➠Ðìèéáâ❡▲❢❣❤✐ ➠

❥❦➦ áâ☛✁❰❧➵ ♠➐→ ➠❪ô♥

♦➐ い ✧♣ い いう枠qr

✬➉❩ ➬s t✉ áñ✈✇ ①② 年

➔ ò③Ô④ 人ð➣↔↕➣❍⑤ ✚⑥⑦➏

支 い う áâ⑧⑨ ⑩❶ ➓

➔Ý❷➣❧✥Ô④ èéáâ❸❹❺➈❷➣➠

✕❑❻➠ ❼❽✩Ô❾わ èéáâ☛✁

❜❅✩å❝ ☛✁→ ❾❿÷❾

❢❣Ô④ èéáâ ➀➁ ✉

➠❪�➣❬➂❻➠❪ ➃í�❬➄ ➠ì

èéáâ❤✐❹✬ èéáâ⑧ ➅✺

✉❃ ☛✁➣➆➇や➈➐ ▼ ✫

い  

➉➊✩ ➑➒t ➠❪ ✚⑥生➏ æう

➋➢ ➏↕÷ø ⑩❶ い

➌×や✷✵➍ ✰➊➐✸ ➎✸ ➏Ô

い 将➐ 生➏ 支➒ いう➑➒

➠➮➓➔� ❥❦Ô æう



→➣↔科↕ 交通 こ からの都市交通  

 

99 

 

➙➛➜ ➝➞➟➠➡➢ ➤➥➦➧

➙➛ い ➨➩ 生➫ 支 あ

人 ➭➯ ➝➞ 人➲ 一➳➵ あ

➸➺➻➼➽ ➾➚➪ ➶➹ ➘ ➝

➞➴➷ い ➬➮➾➚➪ ➶➹ ➱✃ ❐

い ➤➥➦➧➙➛➟ い

一➳ ❒❮❰Ï ÐうÑ ❰ÏやÑÒ ➶Ó

Ôう ÕÖ × ➤

➥➦➧ ❒Ô ØÙ 一➳ÚÛÜÝ❒Ô

ÔÞß àáâ❰ÏãÙä➳Ö ➝å

全æ ➤➥➦➧ çè éê

い う ëìí îï➜

い  

ëìäðñ Üò い ➬➮

➝óô ÑÒ➟➶➹ 大ëôõ öÔ÷ø

びùúûüýþPDCA ➱✃➴➠

➡ßÿ  

  

小澤 将之 

 

●コメン  

✔ ★þ�✁✂✄ ：➤➥➦➧☛

✻☎➻✆ ン

うや ➝å➮ ✟い あ

✝➟✞✒✠✽ ➸✬ ✡ ✟い あ

✧➬ ➾➚æ ☞✌➷

Üò あ ✾✄➟✗✶ 大

い ❐う ➝åà ✵✍

✖ 立 ✎✛☛✏ い ✑

い✚✬ôあ ✓✕ ✘✙

✌öë✜ä✢✣➷û ✤✥

➸➺ ✦✃ ❐う う

い い ➠➡✩ÿ ✪✫

✗✭➦✮ ✱い

✯Þßい い ➠➡ßい  

 

●総合討論 

✰ 岡：✔★✂✄ ✗✭✲✳Ö

ン い い ❐う

✞✒➾➚æ➪✴➟✷✸ôõ

❃ ✹Òや企ì主æ➟➦➧✺✼➮Ô

✚ う ➸➺ ➶Ó い

✿❀ä う✡➷❁æ❂➮

❄ Ô✚ ✹Ò❅ÒÛ企ì❆

➶Ó い ❇✓û

い ❈ ❉

➾➚æ ✛✩ ✖ã ❊

❐❋  

土 ●：➶Ó い ✯ ❍➜ ✹Ò

☞✌ う ✑➷■ 企ì☛➾

己❏❑ 誤▲ä▼ ➼➽◆ あ

Ô✚ ✌➮❖ ✦✃P

う Ô✚☛ ◗Ö✠✽❀

い ✦✃❘✭➡ う

い ✠✽➟▲Õ ❙❚

æ❯❂ Ô✚ ❱❲

➲年 ❳❖ い❨ ö❩

い ❬❭❪ わ

い Ô✚❱❲ ❫❴ ➱✃ う ❐

う ❵ ➱✃ ❨ Ùい

Ø ❛❜ ❐❋ ン

コ ュ ✗✭ä❝

い ✠✽❀ ❞❡ ❢ ❣❤

う  

✔ ★：❳❖ ❬ い ✐❥ ❦

❧◆ あ ❱❲ä❫ ❣♠

➸➺➜ ➱✃ う  

♥ ●： ン 走 あ ❏♦î

ï➻✦✃ô ✴❲✲✳Ö♣
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✉✈✇①② ③④⑤⑥⑦ ⑧

⑨⑩❶❷❸ ❹❺ 大❻

❼❽  

❾ ❿：➀➁ ➂➃ ➀➄ ⑧⑨ ➅➆➇

➈➉ ➊ 徐➋➌➍

➆②➎ 企➏ ➐➑  

➒ 岡：➓➔→➁ ➂➃

① ➣

↔↕➌  

❾ 澤：➄➙➛➜❶大 い ⑧⑨➝企➏

❹❺ ➃➞ ➟➠➡ う ❼❽  

➒ 岡：➢➤ 主✇➥ ⑧⑨➝企➏ ➦

➧➠ ➨➩ コ ネ

➧➠ ❼❽  

➫➭➯➲➳➍ ➵

➸ ➺➎➻➼大 ⑧⑨➽➾

う い い

➚➏➪➶主✇➥ い 生➹➘

人➴ う➷➬ あ い ➮

いう い ➞➱

✃❐ い  

❾ 澤：生❒➁ 人❮❰Ï➇あ 将Ð

ÑÒÓ ↔➢❶Ôい 10 年→

20年→➶ いう ➈➉ Õ

Ö②× い ❼う  

Ø 藤：⑧⑨ 主✇➥ い ➢➤ ⑧⑨

⑧⑨ 文 Ùい➢➤➇Ú い

う➍Û Üい ➨➩ÝÞß➃❐

い 大❻➡ ❼う  

➒ 岡：➚➏➪ ➍Û àい Win-Win

➍Û á❐ ❼う  

âØ➪：生❒➁ ➨➩ ÑÒÓ ãäß

å➸ßæい Ñ

ÒÓ ↔ç や è éê

大 い ➁ëì Þß➃

い い ➨➩ í➅ß

い ⑧⑨ あ うî ➘ï

いう ➁ëì ÕÖ②

ほ い ⑧⑨ ➍➆➇Ñ❐ ð

ñä ほ い  

➒ 岡：⑧⑨ 潜òó ➞➱ い

い い いう う

 

âØ➪：⑧⑨➶ãô ÕÖß ほ い い

う  

❾ ❿：一õ コ ュ ö÷ø ⑧⑨

ùú NPO å➢委 い ⑧

⑨ 主✇➥ ùû➘ ➧➠➡

❼❽ü 

ý þ：➚➏➪ 主✇➥ îÿ➘ い ❼ú

い ン 本✜å➢✴

➵➸➪ ✟ ãô

い 粘 ✭�✁✂

い ➚➏➪ ãô

❼ い  

土 þ：⑧⑨ ➞➱ø大➚➡➇ ➢✄ ⑧⑨

Ïô 大➚ ✰✍☎

大❻ è ✰✆ù ➘ï いうãô

大➚ ➽➾ いうÙい✚ø⑧

⑨➌➦ あ

✪÷ ãô✝ ✣ い

大❻üや ➹ ✞ ✒ô

❼う  

➒ 岡： ✠➌ ❃ ➯➲弱➪ ✷

い✧ ➲✸ ✫✄✡☛ う

☞✌ い  

土 þ：✎✏ ✷❐✧⑤➲✸✴ ✪ó➌ð

Ó ➯➲ ãô ➟複 あ

全✇像 ✘✙ß ãô☎い

❹ 大➚ ➵➸

い あ ✛☛ ➯➲➢

✄➶í✗② ❹✶ ➧➠➇✵  

ý þ：✑→ ✓➷æ ➦✔ ✕✖い

ン ➦✔ ✢

✬➻➦✔ß い い ❼úæい  

❾ ❿：✤✥ 病院 ✦ あ コ ュ

★➸ß

✤生 ➲✸✩ ✚ 一✮➌✯
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混✺ ✻ い 年

✼✽ 90人 免許 返✾ う

✿❀❁ ❂❄❅❆❇ い  

❈ 藤：✻❉❊❋● 走

い ❍■❏❑❂❄

▲う  

▼ 澤：◆❖P ◗❘❙ 差 大 い

❚❯❱ ❲❳❨❑❆❩ い

い ▲❬  

❭ 岡：✿❀❪❫❴❵ 主❛❜❝❞❡❢❣

❤✐ ✻❉❊コ ネ

❥❦ ❧♠ い

✿❀ ♥♦♣qr

st❏❑✉静 ✈✇ い ①

✐ ②い Win-Win ③④ ⑤❨

い ①✐⑥ 人⑦⑧

⑨ ⑩❶❅大❷❸ う ✻❉❊❛❹

❺❻ ❼❽❾ ❿➀❝ い

➁ い❩➂ う  
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第６分科会 水環境 

都市河川の浄化  

コーディネーター  

水色舎 代表 々木和之 

話題提供者  

 ECOKA委員会 活動―森林 環境―  

ECOKA委員会 委員長 口信義 

 わ湖 守 組 い  

洲 環境基 計 推 会議 自然部会 代表 沢 治 

 寝屋 域 民参 協働 水辺再生  

寝屋 再生ワ / 水辺  豪 

会場 ン ISTA  

 

々木：論点 民 企業主体 水質

改善活動 行 う

応 協働 河 水辺

関 民 関心 う 高

行動 結 あ

活動主体 民 関係 あ

活動主体 行 関係 あ 前半

民 関係 後半 行 関係

行 民 中 活動

い 人 活動主体 活動 い

い人 熱心 活動 人

う い人 う あ

活動主体 民 関係

いう意味合い 使う 科会

水環境 あ ン 各主体 関

係 扱う  

 

●話題提供  田口信義 ECOKA委員会の活動

―森林と川環境―  

 宅地 あ 鹿 台地区 120ha 2,700

戸 約 8,000人 い 周 ン

12ha 囲 い 造 以来 40

ン 状態 活動 発端

あ 森 花 水 癒 場 う

いう ン 90％ 整 生

活者 い 関連性 考え

季 花園 森林 森林環境

整 森林 中 流 い 親水環境

通 民 士 民 地環境 関係

高 観点 活動 森林環境 整

歩 整 花 見 森林

谷 水 水質検査

集

中 歩 活動 通 民 親林：森林

親 親水：水 親 誘い 交流

深 い環境 残 い いう思い 活

動 い  

 第 地 写 20 2 整

植樹 菜 花 競

演 楽 夏 ワ 秋

咲 鳥 卵 遭遇

あ  

 第 地 写 整 い 泳

い い 沿い 地 あ 中 数

歩 丸 階

段 作 歩 う い

桜交流会 民 70 集

い い 夏 ワ 秋

鑑賞会 民 来 い 写 撮影

後 作品 展示会 開
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い い 冬 植樹祭 60～100

民 招い 植え い 単 植樹

梅 災害時 災害果樹園

置 持 い

伐 木 原木 学校  

生 集 い菌 植え付 体験

秋

う 生 集 ン

行い い う 活動 生駒

笑顔 掛 人 紹  

 山 泳い い 穏

流 面張 い 中流 竹

囲 い 伐 見通 う

あ 流 い

流 方 中 歩 ン  

昨 度 谷 水質調査 山

合流直前 流地点

源流 30 戸 生活排水 流 込

箇所 水 源流 水質 良 水

い 少 臭う 後炭素繊維

竹炭 置い 実験 い

源流付近 COD 2.2 山 源流

いあ 比 い 生活用

水 流 倍 い

前 t い 産廃 投棄

い 影響 い 考

え い 流地 い

落 葉 影響 考え

水 滞留 い 倍 い 値

い 窒素 場合 流 多

い 流 あ 窒素肥料 影響

思 い 谷 木津 河

ン 生 指 実施

い 水 水 検査

 

流 昨 度 ワ

ン ワ kg 齢幼

虫 流 ワ 菜

入 谷 源流 近い

両 あ 窒素 多 理

考え い  

中 自治会 回覧 回

い 80 45 集

魚 発見 楽  

桜交流会 写 ソ 80

い 孫 時代

う 考え ソ

長 いわ ン

植え 数 後 人 々 活動 思い

い い う思 良 桜

所 保 路

植え 路桜 い い 160 前 良

行 あ 数千 桜 植え

い 残 い い

法隆寺 樹齢 700 老木 あ 見

ういう思い 強  

最後 大阪湾 冬 過

鮎

合流 橋 ン

木津 番多い 卵 産 木

津 流 山 ン

い 生息

水質 あ 山 う

い い い ン 中

稚魚 流 いい いう意見

あ 活動 広大 地 85％

以 整  

 

●話題提供  松沢松治 びわ湖を守る取 組

みについて  

 私 湖 50 余 漁師 い

現役 朝 時 湖

来 い 私 漁師 始

湖 い 40 前 様

変わ 心 痛 中 環境

問題 組 う 私 い

洲 発表 活動 家棟

あ 河 あ 源流 洲
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河口 洲 珍 い あ  

活動 組 う 家

棟 非常 多 流 う

河口部 不法投棄 電気屋

う 洗濯機 冷蔵庫 あ 漁師

仲間 何 拾い い

中 高齢 何 埒

明 い 何 考え い い い いう

家棟 観 船 考え 家棟

地 洲 あ

洲 自治会 子 会 婦人会 人 船

い う 度 良 知 い

減 う 考え 観 船 立

 

 合併 機会 環境基

計 作 う いう行 側 あ

前 専門家 任 い

多 中 い 冊子

地 者 山 湖 含 農業

林業 漁業 作 う いう提案 あ

間 作 作 良い 冊子

作 何 良 い 当時環

境基 計 携わ ワ 参 者

冊子 逃 あ 言

各出身地

山 人 山 人 人

各 い

持 持 人 責任

推 う いう 環境基 計 推

会議 任意 立 代表

懲 い 推 会議 各

い 通 山 湖 連携

い 互い 連携 活動

い   

代掻 始 茶色 10km

あ km 流 1 中 い

園 入 茶色 変わ 現状

湖 周辺 状況 あ 40 前

い 植え 時期 当時

昔 赤 茶色

い い う

澄 い 昔

澄 推測 代掻

機 大型 高

回 砂 い 硬

い 昔 耕 機 耕

土 あ 粒子 細

い 湖 中

 

当時 湖 周辺 水路 縦

張 巡 い 行 船

牛 船 行

圃 橋 架 い 橋 向 う

引 出 船 通 い

戻 暗黙 了解 あ

橋 戻 忘 向 う

い 時期 水 大 い 水

行 い 生活用水

水 学校 番

水 1965 圃場

整 始

水 入 家 蛇口

水    

い 人間 水 大

時 捨 人 誰 い

藻 生え 誰 い

護 い 夏

子 泳い 色 使え

水 い 水路

湖 向 直線 水路 変わ 人

水路 い 水 流

排水路 特 排 汚

い 捨

う

い 排水路 直線 傾斜

い 流 捨

目 前 消え う 湖

溜 う  
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1970 75 湖総合開発

国家 打 出

動 高度 長 人口 増え中 水

う いう 湖 水

昭和 50 湖 周囲

堤防 築 湖 砂青 いわ

い 以外 全部 あ

形 何万 前 形 崩 い

い 作用 水 い 働

あ 形

あ 総合開発 土盛

代わ 10m い 鉄 矢

打 ン 固 あ

40 あ 護

岸 崩 い 残 い

い 何千

残 い 台風 来 家 壊

波 立 壊 い 々 大

壊 湖 壊

いう 漁師 思い あ  

う い う

い 復活 い いう

学校 行 子 大

教え 植え 校庭 秋

育 い 秋 植え替え

200人 250人 い 人 植え い

湖 水 高 差 雨 降

40㎝程度 水 波 力 強

育 い ういう 繰

返 10 い

う

い  

森林組合 人 交流 う 山 行

山 大変 いう 聞い 山

手伝い 漁師 植樹 行 民 企

業 巻 込 い いう 漁民 森

いう ン 実施 多

民 参 10

い 頃 企業 多 参 い

頃 企業 植え 場所 合 い

最近 声 企業 植

え い いう  

 湖 い 10 間多 人 巻

込 い 湖

い い い 汚 0

立 い あ 行 意見

漁師 意見 食い い

漁師 網 汚 言 い 汚

い い 定置網

い 大体 ヶ ヶ 網 10

状態 い

時間 い

 

 

●話題提供  上田豪 寝屋川市域における市

民参画 協働の水辺再生  

 寝屋 京都大阪 中間 淀 中流域

置 東部 丘陵地 い 坦 淀

地 あ 中心部 流 寝屋

ン 矢 護岸 域 西部

接 淀 河 公園 護岸

い 縦 走 水路 公共 水

雨水 線 置 暗 面 面

ン い 保育所 実 子

育 世代 人気 あ 子育 終わ

環境 いい隣接 引 越 通過都 あ

高度 長 時 宅 購入 人 第

故郷 定 始 い  

14 前 民主体 ワ 寝屋

再生 ン 策定 ン 実

現 水辺 誕生

活発 民活動 展開 寝屋 公園

水辺再生 民 関わ

紹 民 行 関

係 あ 方  

寝屋 全国水質ワ

急 開発 水害 ン

矢 ン 囲 民 い存在
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あ 13 制 50周 機 忘

ン わ い自然

豊 民 親 再生 民

協働 組 始 委員 募集

30 定員 61 手 挙

広 民 参 得 全員 委員

委嘱 前代 聞 公募委員 ワ

発足 委員 あ 階層 老

男女 女性 25％ 学生 25% 河 学 生

物 専門家 民団体 退職者 現役 会社

員 子育 中 団体役員 音

引 出 個人 参 あ ワ

夢 語 議論

出 自

目 検証 間議論 14

全体計 点整 箇所 民 果 役

割等 寝屋 再生 ン 提案 初

民主体 計 策定

 

計 策定 終わ ワ

自 提案 再生 ン 実現

民合意 再生 機 高 必要

水辺 誕生 多彩 活動

行 指 わえ 傍観

得 参 得 感動

実感 彼 行動 駆 立 自己決

定 気 生 活動 ワ

あ  

ン 作戦 写 胸 あ 胴長

靴 持 出 清掃活動

作製 配 12 所 清掃 点

設置 段 子 輪車 前

民 配置 春 秋 回 400人規

模 斉 展開 例清掃 淀 清掃 含

間 1,700人台 増え い 動員

全員自主参 特徴 あ  

舟 写 寝屋 文

崎 い 再現 あ 淀 満橋

27Km 公募 民 130人  

生 物調査 写 型的 都 河 稚魚

少 生 物 生 育 環境 い

明  

特 要 源流 ン 水機能

あ 埋 保水効果 あ 丘

削 立 家 多 水 使 生活

私 人 深 掘 直線

ン 河口 あ

現状 生 方 当 者 あ 気

い う  

活動 精力的 展開 府

ン実現 設計ワ

開催 水辺空間 実現 ン

生 物 人 魅力あ 空間 あ

ワ 基 設計 実施設

計 施 段階

行い 業 捗 中 出 新 問

題 解決策 提案 変更協議 行う

徹底 民参  

寝屋 公園 生 物 育 空石

積護岸 瀬 ワン

流域 草 植え 船着 場

珍 い 橋 風力発電装置 あ う

生 変わ 場所

捕獲 生 物 魅力あ

空間 実現 民 様々 活用 あ

特 都 河 癒 効果 活

統合失調患者 ン 活用 新

い試 行わ 人 魅力あ 空間 実現

い 半世紀 戻  

う 委員 水辺

中心 行 好 活動

あ 新 い試 始

理念 行型 流域 全治

考え 民 民活動団体 個 利害

わ 地域 番知 い

地 民 連携 原則前例主義 行

議論 互い 点 補い

あ  



第６分科会 水環境 都市河川の浄化  

 

107 

 

21 実現 公園 整

民 民 活動 子 活動

見逃 い 13 再生ワ

議論 始 学校 各

地区 宝 見出 総合学習 組

始 い 寝屋 宝 決

い 検隊

い 守 う あ

子 親 生 険 言わ

護岸 眺 知 空

間 学習 称 足 踏 い

検 あ 生 物調査 始

魚 い 多い 生 物 守

い い い ン作戦 臨

夏 装 汗 自 合

い決 行動 楽 い

い 14 前 夏 子

気 い 場所 実現 寝屋

再生 いう地域 課題

持 学校 彼 自主

的 各 回 学 全員参

活動 秋 実現 自治会長 駆 付

引 環境 展示 子

引 知 大人

度 わ 行 声 子

活動 再生ワ 連動

17 子 110人 ワ

実現 検隊 妹 弟 弟

家 楽 う 聞い い

魚調査 掃 ワ

経験 自主的 回 大規模 ワ

 

公園 21 完 子

歓声 戻 落差 魚 掘 込

財 逆手 極力 作物 作

大水 形状変 許容 営

任 応的管理 提案 民 管理補修

協力 育 い 25 実

現 昨 集中豪雨 台風 ワン 埋

民 堆積土砂 去

自身 力 排砂 う 形状変更

提案 官民 応的管理 第 歩 踏

出  

茨 樋遺跡公園 明治 土木

遺産 いえ 淀 支線跡 復

組 行 い 淀 水 生活用水農

業用水 ン あ 水

忘 用水路 い

理念 走 民 排 的

地 民 熱い議論 連携 あ 大

規模 民 番 売 あ 淀

土木遺産 淀 源流部 走 回

間伐 石 資 調 行

植栽作業 地 寄 近所 学生 出

番 地域 必要 思う 自 決

自 作 請 あ

参 者 間 75 527 人 327

万 民 600万 国 3,000万 引

出 民 思い 愛着 わ い

わ い 昨 場所 管理 高校生

水辺活動 い 高校 見い

居場所 う あ  

 寝屋 再生 ン 身

近 水路 再生 ン 寝屋 水辺整 基 構

想 策定 行い 昨 度 水路 集

場所 地 自治会 協力 民

自 提案 水辺空間 自

育 施設点検 清掃 植生

ン 等 環境管理業務委

方式 い 大水 後 手 回

い行 駆 地域 応 契約 い作業

い  

12 前 清掃 始 淀 活動 外

来植物 宝庫 砂 ワン 失わ

自然 文 戻 う 淀

河 ン 活動 連携 船 体験

魚 減災活動 あ 活動 淀

初 ワ 民提
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案 河 公園 自然 水辺

復 水辺 地区 選定

実現 い  

以 人 人 人 新 い関係

寝屋 再生ワ 示 協

働 手法 あ 民

専門性 創意 活 自然豊 文

感 地域 復活

地域 活性 公共 業 官 計

粛々 民自

身 提案 必要 あ  

民参 協働 い 番 要

民 自己決定 あ 自 決定 関わ

愛着 わ 子育 あ

育 育 ワ

参 人 思い 意見 情 変

当初 意見 映

結論 納得 いう形 合意形 過程

主体的 関わ 大 あ 喜

感動 生 行 身近 感 瞬間

結果 大 結論 到

過程 大 あ 民 任

肌脱 要 ン

あ 策決定 限 民 配

いえ あ わ 意識 生

わ 意識 来 公共意識 共 体意識

あ 自治意識 あ  

民 行 恩恵 客

体 あ 失敗 あ 行 追

い う

応 行 民 側 出 い

当 い無 行動 後退

う う い 民 側 自

宅敷地 造 直線 常生活

大 消費 河口 建設 魅力 劣

現状 方 当 者 あ 踏

え 向 合う 必要 あ 行 民

等 臆

堂々 わ あえ いい 民

点 間 い 許 時代

共 責任 持 手 共 考え

新 展開 高 い いい う考え

民参 行

躊躇 い 策施策

いい機会 自己決定 気 生 実

現ワ 入 痛 自己

実現 場 机 知 い

地域 情 思い い提案 民

民 地域 見合 満足

度 高い業務 行え 結果 手直

度手間 避 財 効果

期待  

協働 民行 互い 建設

的 提案 行い 業 必

要 あ 結果 提案 不 あ

場合 責任 押 付 合い

業 評価 省検証 中

見直 案 緊張

互い 必要 関係 高 い

理想 あ 場

官民 緊張 共 鍛え 自治 学校

う 貴 あ 民度 地

域力 行 自助

共助 醸 共助 質 高 期

待 持 寝屋

発信 い い  

 

●総合討論 前半  

々木： 科会 討論 活動

主体 民 関係 提示 い

発表 自己決定 気

う 強調 い い い

沢 家棟 観 船

民 巻 込 うえ 気 付 い

ン あ 紹 い  

 沢： 々 活動 基 的 民 巻 込

い 特 子

い 湖 活動 必 親
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い  

々木： 口 発表 民 招い

交流会 回覧 45人集

結果 淡々 述 い

う簡単 人 来 い 民

招 う 留意

い い

明 い  

 口： 民参 観点

あ 々 活動 地域 う

人 人 多 地域

いう基 ン 持

い 最初 民 活動

多 民 参 自

治会 協働 関

必 い 限 い

時 自治会長 意向 興味 大

関心 あ 時 多 参 い

番目 い

整 後 民 交流 い

う観点 い 思う

色 催 物 い 回覧 口

多 人 参

意外 必 整 い い

ワ 活動 民 方 興味

あ う い 会議

々 宅地 あ

開 開 う い

う面 あ ういう

いい  

々木：自治会 会長 行 ういう人

関わ い ン 思う

辺 伺い い

気 あ 人 集 計 立

時

地域 方々 ういう接点 持

い 辺

う い  

 ：ワ 始 前 私 担当

者 当時意見 持 い

方 う 行 斜

構え い 環境基 計 ン

来 作 作 満足

い ういう い 思い

通 言 欲 い い 思う

い いう

い 団体 人 来

団体 意見 言う あ 意見 言

え い 思 い

持 場 あ

中 力 発揮

行 方 民 何 言 う

い 応 要

い い 言え い

い 間

う 気 あ 人

家 民

参 気 い  

 う 点 民 民 連携

自 地域 言う

ン ういう 作

考え 欲 い 例 あ

い いあ 嫌

植え い 言う人 い

い

草 抜

う いう 地域 資源

気 い人 い  

々木： 沢 あ 浜 いう

い地域

方 喋 思う う

いう方 ういう風 う

活動 い う

 

 沢： 民 方 自治会 自治 ン 環

境 聞い 後 全員賛

張 う いう 終わ 浜

行 山 行
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近所誘

い いう 動 い 来

言 来 い 最近 家棟

い 船 浮 覧

い 個人 自治会単

子 会 通 魚

昼

味噌 出 言い 食 物

番 あ  

々木：食 体験 憶 残 人 来

思わ 実 多 人 来

ン あ  

 口： 言 水辺 歩 ン

宅団地 自然 関わ 少

い 中 ワ

活動 興味 あ う 森林

外 活動 興味 あ

食 いい

う わ い 参考

い い あえ 募集

活動 見 参 人 最近増

え い 最初 多数 人

自治会長 旗振 大

影響  

参 者： 民 協働 い 興味

持 え いう 面

い 方 い い

必要 思う  

参 者：行 押 付

民団体 協力 い 要

押 付 否

あ う 民 意見 聞

い 活動 い 中 関係

生 いう 例

 

々木：例え 食 あ 中 歩い

民 参

作 来 方 活動 中

組 思う あ

あ  

 ： 々 活動 個人 気 あ 人

集

学校 少

団 色々あ 主 活動 体 動

外来種 間伐

環境 活動 あ

度来 面 う

家棟 環境基 計 感動

寝屋 い 自

あ 自 言 行

計 載 い 大

得心 後々 来

来 行

計 い 思 い 人

提案 持 い ういう人 来

う 大 あ  

 沢：環境基 計 関 民 寄

作 非常 来 1

何 ワ

開い 当初 45人来

地 企業 来 い い 出来

何 い 来

役所 中 浸透 最

後 各課 代表者 出 ワ ン

作 嫌

潰 番 潰 役所

環境 い いう思い 持 い

民 中 気 あ あ

10 24 立

動い い

い 提案 人 い

々 いい いう議

論 外部 あ 自 高齢

所懸 組 い

中 人 構 余裕 い 提

案 最後 責任 持 いう

い い 崩 後

者 作 番 い  
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●総合討論 後半  

々木：後半 活動主体 行 関係

民 企業主体 水質改善活動

行 う 応 協働

いう大  

淀 流域 河 ン いう

組 あ 淀 水系河 整 計

河 ン 実 いう 目 あ

国土交通省 直轄河 設置

行 民 間 在 関心

う う 活動 情

集 活動 い 私 研究

湖河 ン 場合 任

制度 営委員会 持 い

民 学識経験者 行 構

い 委員会 任 河 ン

委員会 告

い 河

務所長 任 い あ

 

 河 ン 行 連携

活動 い 析

活動 告書 込

誰 覧表

中 定期的 木 伐 い

い 引 氾濫 原

因 木

木 集積場 幼虫

い 河 ン 河

務所 学校 間 持 河

務所 木 学校 設置

来

いう 通

河 行わ い 活動 紹

間情 集 活動 生

後半 あ 情 集

間 例 生

 

任 時 ワ 実 例

生 頃 大 い 例 中

情 集 繰 返 い

課題 見え 行 人 覚え え

要望 覚え え い

ういう 相手 伝わ いう

わ 間

人 う

い いう 例

析 考え 幼虫

い いう情 行

必要 い情 あ 担

当者 気 い 所 共

い 担当者 知 い情

河 ン 伝わ

活用 え 繰 返 情 集

担当者 河 ン

使 え 思

う  

 例 言え 行

情 出 い 民

ういう情 欲 い い

い 民側 情 出

い い 的確 伝え 方法 持

い い 目 何度 情 集

い 行 情 出

いう  

 講演 い い 人 方 行

関わ 時 留意 い 点

教え い  

 ：行 自 責任 あ

自 部署 目

部署 い い

う 追 いう形 責任 持

告

考え い 行 議員 明 行

不利 情 い い

行 出 いわ い

言 い 出 い
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財 非常 い 余計 関

わ い い 現状 職員 わ

い う 状況 あ  

々木： 民 側 行 う 付 合う

何 例 頻繁 通

自 ういう人 理解

い 人 ういう 言え

いい わ う いう

 

 ：担当者 行 来

あ 担当部署 所属長 民

参 意味 明 司 担当者

い 言

う 番大 あ 理解 う

課 い

関わ 糸 う 理解

う 杯飲  

 沢：余 言 い 潰

関係 あ 部署 何 あ

出 徹底 い 担

当者 動 い 課

長 出 う 昼

食 食 物 行動

担当者 わ い

気 嫌 言え い

う 民団体

役所 関係 う い い

音 あ  

 口： 々 ン 団体 あ 機

能 行 民 い い

あ 意味 行 代行 いえ

河 ン う 行

近い う あ 助 金 申請

中 ン い

弱い 思 い 校区単

民 側 立 ン 組織 あ

方 いい 気 高齢者 使う い

い 行 立場 高齢者 使う

々 方 行 使う う

組 あ いい ン 中

行 比較的近い活動 い 人

方 紹 宮山 生駒 環

境基 計 推 会議 参 山

行 ン い

 

宮山：生駒 環境基 計 見直 参

者協働 始 段階 あ 計

段階 民 結構参 実

施段階 減 実行段階

私 竜 水質 良

組 植物 使 水質

良 う いう

経過 結果 水質 水

整 い い 水

捗 待 い 生駒 従来

実施 い ン ン

ン 1回 い 効果 見え

 

 寝屋 参 人 多

う 思う 生駒 民 関

心 少 考え い 流

域 民 参 い 現状

残念 あ 行 方 各

担当者 出 計 実施段階

人員削減等 あ

々 付 合い い 後

担当者 外 担当部署 いう形

現実 い人 関わ

い 手 い い

状態 あ  

山 ：行 地域 民 ういう関係性 あ

いう質問 思う 私 民間

生駒 行 改革 間

相手 人 あ 良い関係性

保 結論 あ 私 何回

関係各課 顔 出 い 公

務員 ～ 異動 い人 入

教え あ 教え
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ういう関係性 保 金 官民い

い 制度 あ ういう制度 活用

地域 愛着 持 い信

念 い 行 々

民 う

いう気持 々活動 い

和 思う  

 ：行 民 音 怒

怒 良い 評価

口 言 表 い 相手

い 緊張 必要 金 環

境 管理 い 官

い 間 い い

財 的 い 民 使う

民 意見 聞 い 当

民 要望 い 気 い

わ い い い 現場 人

あ

笑 互い

良い人間  

生駒 参 少 い いう

私 保育所 子 い 時

人 人 環境 良い

引 越 う 人 生駒 引

越 生駒 環境 良い 来 い

人 い 環境 良い あ 意味満足

い 地域 落差 あ 思う 寝

屋 来 行 責任

民 い 来

十 いう ン

度 集団産卵

あ 広 面 載

情 提供 民 掘

起 半 働 掛 半

広 見  

 沢：集 人 気持 聞い い

い 県 い

冊子 作 ういう 作

い 多 人 来 欲 い

心あ 人 寄

特 い  

中 洲 環境課 ：行 民 方 壁

あ う 象 い 私

い 沢 い

組 い 中 思

い 方 う

役所 目線 あ 目的

方向 向い い い

思う 役所 中 い い あ

課長 部 思い あ 動

い あ  

 環境課 配属 当初 色々 活

動 い 知

問題 思 組 容 情

発信 知 い

興味関心 あ 人 参 え

広 思う 情

発信 言わ 思う 自

考え 動 う 思 い 私 食

釣 人 辺 励 あ  

 口： 宅都 課題 共 い

思う 方向性 致 い

協働 い 問題 壁 あ

柔軟性 い 自 度 い

わ い い い 高齢 社会

向 地域 う作

いう活動 い

中 ン 交通 い 思

生駒 い い 公

共交通 関 中心

大学 生 集 協議会設置

い 枠組 崩 民

意見 組 作 い い

い 地域 番知 い

民 あ 民 意見 自 度

持 組 行 必要  

々木：壁 いう言葉 人 使わ

壁 感 いう 壁
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何  

 ： 方向 向い い 部

あ 場合 組織

う動 行 う騙 予算

確保 う 民 連携 考

え 得 い 中 い

い壁 あ 壁 払う

担当者 行動

ワ 中 入 い

い い 落

提案 い いう

家 あ い

思う あ いい

いう  

々木：行 責任 壁 い 壁

突破 関係性

結論 あ

解消 感  

： あ い

い い 環境基 計 出

総合計 必死

文 ワ

入 議員 役所 職員 う

自 い 全部 明

い い い 前 決

い 勝手 動い い

自 責任 い 明 い 済

ういう意味 責任 あ  

参 者：壁 崩 人間関係 素

晴 い 方い

手 い い 例 思う

見方 え 基 計 置

い う 出発点 思う

ECOKA 活動 自治会 活動 行

距 あ 活動

い 動 行 う関係 作

い ン 中 見直

委員 入 いう

持 い 自治会

金 い 行 関係

金 大 あ

助 金 あ 環境

基 計 置付 業

い あ 興

味 あ  

 口: 時 自治会

自治会 10～20万 助 金

足 い

･県 国 民間 助 金 応募

資金 得 150万 い

環境基 計 直接 関係 独

自 い 民 近い活動

動い い 弱

い 思 い 行

個人的 ン あ 民

考え 多 入 う

組織 変え う

単 行 ン

行 いう形 意見交換

民 い 実現

い い い

思う 個人的 関係 い

い  

参 者：強い 民力 実感 い 民

動 あ 環境基 計

置 う 選択 民参 いう

組 条例 ン

色々 形 発展 思う 必 計

置付 選択

肢 あ 強い 民力

実践 経過 思う  

 口：環境基 計 生駒 全体 計

基 計 細 い 目

い い い 民 い

民 番 知 い 十

映 い い  

々木：計 い 沢

整合性 い NPO
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連携 活動 い  

 沢：基 的 基 計 い 頭

い い わ 湖

思い 組 あ

組 計 当 い

い  

流 う 止

出 い PR

ういう 人

良 あ 風 見 う

活動 不法投棄

完全 半減 老

人会 子 会 婦人会 啓発

減 行 ン

船 集客 あ

当初 々漁師 100 万 出

自 作 高齢 あ

い い 昨 府県

観 面 金 い

い 環境 方 い う NPO

立  

色 あ 流 桜

あ 桜船 い 来

い 秋 枯

枯 い いあ

ン う

あ い 子

喜 い 人

洲 環境基 計 認識 い

い 結果的 環境基 計 推

い  

々木：関連 聞 い 高

校生 現場 責任 い 伺

ういう人 計 関係性 認

識 い  

 ：実 動い い 人 計 あ

動 いう い 自

作 計 体 い

見 い 々 い 水

質 い 張

汚い う い

予算 大 予算 否

断 多 民 張

い あ  

々木：情 発信 形 い  

 沢：推 会議 ヶ 度 民 発信

い ン 広 出

い 関心度 高い

活用 いい  

 補助金 出 い 国 補助金

行 補助金 い 後 始

大変 々 1 入

い 後 始 倍 い 労力

補助金 う

行 噛 い 企業

補助金 発 入 企業 職

員 来 TOTO 近 あ

場長 拾い 来

社員 来 ういう補助

金 後始 楽 企業 補助金 い

い い  

参 者： 行 ン い

い い

引 出 行 煙

い 活動 中

い 変わ 人 い い

い 思う 寝屋

高校生 人 見 自

思う 組

織 変わ 人間

い い いい 行 変わ

人 担当 場 長

い 留 え  

参 者：私 口委員長 仲間

入 入 理 竹 密集

い 散歩 い 地 見 気

い う 誘わ

竹 色 植物 生え
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い 利用 楽

い う い  

々木： 食 ン

大 自 得

あ いう 大  

 

会場 様子  
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第 7分科会 生物多様性 

都市におけ 生物多様性  

コーディネーター  

滋賀県 湖環境科学研究 ンタ  主任研究員 宮永健 郎 

話題提供者  

庭 始 地域 生態系保存  

積水 株式会社 環境推進部 部長 々木  

生駒 河 タ 飛ぶ環境 創造 活動 見え  

民公益活動団体 副会長 賀健 

-1 ＜湖 企業い 応援団 事例報告 

   湖 企業い 応援団 桂賢 日本 ニ 株式会社 締役会長  

-2 ＜湖 企業い 応援団 草津 わ い  

   草津 役所 環境課 参  宮城成和 

会場 生駒 ニ ンタ ISTA  

 

 

宮 永：生物多様性 いう言葉 最近

い言葉 行政施策

ワ 国 第 次環

境基本計画 柱 循環型社会

炭素社会 自然共生社会 あ 生物多

様性 自然共生社会 ワ あ

生物多様性 種 多様

性 遺伝的多様性 種間多様性

生態系 あ

国 生物多様性基本法 作 2010

屋 COP10 開催 多様

性 問題 地域 起 い 問

題 問題 地球環

境問題 一 あ 条約

あ 愛知目標 あ

国 生物多様性基本法 あ 生物

多様性国家戦略 2012-2020 動い い

 

自治体 う 広島

道 生物多様性 条例 作 条

例 い 自治体 少 い 地域

戦略 策定 進 い 都道府県 半

以 策定 戦略

課題 あ 環境省 地域

戦略策定 手引 作 2012

生物多様性地域連携推進法

政措置 い 地域

組 後押 組 い

生物多様性自治体ネ ワ

あ 環境自治体会議 生物多様性

考え え いい 環境省 旗

振 い  

 

宮永 健太郎 

 

自治体 何 いい 環境

変わ い 自然保護

発想 射程 広 必要 あ 考え
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い 特定 要素 注目

全体 自然保護

発想 生態系 ビ 統合

考え い 発想 広 必要 あ

農林水産業 獣害 あ い 防

災 絡 自治体 施策 多

様性 生態系 ビ 統合

考え い 必要 あ 後 自治体

あ 方 考え い 科会

趣 あ  

主 次 論点 い 考え い

い 生物多様性 主流

地域 構成 様々 タ

行動 生物多様性 視点 え

いう意味 あ 意思決定 中心 多様

性保全 え あ う一

側面 行政 実施 様々 施策

中 多様性 視点 い あ

自治体 い ン 参

協力 必要 あ 全庁的 進

い 日 い 方 環境課

方 多い 思う 部局 事

多様性 視点 埋 込 地域戦

略 あ  

自治体

写真 自 生え い

木 一日 成長 体積 表

あ 多様性 見え あ

い 以

木 使 木 減 い わ

一般 人 関心 う

 

浜 地域戦略 前 浜 Bプ

ン 面 い 浜 職員 多様性

い 誰 関心 持 え

い う や う 考

え 発想 転換 逆 関心

え う

う B いう い

意味 あ Biodiversity B 豊

求 Aプ ン うBプ ン

目指 いう意味 あ ネ ン

一 人 関心 引 付  

主流 点 いえ 企業 組

ビ ネ 面 い 多様性 視点

い 問わ い CSR

組 多様性 一

あ 企業間ネ ワ

あ 地域 経済団体 組 進

い 1点目 主流 あ  

2 目 論点 連携 あ 行政

民団体 企業 や

連携 や い 効果 い

連携 う進 次 課題 あ

連携 場 行政 課題

あ  

目 論点 主流 や連携

自治体 ういう役割 果

あ 目 地域戦略

回 い 例え 地域 生態系

ビ ン 大

事 事 あ 連携 場 提供 事

あ 全庁的 進 断的

組織 う 外部 委員会

う使う  

私 個人的 意見 あ 時

場合 地域戦略 無理 作

必要 い い 自治体 人 金

い 計画 作 い いう

立場 回 環境 作

意味 い 科学的知見 必要

多様性 ン あ ニタ ン

や 確実性 問題 あ 対応

基盤 い状態 地域戦略 作

難 い 環境基本計画 回 い

い 思う 地域連携促進法 使 計

画 組 や 機

運 高 段 地域戦略

いい 思う  

後 各講演者 発表 い
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積水 組 私

聞い あ 企業

CSR 知 組 あ

次 生駒 組 報告

い 生駒 立派 環境基本

計画 持 い 基 組

大々的 や い 行政 連携

い 聞 思う 番目

報告 中 企業 組 あ CSR

中 企業 無理 言わ

う い わ え

思う 組 面 い

企業 士 連携 行政

わ い 後休憩

総合討論 い 参 型

議論 い  

 

●話題提供  佐々木正顕 庭 始め

地域の生態系保存  

生 役 立 質 保全

考え方 

い 主流 いう

生物多様性 民 人 自

自治体 関わ 各主体

う 組 進 いい いう点

当社 宅 様 一緒 庭

行 中 対

ン あ 具体的

い  

当社 本 樹 ネ ン 造園

事業 基本 ン プ あ 生

物 価値 あ 在来種 植物 庭

植え 組 あ 本 樹 あ 木

本 植え 本 鳥

本 蝶 いう想い 地

方 在来種 植え あ 考え

山 手本  

 

 

 

佐々木 正顕 

 

見 い 著 自然写真家 森

彦氏 山 風 写真 実 山

生 物 大 意味 い 外

日本 SATOYAMA いう言葉

生物多様性 大事 ワ

い 例え 日本 来 起

植え 農作業 出 泥

土 使 軒 巣 食欲旺盛

育 必要 あ

植え後 発生 羽虫

獲 運 い 人家 軒

巣 襲わ い

安全 子育 人間 い

来 水 水 張

水生 虫 現 水生 虫 食

食 鳥 生態系 関

人 害虫発生 抑制  

米 自然 厳 い地域

い 自然 壊 う 自然

戻 い 入山制限

人間 入 い う 保護

自然 い 対 日本 人

間 手 い え 豊

自然 保 都 生物多様性 考え

保全 考え方 大事 あ 人間

自然 楽 自然 使い 生
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物 共存 日本 自然 あ 人間

排除 生物多様性 意味 い

民 幸 生物多様性 う

提案 肝心 自治体 施策立案

ういう発想 い 特別 希少生物

自治体 目標 う う

い 思う  

質 あ 外来種 日本 生 物

あ 利用 い 外来種 利

用 生 物 含 20種 い

あ 日本 昔 あ や 利

用 300 600種類 い 生 物

い 人間 見 意味

う  

画像 人気 あ あ

米東部 原産 日本 高温多湿

持 う 粉病

や 防 農薬 散

あ 無理 植

え 日本在来 病害虫 強い

植え 実 生 物 利用

ういう 外来種

植え 在来種 活用 う

様 提案 い  

例え 椿 植え ンタ 等

品種改良 美 い 園芸種 重椿

選 生 物 意味 い 原種

虫 少 い秋 冬

い 赤い目立 花 咲 蜜

鳥 吸い や 結果 粉

鳥媒花 あ う 生 生 物

植物 密接 関 い  

自治体 管理 楽 植物 植え

東京都 変わ 戸 活

事業 始 在来種 活用 図 い

生態系 配慮 意味 変わ い

 

様 虫 嫌 言わ

う 説明 一 例 あ

チや

ンチ い 尺 虫 換算 羽

間 10万匹 虫 食 い う

鳥 来 木 あ 害虫 捕食

あ 農薬 使わ 済 生

役 立 いう 結局 人

間 役 立 いう あ  

自治体 ういう意味 あ

いう 郊外 希少生物種保護 重要

中 質 高

必要 都 生態系

ネ ワ 中 宅 役割 重要 あ

珍 い生 物 確 大事

自治体 生物多様性保全

目的 い 限 民 生物多

様性 自 い 民

生物多様性 意味 伝え 力

い 必要 あ  

当社 組 例 挙 頂

画像 大阪 梅 ビ あ

新 山 いう 地空間 あ

壁 建築家安藤忠雄 発案 高 9ｍ 78

ｍ 希望 壁 あ 地域 生 物

木 植え 在来種 植物 中心 植

結果 子 育 う

40種 超え 鳥や 50種以 虫

や 2013 秋 見 い

鳥 来 世界 1000羽 い い 言わ

あ 大阪 前 都心

真 中 半滞在 い 日本 鳥 会

調査 来 日 137匹 食

い わ 原則 農薬

や 学肥料 使わ い 土 い

発生 い 鳥 や

半 食 い

貴重 生態系 いう

実 特別 あ 普通

空間 護 生物

いい空間 い 季節

風 変え  

民 価値 伝え方 
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人間 楽 い い 方

楽 い いう 生物多様性 いう言

葉 伝え い 大事 あ  

成長 時間

素 国交省 あ 意味

調査 い 量 資産価値

う変 調査 あ 画像 宅地

場合 画面 ％ 25万 い 価

値 持 い いう わ 自治体

際 美 ン

資産価値 あ いう 踏 込

生物多様性保全 考え い  

子 影響 大事 あ 子

集 地 使 環境教育活動

い 公的 調査 自然体験 あ 子

い子 比較 自然体験 あ

子 方 道徳感 義感 高い いう結

果 出 い 生物多様性

自 子 個性 育

い意味 あ 宅 庭 う

いう あ 子 変わ

昔私 経験 虫 い

タ 足 記憶 あ 嬉

い 悪い いう複雑 気持

ン タ 何 あ

や 直 いう う 虫 足 自

手 中 経験 記憶 隅 残

対 乱暴 行動 良 い

いう思い い 生物多様性

限界 い想像力

チ チ チ チ 菜 葉

いう歌 あ ン チ

菜 葉 いう 菜 葉 々

食 感 辛 成 虫 食

い 忌避物質 あ ン チ

幼虫 成 体 解無毒

酵素 持 い 色々 生 物 生

色々 戦略 持 い 一 い答

え いわ い  

生物多様性 地域 子

ういう意味 あ 最後

い 多様 生 戦略

生 子

感 考え方 多様 あ 社会 学校 行

う 答え 一 あ 自

然 中 う い 良い悪い

い あ 別 生 方 あ いう

あ 重要

生物多様性 知 あ  

生物多様性 いう 管理

い 滅 純 滅危惧 希少 生物種

重要 う 何 あ

自 子 何

伝え ういう風 思 組

生物多様性 自治体

民 意味 あ 幅 あ

事 見え 思う  

 

宮 永：滋賀県 方 いう言い方

あ 売 手 買い手 世

間 あ 在来種 木 植え

様 虫剤 済

家 資産価値 地域 自然

いい 企業 飯

食 い 考え 組

思う  

々木：実 事業 献 い

実 当社 日本最大規模 造園業者

間約 100万本 木 植え い 木

植え 様 何 木

植え 何 庭 作

い 間 売 造園

500億 商売

い ういう実績

植木 生産者 対 在来種

木 生産 願い  

 

●話題提供  有賀健 生駒市内の河川にホタ

飛 環境の創造、その活動 見え

の  
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  私 民公益活動団体 い

う 称 生駒 河 タ 飛ぶ環境

憩 場 創造 活動 い 高

齢施設課 実施 い 地域 ン 講

2007 講 ン 講後 相

談 作 団体 目 あ 生

駒 基本条例第 条 規定 基 環境基本

計画推進会議 自然環境部会 参 い

2011 生駒 実施 い 民活動団

体支援制度 申請 民 出制度 民税

0.1% 最高 半 補 制度 活用 い

生駒 竹林園 場 大規模ビ

プ い  

ン タ タ 幼虫 水

中 生育 土 成

虫 飛び回 タ 飛ぶ

いう 地域 水 周辺 土 空

気 良い環境 あ 証明 環境 評価

生物指標 文 的 対象

あ  

活動 4 柱 次 あ  

生駒 河 タ 生息 関  

 環境調査 

竹林園 大規模ビ プ タ 幼 

 虫 飼育実験 

奈良 京都 大阪近郊 タ 飼育  

 プ 情報交換 現地見学 研究  

 プ 連携 広  

生駒 民 対 環境保全 関 PR活 

 動 

日 生物多様性 いう 中心

問題  

昔 タ 飛

い 少 一番 原因 護岸工事

本流支流 含 面逆 形 ン

護岸 あ 底 砂や 石 水

路 直線的 水深 一定 水辺 植物 育

水生 虫 棲 い環境

あ ン タ 飛 い 支

流 い 流 家庭排水 流 込 流

水質 調 BOD 流 い

流 大 数 家庭排水 問

題 考え  

水 観察

中央部 宅 多い 少

残 い ビ ネン

ビ ビ 動物

植物 見 い

部や 部 数 動植物

観察 う 引 水

質 基本的 良い 1971 機

塩素系 農薬 用い 毒性 大 い

いう 使用禁 最近 肥料

や農薬 使わ 除草剤

使わ いう 聞

中 いう農作業 ネン

ビ 見 水

水生 虫 悪い影響 い水質 あ

考え  

 

有賀 健 

 

私 生駒 来 昭和 30

1995 タ 飛

い 生駒 人口 万人 あ

後 20 経 人口 万人弱

12万人 い 人口流入 大規模

宅地開発 あ 護岸工事 進 家庭 増え

家庭雑排水 水質汚 進 農
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薬 影響 い い タ

飛 問題 考え い  

 生駒 初 初 ン

タ 初 タ

飛ぶ 大谷 中 ン タ

タ 一緒 飛ぶ 生駒山系 支流 15

本あ タ 飛ぶ 所 あ

い い タ 元 方法

わ い 理 考え 農作業 中

幼虫 落 う

タ 飛ぶ 昔 山 う

側 い 水

行 水路 行 昔 姿

タ 飛ぶ あ

一方 近代的 水 入

ンプ 入 逆 中

方 水 高い 側

流 タ

や や タ 幼虫 い

中 水路 落 う戻 い

い 環境 タ

大 飛び回 考

え  

大谷 いう ン タ 飛ぶ竹林

前 陸 タ タ

タ 幼虫 い 発見 成虫

発見 い い 図鑑

タ 幼虫 強い 成虫 弱

い 書い あ 成虫 い

考え タ 幼虫 い

考え  

タ 飛ぶ 飛 い い 何

大事 あ 生活史 要素 12 チ

作 数値 チ

書い 水質 良い 物理的 状況 悪い

改造 いい わ  

高齢者 増え タ 関わ プ

増え い ンタ ネ タ

幼虫 買え ン タ 遺伝子系

プ あ タ

プ あ タ タ 種

あ 文献 遺伝子系 う タ

交 卵 数 減 幼虫 孵

い いう問題 あ 2007 日本 タ

会 タ 保護 元 移植 原則 出

 

生物地理学 本来生息 い い地域

移植 い  

数 増や 地域 移植 本

来生息  い タ 保護  

 自生 タ 滅 い 場合 最

近い水系 タ 入  

 最後 大規模ビ プ タ 飼育実

験 飼育 屋 あ ン

タ 用 あ タ 飼

い ワニ タニ

大量養殖 成 タ 去

連 約 30匹飛び回 う 昨

初 数匹 ン タ 確認

い 確認 幼虫

育 タ 棲 環境 増

や 民 人 喜 家庭雑排

水 少 良 う 頑張 い  

 

宮 永：一般 人 生物多様性 目 向

う 大 タ いう

深い生 物 効果 あ 回

タ 会 原則 い

紹 あ 民 中 地域

わ い魚 流 木 植え

あ ういう活動 進

団体 あ 行政 う方

向 課題 い 民

意識や知識 い 一方的 非難

民 行政 連携 中 質

改善 図 い 一 方向

思う 連携 中 学芸員 大学教員

専門的 知見 持 い 人 巻

込 科学的 い 組

い  
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●話題提供 -1 桂賢 ＜湖南企業いき の応

援団＞事例報告  

湖 企業い 応援団 企業 持 的

経済活動 地域 自然再生 献 両

立 活動 中 企業 11社 連携

組 目 実活動 目 あ

 

 

桂 賢 

 

フ 滋賀県 湖 地域 置 人

口 13万 草津 中心 い 東部 水

多 西 湖 面 い 草津

交通 要所 東 道 中山道 結ぶ宿

場 栄え 来 交通 要衝 あ

園都 あ 湖 工業地 あ 立

館 湖 ン 中心 学園都

あ 京阪神 タ ン あ

多様 草津 良 ン ン

近畿 都 No あ

湖 460 本 河 流 込 う

119本 一 河 あ 草津 本 一

河 あ う 本 狼 活動場

所 い  

応援団 滋賀経済 会 滋賀経済産業協

会 会員 一緒 企業 CSR

基 炭素社会 実現 生物多様性

組 始 滋賀 CSR 近 商人

売 手 買い手 世間

方 経営理念 基 側面 55 項

目 評価項目 気 ン 用意

い 特 番目 自然資本 効活

用 保全 関わ 活動

い  

滋賀経済 会 2008 企業

生物多様性研究会 立 2009

湖い ニ 発表 会員

企業 言文 10項目 一 複

数 項目 一緒 組 問題

環境成長経済 持 能 社会 実現 向

何 中 企業中心 考え  

湖 普 的価値 維持 未来

世代 ンタ チ い 現代 生

産業人 大 責務 あ 考え

い 初 社長 生物多様性

何 いう初歩的 議論 ネ

意見 多 専門家 入 行政

連携 い 中 徐々 意思統一

図 人間 自然界 一員 いう

生態系 ビ 企業

生 残 い いう危機感 共

時 社員 生 環境教育 場

ニタ ン い

企業 事業活動 身近 河 関わ 見

え 行政 わ わ タ 活

 

応援団 活動 持 能 体制 維持

観点 応援団 会則 間費

社あ 万 11 社 や

十 あ  

応援団 目的 会則 あ

会 会員 生活 経済 豊 自然

成 立 い 自覚 湖 中心

滋賀 豊 生態系 恵 支え

保全 生活 経済 持

鍵 あ 企業 責務 負

い 会員 前項 認識 湖
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狼 生態系 保全 再生 目的 河 魚

類 水生 虫 類 水質等 定期的

的 調査 目的 資

や い  

調査 狼 流 流 ン

選び 回定期的 調査 い 調

査 あ 手法 い う 調査

手引 作 タ 集積

回活動 報告 い タ 事業 フ

経営 あ 方

省 変え い 参 企業

運輸倉庫事業者 電機 型 タ 金

融 観 業 事業 多様 あ 参

企業 協力 異業種交流

業界 超え ビ ネ

あ 生物 県立 湖博物館 研究員 定

科学的 根拠 え 一方 会員

企業 活動 終わ 後 交流会 開 酒

飲 楽 次 ネ

い 21回調査

延 人数 450人 い 色々 団体 見学

来 滋賀生涯 皆 一緒

や あ  

行政 協働 後程草津 説明 あ

思う 応援団 算 い 調査 必

要 資 提供 や ビン 餌

等 現物支給 い 県立 湖

博物館 連携 湖博物館

湖 人間 あ 実施主体 対等 関

協働 いう館長 方針 調査 必

学芸員 来 定 活動 方

向性 言 い い 指 い い

博物館 企画展示 々 調査活動

タ 公表 い  

活動 意義 企業 何

組 う作 いい いう

あ 企業 連携

異業種交流 あ 汚 水 自

社事業活動 チ 経営 見直

結果 地域 献や環

境保全 ういう活動 昨 度

生物多様性大賞 知事 い い  

流域 調査 生

姿 把握 後 企業 在 方 資

あ 一番難 い 調査日 11社 日

程調 あ 学芸員 日程調 苦労

い 後 藻類や貝類 調査 い

考え い 次代 担う子 巻 込

方針 い 地元 学校 連携

い い  

 

●話題提供 -2 宮城成和 ＜湖南企業いき

の応援団＞と草津市との わ について  

草津 陸地 46km2 山

い 草津 使 い 水 全部 湖 水

排水 全 湖 入 い 水 瀬

通 京都大阪 行 い 成 12

環境基本計画 作 中 環境文

いう言葉 使 い 常 環境 興

味 関心 持 大 知 環境 自

行動 関わ 理解 身 回

組 姿勢 行動力 持

環境文 いい 全 民 広

い う い 中 基本方針

環境学習社会 炭素社会 転換

資源循環型社会 構築 自然 生活

環境 環境汚 公害 適 対策

う い豊 環境 機的

い 動 協働 あ

草津 方針 進 い 事業者 い

事業活動 環境問題 関わ や環境

大 い 学習 理解 深

い 行政 民 事業者 活

動 支援 う い 自 作

自然 共生計画 あ 難 い

楽 い活動 う う い 草津

元々 自然 人 関わ 生

自然 山 う 場所 あ  

各主体 役割 あ 環境

関わ 知 進 行政 支援
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い う一 草津 環境学

習社会 組 い

推進 地域 資源 活用

体験型学習プ 積極的 応援 い

地域資源 山 水

虫 鳥 い い あ ういう

活用 あ  

 

宮城 成和 

 

草津 72あ 数

民活動団体 あ 活動 発表

場 草津 子 環境会議 あ

子 ･企業 民 プ 学校 行政 集

会議 作 い 部構成 い

大人 子 井戸端会議 あ

活動 いう い 活動

あ 互い 活動 う いう

あ 2000 始 第 14回

目 あ 定着 毎回参 者 500

い い 子 出展 61団体

大人 24団体 あ 14回や い 学

生 子 大人 い OB

う  

応援団 会長 あ 経済

界 持 能 経済活動 い 地域

ニ 考え い い

い いう い ニ

言 出 行政 う支

援 い 相談 乗 行

政 や う い 環境文 推進 自然

共生 環境学習 本柱 全部入 い

一緒 あ

大企業 連携 あ 中 企業

社 連携 難 い 中 企業 連携

集 進 新 い企業連携 あ 方 あ

企業 社会 献活動 あ 狼 流域

11社 集 地域

あ 行政 水質調査や水生生物調査 や

生 物調査 や い 応援団 や

いう 興味 持 指標

後使 い タ あ 流 調

査 い い 応援団 流 流

調査 い タ う い

見 非常 面 い 思 い  

子 環境会議 発表 場 提供 あ

学校 民 プ 企業間

湖博物館 場所 提供 始

経済成長 引 換え 々 失

大 痛感 目線 自然 近

驚 発見 あ 漠然 考え い

具体的 環境 考え う 生

態系 え 影響 い 考え

い いう参 者 声 出 い

経営者 方 環境 いう 地域

企業 重要 役目 あ 再認識 い

う声 出 い  

 行政視点 活動 意義 理 次

あ  

 環境文 推進 活動

あ  

 地域 資源 活用 活動 あ  

 行政 い タ 集 

 公害対策 環境活動 展開 事例 

 地域連携や地域 根差 企業

活動 あ 地域 資源 使う 

 人 活動

あ  
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後 行政 課題 あ 河 四季 通

生 物調査 行政 い

ういう タ 環境施策 う活用

新 い指標 い 子 巻 込

いう あ 掛 い 秋

い 一緒 活動 子 地域

出 い  

育 いう観点 い 経営

企業人 環境人 作 い

人 自然 世代 超え

生活 事業者 士

ういう 活動 中 全部入 い

協働 あ 環境活動 経済活動 関

行政 課題 あ  

最後 去 子

会議 開催 全国 子

集 湖 宝物探 あ

湖 水 沖 島 食 物 固 種

あ び 人 文 出

い ESD 観点 子

考え い  

う 渋 生 物 図 い

大人 60 前 い 作 渋

学校 生 物地図 あ 315人 子

見 生 物 書い い

地域 方 聞い 紙芝居 作

紙芝居 地域 人 持 行

企業 中学校 高等学校 行 学生 紙

芝居  

生 物応援団 活動 う あ い

あ

活動 原点 あ 地域 あ 探

う 環境文 あ  

 

宮 永：大企業 いネ ワ 良 逆

手 い 注目 い 活動

屋 商工会議所 視察 見え 中

企業 組

い 自治体 民

多い 行政 企業 少

ういう状況 風穴 あ

生物多様性 組

あ  

 何 組 問わ

環境経済 いう言い方 あ 色

方 共感 い 組

輪 増や 地域 ニ

活性 いう 口

生物多様性 入 や い い  

子 環境会議 い 思う 多

人 集 い 多様性 組 魚や

育 中 人 育 いう 組

あ  

 

●総合討論 

々木：事例報告 いい 私自身勉強

生物多様性 広 価

値 広い 世代間 連携

重要 ういう活動

タ 人 集 子

集 30～40 代 親世代 連

携 滋賀 事例 聞

い い 歴史的 観 食

う あ 生物多様性 持 い 文

対 献 糸口 別

言葉 言い換え  

 賀： 絆 いう 思

い 牛 馬

い い 意味 日本人 悪い文 思う

頼 絆

縁 あ 縁 いう言

葉 う ネ ワ 合う  

桂  ： 湖 置 い 滋賀県 経済産

業界 工場排水 大気汚 厳

い規制 中 事業 展開 い

プ 捉え 環境問題 解決

経済成長 次世代ビ ネ

公害 金

いう認識 あ 自然界 学ぶ

時 逆手 企業 成長
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ういう方向 各社 プ 合

意 い 会 作

喜 い 目

入 460本

湖 各河 展開 夢 あ

行政 タ プ 広 い

い  

参 者：当 昨 生物多様性地域戦略 作

成 昨 度 説明会 開催

広報 度 活用 い 環

境基本計画 あ あ 計画

折 合い 課題 あ 優

いい  

々木：生物多様性 始 希少 生物

始 口 変わ

自然資本 考え方 入

い 企業 経営 う 思う 原

料 調 水 使う 自然 資

本 見 考え方 あ 生物多様性

い 口 動 ン 張

見 必要 あ ン ンフ

いう言葉 東京都 使 い

ン ンフ 重要 い

い 温 進 雨 都 洪水

引 起 い あ

雨 地面

生物多様性 ニ あ

語 置 換え 解釈 提案 私

いえ 生物多様性 木 調 戦略

言い換え 事業 展開 い

発展 ン ンフ 大

言い換え 環境 や い 人間

最 端 情報 入 生物多様性

う 言い換え 見 方 工

 

宮 永：大企業 人 金 あ や や い面

あ 言 組織 大 い 意思

決定 時間 い 部局 納

得 わ い い い 行政

あ 環境課 事業部局 う

や 環境 事 う 参考

意見 い い  

参 者： タ 件 遺伝子 多様性 あ

あ 中 ン タ

道 い い タ

滅 本 場合 う

いい  

 賀： 道 ン タ い い 聞

い い タ 山 う い社

会 暮 あ 飛 い 遺伝

子 多様 タ 道

生 い い

タ い文献 少 い 々

え 孵 い

道 大学 生物 生 相談

う  

宮 永：地元 ういう生 物 活

あ 生態系 うあ

誰 う決 いう あ 行

政 政策 方針 一 あ 目

民 思い あ 多様性 場合

問題 科学的 い

往々 あ 多様性 大事 ン

あ 地元 生 物 タ 一番

持 い 地元 博物館 連

携 進 い  

参 者：当 生物多様性 いう言葉 広

い い 森 あ

一 自治体 わ

広域 連携 考え 必要 あ 思

う 草津 湖 滋

賀県 い 広域連携

組 聞 い  

桂  ： 湖 水 1,450万人 水源 あ

2011 原発事故後 福井県 敦

賀原発 何 起 いう危機感

あ 湖淀 流域 関 水

問題 流 流 う 共存

う 滋賀 京都 大阪 神戸

経済 会 連 湖淀 流域水
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関 緊急提言 関西広域連合 提

出 広域 組 い い い  

国土交通省 湖 水 調 洗

行 い 梅雨 時期 備え

水 開始

ニ 原 産卵

国土交通省 ういう 知 い

水 流 結果 水

固 種 卵 あ う う

いう 困 滋賀県 管

理 地方 う い

う 盛 込 提言 防災

問題 生物多様性 問題 自治体

い 広域連携 中心

あ いう 広 認識

あ 残念 奈良県

関西広域連合 入 い い

方針 変わ い う 入

い 国会議員 国 施策 映

う 動い 望 い

方向 来 い 思う  

宮 永：広域 一 ン 生態系

生態系全体 い 対

策 実効性 生 い 行政間 連携

必要 難 い面 あ 都道府県

事 事業 う 科

学的 タ 揃え 必要

地域戦略 際 第 章 現

状 課題 現状 書

地域 生態系 多様性 状況 知

い い 地域 ういう

情報 い 生態系 豊 評

価 指標 数値目標 必要 あ

技術 理 あ わ

い いう問題 あ 説明 い い

う 書い い い 現状 あ

説明 議会 民 理解 得

タ 必要 作

都道府県 役割 あ 広域連合 始

い 関西全域 使え 自然 豊

指標 始 い うい

う 通 広域自治体

課題 あ  

宮 永： 論点： 生物多様性

主流 うや 進 連携

問題  進 地方自治

体 果 役割 考え 最

後 論点 いい ネ

発言 い い  

宮 城：草津 事業者 民

連携 う進 課題 あ 連

携 い 連携 う いう

え う 一緒 活動

う い言葉 進 い

実態 あ 一緒 場 行政

う 子 環境会議

作 場 作 い 企業

学校 地域 学校

地域 企業 事例 出

動い い  

長部局 教育委員会 考え方

う 教育委員会 連携 苦労

環境 考え方 教育委員会

入 う 難 い 草津

手 い 生方 情報 共

学校 目的 知 々 目的

知 い 目的 合わ

結果  

色々 団体 ン や タ

環境 活動 理解

あ 団体 あ 金 人的

プ い 連携 いう

難 い 一緒 活動 う いう

私 タン あ  

桂  ：一番目 生物多様性 主流 い

プ層 意識改革 重要 あ

生物多様性 危機 挙

い 目 地球温 危

機 あ 生態系 破壊 い

1992 気候変動枠組 条約



第７分科会 生物多様性 都市における生物多様性  

 

130 

 

生物多様性条約 条約 締結

両方 危機 共通 い 地

球温 あ 経営者

意識 大事 あ  

々 ニタ ン 活動 河 汚

度や生物調査 指標 大事 あ

活動 通 環境教育 人

育成 重点 置い い

経営者 担 外

フ 生態系 相手 い

見方 変わ 視

広

飛 い 一番

いい いう質問 あ

本質的 見 人 育

経営者 育 い 時代 担

う人 育成 いう 人

ン 置 事業

 

 賀：毎 一般 民 対象 タ 鑑賞会

無料 や い 最近 子 親 子

祖 祖父 組 合わ 来

子 教育 大事 子 自

然 関心 持 い 広 持

い 子 鳥 物 見

感 う 連携 ネ ワ

一番大事 思う  

々木：企業人 いあ い 閉 企

業 中 自 や い う

あ い 自治体 施策

部署 議員 長 う伝

え や い や 一 相

手 言い換え 々 日本

一番多 燃料電 売 い 高

い い いう 対

防災 視点 考え う 周 停

電 自 燃料電

替わ ビ 地域 停電 い

知 災害 対 快適 暮

維持 例 あ 燃料電 入

CO 削減 地球温

い 納得

う 生物多様性 い あ

生 物 大事

言 納得

う い 増や

資産価値 考え

植え 地域 子

変わ 相手 言葉 生物多

様性 言葉 置 換え う置 換え

考え 環境 企画担当 難

い あ 企業 経営

部 例え 後 木 調 厳

木 調 合理的

生物多様性 配慮 木 調

考え 見え 実

投資 あ 説明 相手 言葉

相手 利害 置 換え 生物多様性

透 自 泥 ぶ い

い 思 い  

宮 永：環境課 金 い 人 減

い い 思う 多様性

いう政策領域 基礎自治体 チ

ン い 民 関心 潜在的

高い 企業 組 進

い 外 動 追い風 組

い 生物多様性 組 地域

様々 出や

い 近 い 面 あ

や う

政策領域 あ 多様性 いう面 い

自

組 や い い  
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✬�✁科✫ 廃棄✜ 資源循✥ 午前  

ご 減量 ２Ｒに挑 ユース食器❃✂✄☎✆✝✞  

コーディ✟✠ター  

大✒✡立大✓☛✓☞✹✡✓✌ 准✍授 ✣✎聡 

話✏✙✑者  

✔ び 入 ✽✕ ✖✗✻✘ ✚✛  

NPO✢✤ World Seed  ✦✧★✩✪ ✭✮✯ 

 生✰✡✱ 袋✴✕✲✳ ✵ ✶✷  

生✰✡✸✺✼✾✿❀❁❂❄❅❆ECO-net 生✰  ❇❈ 一❉ 

 器 ❊❋  

NPO●人❍■❏ン ❑ ▲❄ ✩✪▼  樽◆ ❖ 

✫P ◗ ニ ンタ ISTA  

 

✣ ✎：❘✾ ❙✸❚❯❄✱❱ い ❙

✸❚❯❄❲

い いい いう

✘生 ❳❨ う ❩ う

✷ ❍❬

❭❪❫✱❴ ✷ ❵❛

処✩ い

天然❜❝ 消❞ ❳❡ ✸✺❢

荷 ❣❤❬ い ❙✸❚❯❄❲あ

✐❥ ❦❧♠

い 天然❜❝♥♦ ♣

GDP いう❜❝

生qr s ❜❝ ♣t✉い ✭❲❙

✸✈✇ い い ①②

いう❙✸✈✇③④❭⑤ ❩⑥

✐❥ ❭❪処⑦⑧ あ

❙✸❚❯❄⑨⑩❁❂✼本●

❶❷ ●❸❨♠

い ✭ ❹❘❺❻ 容器包装

● ❼❇ 容 ● ❽❾

❅❿♥ 絞 い  

 

 

水谷 聡 

 

➀✹✡ ➁➂❲ 容器包装➃❺容➄

一➅廃棄➆全✤ ➇ ① 占

❢➈➉ い 包装

● ❶❷ ● ✭

➊➋ ❨♠ ● ❨♠⑤❺

✷✭ 容器包装 ❦① ❤ い

➌➍ ⑩➎❺❩✉い ➏う う

➐ ✷ ✭

入 い いう ✪➍❲➑➒④

う一 ❡❬✉い

➓い ➐う い いう➔→

あ ● ❨♠⑤ 容器 ➣↔⑧ ➌➍

伸び い ❡ 容 ●❨♠

↕⑤❺ 生q⑧➙✤❸伸

び い 処⑦

⑧ ❤ いう タ あ
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➛➜

い い ➝  

➞➟➠➡➢ Ｒ いう

卒➤ ➥➦➧

➨➩ い

い い いう 1 ➟➫

➭➯➲ い  

  

●話➳➵供  中島 ユースび 入 飲料

の新規開発➸➺及  

 ➻ ➼➤ ➡Ｒ う

➽➾➚➪➦➶20～30 ➥ あ ビ び

や一升び ➹➘➴➷➩➜➬➩➜ 5 ➮➱

い ✃❐❒➩ ❮ び ❰Ï ➷

い Ð本Ñ❮➚➦ Ò

いう う ÓÔ あ う

➻➠ÕÖ生 ÓÔ×ØÙ

い ういう う う一Ú➛Û う

い いうÜ容  

容器 繰 返 Ýう Þß い

àáâãäå æ室Þßç èé➴寄ê

容器

ëìíネ îïð ñòóô➴や

い õö ÷ 製ø➼➤ù õö ú

ぶûü➼➤ùý消þùì び

い び Úÿ➲ ✤

浄 う一Ú☛� ✟★✁

✂➜ 稀àï わ ✄✑à 文✍

☎✆ い  

✂ 生✝ ☛ 瓶 入 Ý

う é い ✞う 伴

瓶 ✠✡ 大✒é う ～10

う ✵わ

い  óô☞ì✌✎✏✓â✷✔➠✕✖✗➧

✘✮➦✙✢➴✚ ✽✛

い☎✆✔✜➫ い  

 ✹ う い

いう ✣ あ Þß あ

ÕÖ 25 ❃ ➭✻✥✦ ✬✧

✩✪ó✫✭✯✰Ö✱✹✲本✳✴ ✶ ❒

✸✂ 遅 い

い あ ✺✼×✡い ✾✿✁ï

✱✹ë❀ 検❁ ❒✸ ❂❄ ❅

い わ ✄ び

❆❇ë➴❈➾ 検❁✯➠ ❉❊❄❋●❉

❊ ✯➭❍ い ■❏✁ び õ

ö➦✠✡×率✣ ❑Ù び 需▲▼

大 ◆ い 消þ❖✹ P◗

❘❮Ù ❙❚➲ い  

World Seed ✄✯ï❯✔❱ð✯➭

並 い ああい

う び ✒❮➚ ❲❳✁

❨✏ い び

❩❬➴❒❇✸✗ 生❭❪ ❫❴ ❩❬×➬❵

あ ➡❛❜ ❝ 樽❞ ❡

❢✦❣ ❤ õö 生 ☛�➠✐

❥❦✶❧➦大♠茶 Ý✡ óô♥荷♦é➠

ñ♣qrst✉ 寄ê✔

➻❯➪➠✈❧ùï ✇①✰Ö×②❇ý

生❭❪ ✶ ③Ü ✇①✰Ö ④ ❤

い ûü⑤ ネ ✽✛➴⑥▲✔

⑦⑧ Úÿ チ ネ

÷Ù い い ⑨⑩ 検❁

❑❶✿ ❷

❘❮➜❤❸  

   

中島  

 

 ✆❆✐❥❦✈❭❪ ✐❥❪➴ い ❪

び ⑨⑩ ☎❙➲ý❉❊❄❋Ü✔❩
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❹❺❻❼❽❾❿➀➁➂➃➄➅➆➇➈➉➊➋ 25

➌➍ ➎➏ い 生➐➑ ➒➓

➔→➇➈➣↔ 60%↕➙➛

び 入 ➔→ ➇➈➜率  19%

70% い ➝➑➞➟➠➄➆➞➡

➢➤ い び 入 ➔→ ➥➦

➧➨➆➩➟ ➫ ➭➯➲➳び

➵➸ ➺信 い 生➐➑ ➊➋ 25

➻➆➼ 15➽➾ ン購入大➚➳ い ❽❾

➄ び 入 ➔→ ➇➈

率➪ ➶➹➘➴➷➬ ➮ ➚ ➱➚

い  

 ✃❐ ❒➎❮❰Ï ÐÑÒÓ➆

び ÔÕ➉Ö 大×ØÙÚ

ÔÕÛ❾❽Ü生➐➑ ÐÑ➑➄ ÝÞß

➤à ➔→➆áâ支ã äå➺æ çèé

ê➄➳ëìíÙ い  

  

Ýîï：ð ➜ び

❮ ñ ò➈óやôネ

õöÏ÷ø あ ùう

ú➳ う 返 い  

û ü：び ýþ

やð 細 ÿ生

いう✘� ✍➶➹

 

Ýîï：ûü❺ ✑✁ ういう✑✁☞  

û ü：✫ ✑✁✂ NPO✑✁☞ いわ

➑➟✤➬ あ 好 òø

い ✛✄ いうソ ビ ネ

✟ ùう  

 

●話✝✙☎  下山一則 生✾✆に✞✠✡

袋☛料化 の取 組  

ECO-net 生➐ 生➐➑➶➹✌本✵Þ ✎★

✏✒❼ ➑➟➛➷✚➛➟�企✓ ✔

✕✖❻ 一斉 袋✗→✏➉ 生➐

➑✜✢   

 生➐➑➅ ➊➋ 20 ➻

✟✣ì✥Ü いう チフ

✦Ý 袋òö捨 ➵✧✩✪ ✷

い✬ 伴 生 ✭ ➙óÔÕ ë í

✮ ➊➋ 23 ➍ 一✰✯棄✬

処✱✌➣✵ÞÏöþ✲✭✳➙✴✶➂➉❰✸✹➛

一✰✯棄✬ ➙ó➳ëìíÙ➅い   

 一✺➆ 袋 ↕➙ ➄

➇➈ ÔÕ✒ ➊➋ 26 ➍➌✻ 

➑Ó ✽✼

袋 ✿→➘❀➉❁❂❃❄✒❼➛

いわ 袋 ✗→✏ ÐÑÒ ✢ ❅

入 ❆✓ï ❇ ❈➵✹

い Ó容 袋 ✿→➘❀➉❃❄

✗→✏ ❉ ➇❊ ➶➹❋全✤➬

還● ECO-net 生➐ 生➐➑✂啓➺や❍

å✤➬ ✦Ý■➬ Û❏✒

➄ ✦Ý❑Õâび 袋✗→✏ ▲

Û✸➆▼◆ いう  

 ➊➋ 25 10➍ 30✻ 生➐➑Ó 全

❖Pï ECO-net 生➐Ï生

➐➑➆ ï ➄➆✦Ý❑Õ◗ び

袋✗→✏➳▲✒❼Û✸Ü➆▼◆➉➷❘✣❙

✃❐➛更 袋✗→✏ Ýî店 ❚✹❯✭

➱❱❲❱やÛ✸➆▼◆ ❳➷う  

 袋✗→✏❅入❐ ➇➈や➶

➹➵✧ ▲ çè ❨ ❅❩❐➆❬

❭➉❪❫✒ 全

❴ú 訪❵✹çè ◆➓

店舗 ❅入 ❛❜➅ ✗→

✏❅❩❝❞❡❵❢☞❣❘ 70% ❵

❢☞❡❅❩ 30%   

 主 ëìí✭➉ö❡❤ ✐❥✒❼❙➊➋ 20

あ ❦ 袋↕➙

❧❱ 啓➺✤➬➉➎➏ ➊➋ 21 ➌➍

生➐➑➶➹➧➨Û❾❽(ECOMA) ➑Ó♠♥♦

12 店舗 生➐➑➆�➅ 袋↕➙➳❧❱✣

ëìí✭➳▲✒❼Û✸Ü ▼◆✹✣❙➊➋ 22

➌➍  15店舗 ➶➹ や

い♣ ❮ ✷ö❮ いうq✥ ó ♣
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rst ✉✈ ✇① 24 11② 袋

③④⑤賛否 ⑥ ン rs ⑦⑧⑨

ン ⑩❶❷❸❹❺❹❻ ❼❽ 1,400 ❾❿➀

ン ⑦⑧ ン ⑩❶

1000 ❾➁➂➃➄➅➆➇⑨男女➈➉➊➋➂➌➍

女➎➏➐➑➍➒➎ ➓✈➔→い

➣❿✉↔↕➙➛➜➝➞う➟➞❿➠➡➔

➓✈➔➞➢➜➍ 23% ➓✈➔➞➛t➞➜

12% い ➓ い 65% い

rs➤➥➉ ➦➧➨➩⑩❿➫➭

袋③④⑤❿➯①➲➙➛➜➝➞➳➟

い い  17% ➫➠➜17%

賛① 66% ③④⑤➡ ➓✈

✉↔ いう➟い

い 9% ➓✈ い い 5% ➓ ✉➢➜

86% ➵ 捨 ➸➳➂

袋 ➺➡ ➻ い いう➼ ➽  

➼ 袋③④⑤➾➚➪

➶➹⑨➘➘↕➲➉❼❽ ➴➷❿➬➞➔➞➇➍➏

③④⑤ ✉➮ ➬い わ

➱✃❐ ➬ い いう ✉➮ 主❒

✇① 25 ②  ➱✃❐ ECO-net生❮

✉➮➲ 袋③④⑤ ❰ 袋③④⑤⑩

Ï➜ ÐÑ➡ ➱✃❐ Ò➋➂

や Ó や 信Ôや

Õ➍Ö 全 ✉➮ × ØÙ❿

わ ❻➡ ➌➃Ú➂⑩Ï➂➝ 一

袋③④⑤ ➶  

❒ÛÜ ン rs ✉✈ Ý

Þ➉ßàá ✉➮➍

✉ 啓âã➬ äå æ➥ç いう

➼➍è い  

 

éê❐：一斉 ❒Û ë➃➂ ソ

ìう 生❮❼ ❒Û➡ Ó

❼ →い➣ 生❮❼í î

ïðñ い ìう  

ò ó： 袋③④❒ÛÜ 〜➌ ôÜ➂rs

店舗 î õ いう➼

➽➛ 店舗 ö➢

÷ø い 店長

袋 い い

い  

éê❐：òóù う ú û➵➅

い  

ò ó：Eco-net生❮➉❼❽á✉➮á➱✃❐á

入 üýþ本ÿ★ ⑦� う

い þ✑ÿ★ ❼❽á入

ô ✟ ➴➲➘ういう

や う ❼❽ 一✮ ✣

➴ ✁ い ✛✂➉ 袋

③④⑤

ì✈➔い ✉➮❷ ➱✃❐

一✮ や いう Ô✄✤➞  

éê❐： や ンビニ ☎

➬↔ あ  

ò ó： ン や ンビ

ニ ンタ ⑦⑧➡ ➤➥

③④⑤ 賛① ➫➠

い う ➌➋✍ ③④⑤

× いい いう➼➍✒➞á ✼

い いう�✆ あ う

✕ い い ì い

⑩Ï❿入 ✝い ③④⑤➅➶

い ✯✞ い  

éê❐： ú û➵❿⑥ ❼❽❷✉➮ ✠

✍➋✡➵➇い あ ìう

あ う  

ò ó：Ù✚ ☛➵➋ い ❼❽➉一☞

ç ✌ô あ ン やビ

✹➑❻ ✉➮➂×✎ や い ➾

➚ ❼❽ ✼ ✉➮ ➬い

✝➢ ➦➧➨➩⑩➉❼❽ ✉➮ ➱✃

❐➍✏ ÐÑ い

✓い ➦➧➅✵➞✔✈ ➶ い  
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●話✖✙✗  樽井雅美 器 ✘球に ✜✢✥

✦✧ 

 ✫ ✩✪ ✬ 陶器✭ ✰ ✱

✲✳✴ ✬✶ い人 ✬ ✷ ✸✶い人

✺ ✷ い いう✻✽✾ や

い ✿ ❀❁❂❃ ❄ ❅❆❇✿❈

陶器✿❉❊❋ い ●❍い 陶

器✿❉■❏ い ❑ ▲

い ▼◆❖P◗ い  

❘❙✿❚❯❱❲❳  

 ✿❨ ✱ ❩ 曜❬ ❩

❭❪ ✬ ✲ 陶器

❫❖❴❵❛❜❚❝❞❡ ✺❵✴✷❵✴❢✶❣❤

✬ い ❑ ✐ ▲

❥❦❝ ❧♠❲ ういう ✱♥

✬ い ♦◗

あ  

♣❬ 140qr い✺st✱❝あ ✉ い

300kg い✲ ✫❛ 主婦

✲✈✇ や い 店 ン 捌

う 大①❍ あ ②③④陶器✿⑤

⑥⑦ あ ⑧⑨④ ✿❨

✱④ ⑩✶✱❖❶ ▲❣ い  

 ❷ い ❸ い

あ う ■❹✶ 容器 ❺❵

い 容器 ❷❖❇❻ 20％

■❹✶ 入 菓❼ 容器

♦❽ い 陶器

✺st✈ ❘器棚 ❷ ♦わ

い 陶器 一❾

■❿➀➁ い い

う ➂隣 企❃ ❀➃❉➄➅❣ ➆

➇➈✱❉❺❵  

✾❭ ➉  

 ✫ 菓❼ ❘ 大好 生➊✿

➋❃➌婦 ➍➎ ➆ 10➏➐ ❼➑

➒ ➓➔❚ →➣➁ 菓❼ ❘ ↔

癒 プ ン プ✭ ↕➙❇❘❙

棚 入 ♦➄う ❥❦❝ ➛➜❢

♦❽➝ い 捨

➞❚➟➣✶❍❝➆❚➍➎❖➠④❝❵✴❣➡❤

✰➢✱♥ ✲✳ 陶器⑦❇

❧♠❲ ↕➤処➥❭ ➦ 立 い

❏➧ ➆➨ 返 ✿➩❪ ➫

い ➭ ➯➲❝越➳➵❚窯➸

➯➲ や い ✱ 捨

い いう ➺ 人

大 ❥❦  

  

樽井 雅美 

 

 岐阜➻ ➼♠❑✿ 陶器 ■生

プ あ ➭❵ 全➽ 陶

器 ✲ ■生 い ➾⑨ ✺

✿➩❪❖✷❵ ↕➙ 全然➚③

✿ ❆➪➶ ✰ ✱❚ ❧➥

陶器 ✬ ↕➤処➥➹

✷❵✴ う ❥❦ ✱❉✬

あ❧➥❚➥ 岐阜 ➘ 送

■生 う ❥❵❛

❧➥ う ■生 い ❥う人 い

い ❥❵ ✩ ➳❖❆➪

➴➷➬✳ う ➮➱❄ 400kg✲✈

大① あ ✃◗

や ❐ ✲✈

本❒ 綺麗 ➼❮ ✱

大❰ 陶器 ♦❵ い 捨

Ï い いう❫✺ あ ❥
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岐阜 送 う Ð Ñ送Ò

う う ÐÓ い

ÔÕÖ× い 陶器ØÙや

い い陶器ØÕÚÛÜÝ

Þß×àá チ ÞßÕ人 â

ãäå い 260kg Þ

ß 人 箱 á ン â い

æç èé êëìå いâÛ

ういうØí î 本ï×生ð い

Ðñ  

 ういうòó ô い う õ

â ö÷ øù

úûÓう う う い う

店頭

店頭 10 è 陶器ØüûÓñýþ

ン ン や 人 ÿ  

 ö÷ 2006 ÔÕÖ Ú✟ や い

う � 人 ✖✁ ✂

õ ✎î ø器 ú

や Ú✟✓

✄Ü う ØÕ✚

☎✆✝✞✠✡☛☞ い う 2008

Ø ✌✢ タ

ØÕ✌✢ 委 ✛✍û NPO✤✏

✄ æわ NPO✤✏ ✑✒

✔✕ ✗✘✙ ✄ Ñ送Ò 充

いう い う ✜★

あ いう ✽✣ NPO

✤✏Ù✄ç Ø ✌✢Ù✥✦✧ う ò

ó✧✩い う う や い

や い いう☎ ✪ ✫ ✬✱Ø

✾✭Ø 支✮ あ ö÷✯✰ õ 人 Ú

✫ NPO ú✲ 70✳ ✴✵

óÓ ン 生ð ✬✱ ✾✭

✶✷✸ 40✳å い ú

ン ✹✘Ù いう  

 プ い ✺✻ 生

òÕ✼ ✿ ❀❁✆あ ✺

プ ン プ Ú い プ

ン プ ✿ い いう ✄ ❂

プ ン プ áç 菓❃❄❅ ❆ç

い いう❇❈❉器 ❊

い ❋● 容器 ö❍処■❏ ❑

う ▲ ▼◆❅ ❖わ

▼✓

✺ ✄ ❂P ÿ◗塔 いい

いう あ Ô ❖ñ ❆ç

❘ ❖わ い❙✶ 店 30ì

❚Ó✄ç 容器 岐阜❯Õ

❱❲ß ✎î❈áç✻ ❳❨❩

✵Õ❬❭ 60ëì❪❫ 金

10 äô 容器

❖ç✩ い 店 あ  

 ❇ ✽✣ い 生ð

2009 容器包装❴❵❛❜❝❞❡

臣❢❣ ❢ ✞ ❤✐ ✽

✣❥✓  

 

❦❧♠：陶器 ♥♦ う い  

樽 ♣： 率 60～70% い êq

ンâÛç✩✠✩ 700kg い

❙❈r sÜ 300kg い う

t■ い ✉ い

い  生ðØÕ✈✇

い ♥①

❴②あ ê② わ

③④や✉ うê②✯⑤ÕØ

✪✸ ♥① ö⑥

⑦Õ⑧⑨ ✺ òó✯

❖う ♥①✧ い  

❦❧♠： Ø❈や い Ø

委 ✌✢ や ✵ ⑩❘ ✄

❶ P い あ ❷❘

い  

樽 ♣：委 ✌✢× 大❸× ✮■û

❹×r ✮■ あ P 主婦

❶ ❺ タ フ ❻▼â
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大❼❽❾❿➀➁➂➃ ➄➅➆ 40

➇➈➉ ➊ 1➇ い

う

➋ ➌➍ 金 ➎➏

➐

➑➒ ➓ い い

➔ 溢 い

→  

 

食器➣体験  
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↔↕➙科➛ 廃棄➜ 資源循➝ 午後  

資源ご サ ク➞➟➠➡➢➤➥➟➦➧➨ 

コーディ➩➫ター  

大阪市立大学工学部都市学科 准教授 水谷聡 

話➭➯➲者  

 祇園祭 挑戦！～ 課題解決～  

NPO法人地域環境 ン研究所 ecotone 代表理事 田航  

 容器包装 法 現状 課題～ Ｒ 推進 向 ～  

環境省大臣官 廃棄物 対策部企 課 推進 長 子 憲 

 Ｒ 容器包装 自治体負担 軽減  

容器包装 Ｒ 進 全国ネ ワ  運営委員長 中井 千代 

➛➳ ン ISTA  

 

水 谷： 前中 引 続 活発 議論 願

い い 後 特 ネ

削減 い 議論 い い

処理費用 ｔあ 35,000 程

う 65％近 収集運搬

い いう あ 堺市

処理費用 変 見 収集運搬

費用 大 特 成 21～22

容器包装 別回収 始

収集運搬費用 増大 い

組

発生 減

収集運搬費用

う 容器 ワン 容器

勝 い ワン 容器 場

合 収集運搬 事業者 負担

い い 経済的

ン 背負 い 問題提起

い 日 環境省 話題提供

い 制 面 関

議論 い 中 自治体 市民 役

割 考え い い  

 

●話➭➯➲  太田航平 祇園祭 ご ゼ に

挑戦！～マ➵➸ス ークホ➵➺ー 課➭ 

解決～  

京都 中心 関西圏 活動 い 祭

ン 取 組 広 日常生活

変え 考え 15 ほ 活動 い

ン 容積 60～80％ 使い捨 容器

い

置 換え 場合 大幅 減

慣 親 容器 使い

終わ 捨 いう行 主催者 出

店者 い 多 人 変え

う 大変  

 

太田 航平 

 

昨 祇園祭 大規模 取 組 行

う 取 組 全国 広 ほ い

広 進 い い

いう危惧 持 発表 い  
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補助金 頼 活動 辛 学生時代 嫌

いうほ 経 現在 事業収入

得 組 築い 組織経営 行

い 地域 祭 や ン 試合

短時間 大 消費 廃棄

場面 あ 大 出 別

手間 処理費用

車 い いう計算

多 減 経済的 ン ン

必 い い 環境 配

慮 ン 集

わ 協賛 集

わ い ン 価値や

いう部 機能 始 い あ 歩

歩進 環境 配慮 ン 開

催 い 清掃活動や 別

活動 定着 い 出 来

う 出 い 組 進

疲弊 い う  

ン 成 立 社会 縮図 う

あ 思い 持 人 何 伝え

場 作 多 人 協力 役割 担

ン 作

環境 良 う いう

投 様々 学変 起 々

利便性 求 結果 使い捨 容器 一

般的 い 罪

悪感 抱え 使 い ういう

長 続 い 代わ 選択肢 必要

価格や流通 面 手 入

や い状況 必要 私 買

い 話 言わ 気 身近

話 身近 い い  

2000 啓発

作 使い捨 食器 対 再使

用 食器 付 活動

い 現在 全国 50団体ほ ネ ワ

組 い 食器 ン や

食器洗浄機 必要機 積

ン 会場 行 支援 行 い

最近 追い いほ

大 ン 取 組 多い 食

器 使い捨 食器 い

洗浄 う う

いう選択肢 あ 食器 選

い いう ン 増え 行政

う支援 考え い 例え

食器 補助金や ン 認証

あ 京都市 50万 補助制

構築 い  

使い捨 容器 い

う あ う 言 返 来

々 う 使い捨 い

ン 取 戻 活動 行 い 京

都市 市主催 ン

食器 使わ う 大学 学園祭

替わ い 京都市 定着

い 全国 広 い

い 思い や

考え  

祭 ン 聞い 多 人

目的 人

集 祇園祭 京都 夏 風物詩 街中全

体 使 行わ 50 ほ 観

増え 昨 一昨 12万人多 集

多 人 集 散乱

い 夜 10時 山鉾 い

高 山 地元 人 夜通

清掃 負担 ン や

露天商や臨時出店店舗 売

責任 取 い 状況

変え い い い 取 組

始  

映  

実行委員長 廃棄物収集運搬業者 話

関わ 収

集運搬業者 行政 陰 隠

方々 中心 や排出元



第 分科会 廃棄物・資源循環 午後  資源ごみ サイク の自治体負担の軽減  

140 

 

あ 露天商 参 活動 展開

い 点 大 ン 本取組 実施

あ 初 千万

う 千万 寄付 ン 千人必

要 換算 莫大 金 う

いう 理解 う

話 合  

祇園祭 山期間 主催者 い い 々

抑え 可能 思う 自

何千万 寄付や ン

集 動 数 限界 う 思

い 各店 管理 う 組 必要

制 や 組 検討 必要不可 あ

祇園祭 祭

うや 問題 儲

育 い い い ういう活動

目 あ 行政 皆

支援 ほ い  

 

参加者： い 数 処理？ 

 田：収集車 60 半 想定

外 あ 別率

割 燃や 約 40％減 売

減 聞い い い  

水 谷： 処理費用 誰 負担

い  

 田：山鉾連合会 露天商 処理業

者 処理 い  

参加者： ン う

集  

 田： や ン ネ 活用  

前 個人 団体 ン

集 寄付 千万 集

祇園祭 ういう現状

う や い

言葉 置 換え 約 2,000

集 思う  

参加者：祇園祭 や う 思 発端

契機 祭 実践

金 流 教え

ほ い  

 田： 向 い 汚い い

う現状 変え い 思 約 10 間

地 地域 取 組 進

やネ ワ 構築 祇園祭

外 方 多い 全国的

ン ン い

20％ 皿 紛失 200～300万

捨 い い

費用 ン 設営 ン 業者

費用 食器 作 費用 本来 食器 保

管 場所 必要 組合 提供

い

い 時期 え 地域

え 食器 使 わ い

い い  

 

●話➻➼➽  庄子真憲 容器包装 サ ク➾

法の現状➚課➻～２Ｒの推進に向➪て～  

法整 進 循環基本法

Ｒ 優先 高い 最 効率

良 資源 消費抑制 循環基本計

国 循環型社会 方向性 示 計

第 次計 最終処 成 12

5,600万ｔ 10 後

いう成果 一方 優先 高い Ｒ

取 組 十 い 指摘 い  

容器包装 法 消費者 別排

出 自治体 収集 縮 包 事業者

引 取 再商品 費用

費用 負担 い や

別収集実施率 高い

製容器包装類 割弱 日 容器包装

関 取 組 紹
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庄子 真憲 

 

事業者 取 組 容器包装 素

団体 あ 目標 立 取 組

い  

地域 取 組 幌市

ン ン 事業者 市民 行政 者協

定 進 海 全体 袋 料

取 組 進 う

発展的 解消 現在 海 容器包装

簡素 進 連絡会 活動 始

商品 使わ 容器包装 薄 軽

う 取 組 評価

推進 う  

関西 NPO ン 商

品 中 中身 あ 容器包装 少

い商品 選 店頭 消費者 購入 促 活動

行 い 実際 ン 袋

長 短  

ン 容器包装 使 い

集 生産者責任組織 あ 容器

包装 軽 研究支援 行 い

軽 簡素 環境配慮設計 支援

行 い ン 組織

い 団体 中心 ン 広

い  

容 法 中 容器包装排出抑制措置 規

定 様々 取 組 手法

ン 示 売業者 力 引 い

う い 袋無料 利用

促進 適 大 容器包装 利用 ン

売 取 組 あ

袋 料 い 47都 府県 う

19都 府県 者協定 取 組 広

い 業態別 や生協 袋

料 取 組 多い 店等 進

い い 業種別 地域的

広 い 課題 昨 世論調査

袋 う い 男性

方 日 枚 う方 多 30

～40歳代 方 い 傾向 あ  

い ワン

使用 比較 成

減 い

ワン い わ

缶や 替わ い

傾向 あ 対策 地域

ン 販売 地域

い う いう動 あ 環境省

成 23 構

築支援事業 実施 い 昨 件実施

茶 酒やワ ン 実証的 取 組 い

い い  

先ほ 田 紹 あ

ン 食器 利用 関心 持

い 2020 ン あ

う 大規模 ン 食器 利用

可能性 検討 い 京都 始 取

組 地域 広 い い  

環境省 Ｒ行動見え

提供 い や軽

包装 使う 天然資源 投入

や 発生 削減 目 見え

形 理解 い う い  

容器包装 法 い

制 見直 環境省

経産省 審議会 議論 い い い

中 Ｒ 促進施策 市 事業者
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役割 担 い 指摘 い

施策 事業者

実施行動計 取 組 支援 求

軽 薄肉 環境配慮設計

進 評価や情報発信 消費者

理解促進 必要 環境配慮設計 促進

ン 策定や情報発信 表 制 や事業

者 意見交換 方策 あ 袋 取

組 国全体 取 組 業界団体

目標値 決 地域 展開 い

必要 い 特 地

域 構築 必要 あ

事業 通

共 ン や会議 容器 使用

進 い い  

以 容器包装類 中心 Ｒ 取 組

い 紹  

 

●話➶➹➘  中井八千代 ２Ｒ デ ー

ス ユース 容器包装 サ ク➴の自治

体負担の軽減  

持続可能 循環型社会 い ン

条件 引い 話 い 再生

可能資源 利用 再生 大

い 再生不可能 資源 代

替 再生資源 維持

い 汚染物質 排出 浄 回

い 再生不可能 資源 利用 減

廃棄物 排出 浄 回 い

う Ｒ 推進 い

い  

Ｒ全国ネ 2003 全国 200 環

境団体 個人 容器包装 法 改

求 集 結成 回目 改

際 100万筆 署 集 請願 提出

廃案 い 次回 必 拡大生

産者責任 入 う いう 再結成

回目 改 際 40万筆 署 集

提出 2011 8 衆参両院 全会一 改

国会審議 中 市民 出 請願

択 例 非常 少 10 ぶ

択 言わ ほ 快挙  

請願 具体的 ういう 容

法 盛 込 い 改 市民案作 取

組 12都 府県 Ｒ政策地域研究会

立 全国 市民団体 改 案 作

市民案 中環審 産構審

合 審議会 中 発言 続 い

審議会 ン 構成 割以 事業者

市民案 発言 通 い いう現

実 あ  

万博 あ 急増 東京 戦

起 各区 清掃工場 作 自区

処理 行う 決着 頃

増え続 い 1970 代 缶

始 1980 代 缶飲料

増え 時 自動販売機 増え い 日本

50人 割合 自動販売機 設置

い 契機 減

い 1980 代後半 多 自治体

減 頃 容器包装

増え 埋 立 処 場 逼迫 埋立

割近 容器包装類

埋 立 減 容器包装

法 制定

費用 一部 事業者 負担 言

禁 型

解禁 使用 急激

増え  

容器包装 法 完全施行 後

2001 循環型社会形成基本法

ＥＰＲ 拡大生産者責任 Ｒ 優先

うや 明 容器包装

法 前 法 あ う

原則 い 容 い 容 法 一

番 問題点 総 費用 約 80％

税金 賄わ い 収集 選別 縮保
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管 自治体 負担 あ 500ml

本当 4.5 自治体 負担 事業者

負担 0.09 場合 自治体

10.5 事業者 0.8 全

事業者 責任 い 環境

負荷 少 税金 負担 い 缶

や 缶 価販売 事業者 再

商品 費用 免除 い 自治

体 缶 処理 256 /kg い

販売収入 22 /kg い

缶 417 /kg 98 /kg

278 /kg 48 /kg

い 売 い 自治

体 税金 容器包装 使わ

い状況 追い込 い 自

治体 燃や 発電 え い

いう声 聞 発電 効率

10％ 良 20数％ 非常 効率 悪

環境負荷 大 い いう 現実  

い 頑張 う

入 口 容器包装類

入 状況 い 法

政策 必要 Ｅ ＥＰＲ(拡大生産者責

任) 製品価格 中 費用

100％ 部 う 動 広 い

日本 自動車 法や家電

法 実現 い 製品 使う消費者

費用 支払い 事業者 負担 いうや

方 変え い限 容器包装類 削減

い 考え い  

2012 環境基本計 中 Ｒ 視

変革 いう 盛

込 い 大 一歩 循環

基本計 Ｒ 取 組 強 盛 込

ン購入法 中 会議 運営

いう項目 中 容器 使

用 促 容 盛 込 学校給食 牛乳

紙 変え いう 事

業 行わ い 試飲 結果 80％ 子

い い 答え い 牛乳 子

最初 出会う 50～60

回使え いう あ 環境教育

活用 ほ い 思 い 環境省 川

大臣 会議 際 使う

言 省庁 中 使わ 始 い  

 

中井 八千代 

 

自治体 事例 紹 横浜市 市民

提案 付 行政 事業者

市民 構成 委員会 実践

い 食事 注文 飯 4種類

選 残 持

帰 食 協力店 206

店舗 録 い

300 所設置 無料 給水所

や い

店 ソン 割引

職員 店舗 歩い 契約 い い

う  

金井市 清掃工場 持 い い

中 多い生 資源 生 処

理機 補助 出 い 特徴的

会 自治会や集合 宅 管理組合 大型

生 処理機 出 い

土曜日 学校 設置 い 生 処理

機 周辺 民 出 生 入 い

広報や 減

漫 掲載 子 や い人



第 分科会 廃棄物・資源循環 午後  資源ごみ サイク の自治体負担の軽減  

144 

 

や い う 啓発 い 難再生

紙 紙 感熱紙 集 専門業者

う 始  

日 市 容器包装 返 大作戦 行

い 紙

買 店 店頭回収 持 い う い

う 市 大々的 い

進 回 回収

回 減 自治体回収

22 割減 新聞紙 販売

店 回収 う い 自

治体 一気 や 流通

事業者 話 合い 納得 い い

進 い い  

松山市 人口 50万人以 都市 中 最

排出 少 い 別 作 方

特徴的 学生用 ン 高齢者用 大

文 あ 新社会人 学生向

不動産 や大学 ン ン 説明

配 う 徹底 い  

勝 や大木 水俣市

言 行 い 大木 学校給食 牛乳

変え 田市 葉山

言 目指 奮闘 い  

高 経済成長期以降 物質的 豊

私 簡単 便利 使い捨 生活

い い う 気 い 皆

声掛 変え い い

Ｒ 誰 知 い

認知 い Ｒ

進 社会的 減 循環型社

会 作 い 大 消費社会 突

進 向 う 要

転換点 思う  

 

●➷➬➮➱ 

水 山：日 市 容器包装 返 大作戦 成果

い いう 民  

   い いう言い方

う い  

中 井：日 市 長い間 や 減

取 組 市民意識 高い

ン 徹底 参加 い

情 い う  

参加者：店頭回収 う 処理

い  

中 井： 事業者 売却 い  

参加者： 関 間約 60

万ｔ 出 30万ｔ 自治体

回収 い う 10万ｔ 民

間業者 引 渡 多 海外

流 い いう 店頭回収 進

減 見え

い 実際 う 問題 あ  

人 日あ 排出 970ｇ い

う 昭和 60 代 問題 社会

問題 時 数 頑張

い い

いう現実 全国的 問題 大変

いう意識 共 い 環

境省 市長会 共通 課題

提起 一斉 取 組 う

い 思う  

 子： 指摘 通 間 60万ｔ発生

う 30万ｔ 市

回収 う 20万ｔ 容器包装

協会 引 取 残 10万

ｔ 市 独自 取引業者 設定

い 結果 多 海外 流出

い 自治体 民間業者 方

高 引 取 容 協会 引

取 い 状態 求

声 聞 環境省 海

外 良い いう

国 処理体制 確立

要 考え い 自治体

独自処理 回 引 渡 先
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民間業者 間 適 処理

確認

民 説明 求 い

 

処理 市 自治事務 状

況 応 行 う 環境省

政状況 厳 い中 処

理 経費 う使わ い

民 公表 ほ い 願い い

い 計算 当 廃棄物会

計基準 用い 統一的 手法 廃棄物

処理 原価計算 う

求 い 手法 簡素 図

課題  

中 井：自治体 皆 容 法 一番困

い 何 聞 い 民

説明 一番困 ン 結果

出 い 方

表示 い等 良

い いう基準 特 高

齢者 難 い  

参加者： 溶融炉 使 い 当初

燃や 扱

い 別 進 中 減

燃焼効率 労 い

地元 方 行政 求

自治会 や い う

市 い 別 や い

い 声 聞  

参加者： 別 開発 配信

い 袋 料 関 全事業

者 足並 え 料

思う 足 響 懸念

う 実情 い  

参加者：戸別収集 実施 現場 い 職員

市民 別指 い 廃 直

営 収集 出前講 会 自治会 大

学 講 行 学校 施設見学

投入体 や説明 実施 い

市民 職員 直接顔 合わ

説明 力 い  

参加者：地域 い い人 別

置 い 情 来 写

付 文書

徹底 い  

参加者：清掃工場 立場 言う 汚

可燃 回

燃や い いう部

あ  

参加者： 袋 料 取 組 協働 進

容器包装全般 少 取 組

進 い 売店 回収 価

物 処理 環境 取 組

言え 疑問 感 い 容器

包装 少 い売 方 流通 あ 方

考え い い

 

参加者： 民説明 何 行 い

別 い い 一人 対

説明 時間 う

理解 う 労 い  

参加者：容器包装 製品

理 説明 難 い  

 子：容 法 対象 い 対象

外 い い いう

指摘 聞 い 事業者

料金 い い い

い 製品 場合 捨

期間 費用負担

求 難 い 日本 法

市民 別 い

前提

い 欧 機械選別 主流

容 法 市 民 皆 協力

い い 成 立 い 後

前提 制 維持

い 工夫 必要 思 い  



第 分科会 廃棄物・資源循環 午後  資源ごみ サイク の自治体負担の軽減  

146 

 

参加者：自治会 加入 回覧 回

い方や高齢 方 料 知

言 い 指定袋 使わ

出 本当 困 い  

参加者：私 地域 ういう家 行 指定

袋 教え 別 方 教え

回 人 い 収集日 朝早 回

歩い 資源物 中身 確認 い

う 半ほ い 別

う 市 任

自主的 活動 い  

中 井：誰 や い 組 作

自主的 動 民 士 助 合い

要  

 

●コメン  

半澤 湯沢 長： い

昔 本 本気

集 う 思え 本 10 い

う 必要 い 陶器

い 民

行政 成立 い 役割

担 連携 袋

料 関 湯沢 観

あ 外 来 人 買い物

多い 入 う

観 事業者 情 来 う 思

い 聞い い 湯沢 秋 食

ン 開催 自 箸 器 持

う う い

中途半端 う 祇園祭 取

組 多 団体 実行委員会 組織

い ネ 思う

京都市 日本 発信基地

ほ い 資源 節約

費用 減

売 中 再利用 費用 確保 循環

必要 当 処理

億 千万 い 税収 見込

い中 一部 費用

消費税 増税 良い い 容

器包装 い

作 意識 醸成 大事 思う 意識

醸成 い 自治体 先頭 立

引 張 生産者 使用

製品 う や

常 研究 い い

い

形や色 統一 や い 必要 あ

湯沢 電気式生 処

理機 助成 行 い 成 16

始 43 助成 い 家庭菜

園 い 方 良 使 い 学

校 廃品回収 い kgあ

助成 い

開催 い 間伐 使

紙 作 ン 伝や湯沢

冊子 作 い 参加者 者

多い い層 大

え い  

 

● ✃❐ 

中 島：NPO いう市民 立場 活動市民 行

政 企業 連携体制 い 日 話

中 役 立 い あ

難い  

樽 井：市民 活動 少

進 岐阜県

富田林市 陶

磁器 再生工場 関西 陶磁

器 皿 埋立 中

陶磁器 割合 劇的 減 状況

い 関西地域 自治体 方

取 組 い い 国

後押 い い  

 山：市民 行政

う 組 合わ 利用 合う
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必要 強 生 連携 必要 あ

 

 子：自治体負担 軽減

廃棄物会計 透明 効率

図 い い 環境省 業務効

率 向 取 組 一緒 考え

い い 考え い 社会全体

効率 自治体 事業者

負担 移 社会全体 費

用 い 容 法

金 払う

別 団体 いう 組 あ

課題

や い容器包装 作 う い

う ン ン あ 働 い 費

用負担 EPR

や い容器包装

ン 求 組 や消費者 声 届

場 考え 必要 あ 思

う  

 田：損得 う ン

う関わ あ 考え 取

う い 立場

考え 誰 作 い

う問題 あ あ 芽 う

進 い  

中 井：家電 法や自動車

法 製造 事業者 責

任 持 素 統一 や製品

設計 変わ ほ 出 い

組 変わ 容 法 製造

責任 持 う

必要 あ 私

Ｒ( )

進 い 法 改

や事業者 動

力 合わ や い い  

水 谷： 日 話 聞 本当 や 気

難 い 感

一人 支え

団体や行政 あ 容器包

装 本来的 買い い い

いう あ 誰 処理費用

負担 いう 皆

議論 必要 あ 高齢 対

別 う い いう

い 問題

い う 思う 国 方

議論 い い 自治体 費

用負担や制 複雑 困 い

い 制 改善

大変 役回 うい

う 困 い う変え ほ い

いう声 出 い 大事

い  
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第９分科会 廃棄物 資源循環２ 午前  

生ご 食品ご 減量  

コ ネ タ  

京都市 減 推進会議 ネ  齋藤  

話題提供者  

 い い い食 運動 展開中！  

福井県安全環境部循環社会推進課資源循環  主任 河嵜昭子 

 賀市生 堆肥 循環 い  

賀市市民環境部生活環境課 主査 田中伸治 

 生 減 生 処理機 処理容器購入補助 拡大  

生駒市環境経済部環境事業課 川 子 

 社会実 ！ ン 取組  

限会社 や 研究所 大関  

 官民連携 技術 用い 生 等 地域 循環  

㈱ 持続可能経済研究所事業開発  循環技術  角新支朗 

会場 ン  

 

齋 藤： 日 越 方 自治体関 者 約

半数 議員 方 市民 少数

い 私 方 簡

単 生 関 い 話  

私 在籍 京都市 減 推進会議

市民 事業者 京都市 減

推進 団体 会

員 450 ほ 事業者や市民団体

あ 私 Ｒや Ｒ 推進

担当 い 生

間 使 い 物資 約 16.1

億 ン う 廃棄物

5.8 億 ン い 中 2.5 億

ン 循環利用 い 中 食

品廃棄物 料 8,460 万 ン

食品廃棄物 1,760 万 ン 製造業や

卸売 流通業 外食産業－一般廃棄

物 産廃両方 中 一般家庭

出 い 1,000 万 ン い

あ ほ い い 事業系

廃棄物 比較的再生利用

や い 食品

可食部 500～800万 ン

62 万 ン 再生利用 い

い 状況 国 支援 食料

い 約 400 万 ン

回 あ 日本 米 収穫 850

万 ン ほ いう

 

 

齋藤 友宣 

 

家庭 割 生

生 約 割 調理

割 食 残 京都市調査
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割 半 手付 食品

1/4 賞味期限 迎え い

い食品 あ  

食 残 人家族 約 80kg

金 65,000 い

全国 11 い 日

本 農業 水産 出荷 金

あ い 少

い いう 課題  

家庭 食品

言う 購入 約 ％ 捨

い 世 別 見

多世 比較的少 い 人世

や 多 い 菜 多

肉類 穀類 外食産業

食堂 ン 食 残 少

い 披露 会 非常 多

い 宿 施設 多い  

科会 生

減 出 い

減 いう 前提

話 話題提供

方 話 い い  

 

●話題提供  河嵜昭子 いしいふくい食べ

き 運動 展開中！  

福井県 取 組 生 発生 事前

抑え い 食 う いう趣

取 組 大 排出 食品

抑え 家庭や ン

い い福井 食 使 い い

料理 作 い 食

う いう 残 料理 家庭

新 食 ン 料理 活用 外

食時 持 帰 家庭 食 いう

進 福井県 県 先

取 組 あ  

先ほ 齋藤様 話 あ う 日本

多大 食品 発生 う

い い状況 改善 い

い い い食 運動 始  

福井県 成 22 改訂 福井

県廃棄物処理計 家庭等 出 一

般廃棄物 成 27 目標 測値

100g 減 成可能 人 日当

840g 設定 い 取 組

一層推進 い 成 23 い

い い食 運動 ワ 図

 

当初 地 活動 展開

県民 見え う 協力店 応援店

推進や消費者 運動拡大 い

い い食 運動 地域展開 子 や

い世代 啓発 行 い 食

運動協力店 成 27 現在 1,008店

や 盛 食 残

出 い工夫 設定や食 残

減 う 意識啓発 店 表示 様

持 帰 料理

設定 希望 持 帰 等 提供

地元食 使 い い料理 提供

協力依頼 行 い 食 家庭応援店

生鮮食品 食 頃 表示や地産地消

設置 閉店間際 割引販売 少

売 売 充実 食 使

い 紹 無 い

買い物 食品 い 手助 食

使い う 取 組 願い

い  

食 運動協力店 応援店

知 う 見え 協力店等

愛称 使

や 掲示 うほ

い い

活用 い 県

協力店 応援店 詳 情報

掲載 充実 図  

食品 削減 施策 食
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実践 表 作成 家庭 配 い

消費者 買い物 際 売

売 利用 必要 購入 や

買い物 出 前 冷蔵庫 確認

注意や工夫 促 項目 掲

い  

う 実践 う

協力店 連携 食 使い 料理講

習会 実施 い Ｈ25 回実施

節約 いう 使い

いう 実施 食品 期限表示 賞

味期限や消費期限 い 周知 食

食 無 抑え う

取 組 行  

 

河嵜 昭子 

 

消費者 注意 啓発 外食時

留意 適 注文や食中毒 注意 持

帰 願い い  

食品 多 発生 会 会 箇

条 適 注文や酒 席 食 時

間 作 出 料理 配 事

や司会者 声 折 持 帰

い  

地域一体 食 運動 実施

あわ 市食 運動 食 運動推

進協議会 設置 温 旅館協 組合 女将

会 協力 食 設定や

殻 堆肥 や 市民団体 教育関 施設

商工会 観 協会 協力

全体 取 組 進 い 鯖江市

様 様々 団体 協力 合い 地域 ン

実施や子 ＰＲ 強 保

育園や幼稚園 食 紙芝居

行 い  

子 や い世代 啓発 大 子

向 食 運動 う 制作 希

望保育園 配 や県連合婦人会

連携 保育園 寸劇や 実施

成果 あ い  

い い い食 運動 現状 課

題 運動 認知 24 40％ 25

51％ 26 56％ 向 い

食 運動認知 向 や 層 続

啓発 食 運動 目 見え 効果

把握 数値 協力店 応援店 録店舗

取 組 続 あ 成 26

県連合婦人会 食 運動 強

や保育園等 親子学習会 実施

等 食 運動 促進等 進 い

 

 

●話題提供  田中伸治 甲賀市生ご 堆肥化

循環シス ム つい  

賀市 生 堆肥 入背

賀市 滋賀県 東 部 置

成16 10 賀郡 合併 誕生

市 あ 生 堆肥 取 組

水口 い 成 13 開始 合

併後 賀市全域 実施 い  

入 経緯 い 増え続 対

郡 運営 い 焼却施設 能

力 限界 近い 背 生 減

効 必須 あ 資源

見 い う いう発想 堆肥 取

組 あ  

賀市生 堆肥 循環 組
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い 家

庭 集積所単 堆肥 事業

参加 込 い 生 処理機

購入 い 市 配 種

堆肥 牛糞完熟堆肥 使 生 処理

い 種堆肥 生 ン 状

入 い  

次 回収 家庭 処理 生

集積所 設置 あ 回収

投入 市 収集車 回収 替

わ 空 置い いう 組

回収 回 あ  

回収 生 市 ン

種堆肥 追加 発酵 種堆肥 作

家庭 配 いう循環

あ 堆肥 堆肥 作

利用 難 わ

種堆肥 戻 循環利用 いう

新 い試 あ 配 余 家庭菜

園 使う  

入 検討 全市展開 経緯 事

業 推進 要因 民 理解 得

熱心 民 率先 算

計算 持 事

業者 い あ 特 成 13

入検討時点 大 役割 果

水口 推進協議会 委 事業者

取 扱い方や臭気 い 課題 提起

民 理解 協力 550 超え 世

ン 参加 得 地区

試行 わ 試行段 ン

調査 実施 悪臭 抑制 い 良い結

果 出 成14 10 水口 い

全 展開 実施  

合併後 区域 全市域 拡大 成 27

参加世 数 8,752 世 成 25

総回収 1,579 ン い  

施設 事業費 事業主体 賀市 運

営 民間業者 委 い 処理能力

22.2 ン/日 間運営経費 約 8,800

万 成 26 収集委 費 約 9,100

万 収集 約 130万

い 現状 生 減 効果

出 い 成 い 言え 処理

手法や考え方 各自治体 地域 合 手

法 あ 参考 い 思う  

 

田中 伸治 

 

事業 課題 賀市 世 数 約 万世

参加者 全体 割程 民

理解 協力 期間 要 あ 参加者

数 伸 い 様 回収 横

い あ 回収 い 人口 増

加 要因 あ 一概 回収 増加

い 良い 言え い面 あ

収集 堆肥 工程 手間

あ い 生 処

理機 補助 中 堆肥 事業 参加

募 い 手間 問題 あ 難 い

面 あ 種堆肥 不足気味 課

題 思 い 収集 少 い

響 い 当市 農 地 あ

草 混合 堆肥 作 い  

堆肥 循環 事例 いう

話 い い 参加者数 増加

何 良い あ 是非 聞

い 思う  
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●話題提供  細川真子 生ご 減量 ため、

生ご 処理機 処理容器購入補助 拡大   

補助 あ 当市 昭和 61

補助 開始 当時 埋 込 式

容器等 対象 補助率 1/2 い

後 成 12 密閉式 機械式 補助対

象 追加 補助 続 間 請

方式 民間 通 事後 請 替え

利便性 向 図 補助 減

少傾向 あ  

成 27 家庭 料 伴

い 成26 10 補助金交付要領 改

補助率 3/4 拡大 や補助対象 増

や 追加 限 引

成 26 来

多 処理機 購入 結 い  

料 補助 拡大 い 議会

決定後 広報 市民 周知 図

販売店 市民 周知 依頼

自治会 寧 説明 取 組

料 収入 約 億 生

自家処理拡大 充 約 6,000万

目的 あ 収入 ネ

や雨水 ン 陽 発電 補助 使

い  

 

細川 真子 

回 補助拡大 い う少 詳

話 補助率や限 引 以外

補助対象 拡大 加え

あ 用 あ

実際 使用 い 葉山 視察 行い

ン 検証 行 機械式 電気

式 や密閉式 埋 込 式 一般的

微生物 解 堆肥 わ

い や ン ン い 水

必要 い ほ 食 投入可

能 投入 続 ほ 土 増

え い 特徴 持  

新 い制 や処理機 い 広報や

出前講 加え市 家電取扱店

案 周知 図 生駒市

長い 近 ン 購入

う 配慮 あ 各店舗

積極的 行い 市民 周知 関心

向 市役所 生 処理実

や環境事業課 窓口

展示 行 い  

補助 実績 成 26 大 伸

補助金 成 25 約 96万

対 5,900万 大幅 増加 特 近

調 機械式 処理機 1,097件 前

27 件 大幅 増加 率 全体

3.2％ 間 合計 い 均的

率 ％ 言わ い 後一層

推進 い 必要 考え い 燃え

前 比 80％ い ン

効果 現 い 考え 生駒市

宅都市 新築や改築 際 処理機

設置 え う 働 い  

生駒市 生 減 わ 事業 家庭

生 減

設置補助や市 施設 堆肥

推進 い  

課題 製品 補助金 差

や処理機購入後
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堆肥 回収 効活用 あ

生 活用 発電 検討

中 あ  

 

●話題提供  大関 社会実

験！ ち コン ス 取組  

取 組 NPO 協力 実施

都市部 生 処理

い 活動 参加

わい 発信 いう わい い

作 大事 実 事業

失敗 成 成果！ いう

自 合 見

場 や 生 処理 都市部

生活者 知 う いう

要 生 燃や 捨

和感 あ 人 増や 目的

い  

ン 告知 工夫

絞 いう あ

具体的 30才 40才 女性 い

告知 関

例え 齢 70才代 人

事前 活動 容や目的 知 思い

い い う 工夫 い 資料

催 告知 機能 生

考え 保 資料 う

配慮 告知 SNS 活用  

活動 実際 ン  

ン ン 事前説明会 開催

前 後 部合計 49 参加者 あ

経 共 広 い

目標 生 土 還 あ

燃や 変や いう人 増や

目的 実 事業 失敗

成 成果！ いう 要 知

後 ン 魚あ

ン 生 菜 ン

ン ン 型

土 う 段 袋 ン

いう 活動 場 設 参加者 好

参加 体 会 や 情

報交換昼食会 実施 い 参加者

秤 渡 計

依頼  

 

大関  

 

ン 成果

前向 活動 進 いう あ 社

会実 強調 通常 ン 失

敗 いえ 悪臭や虫 わ 挫折

多い 様々 失敗 い 講師

尋 原因 参加者 堂々

共 い  

減 効果 出 あ

秤 計 ン 入

軽 袋 容

生 以外 実態や減 方法

い 情報提供 あ 生 以外

相当 減 いう 実感

中 一般 参

加者 い  

良 主体性 あ 参加者 相

互 交流 いう 回定員 超

え や 気 あ 参加者 集 地域や行政

様々 立場 方 関わ い

活気 あ 作業や ン
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陽 発電 う ワ

い 思う  

実 わ

や 大 い あ 直接教え う

実際 や 必要 あ 理解

思う 人 直接

教え い 感 確認 自

合 い 吟味 必要 あ

実感 い  

活動 全部参加 比較 意

味 あ いう 全部 参加 理

解 深 生 処理 本質 後

時々 合

や 方 選択 実践 比較検

討 大 いう  

宅都市 各戸生 処理

広 いう い

絞 告知 いう

ン 告知 行政

役割 大 一方 情報 届

層 狙い 広 戦略

大 思う 中立的 紹 人

必要 いう い自 実

践方法 推 や

応 見 場 提

供 選択肢 自 提示 大

一定広 助成 必要 い

う 思う 一部 関心 高い人

多 人 挑戦 う 序盤

行政 助成 必要 思う  

 

●話題提供  角新支朗 官民連携 よ バ

オ ス技術 用いた生ご 等 地域内循環  

官民連携 いう立場 話

い 思う 自己紹

い い 会社 理念 持続

可能社会 実現 いう 企業や自治体

農林水産業 支援 幅広

手 い 京都 本社 移 東日

本大震災 契機 東京一極集中等 対

応 一環 事業 企業向 自治体向

あ  

回 陸 宮城県 東部

あ 人口 14,000人ほ あ 震災前

約 18,000人 方 山 海山 一

体 豊 自然環境 形成 い 地

域 産業 漁業 水産加工業 観 農林業

主 あ 震災 大 打撃 あ

死者行方不明者 800人以 全壊建物 全体

約 割 活動 社

ン 続的 派遣 募金 募

中 総合計 見直 震災

興計 策定 際 自然 共生 や

ン 挑戦 創造的 興

掲 い 会社

事業 あ いう

あ 震災 ほ

後 構え や

始  

 

角新 支朗 

 

地域 何 考え

陸 特徴 森 海 街 ン

や地域課題 震災 興 ネ 資源

社会課題 処理経費 増大

産業衰 人口流出 調 結果 持

続可能 地域資源循環

事業 事業 基盤
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廃棄物 包括的資源循環 地域

ネ 経済 産 木質 事業 提

案  

事業 2012 実証試

行 生 や

施設 ン発酵 液肥 生

産 発電 熱利用

液肥 環境保全型農業 使う 地区 設

定 別 地元 民 協力 行

い 民 理解 得  

事業 前向 意見 多

陸 産業都市構想

策定 2014 国 補助

認定 事業 推進 計

産業 軸 環境 や

災 強い 目指 いう

震災 興計 ン 挑戦

実現 あ 地域 特徴 あ 森

海 街 一体 地域性 活 豊

富 生物資源 木質資源や生

循環利用  

事業 公募 結果 当社 式 協定

15 間 結 官民連携 実施 い

施設 当社 設計

建設 運営 生 別 収集 液肥

利用促進 い 豊富 活

支援 実施 い 委

事業  

事業 概要 全 約 5,000世 生

約 3.5 ン 衛生 ン 処理

汚泥 600kWh/日：約 60

世 熱利用 液肥 4,500 ン：農地 70ha

生産 将来的

や食品工場等 機系廃棄物 扱い 施

設 増設 い 構想 い  

事業 見込 効果 災 興計 実

現 基本 生 資源 衛生 ン

延 非常時 ネ 確保 安価 機

質 肥料 提供 新 産業 用 創出

あ 特 生 別 処理 要

ン 考え 支援

い  

前向 進 い

要因 地域 将来 ン あ

民 本気 取 組 う いう気持

や周到 事前 調査

資金面 事業主体 明確

あ 思う 官民連携 民間 投資や

創意工夫 込 経済的 効果 生

利点 い う  

 

●総合討論 

田 中：外郭団体 中心 口 効

い 確 あ 説明

納得 始

い 一定以 伸

自治会 依頼

必要  

 川：補助金 3/4 増加 際 ン

あ 伝 実施 行事 際

周知 い ン

実施 意見や 聞い い  

大 関：生 ＝ い いう 変

え わい い

大 実際 実演 わ

理屈 男性 理解 い  

齋 藤： 失敗 前提 失敗

あ ？ 

大 関：液肥 い 強烈 集合 宅

難 い あ  

河 嵜：外食産業 健康福祉

ン 出先機関 願い

周知 県庁 目標値

あ 職員 協力的 県

婦人会 連携 効果 大 自

主的 地域 周知 行  

齋 藤：外食産業 ン や旅館 業界

団体 難 い あ 思う  
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河 嵜：保健 ン 食品 安全衛生 説

明会 行う 際 周知

願い 食品衛生組合

紹  

齋 藤： 賀市 ン 面 運 あ

う 労 点 う

 

田 中：種堆肥 い い 試 い 出

い 選別 力

水口 推進協議会 あ う

推進 地域 格差

あ 推進 難 い あ  

角 新： ン菌 作用 説明 理解

協力者 増え 中山間

地 あ 震災 状況 逼迫

い あ 夢 語

心理面 要  

齋 藤： う 展開

感  

齋 藤：福井県 婦人会 共 いう

う 工夫 あ

 

河 嵜：婦人会 組織力 活 保育園 回

う 食育 関

あ 効果的 寸劇 配

民 参加 良い

ン 展開 食

根付 考え や

子 理解 う

大 親子 推進 家庭 大事

考え  

大 関： 伝 ン 配 以外

活用 50 人程 集

やや少 い いう

立場 提供

期待 自 学ぶ意欲 持 人

参加 促 い や 気 あ 人

関心 高い人 集 要 思

う  

齋 藤：会場 参加者 何 意見等あ  

参加者：自治会 い い 力

啓発 推進 難 料

目 見え 市民 意識 変

わ 使 い 合

わ い人 あ 自 合う

必要 市 ン

い 失敗 含 情報提供

大  

陸 や 賀市 取 組

大変良い 思う 市民 立場 いう

い 感

 

角 新：単純 燃や

ン 地域経済 活性 波

効果 見込 陸 説

明 い  

参加者： 料 対 い 議員 い

わ 行政 前 出 広

い い 機会

市 広 い ン

処理機意外 い い 選択肢 あ

周知 い  

齋 藤：処理機 い 価格 含 千差万

別 い い 紹

い 必要 思う 料 や処

理機 入 関心 向い

い 様々 検討 行え 良

い 思う 賀市 含

考え方 う  

田 中：市役所 考え方 削減

生 減 要 考え

袋 統一 い

料 合わ 袋 用意

別 当然

焼却 済 あ

良い い 処理施設

負担 あ 市 生 処

理 合わ や廃
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行 別

含 市民 家庭 管理

いう意識 持 大事 考え

い  

参加者：ネ 利用 生

減 効果的 乾燥

悪臭 焼却

燃え 焼却炉延 虫 発生

気 発生 わ

乾燥 い 間 発生

少 い  
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❒❮❰科Ï 廃棄Ð 資源循Ñ２ 午後  

共感 得ÒÓÔÕÖ×ØÙÚÛÜÝÞß 

コーディàáター  

京都市 減 推進会議 ネ  齋藤  

話âãä者  

 先生  

研究会 代表 森田知都子 

 容器包装廃棄物 発生抑制 取組 減装 う ン い  

NPO法人  事務 長 島理沙 

 問題 民 関心 拡 実践 促 ―ソ ン

―  

国立環境研究所 資源循環 廃棄物研究 ン  特別研究員 島英子 

Ïå ン  

 

齋 藤：わ や い環境情報発信 関心 い

人 関心あ 行動 い人 い

巻 込 い いう 進

い 日 方面 い活動

い 私 自己紹 う 問

題意識 進 い いう話 始

私 京都市 減 推進会議

来 市民 事業者協働 減

取 組 う いう団体 京都市

袋 料 販売

い 会員 450人 業界団体 組合

商工団体 市民 消費者団体 環境団

体 行政 京都市 入 い

実行委員会 あ 啓発実

行委員会 地域活動実行委員会

京都市 250 校区あ 地域 天

油回収 Ｒ 進 い う

京都市 修理

一覧 耐久消費 情報提供  

環境情報 提供 比較的う い

い 事例 一 紹 い 2006

話 京都 瓶問 協 組合

一緒

瓶 減 LCA 的

最終処 減 優 瓶

売 い 店 缶

瓶 あ 結

果 前 比較 缶

比率 缶 比率 瓶

本数的 ほ

POP 効果 い 考え い

 

減 行動 段 生活 変え

う 難 い 自治体 行政

い い 啓発

効果 出 い う 関心

い方 関心あ 行動 移

い方 行動 う 啓発

実際 行動 う

巻 込 例 示 あ Ｒ行

動 生活 中 取 込 い い

行動 示 変わ

う  

 

●話âãä  森田知æ子 ろしçèエコの

生  

使 い 家 あ

う い 研究会 立

23 前 1992 見

皆 前 紹
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う 期 経 日本文 置

去 い 危機感 感

研究会 立  

第 90回 行

高校 生 運営

い 市民 方 学校祭 来

手伝い い ン

い 会員 260 海 沖縄

出前講師 人 育成 い

国際交流 行 後 活発

い 日本 国際 い

東 圏 方 声 掛

い い い  

包 いう 腹 赤

い 姿 何 育 表 い

倉院 安 時代 宝物 包 江

戸時代 江戸 銭湯 脱衣所 包

風呂敷 いう 伝え 語源

湯 抱え 帰 商売 使わ

い 私 昔 使わ

現代 暮 使

う い  

や い 良 一番伝

え い 史 あ 先人 創意工夫

感 生 出来 私

行 い 未来 実感

環境活動 い 基本

思う  

皆 使 ワ

い 現代 子 見

い 見 い 夜逃

泥棒 いう 子

見 喜 私 遺伝子 中

い 血 い 唐草模様

泥棒 柄 子孫繁栄 いう意味

縁起 いい 嫁入 際 団 包 持

松竹梅 夫婦 情愛 示 い  

皆 持 い い い 70cm

一番 い 袋 変わ

使 う 提案 い

持 う 1992

袋物 活用

ン う 四

角い 結ぶ 何 役 立

旅行 行 日差 強 帽子

結 目 中 入 帽

結 結 丸結 言う 帰

ン 買い物 袋 用途 一

い 時 役 立 家 帰

場所 取 い う ほ 楽

繰 返 使う 学 新

買わ いい 学 場

い 過去 あ 作 う

隣 結 う 環境活動 基本

ういう 人 何 い 大

集 大

や いい

い 大 力  

良い 枠 作

い 大 包

ン ン 袋 料 い

自治体 増え い 昔 人 知恵

本包 や瓶包 紹 終わ 昔

ン 通学 い 子

少 教科書 包 学校

行 い 水筒や 一 瓶

包 瓶包 自治体 皆 会議 時

持 行 い 話題

出 い 繰 返 使う 現代 生 い

意味 体感 ほ い  

 

森田 知éê 



第９分科会 廃棄物・資源循環２ 午後  共感を得 わか やすい環境情報発信  

 

160 

 

●話ëìí  小島理沙 容器包装廃棄物 発

生抑制 取組 減装 う ン

い  

神戸大学 NPO 法人 い

容器包装 減 活動 い

2006 10 容器包装 減

ン 活動 い

う 世 中 い 考え 買い物

際 容器包装 考え 買う時

考え う 容器 減 価値 考え選

択 需要 高 容器包装

少 い商品 増え 社会全体 容

器包装 減 う いう 私

ン to や い  

容器包装 減 い 考え

い 売 困 容器包装

商品 顔 商品 勝 い い

売 商品 商店街 対面

式 販売 時 商品 中身 説明

容器包装 い い 方式

行 誰 説明 い 商品 自

売 い う 事情

一般的 容器包装 包 い 理

屈 売 手 売 商品 作 い 多 消

費者 何 望 い 家庭 出

減 い 自治体 基本的 別

い 消費者 う 減 い

い 売 い 困 事業者 売

い 買え い消費者 いう構造的 要

因  

うや 消費者 伝え ン

ン 替え用 本体 あ 少

い商品 商品

端 買い 使い 残 容器包装 図

中身当 容器包装 使わ

い ン ン 付 減装商品

推奨作業 大変 商品

ン ン 限界 あ  

山崎製 ン 話 ン 袋

工夫 31％軽 ン

や ン 目立 う

い 留 具 保 使う

留 具 無 計販売 間 540

万個売 12 ン削減

CO 減 30

万 売 心配

誰 良い話 あ 対

 

 

小島 理沙 

 

課題 推奨方法 い 生活雑

四半期 商品 入 替わ 図 続

持続可能 い う解決

いう 業界団体 容器包装 い

基準値 作 う い 消費者 認

知方法 目立 気 い え

ほ 気 い 限界 あ 商

品 付 う 取 組 い

袋削減 取 組 聞

消費者 ン 課題

組 自体 私 活動自体 ン 直

ほう 良い 考え い  

 

齋 藤： 日 話 出 減装

う い 聞 い  

 島：減装 う 地域 方

大学 来 い容器包装 い 深
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掘 聞 い 消

費者 深層心理 容器包

装 い 語

ン ン 自

ン 持参

減 いう ン ン 行

 

 

●話îïð  小島英子 問題 民

関心 拡 実践 促 ―ソ

ン ―  

環境省所管 研究所 所属 研究員 市民

う 働 問題 関心

高 実践 促 いう研

究 い 日 ソ

ン いう手法 話 い  

現在 自治体 提供 廃棄物処理

民 対 一的 い い

う 政的 い自治体 民

効率的 対応 必要

い 民 廃棄物管理 参加 や

い う い う  

ソ ン 社会的課

題 解決 民 具体的 行動

う う いい いう

ン 手法 い い あ 日

話 ン ン

民 ン

特徴 把握 合 働

いう

ン 男性 女性 齢 関心層 無関心

層 あ 々 研究

齢

家族構成 組 合わ 全部 10個

特徴 把握 川崎市

ン ン 調査  

最初 人 変

管理 対 変わ い い

う仮説 立 対象

ン 行 独身 利便性 視

関心 い 別少 い方 いい 別知

い 傾向 あ 問題 い

情報提供 あ 自 行動

いう 応 見 夫婦

男女 別行動 割合 高

男性 奥 目 あ 女性 自 家事

頑張 中 家族 育 盛

子 い 多

ン 管理 い 収集 変

わ あ 何時 い 収集 来

時刻表 う 表示 ほ い いう意

見 あ 高齢夫婦 環境問題 関心 あ

家族 人数 減 い 管

理 負担 少 余裕 い  

 

小島 英子 

 

次 問題 関心 齢 変わ

い いう仮説 立 ン 調査

行 例え 現在 60代 人 ン

結果 子 時 親 管理

い 別自体 生

燃や 自家処理 い いう回答 多

い 20 代 管理 自 管理 う

当時 問題 別

30 代 男女 変わ 男性 事 忙

奥 任 い 自治体

回収 う 関心持 いう回答

多 女性 現実的 結婚 関心
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う 別 増え 子育

期 増え 減 い 回

答 多い 男性 60代 職

管理 う 自治会 地縁

組織 入 関心 高 女性 30～40代

充 関心 高 高い 維持 い  

特徴 踏 え 施策

考え 独身 一番

関心 自己中心的 自治体

関心 高 要 者

難 い 大学 入学手続 来 時

一人暮 始 役所 手続

来 時 捉え 情報提供 考え

社会人 一歩手前 高校生 対象

 

家族 特徴 育児 追わ 時間的

経済的 余裕 少 い 関心 知識

い 男性 別行動 男性 比

高い 最近 い男性 家事 い

考え 女性 子

子 散歩 公園 行

地域 歩い 回 多 環境

や安全 関心 う う

育児 絡 効果的

子 一緒 参加 作

考え  

中 家族 Ｐ 集団回収 関心

高い 男性 子 見本 う 関心 や

や高い 男性 女性 子 教育 絡

良い い 多い

減 募集 一考 あ

 

高齢夫婦 高齢家族 子

独立や 職 時間的 余裕 あ 担い手

期待 者 周知 担

う 近所 う い 寄

い いう 指 員 腕章 付

者 配 別 ン 作

人 自治体 墨付 付い

い 明確 あ 活動

や う  

民 働 時 民

い

特徴 理解

要 必

都市 民 農 部 民 自治体 置

状況 特徴 理解

各 合 様々 施策

出 う  

 

参加者： ン ン

う う 思う 結

婚 働 続 い い

共働 奈良県 専業主婦率 高い

 

 島：川崎市 必 家

庭 入 共働 率 高い 自治体

う 各自治体 状況 理

解 必要 あ  

 

●ñòóô 

齋 藤：色々 取 組 あ 中 聞い

職員 中 余裕 い い

う自治体 あ う ういう風

い 市民 伝わ

森田 自治体 い

あ い  

森 田：自治体 環境学習 自治体 支援

消費者団体 行政

色々 事業 運営 い

市民 参 行政 成 立

い 第 者

減 う

環境活動 う いう取 組

期的 事業体 いう

通 市民 意識高

盛 込 い 話 い

行政 距 感 あ 私自身
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変わ 行政 色々言

思 い 市民 い 心

地 快適 暮 い 考え

い 市民 参加

講習 い

い い  

齋 藤：参加 方 減 講

関心 い方  

森 田：生活学校 勉強 い 人 行政 料

理 無料 暇 ぶ 来 う

いう人 い 興味 う

感 市民 孤独感 疎外感 感

高齢 方 疎外感 感

疎外感 排除 い

い 要 人

い 人 少 良い

あ 良い い あ

自身 情報提供者 会話

生 い 良い  

齋 藤：私 37歳 私 感 い 高齢者

高齢者 う 思う 島

見 先 高齢者

感 う  

島 英：高齢者 い 元気 高齢者

身体的 精神的 衰え 見 高齢

者 元気 高齢者

地域 献 い高齢者 自 趣

味 生 高齢者 い

一方 身体的 精神的 衰え

い 高齢者 別や 出

無関心 や

う 高齢

者 対 出 支援 研究

い 千葉市や新潟市 行政 地

域 ン 自治会や Ｐ

高齢者 宅 出

ン 持 い 共助 取 組 あ

災 あ 時 地域 支援

い あ 出 出来

い高齢者 い 見 行

色々 波 効果 あ  

齋 藤：自治体 や い

届 う い

届 い いう話 あ 自治

体 可能 事例 聞

い い  

参加者：愛媛県 子 民生児童委員 独居老

人 訪問 時 回収

い 民生委員 い 後期高齢者 75歳

以 世 認知 入 い 出

日 い いう人 訪問 い

何日 出 日 言う

帰 人 い  

参加者：熊本県水俣市 20 前 高 別

始 新 い問題 別指

員 定 職 や

い 80歳 出

島先生 高

齢者 出 い 中学生 高校

生 出 必要 いう

い 両方や い

出 難 い高齢者 代わ 中学

生 出 出 日 部活

動 中 う う学校 話

資源物 方 多い 部活動 や

出 中学生 別収集

実際 行う 学校 教育課程

入 い 中学生

実際 高齢者 出 協力

い  

森 田： 学生 環境教育 対策 一緒

い 素晴 い  

島 英 ：中学生 高齢者 出 手伝

う 環境教育 高齢者

接 方や社会 献 い 学ぶ

機会 い  

参加者：中学生 礼 言わ

関わ 入 い 子
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入 や い あ 回広

報紙 配 い 別

出 日 あ 生 い

付 的 色々あ 考え

私 司 定 部活 い

考え う 思

司 環境 事

い 教育委員会 事

い  

島 英 ：高齢者 回収 来

近所 人 自治体職員

出 手伝 抵 い

聞い 自治体職員 回収

ほう 気兼 良い いう結

果 子 場合 気兼

子 接 高

齢者 嬉 い い 一方 親

理解 う 学生 や う

親 発 あ

いう事例 あ  

参加者：水俣市 高 別 始 時 い

い 自治体 対や抵 あ

い 水俣市 抵

ういう 地 あ

い  

齋 藤：本当 嫌 や う

意識 高い  

参加者：意識 高い 一部 大部 通

人 方 い部 あ 思う  

齋 藤： 島英子 啓発 あ

中 向い 声掛 あ

声 掛 い 言う 効果

あ 聞 う 減 ン

意識的 人向

思 書い い 企業 向

子育 世代向 書

い い 対象者別 区 広報

聞い あ  

島 英 ：自治体 広 公 いう

あ 事例 い 福祉 高齢者

教育 子 保護者

絞 廃

棄物 広 民 対象

ういう手段 取 い

い  

島 理 ：神戸市 者向 作

う 言 い 単身世 入

ン ン 管理組合 学生

寮 別 い 持 い

い 金 関東

対応 い う 高齢者

対 見回 回収 あ 収集運

搬 人 護必要 収集 人

ン

増え い 高齢者 う

対応 問題  

齋 藤： う 検討 あ

誰 使わ い う いう

収集日 間 え

一緒 何 流 う 考え

 

参加者：京都市 捨 い 検

索 何

使い捨 対

軽 いう提案 い い

WEB 携 入 や い

う 意識 い  

森 田：京都市 区 い 着 い

持 良い

いう あ 回 春

秋 あ 環境 間 行 あ

層 人 来 い 高齢者

家族連 ン

ン

思 幅広 え

地域 活動 良い  

齋 藤：何 一 間 続 広報 い

ン 良い  
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島 理 ： ン 金

ン いう言葉

意味 い 大意味不明 言葉

ン

ン

ン ういう意味 使 い

い

ン 伝え

考え 新聞折込 店 広告

あ 効果 あ

支援 一過性 続

い 課題 減装 う

話 い 世代 40～50

代 主婦層 調査 答え 方

いう 環境意識 高い方 見え

情報 感 いう

ン 答え

方 決 い 言う

や 知 い や い

簡単 い  

齋 藤：知 い 買い い 思う 減

う ン ン 博報堂 入

い 聞 金 大 投入以外

工夫 い  

島 理 ：店頭 POP 工夫

逆 色 使う  

齋 藤：自治体 取 広報手法や手段

ほ 多 い 民生委員

ン … 広報 や 効果 あ

いう例 い ？ 

参加者：福井 飲食店向 会 箇

条 家庭向 使い 賞味期限

子 向

捨 い 伝え

や い 後 う

効果 あ い

終わ 後 関心 持 い

調査 い い  

参加者：行政 い 自治会 立

場 半減 向

や う 応 良

物 一緒 持 行 時 再

生紙 作

全然 金 い 手間

い 集会所 不用

品交換会 い 自治会

立 管理 い う

処 い 生駒市 処

う 次々 人 来 知

い ほ い

配  

島 理 ： 金 社会課題 解決

例 ン 空港 男子

汚 男性 便

器 方 い

狙う 掃除 楽 いう

あ 私 ン

気 い ういう  

齋 藤：PR 手法 色々開発 い 島

英子 首都圏 市 手 え

あ 広報 民 取

差 あ いう研究 い

紹 ほ い  

島 英 ：廃棄物学会 発表 首都圏

市 民 ン 自治体

ン

別 や ン

開催 関 20施策

挙 民 要 思

い 何 満足 い 聞

自治体 要 思い

民 満足 い

思い 聞い 民側 自治体

側 合 い 聞 自

治体 思 い 民 感

い う 民 一番 要

思 い 別 や

自治体 や 別品目
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設定 要 考え い

民 い

や 伝え 自治体 民 満足

い 思 い ン や環境

学習会や出前講 参加 民 笑

顔 見 い 対 満足 い

思 い ういう ン

出 い 人 限 人

ン 一 出 い

ン 否定 い

見え い 限 人 見

え い い人 い 民側

要 満足 い い 集積

所 管理 美 捨

い 集積所 管理 自治体側

民 願い い 考え

い 民側 自治体

責任 いう認識 責任 所在

明 要  

齋 藤： ン 楽 い 話 愕然

確 自 接 い 130

万人 う 少数 組 合わ や

要  

森 田：京都市 会や女性会 強い

ン 流 作

い 媒体

必要 人 人 口 要  

島 英 ： 広報 効い い

い あ 何 効い い 解

析 効果的 広報 提案

研究者 役割 思う 国

際協力 一環 別 あ

調査 あ 別

新聞

学校 環境教育 自治会 う 組

織 指 色々 手法

う 効果的

言わ

いう 顔 見え 情報提供 自治

体 ン 場合

情報 倒的 う 地域

中 協力 う

人 捕 え 伝え い 効 手

法 う  

齋 藤：最後 一押 口 島理沙

ン 何 あ  

島 理 ： 書い 人 い  

森 田：行政 人

発信  

齋 藤：質問 あ  

参加者：自治体職員 地域 民 人 あ

自治体 関

入 い 会計や委員長

い 自治会長 不都合

あ い 自治会 入 い

民 本音 語 場

合 あ 自治会長 言

い 職員間 耳打

あ 実情 語 生

聞 強制 い 勧

い  

齋 藤：職員 自治会 役 願い 傾向

高い い  

参加者： 願い 傾向 高い 私 青 会

長  

齋 藤： う 工夫 必要

い う

いう 難 い部 あ 対

象者別 別 難 い 思

う 事業者 一緒 進

考え  
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第 ✂✄☞ 地域資源活用型ま✟づく 午前  

地域の資源 見 け 活 す  

コー ィネーター  

同志社大学大学院総 策科学 究科 客員教授 谷 知弘 

話☎提供者  

 い 作 ！ 住民主体 始 小水力発電  

殿川小水力発電 究会 副代表 村耕治 

 都市近郊農村  

NPO法人わ 有機 茶業 究会事務局 和束 地域力推進課 馬場 実 

 都市部～山間部 排出 木質系廃棄物 資源 び有効活用  

株 都市樹木再生 ンタ  環境事業部 元 子 

 地域資源 活用 地域 活性 ～郡山城 取組 事例 ～  

奈良 土 ン 部 推進局地域 ン推進課都市計画室 主査 

コン ュ 賀晶子 

☞✆ コ ュニ ンタ ISTA  

 

谷 ： 科会 午前 午後 部校

い 午前 事例 学 いう

地域資源 活 うい

う 地域 活 誰 活

行 役割 いう

一緒 考え い い 午後

生駒 フ 地域資源 発見

あ 実際 行う  

 日 地域資源 見 活

大 い

遠方 持 自 住 足

素 宝 あ 見 い う

活 行 う 言う 誰

見 誰 担い手

うや 進 行 い

う方法 い 考え 行 役割

何 や い

い 何 行 罪含

議論 思う  

 

谷口 知弘 

 

 誰 いう 自

ソ 紹 私 京都 出

タ 会 活動 い 前

滋賀 知事嘉田氏 精華大学

生 い 頃 越 い

滋賀 タ 活動 い 話

聞い タ い 調 う 地
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元 人 提案 住民 タ

い い 言う い い

明 う タ 調査

裏山 い いい 地元

素 地域資源 あ タ い

実 タ 見

人 目 い いう

話 聞い 土 人

う失 思 い 地

域 宝 見 見

風 人 い 環境 いう

専門 目 持 人 入 見

出 い 感  

う一 自 育 治田原 岩

谷 いう地域 茶

い 去年 秋 大学生 フ

ワ 入

郷土料理 茶汁 菜 番茶

話 学生 茶

茶漬 作 い いい

地域 人 半信半疑

実際 や 美味

近所 人 茶汁 知 い人

い う一度茶汁 見

直 う いう取 組

風 人 視点 者 視点

者 勢い 新 い い

思  

日 進 方 話題提供者 話

後 話題 設

定 関心 あ 集 論点

話 質問 場 作

最後 話

発表 地域資源 見 活

誰 う 見 活

行 役割 何 う いう

い  

 

●話✌提供  吉村耕✯ い 作 ！

住民主体 始ま た小水力発電  

 移住 来 年目 殿川集

落 何 い 本当 何 い

いう視点 持 い い 思う

陀市 東 端

あ 小 集落 殿川 山 木 い

い 鳥や虫 い いい  

村 ン あ 集会所 公民館

前 水車 わ い 20〜30年

前 周 一 果樹園 あ 聞い

い 殿川 戦後昭和 22年 開拓 開

拓村 入植者 田 や果樹園 現金

入 得 う 果樹 育 数年

労 聞い い ン

奈良 知

い 聞い い 子 村外

出 行 い 教え 果樹園 後 者

い 果樹 杉 変わ  

 山 中 雪 降 大風 吹 木 倒 断

線 停電 い時 携 使え

簡 水道 ンプ プ 水 使

い 流 い 関わ あ

地区 標高 500m あ 数年前

80cm 積 あ 降雪 年数回

雪対策 何処 見極

い  

住民 外 出 稼い い 言

子 育 人 割 70～80

代 い 64才 区長

地元生 50才 方

方 実 外 住 い 実家 家業 あ
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日通 40 代 い

30 代 私 婦 区長 娘 婦

い 10年 20年 う 見

え 住民 全域 20人 い い 建物

朽 い あ 私 殿川

関わ 年前 人亡

い わ 村 う う

いう 気 得 わ  

 住民 少 区 集 少

い 街頭設置 用 設置

災害時 年寄

集会所 避 所 逃 大変 いう

街灯 い う いう

自治会 役 年寄 安や寂

やわ い 考え 関電 100％電気

購入 い 安や腹 立

あ 自 出来 あ い

う声 出 来 小水力発電 陽 発電

自 電気 作 い いう

話 街灯 暗い 集会所 前

小川 使 小水力発電 や 懐中電

灯 照 いう 始  

見渡 公民館 前 生活雑排水 流 水

路 あ 発電 う いう小 一歩

始 地区 中 あ

20m 行 防火水槽 あ

水 い 水槽 あ 水

水車 わ いい いう

号機 あ 自転車 車輪

中 発電機 い い 車輪 わ

100 ョ プ 購入 10枚程度

支え ンタ 購入

建 活用 身近 安 手 入

う いうコン プ ンプ

個 点 い 年以 使え

防火水槽 あ 水 利用 回

い 号機木製水車 区長 山 木 使

身近 自 山 手 入 木  

 う 取 組 やや遅

小水力発電協議会 協議会 PR 結

果 年前 2013年 300人 超え 視察者

来 王寺 ン い 女性 多

来 華や 段 鹿や ノ

方 多い 思わ い 視察 人

来 華や  

小水力発電 究会 会長 重度 身体

い者 日頃 移動 自動車 電動車い 工

第 住 いう

実践 い 方 電気回路や水車 設計 担

当 殿川 う いう考え方 魅

自 住 い 思う う

 

 

吉村 耕✔ 

 

日々 見回 や掃除 い 水車

冬 凍 い

あ 木製水車 腐 い 木 厚

減 水 い 数年後 交換

い い い 厄

厄 事 踏 え 自 村 考
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え い い い 究会 水車 作 維持

い 決 自 同 う

世代 入 来 欲 い いう思い あ

究会 人 加え 福祉 防災

究村 いう考え方 移住 人

究者 来 う 定住や交流 始 い

考え  

持 性 あ 村

あ い 小 一歩

踏 出 い 私 自転車 回

電気 使 ン タ 鳴

あ 中学生 出来 当然大

人 自 村 い 尖

い う 姿 見え 移住者

人 面白い 顔 見え 感

う 関心 あ 人 集 い

人 集 知恵 集 活動 活発

度 ういう人 来 欲 い

いう タ 護師 護 人 来

欲 い 逆指 う 欲 い

活動 一輪 花 う 最初

始 い 魅力 広

い 花 咲い い 華や

行  

 

参加者：最初 発端 ン

う 住民  

 村：住民 言 70代〜80代

方 発端 ン

自治会 役 意思決定 早

自 電気工事 いう

偶然入 う 木製水車

電気 公民館 供給

電気 工事 自 居場所 見

 

参加者： 玉 変え  

   風 来 大変  

 村：水 い いう

考え 最初 使

思う う 効率

あ 時 水車 回 風

顔 当 気 い 幅 広い

水 あ 空気抵抗 大

い 水 空気抵抗 少 い

考え 玉 車輪 使

移動 大雨 来 う 時

引 木製水車 水 あ 方向

少 ゆ い 水 横 あ

横 形 い  

参加者：移住 何 家族

対  

 村： 郷 和歌山 海 市 幼稚園

時代 年 過 前 職場 田舎

田舎 住 い いう思い

あ 職場 田舎 人 暮

や考え方 学 へ 奈良 立大

学時代 恩師 紹 あ 引 越

来 稼 いい 家族

い 来 借 家 築 20

年程 風 家 傷 あ

問題 起 住 い  

谷 ： 者 あ いう 加え 専門

性 地域 自身

役立 い  

 

●話✚提供  馬場正実 都市近郊農村 おけ

ま✛づく  

治茶 府内生産 約 45％ 和束

い 茶業組 茶 有機

う う 有機茶業 究会 実
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嘉田 生 精華大学 教授 い 頃

和束 ワ ョ プ 開い い い

あ へ いう言葉

聞い 嘉田 生 河川 専門 水 専門

いう 28 年災害 災害ワ ョ プ

開催 時 和束 い

い あ い 言う

指摘 始 地域資源 活

新 い い 思

NPO法人 入  

和束 場所 京都 一番 端 治田原

隣 京都府 治茶 最大産地 鉄道 通

い い 人 4,330人 世 数 1,700人 65

以 住民 38％ 少子高齢 激 い

産業 茶 自慢 京都府 プ

あ 茶園面積 府内 37％ 占 府

内生産 45％ 茶 い 甜茶 生

産 全国 プ 言 い

全 私 自慢 地元 人

う 自慢 一 い いい い いあ

見過 い いう

後々気 い い  

  

馬場 正実 

 

治茶 茶 景観 京都市景観遺

産 録 第 号 い 役場 請

う 対 いう経緯

あ 理 住民 発 批

出 い 役所

い NPO 法人有機 茶業 究会

請 あ 日 富士通 京都営業所 方

人 歩い 茶 前 来

いい あ 景

観 見 あ い 時言わ

自 通 茶 実

い等高線 茶 あ 美 い

景観 売新聞 面 半 咲い 掲載

形茶園 有 成 20年

24日 NPO法人有機 茶業 究会 京

都市 録 年 京都府 文 的

景観 選定 行

動 茶園 持 主 軽

荷 形茶園 文 的景観 選定 い

う わ 自 持 主 いう

所有者 茶 誇

思 いう 地元 人 自 や

い 誇 持 いう

嬉 うや 動 京都

府 動い 日本遺産 指定  

 人 言 言葉

地元 人 誇 行 動 出 日

本 世界遺産 いう例 NPO

法人美 い村連 へ 加盟 景観

早稲田大学 和束 い い 提言

始 有機茶 動

湯船森林公園 あ 山 行

備 何 使え い 放 い

民間 使い始 全

候型 ン ン ン

コ 和束 い 2020 年 ン

何 使い い 思 い 地元 人
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者 一緒 考え 行 い 思

い  

 和束茶 フ いう あ 初 コン

プ 地元 自 茶 持

集 来 う 話 訪

人 聞い 茶 買 行 いう場

想定 い 購入 い人 う

多 和束茶 フ ン

ョ プ い 道 駅 タ

価値 地元 人 伝わ 形

半年後 朝日新聞 紙幅

和束茶 フ 取  

 和束 見 い い書い あ

あ 自 あ え

地元 人 聞い

情報 集  

NPO 法人有機 茶業 究会 ン

現在 22人 活動 国際ワ ン

プ 社会人ワ ンプ ワ ン

プ 行 い 山 外 い

方 来 い得 気 外 向

発信 地元 いい 外 人 教え

い PR う いう

何 いい わ い地元 人

いい 気 え う い

 

以 茶業 プ 重点 置い い

活動 設立 目的 茶 中心 有

機 究等 茶 生産 消 者 通

文 交流 地元 基幹産業 通 活動

う 考え 京都以 第 号 農家

民宿 形 農業体験 い茶文

触 う機会 い 環境フ

NPO 法人 いう団体 人

知 国際ワ

ンプ 行う う 他 有機認定

勉強会 や 援農 紹

い 農作業 い 高齢 進 いう

中 近所 学生 時間 1,000

いう 和

束 時間 動い い 農家

コフ 認定 取 う い

出会い 連携 連携 地元

人 都会 人 一緒 や う い  

い あ 探 へ

いう言葉 出会 何 い

自 事 思い 中 い 外

飛び出 内子 岡田 40

年や い 言

わ ゆ や い う 思 和束

茶業 中心 企業 茶商 他

力 知 他力 信 他力 何

い い 知  

流 都会 一流 田舎

一流 田舎 考

え い 世界遺産 挑戦 い い 一流

者 外へ出 い いい 応援

者 う引 大事 行 役

割 机 考え い い 行

や い 制約 あ 地元 人 や

取 い 行

全部作 何 や いう 何

行 頼 依存 う

自 工 積 重 来

進 方 遅 や 他

所者 者 馬鹿者 必要 自 現場

動 大事 思 い  

 

参加者：ワ ンプ ン う

人 茶葉農家 後 者 う
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い  

馬 場：ワ ンプ 農業 ン

〜11 手伝 い

持 い 農作物 維持管理

作業 あ ン 支援 タ フ

や い 年 ヶ 間

無償 農家 入 い 人 い

半 外国人 知

産地 自慢 欲 い コ

良 外 広 欲 い 思

い 農家 後 者 300軒 う 100

軒 特農家 後 者 50 以 50

人い 現在支え い 50

〜60 代 強 あ

考え い 土地 所有

者 作 耕作者 いう使い

う 新規就農

う行 施策 い 思

い  

 

●話✲提供  辻元真 子 都市部～山間部

排出さ た木質系廃棄物の資源化及び有

効活用  

弊社 大阪府大東市 あ 木質廃棄物

会社 都市部 発生 木質廃棄物

適 処理 何 有効活用 い

いう思い 生 会社 成 14

年 創業以来 木質廃棄物 特

会社 産業廃棄物 一般廃棄物 再

資源 処理 行 廃棄物 処理

手入 行 い森林 備

や 再資源 木質チ プ 利用 発電事

業 現在行う予定 計画 進 い 大阪府

大東市龍間地域 いう阪和道路沿い あ 生

駒市 近所 いう間柄 都市樹木再生 ン

タ 近所 BPS 大東 いう木質

発電所 建設中  

木質資源 いう 山間部 あ 思わ

都市部 都市近郊部 多 存在

有効活用 山間部

良い いう考え 企業理念

都市 活 山 木質資源 循環

利用 地球環境 来 拓 掲 い

企業理念 大 い

あ 目 木質資源 余

利用 いう 目 適 適所

有効活用 いう

ン 押 え 事例 紹  

廃棄物 再資源 い ン

い い 街路樹

剪定 等 一般廃棄物 一般廃棄物再生

利用業 指定 戴い い 自治体 い

回 再資源 弊社 一括 行

い 回 堆肥や チン チ プ 再資源

後 廃棄物 発生自治体 利用

い 一般廃棄物 再生利用業 指定

大阪府内 自治体

う 自治体増え い

事業活動 伴 生 産業廃棄物 伐

解体 木 企業活動 排出 木

再資源 処理 住宅建築

部 使わ 原料チ プ 木質

使用 木質チ プ 利用

う再資源 処理 い 重要

選別 持 葉 幹 根

樹木廃棄物 家具 木

木質 あ 入 い

再資源 前 選別 綺麗 状態

幹等 住宅建築 部 原料用チ

プ 葉や根 び 家具系 木
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燃料用チ プ 樹木廃棄物 破

細 形状 発酵 堆肥

事務所 堆肥 販売 い 家庭菜

園 適 い う 適 適所

有効活用 性状 選別 行程

い 考え い  

い 山間部 都市近郊部 山 い 活

用 い 木質 活用

い 健全 森林 維持

明 い山 必要 あ 間伐

木 元気 育 確保

必要 現在 日本 森林 手入 行

放置 森林 多 あ 放置

森林 環境 改善 手伝い い

始 森林 備事業 生駒市

信貴 ン 入 大東市中

垣内 いう あ 山 自治会

共同所有 10ha 山林 地形 急峻

あ 所有者 高齢 手入

い状態 手入 手伝う いう

始 最初 暗 鬱蒼 山

間伐や 打 手入 明

山  

備 山主 山 入

い 意味 い 軽 簡

入 行 う 道 備 手伝い

い 備 際 出 葉 幹 再資源

処理 有効活用 い  

間伐 利用 い 間伐 搬出

利用事業 間伐搬出利用プ

大阪府 共同 行 事業 山 木

高 売 木 出 い

い 多い 山主 山

い 有価 購入

破 機 現地 持 い 原

料用チ プ 木質 事業者 直

接納入 別 事例 弊社 保有

い 林業用 車 搬出 手伝い 有価

購入 木 破 あ 原料チ

プ 加工後 木質 事業者 納入

いう 行 い 森林 備 際 伐

幹 中垣内 例 原料や燃料チ

プ 加工 有効利用 い  

 

辻元 真 子 

 

大事 い 考え方 利用

多段階 最大限利用 A 柱や梁

役目 終え廃棄物 木

質 原料 使え 後

木質燃料 使え ･･･ いう う

資源 一度 使い

使い終わ 後 別 用途 使用

適 適所 有効活用 考え い

山 木質

紹 廃棄物資源 活用全体 言え

思う 廃棄物 資源 状態 良い 原料用

チ プ 再資源 役目 終え

廃棄物 度 燃料用

利用 いう多段階 有効利用 基本

考え い 一番 ン い D 林地残
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後発電事業 有効利用 行 い

いう思い あ  

新 計画 い 木質 発電

事業 い 木質 発電事業会社

BPS大東 立 現在木質

発電所 建設中 一般家庭 街路樹 道路建

設 解体 伴い発生 木質系 廃棄物や山間

部 利用 都市樹木再生 ンタ い

燃料 資源 利

用 BPS 大東 ンニュ

ン電力 生 変わ

近隣 出 廃棄物や林地残

燃料チ プ 利用 環境 荷へ

減 地域へ 献 電力

長い距 移動 損失 発生 消

地 発電 方 効率 良 いう利

点 あ 現在稼働中 木質 発電所

あ 多 林業圏 林業 盛

置 山間部 発生 山間 利用

使用 行う 多い BPS大東 都市

部 置 立地 活 近隣 発生

廃棄物 来 木質チ プ 多 使用

地産地消型 生 出

生活 役 立 考え い

BPS大東 生 出 電力 FIT制度

売電 予定 木質 何 来

価 設定 い 山林 利

用 来 一般木質 来

来 証明 付 い

32 ／kW 24 ／kW 販売 い

適 間伐 一般木質 扱

え 事業者 いう 墨付 事業者認

定 い  

都市部 都市部 山間部 山間部 木

質 あ 都市樹木再生 ンタ

ニ 企業

あ ゆ 場所 発生 木質

資源 有効活用 循環型社会 構築 び環

境 荷 減 微力 献 行 い

考え い  

 

参加者：山主 程度 金 支払わ 

    

 元：山林 備 結構 用 出

弊社 再資源 電力 源

利用 山 う 種類

出 変わ 一概

決 い 組

い い 現在 山主 相談

進 い 現状  

参加者：再生 能 賦存 調査

当市 使え 再生 能

陽 街路樹等 剪定 いう

出 い 果 剪定

成立 森林系

い 成立 い  

 元：現在稼働 い 木質 発電

所 山林 利用 ン

一般廃棄物 来や建設資 廃棄物 来

使う方 稀 発電

チ プ 必要

発電所 動 現状

厳 い  

参加者：全国展開 い う 企業 あ

日本 展望 う 予

算 いう 国 予算 使わ

広 い  

 元：地元 大 営 い 全国展

開 地産地消 地元 課題解決

い 公的資金 入 い い 山
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事業 近所 山主 手

伝い い いう 困

い 声 広 活動 広

いい 考え い 事業 言

小 事業 全国的 木質

会社 あ 発電 考え

い う わ い  

 

●話❂提供  賀晶子 地域資源 活用した

地域の活性化～郡山城下町の取 組 ❃

例 ～  

私 い 部署 都市計画 主 や い

回 コン

ュ いう肩書 話

コン ュ 知事 個人

任 い 職員 内 NPOや

い 方々 支援 目的

成 19年度 創設 現在 10人 職員 任

い 組織 個人

任 い 特徴 行 い

い 年〜 年 職場 変わ 行

コン ュ 自 や い いう

い 基本的

職 や 主 時間外 活動 い

一応兼務 辞 あ 通常 勤務時間内

活動 活動

い 住民 わ 夜や土日 相

談や地域 行 多い 地域 方々 や

い い 相談 行 いい

伝え 内や 外 地域 取 組 事

例 紹 い 勉強 活動

い  

日 コン ュ 活動 通 私

関わ 来 郡山城 紹 い 思う

私 郡山城 出身地 実家 あ 現在

地域 方々 NPO 一緒

活動 い 大和郡山市 生駒市 少

置 あ 豊臣 弟

長 城主 城 城 残 い

い 城 い風景 残

い 金魚 大産地 あ 特徴 本

日 旧川本邸 郭 事例 紹  

 

賀 晶子 

 

旧川本邸 郭 成 11年 大和郡山市

保存 買い取 大 13年 建

木造 階建 建物 階 大広間

多い 階 階 小部 あ いう建

物 階建 建物 耐震 問題 あ 市

取得 後 耐震問題 郭 あ いう

社会的背景 あ 対 動 起 活

用方法 見 い 10年経 い

検討委員会 開催 進

い う う い う 掃除

う いう人 現 地域 人 建築系 学生

何回 掃除 綺麗 何

い いう気持 生 半年間

回程度掃除 綺麗

以前 地元 タ あ

タ大会 う

ン 建物 一般公開
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時 主催 学生 市

交 行 市民 案内 長 閉

い 多 人 見学  

後 建物 何 使い い いう声 起

建物 中 大金魚博覧会 う 金

魚 チ フ 作品 展示 う

や 近所 内会 一緒 涼 会

実施 近所 神社 ン い

う 神社 宮 長 い

自治会長 中心 ン

企画 あ 空 家 現

代 展示 書道 フ

ン 子 金魚

う 後 川本邸 音楽

祭 大和 展開

地域 活動 人 自然 繋

う 〜 年経

ン 定着 い  

旧川本邸 録無形文 録

耐震補強 活動 場 う 市

動 出  

う 取 組 周 地域外

波 い 酒蔵 現代 取 組

あ 商店街 空 店舗 増え

展 商店街 年 回通行

ン 行う う 誰

何 自 い 思 い

取 組 広 い う

動 空 家 活用 い  

ン ソ ン タン 跡地

コ ヒ 出 い 店舗

電話 金魚 金

い 川本邸 掃除 い 出

来 実現 畳

本 住 い フ

空 家 活用 取 組 増え 来 い

ン 年 回

回 子 集 ン 商店街

行わ い う や い

自 良 気 人 増え 来

い  

 最近 商店街 人 商店街 ええ 集

いう冊子 制作 自

見直 い 活動 掃除

始 あ 大掃除大作戦 いう

前 空 地 掃除 行 い 小 い

積 重 変わ 行 い

協力 あ

将来 担 子 関わ

い 大事 感 い 郡山

変わ 活性 掃

除 感 い  

 

参加者：耐震 問題 う  

 賀：検討会 出 意見 中 耐震 問題

あ 書面 説明 聞い

了承 ン 入

い 蛇足 あ う 何

人 来 階 入

い う い 階 20〜30

人 限度 い  

参加者： ン 人 動 購入代金  

   補助 あ  

 賀：30 補助金 あ 別 助成金

請 い 場 あ 手弁当

多い 掃除道具 市 設置

利用 い  

参加者：郡山市 関係 立 置

う  

 賀：コン ュ 役割 言え 市
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村 住民 距 近 あ

接 い 住民 少

距 あ 入 や い

い 内 市 村 コン ュ

作 欲 い いう あ 生駒市

内 唯一コン ュ い

入 情報 市 伝え

い  

 

●コメ❏❑ 

石川 足立区副区長 ： 日 事例

ワ い 足立

区 同 千住 場 愛着 感

人 多 い 誇 思 い 人

少

東京芸術大学 皮

者 増え 者 者 影響

地元住民 変わ 誇 人

増え  

崎 環境自治体会議 ／監査

役 ： 参加者 地元 戻

何 いい

う 科会 来 何

発表者 目 輝 誇 い

発表 地域 違う形

谷 問 答え 出 い

川 馬場 話

い あ 探

事例 あ 元 話 林業

山村 支え い 事 森林

組 事 株式会社 や

い 補助金活用 含 頑張

欲 い 賀 話 市 村

コン ュ あ いい

思う 肩書 自 動

いう 掛 人 大事

思う 女性 参画 大事 人

策 行 いい  

 

 

●ワークショップま め 

○ 賀さ の話 関心 持 た ープ 

人 出会い 重要 夏 機会

自 積極的 色 出 行

活 う い 人 大

事 行 手 い  

 

○馬場さ の話 関心 持 た ープ 

 実践 理論 理論 実践

高 い 誰 見極

自 や い 自 他所者 者

専門家 あ う 人 存在

や 大 い あ 人 い 支え う

う いう思い 生 謙虚 必要

田舎 出 叩 う 協働

取 組 一般 い い

い  

 

○辻元さ の話 関心 持 た ープ 

 地域資源 見 対 困

資源 見 い 外部 人

目 大事 同時 者

地元 人 企業 う

相談 行 規制 い 良い

取 組 PR 事業 地元 人 相談

出発

声 大事 い  

 

○吉村さ の話 関心 持 た ープ 

 危機感 危機感 行
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や い 歩い

い 問題意識 話 い

出 来 会長 コ

タ 専門家 建築士 土木 コン

タン 入 う 組織

危機感 あ 大事  

 

 崎： 活 人 動 心

ワ 出会う場 学 場

新 い経験 知識 う 関係 質

良い関係 必要 最初

個人プ 活 行

組織 作 協働 活

取 組 進 プ 必要  

谷 ： 出会い 地域 生駒

持 能 地域 生

え 思う  
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第 ❩❬❭ 地域資源活用型ま❪づく 午後  

❫❴❵❛❜❝❞❡❢❣❤✐❥❦ フィー ワーク  

コー ィネーター  

認定 NPO法人環境市民 理事 村委津子 

話❧提供者  

 Eco-net生駒 取 組 い 再発見 道あ あ い 知

う 見 う い 宝物探 へ  

生駒市環境基本計画推進会議 Eco-net生駒  副代表 矢田千鶴子 

 発想 コ 姿 コ 実現 プ チ  

認定 NPO法人環境市民 理事 村委津子  

❭♠ コ ュニ ンタ ISTA  

 

 村：午後 午前中 地域資源

誰 見 う 活用

いう ワ 歩

いうフ ワ 通 考え

欲 い 水俣市 本氏 提唱

い あ 探

実践 欲 い 生駒市 実

践事例 紹 う  

   

●話❧提供  矢田千鶴子 Eco-net生駒のこ

ま の取 組  

生駒市 環境基本計画 推進組織 誕

生 Eco-net生駒 各部会 別 活動

い 中 環境部会

実践 い 活動 紹  

計画策定時 色々 課題 見 術

歩 想定 い 実際 活

動 い 道あ 課題 見

生駒 史や文 観 地

優 情報 一般市民 紹 催

展開 最初 プ

良い取 組 い 進

活動 必要 あ い わ

観 地 案内 いう

い 少 生駒 いい 宝

多 人 見 生駒 大好

願 い  

道あ 成果  

多 コ 紹 う  

 冊子 あ  

Eco-net生駒以外 団体 連携  

 う  

第 入 本来

部会 い 姿 進

い い  

 

●話❧提供  下村委津子 ま❪♥お し が

発想 エコシティの姿 エコシティ実現

のための プ ーチ  

私 歩 歩 参加者

意形成 学び プ 伝え

い 互い 価値観 違い 知 相互 働

情報交流 い 歩

課題 解決 手段 現状

認識 互い 共感 い 得 情報

理 発想 活 いう流
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必要 い 要素 あ 構成

い 立場 変え 違

見え 存在

必 意味 あ あ 少

前 形 変わ い 等 意識

道 歩い 欲 い う 地域

本当 必要 何 大事

い 残 い い 何 自然

見え  

NPO 法人環境市民 設立 当初

コ修学旅行 いうプ 開発

修学旅行 いう コ

変え 試 生徒 京都

感 気 い 興味 持

見 プ

生徒 見 目 い 京都

素 部 課題 一緒 見

プ 生徒 地元

後 同 う 歩 プ 行

い地域 良 課題 気 い

目的 い 修学旅行

う いう  

 

下村 委津子 

 

水俣市 事例 紹 水俣病 家

族間 絆 築 い 時 自

ン 再構築 う

住民 地域 知 大事 い宝

見い 行 水環境 プ

通 実践 ノ 水俣 宝

あ 人 見い 宝大 鑑

基礎 村 博物館

いう施策 展開 い 村 博物

館 生活学芸員 生活職人 存在

訪問 人々 地域 住 人 話

地域 あ ノ 紹 い

道 生え い 何 い植物や 田

石積 川 あ 大 石 全 物語

あ 説明 聞 出 数 歩

時間 う 訪問者

話 面白い 地元 住民 当

前 大 輝

気 磨 う いう意志 働

他所 人 注目 自

地域 価値 あ 感

い あ 探 へ い

う流 水俣 頭石 い 地区

年間住民 数以 人 訪 経 効果 生

い 何 綺麗 住民 人

生 生  

京都 事例 紹 通過交通

目立 人 歩 い 条通

人 方 車 優 い

変わ 地域 人 道や 関心

取 戻 自 う

いい いう 具体的 思い巡

地域 人 共通認識  

観 い 歩 風

人 楽 欲 い 新 視点や生駒
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宝 課題 見 生駒 プ

ン 欲 い 自 地域

戻 同 う 視点 見

宝 見い 欲 い  

歩 色々 立場 面白い 訪

問者 地元 人 外国人 子 年寄

時 虫や生 いい

歩 際 ヒン チ

あ 自 関心 持

い 期待 各自

チ プ 共有 プ

フ タ

い 歩 い 歩い 欲 い  

 

●マップ作成後の発表ま め 

 生駒 史的 文 的 豊 地

域 あ わ 寺 住

職 わ わ 話 来

温 感  

 自然 残 散歩道 う 場所

あ  

 市民 備 い 場所 見 活

発 活動 い 想像  

 道路 横断 信号 短 車 通

目的 い う 人 渡

考え う少 横断時間 長

配慮 必要 

 民家 並 景観 残 い

気持 安 風景  

 部 田舎 混在 

 斜面地 家 建 い 驚い

あ 斜面 降

大変 い 自転車 置 い

利用 い 思う 大変

う  

 田 あ う場所

手入 放置 あ

い い 

 自 住 地域 同 う 風景

あ 思う 再確認 い  

 

 村：地域 将来像 地域 現

状 知 重要 紙 見

い 一緒 歩

同 見 感

同 時間 過 共通認識 深

歩 手法 使え 様々

応用  

本来 プ 日 進

回 触 部

体験 う 地元

戻 手法 自 や や

い形 ン 実践 欲 い  

 

 

ワークショップの様子 
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第１１分科会 環境学習 ESD 午前  

地域 実践す 環境学習 ESD 持続可能な発展教育  

コー ィネーター  

NPO法人 民環境会議 ン 21 務局次長 阿彌崇子 

話題提供者  

 キ ン 待 ！？高畠 う塾  

山形県高畠 福祉課 課長補  奈美子 

 京都 協働 組 学 業 能性～拠 地域 世界 ～  

益 団法人京都 環境保全活動推進協会 業部 業第 課 業課長 

谷 口 寛  

 害地域 ESD 大阪西淀川 実践  

益 団法人 害地域再生 ン あ 団 研究員 林美帆 

会場 ン  

 

阿彌： 中 高 大学 教え 般

民 ン 学校 生向 海

外 来 研修生 ワ

海外 出向い ワ

あ い 国 会議

場 い

人 場 物 紹 あ い

う

い  

 私 選

理 活動 紹 私 青

海外協力隊 海外 ン

い 中 ン

行 い 留学 い

国 理解 和 人 い 講

ワ い

い 環境教育

い いう 珍 い 私

人 持 い 力 気

い 引 出

社会 ン ワ

ン 共 社会 地域 作

い 仲間 増 い 思 い

教育 入 ESD

い 思う  

ESD Education for Sustainable 

Development 頭文 持 能 開

教育 展教育 言う 社会 課

題 身近 暮 結 付 新 価

値観 行動 生 出 活動 担い手

教育 新 価値観 行動

力 生 出 学習 通 活動

社会 作 担い手 作 い

う いう ESD 社会

持 能 い いう視 立

い う価値観 社会

考え 人 育

価値観 社会 創 い う

活動 必要 あ ESD あ  

ESD 必要 観 人間性 育

関わ 識 尊

教育 和 人 様々

あ 持 能 新

い社会 作 行 基本 あ

ESD ン 言え

教育 社会 課題 見

場 あ ESD 扱う ン

何 拘 い ン
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い 皆

社会 作 い 担い手 いう

識 い 大  

例 紹 豊中 立環境交

流 ン 指定管理 中

い 講 整理 納 講

あ 前半 生 毎

回 え 家

自 家 写真 撮 自

何 い 持 い 把握

置い

あ 数え

い 自 い暮

適 何 う 考え

い 自 暮 見 直

ン ン 講

う 効果 あ 深い気

あ 皆 い物 必 変わ

自 必要 物 何

話

参加者 話 い

う学 合い 場 あ 後半

資源共 情報整理 整理 納

捨 物 捨

時 い い いう 大

う

地域 あ

いう い い 思

物 環境団体 国 団体 寄付

いう あ うい

調 話 聞 自 物

う社会 結 い 考え

い いう講 参加 い

人 環境活動 い人

ういう ESD 視

い  

 

 

 

 

正阿彌 崇子 

 

 宅都 環境学習 いう課

題 皆 考え い 皆 講 等

開催 い 参加者

う 人 い 新

い人 無関心 見え 人 参加

い 環境学習 学 終わ い

地域課題 解決 本当 結 い い

疑問 あ 宅都

新 民 いう方 結構い 思

う 新 民 方 地域 愛着 持 い

い い 最後 環境教育

地域 大

世界 貧困 戦 問題 地域

暮 い

識 いう ESD 想 環境

教育 弱い い あ

宅都 学習 課題 あ 後

半 議論 時間 設 うい

課題 頭 隅 置 話題 供

者 話 聞い い  

 

●話題提供  村上奈美子 キャンセ 待ち

出 ！？高畠町の ん ょう塾  

人口 25,000人 農業 中心 自然

環境 恵 い 環境問題 関

心 高 い 方 40 以 前

全国 機農業 始 人 い
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私 環境担当 13 前

時 算 環境

学習 始 い 講 人

い いう課題 ン

大人 子 う

話 い  

う 人 集 集 い

人 う 打破 う

いう 最初 課題

う塾 始 最初 う塾

い い何？ 思わ 20人集

精 杯 親戚 電話 繰 返

親戚

い 思い 人集 労

々 い  

最初 環境 直接関 あ 講 開催

生 減 講 ン ン

腐葉土 米 堆肥 方法 燃

出 時 少 水

軽 家庭環境

試 盛 込 中 自

あう 実践

う 当時 環境大臣 風呂敷 話

題 風呂敷 使い方

紹 廃油 作 い

い 学物質 使わ い大掃

除講 講 12

い人気 時期 人 集

い 開催時期

ン 大 学 手 い 講

番人気 キン 自家用 菜

作 い 家庭 多い 夏 食

い 穫 あ 時 保 方法 料理方

法 紹 い  

繰 返 い 少

人 集 参加 人 固定

傾向 次 手 寸劇

入 試食 盛 込

参加 人 楽

多 方 参加

う 環境 ？ いう 口

講 企  

健康 番 自 関心 高い 病院

生 38℃ 湯入浴法 積極的

生 講 風呂

健康 CO2 CO2 環境

司 時 試食

う 料理 体 側 温 暖 い

CO2削減 紹 自

健康 燃料代 減 環境

いい いう講 展開 い  

ン ン 講 時

講 来 層 全 い

い 30～40代 女性 参加

口 変え 参加 人 変わ 実

感 講 試食 料 地元 安全

食 添加物 農薬 減

食 安全 盛 込 輸入品 時

話 入 世界 現状

目 向 う う  

男性 企業向 講

教習会 実施 普 員 講

指 あ い 必 実車 体験

う う い  

 

村上 奈美子 

 

大 ン 案 出

人 集 う わ

広報 掲載 人 集 い
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出 い 毎回講 来

人 簿 作 知 い

13 集 簿 500人 超え い

 

工 作 い

最初 い 行政 い案 文

講 行 い 思

う？ 参加者 言わ 案

側 側 考え

い 具体的 講

容 方 参加者 増え 料理

料理 鶏肉編 時

具体的 書い キ ン

待 出 急遽開催回数 増 あ

何 盛 込 応

大 う ン 勉強

い う  

子 環境学習 学校 営業 行

い 学校 大 金 い

面倒 手 い い

人 具体的

目 作 明 出向い あ

大 総合的 学習 時間 ン

環境 口 作 現

場 教員 環境 検討

場 設 学校 望 い 私

環境 伝え い 合わ

環境学習 目標 ン ン

育

体験型 心 い 単 授業

連 授業 展

中学校 東 地方 ESD 環境大臣賞 賞

嬉 い出来  

次 環境 養 い 期

生 養 講 大失敗 大学 生 話

入 定証 渡 何

覚え い い 言わ 省

実 講 必要 伝え 力 視

期生 養 行 話 方 練習 繰 返

行い 磋琢磨 番鍛え

わ 思う 人

少 いう 心 環境

過 担 い う

活動 講 聞い い

人 人 い 伝わ

い  

紹 行政 う い

え 試食 200人 作 あ

環境 皆

裏方 支え 無謀 思え

講 活動

人 大 感謝 い 最

後 人 集 わ い 伝え 場 作

い 集 う 集

増 口

広 い 何 自 楽 心

後 携わ い い 思う  

 

●話題提供  谷内口友寛 京都市 協働 取 

組む エコ学区 事業の可能性～拠点

地域、そし 世界へ～  

京都 100%出資 環境 団体

2013 学 ン いう

い 京都 環境学習 拠 施

設 あ 京 ン 京都議定

書 記念 建 昨 100万人 突破

来館者 肩 い 珍

い ン あ 京都 人口 147万人

5,000万人 訪 観 都 ン

生 出 大学 あ 面積 大 い

森林 地域 絆 深 自

治意識 高い 多 地域 学

いう単 活動 い 学 制 学校

京都 初 作 地域 衆

金 い 数 合わ

会社 い 作 資金 教育

警察 消防 い 京都 学

地域 元 い 学
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校 統廃合 学校 い 元学 い

う う 方 い 元学

9個 単 地域 結

あ 新 民 増え

空 家 駐車場 転売

ン ン 建 地

域 関

わ 人 数 減 京都

222学 あ 京都 全学 間

い う 掲 地域 活

動 転換 い

地域 活性 いう キ

展開 い 地域 人 目

線 行政 大 キ

応 う 話  

学 地域 番偉い人

言 う 言書 裏

い 活動

活動 定 あ

う い

斉清掃 い

打 水 い

軽い 入 い 使用済 油

回 い 学

言 支援物品 え

学習会 間 回無料 い

相談出来 いう あ

温暖 策 算 袋 料

源 温暖 策 役 支 環境部局

私 い 学校 核

い 教育委員会 絡 い

NPO 大学 企業

役割 あ  

ESD 学習会 主 大

人 自治会 役員 方 啓 学校 親子

ワ キン

意欲的 高 い 整理

納 講 あ

学校 調理 い 料理

暮 匠 いう 電気

見え 家 付 省

環境省 う

診断 面方式 行い 家庭 合 省

選 い

あ 省 京都 企業

ン 制

う いう う 少 高

い  

 

谷内口 友寛 

 

環境拠 施設 環境学習

い 来 いう ン

出 響 い

課題 あ い

言わ 巻 込 い

い 何 困 い 地域課

題 あ 何 自慢 時間 話

聞い 出来

い 営業活動 い 環

境問題解決以外 例え 避

電源 確保 必要 あ いう課題 陽

電 入 電源確保

寄 話 い Win-Win

大  

環境 学習会 人 集

い 言わ 人 集

い い 自治会 役員会

30 時間 意欲的
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時間半 人 少

広 う活動 祭 餅 大会 時

片隅 省 診断 手回 電機

回 電気 作 電気 大 感

い  

支援物品 万 程 陽 電 試

作キ 渡 食器 試

地域 祭 使 い

う あ 環境 意識 い人 斉清掃

時 災害時 使え 渡

環境以外 惹 い 学校 地域

土地柄 地域 学校 寄贈

いう 昔 あ 利用

芝居 地域 渡 地域 学校

寄贈 い 支援物品

拍子木 欲 い いう要望 あ 京都 担

当者 話 消防 夜回 時 標

語 言い 使 え 支援物品

いい いう 地域 課

題 う 温暖 策 無理

決 わ 幅広 い  

私 大 い 地域

出向 会 愛

い い 何 課題 把握

相手 要求 何 捉え 自

全部 い NGO 方

業者 方 い い いう い

能性 学校 夏休

環境家計簿 活動 い

輸出 い JICA経

々 協力 い 学校 拠

い 次 地域 広 世界 展

い い 思 い 当 前

当 前 いう う 強

あ 思 い  

 

 

 

●話題提供  林美帆 公害地域の ESD 大阪

西淀川 の実践  

あ 団 1996 設立 団体

西淀川 害裁判 和解金 作 団法人

害患者 金 原資 多

本当 い 四 い 当時 NPO法人

時代 民団体 活動

う あ 信頼性 い いう

団法人 方 良い いう

設立 設立趣意書 害地域 再生

単 自然環境面 再生保全 留

民 健康回復 経済優 型 開 損

わ 機能 回復 育 あ

害 いう問題 大気汚染 限 民 行

政 信頼関 断絶 い 企業

民 信頼関 地域 民 士 断絶

う 行政 民 企業 信頼

関 再構築 いう

ン あ う ン 基

い 活動 い  

当時大阪 色 煙 繁栄 言

わ 落 いう 人 健康被

害 石炭 石油 燃料転換

原因 い大気汚染 起

大気汚染 工場 煙 1970 代 規制

う 車 規制 遅

車 規制 う い い い PM2.5

問題 車 原因 言わ い 中国 来

言わ い 部

車 ういう課題 い 残

い  

西淀川 害裁判 1978 21

い 原告 726人 大型 裁判 西淀川 患者

偉 金 う 地

域 再生 い いう思い 強

裁判 結果 地域再生

う いう 合意 国 企業

責任 問わ あ 団

害患者 健康増進 国
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交流 いう形 害 経験 外 伝え い

いう い  

 

林 美帆 

 

う 大 環境教育 い

いう 害 経験 伝え いう

患者 地域再生 い 言

い う 害 言 欲 い

いう 民 方 大多数 土地 値段

いう現実的 問題 あ 地域 見

い いう問題 あ 空気 汚

染 裁判 い 全部 い

わ い 西淀川 工業用水

地 水 い 戦前 地盤 激

い地域 災害 以 い い

助 い あ 地域 あ 梅

行 10 交通 便 いい

民 増え い 新 民 入 交

害 言 欲 い いう あ  

害 考え い う い

い 地域 ESD 進 う 地域

害 言い い いう

和 役目 果 地域 環境教育

い 人 集 ワ 地

域 課題 害 限 出 合 共通 課

題 い いう

出 中学校 高校 生 府立 立

連携 い 大学 生 連携

い 学童指 員 話 聞 園 高齢者

子 場 い い い

う 判明 害 限 地域 情報

知 い 問題 い いう話

 

解決 何 楽 い い

い いう話 高校 廃油回

い いう話 高校 あ

学力 高 橋 長 改革 廃校

う 高校 大気汚染 学

習 何 自 活動 欲 い

廃油回 走

大気汚染 少

い いう 想 廃油回 菜 花

う 資金 い

募金 高校 空 地 作

菜 花 植え 廃油回 社会教育施設

中学校 協力

作 案 考え ン

校 子 い ン

番 選 手直

作 配

ン 考え 子 自 考え

形 嬉 親戚中 配

 

高校生 引 込 思案 子

募金 い 中学生 良い

見 い 生懸 声 出 う

大学生 い 将来 大学生 い

う あ いう 実感

縦 地域

ン ワ ン い いう

例 い問題 あ

諦 石鹸作 行 い  

地域 会 協働

西淀川推進協議会 団

算 使 活動 い 地域 工

場 人 協力的 空 地 間無

償 地域 人 耕 菜 花

育 い 宅 工場 い農地 場

ういう活動 皆 寄
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役 人 協力

い  

心 人

楽 い 青空 場出店

い 害 悪 言う人

病気 人 新 人

あ 人 偽患者 金 …

いう話 断絶 い

ういう 言 い 人

話 聞 行 う 始 青空

場出店 地域 活動 い 人 地域 歴

知 い 伺 話 聞い

ン う あ う 組 立

い 地域 自然博物館 人 来

謎 解い 地 使

い 学習 地域 郷土料理 復活

い 話 箱 司 作 い

い あ 言う

作 食 会 う 節

甘 炊い 箱 司 作 大学

生 教え 学生 い 方 地域 人 喜

配 資料 冊子 い 西淀川

漁港 話 害 言

欲 い いう急 鋒 漁師 漁師

魚 売 話 いう

漁師 話 聞 会 いう

時 飯 要

作 食 聞い 話

地域 人 見 う いう形 話

聞い 魚 捕 い

思 い 富栄養

捕 言う 水 い

い いう 護岸 変え い

方 要 い いう漁師 答え

冊子 入 い 私 視

 

西淀川 西 本最大

教 い

教 話 人 聞 会

ン 押 話 聞

大学生 司会 い素朴 疑

問 う 大学生 変わ い

私 全部前 出 いう い

う い  

冊子 作 地域 人 見え う

広 伝え い

い 西淀川 Facebook 開い い 写

真 投稿 間 ワ 表彰 い 地

域 面白 面白 い

参加 い 面白 害

情報 聞い いう  

視 固執 い 要 行政

想 民 師 学校 生 想 絶

う 病 生

場 開催 師 弁護士 患者 患者

家族 富山県 農家 被告企業 話 聞

行 い あ 情報 教え

い い情報 知 楽 い

議論 地域 案 何

考え 表 いう

う 立 い 会 い い

人 来 10 互い 意見 聞 機

会 あ 関 性 変わ

学生 う い 聞

胸 痛い 変わ い い

う あ  

ESD う 思う い 学

いう あ 立 人 話

聞 い いう姿勢 非

行 変わ い 多

様性 許 う 形 子 長

い 能力 求 い

思う 作 いう

行政 民 企業 思

い  
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●質疑応答 

参加者：林 質問 会 い い 人

会 後 う

能 範 教え い 

林  ：会 い い 人 いう 水俣

病 関 者 95 政治解決

時 次訴訟 弁護団長 和

解 判断 人 い 当

時 訴訟 10 以 越え 原

告 方 多 亡 い 水俣

病 いう形 定 い

療費 出 政治解決 入

う 原告団 い 人 弁護

団長 立 弁護団長 解任 原

告 和解 応 水俣病 途中 定

基準 変わ 症状 あ

食 い 水

俣病 い 条理 状態

い い 前学

習 真剣 聞い 何 ン

う 会 い い

人 表会 話 並 聞

いう場 後 人 会

い い関 水俣病関連

会合 顔 出 う

い  

参加者：谷 口 質問 学 源

袋 料 聞い 源 詳

い話 聞 欲 い 

谷 口： 職員 い わ 範

45ℓ袋 45 30 ℓ袋 30 料

袋 製造 あ

環境 策 使う 謳 い

源 補助

い 料

減 いう 果 い 袋

売 減 い ン ン

建替 積立 あ 縮 い

現状 行政 算 あ

い い 思 い 地球環境基

金 利用 寄付 資金調 う

勉強中  

参加者： 集 携わ い い

地域 い 学生

広 い 思 い

皆 作

 

 ：う 大学 い 大学生 関わ

い 中学校 元々地域

い 地域 人 学校 常的 出

入 い あ 学校 活

動 生全員 地域 人 いう

あ 学校支援本部 いう あ

地域 人 い

人 い 中学校

い 行政 い  

谷 口： 学 大学 地

域 入 い う あ 生

学 い 思 い うい

う 環境 引

張 募集 講

行政 大学連携 いう部署 あ

ういう 聞 自

出来 い 人 い

聞い いい  

林  ：地域連携 い 大学 生

多い い 生

う あ 手 生

探 いい 現場 求 い 現

場 強 後 調

来 人 い 困

い いう現状 見 考え

う 学生 実践 果

表 場 欲 い 思 い

大学 算 持 い 作

あ ン ン

い ういう学生 終わ
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関わ 作 あ

大  

阿彌：関西 環境 あ

PR 結構集

い 育 方 学

生 聞 学生

自 出来 何

手 考え

い 大変 学生

何 起 わ い

出来 い

う い

棚卸 必要  

林  ： 働 い 使わ い 思

瞬間 い 気

Win-Win 関 あ 必要  

参加者：本 環境教育 生懸 い

い児 い者

い あ 教え い  

林  ： い 抱え い 人 象

教育 い わ い

場 作 子 ン ワ

ン い い

持 い 子 意義 思

う 西淀川高校 菜 花

話 最初 学校 行 生徒

罵倒 満 あ 乱暴

言葉 表 い

ン能力 い状態 高校 いう閉

空間 い 時 許 就

職 い い 何

子 就職出来 う い

書 算数 話 生 い

必要 ン 学

世代 う人 関わ 彼

必 変わ い 何

あ 生懸 い

いう あ 人 学 自

信 出来 い 実

企業 就職 い 姿 地域 人

涙 いう場面 あ 高校 戻

輩面 い

う立場 人 話

聞 自 価値観

被害者 気持 立 い 思

い 行政 話 聞い い あ

人 悪者 見え い 企業 人

話 聞い 悪者 見え い

大気汚染 引 起 わ

最大利益 出 い

い 経済 展 本 豊

幸 いう思想 い

知 患者 い

思 い い わ 常

ン 中 う立場

人 う考え方 あ いう

入 い い い

言え い  

阿彌：高校 教え い 通信制 単 制

い 学習 い 割合

高い 思う 中 ESD 概念

入 教育 短い期間 い

い 学習 い あ 子

交え 授業 良い 多

様 答え 返 環境教育

ESD 答え い い

いう い う 良い

自 考え う 人 答

え 自 う いう 気

いい 言う 自

いい 入 自

然 出 変わ

子 い 環境 い

行政 人 来 人生

多様 あ いう い

人 会う 気

い 限 子 色々

人 会 い い 敢え 会わ
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自 う 生 い

考え 等

い 学習 い 個人個人

い う 組

側 配慮

多様 良い

 

 

●コメン  

玉敏也 麻 大学教授 ：前職 埼玉県

学校教員 学校 NPO 人 環境

学習 い 現 環境

学習 色 地域 わ い 中山

間地域 多い 宅都 いう

都 圏 環境学習

会議 参加

視 勉強 い い  

阿彌 含 人 方

表 倒 感心 聞い

い 本 中 進的

い 方 集 表

い 逆 言う い い い

思 い 方 い い 話

進 環境学習 いう 出前

授業 人 ン 使 学校

い いう

思う 表 方 出前授業 い

う 抜

自体 広 い 環境 いう 自然環

境 CO2 ういう話

う 例え 食 関 広 土地

文 海外 目 い  

広 い う う

出前授業 いう言葉 象徴 う

全部作 う

現場 持 込 新 何 加え

いう い 表 方

出前授業 場

料理 作 う 作 ン

立 い 型 学

い 明確 あ わ

い 人 ワ ワ 集 何

出来 地域 中 入 い 地

域 課題 耳 傾 色々

立 着実 進 い

いう印象 持 ういう 能

う 敷居 い う

辺 話 思

う  

 

●総合討論 

阿彌： 表 人 失敗

学 い

あ 話 い  

 ：失敗 繰 返 う い

紹 最初 本当 人 集

環境 役割

担 役割 担

い 最初 う い わ

い 何回 練習会

長 活動 あ う 吸

出来 う 時間 講

何回 練習会

聞い 番

私 役 人

方 決 言わ

回 講

終わ 大 溜息 出 準備

人集 追わ 無茶

程 組 い い

設定 悪 毎回講

後 省会 悪い

悪い 悪

数 短 出来 繰

返 考え 人 集

掴 う 最初 冷

汗 連 新 口

大失敗 いう あ  
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参加者： 戸時代 陽明学者 蟄居

亡 いう歴 あ 生

環境 優 い

う 振 返 歴 生

講 会 来 人

集 会議 い い

いう 環境 辺倒

歴 文 いう 口

色々 人 来 真

中 ESD 花 環境

歴 文 広

方 いい  

谷 口：行政 中 い 行政 い

言 う 司 あ

いう あ 労

い 思う  

 ： 本当 環境 本当 必要

言わ 笑 キ ン ン 副

賞 釣 い

ン 何 言わ

い 人 集 い 集 い

ン 無

言 頑張  

林  ： 番 ESD い 行政 人 部局

人 部局 う

講 い 本当 ういう

複合的 学 いい 思

い NPO 方 ういう人 出会う

いう あ 情報 い いう

番問題 民 立場 見 い う

思う あ 団

い 思 い

広 いう ン 自転車

人乗 自転車 あ

本 ン 自転車 走 い

車 頼 い 象徴

ン 走 う

欲 い ン 自転車 購入

乗 ン い 視覚

い者 人 自転車 怖 い

言 ン 自転車 乗

自 い 動 いう 感 大

自転車 恐い 言 い 人

推進側 わ ン 自転車

知 許 出 走 う

視覚 い者団体 後押

力 団体 思わ

瓢箪 駒 ういう

ン 逃 い う 感

ESD 必要 部局 越え い

いう思い あ 思う 困 い

う 使 味方 変え い

い 広

思  

 玉： 人 話 聞い い 共通 使

い 言葉 あ 営業 いう言

葉 皆 う

会社員 方 使う営業 自

出 い いう意味 売 込

時 非常 寧 聞

い いう印象  

参加者：議員 自営業 い 役場 経

営者 感覚 い い い

ういう感覚 持 い

言 い 営業 いう 怖い言

葉 あ 人

本当 素晴 い 思  

 ：出前講 行 環境

い 言 何 出来

わ い 民館 講

担当 人 学校 環境学習

生 行 私

無料 使 い 営業 回

い 校長会 許

各学校 わ い 総合学習 担当

生 会 生方 大変

う 外 力 使い 程

え教え え 人 容
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案 う 言

単 時間授業

10時間 14

時間 え う 生懸 組

立 考え 学校

う う 学

校 回入 行政

あ 教育委員会

う壁 あ 壁 越え

最初大変 教育長 校長会

失礼 い う

要  

谷 口：長期的 ン いう 僕 足

運 何回 何回 行

学校 話 いう 生 異動

良い 生 掴 え

う 偉 出来 幅 広

行政 縦割 話

中 縦 行 い人 い

人 突破 い 仲間

人 いい 出来 あ

ういう人 相談 い 地

域 ういう人 い 思う 面白い

人 会え いう 営業 加え

い 自 面白 営業

い 思う い 面白

縁 あ 広  

林  ： 害 言 い人 信頼

関 作 い い

い 何回 会う 繰 返 話

聞 会

終わ い う い 次 何

い う い 地

域 人 形 う

い 信 寧 い

必 ン 入 ン

考え ういう風 見 気

い 信頼 壊 い う

次 う い

面白い 学 応

い いう 嬉

い ESD 連 思う 学

人 増え い い

う 金銭的 い豊 作

い 思 い  

阿彌：キ ワ 営業 環境

い 人 意外 出 行 講

準備 待 い 出 行

う 識 聞

行 いう  

あえ 集 集

い 思 集 い 場 行

いう視 人 集 学

応 う多様 ン

持 人 集 集

目 ン 楽

見 工

楽 いう いい  

最後 伸 い いう

ン 皆 Win 学

あ 聞 自 始

機的

自 わ あ 種

飛 何 生

生 楽 いう

話 聞い 思

ン  

講

花開 い い 総合的 考

え 楽 い場 多様 人 作

い 後 花開い い

あ 環境学習 ESD

果 い 思う  
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第 分科会 環境学習 ESD 午後  

学校 おけ 環境学習  

コーデ ネーター  

京都教育大学 教授 水山 春 

話題提供者  

 奈良 ネスコス ールにお ESD 環境教育 そ を支援す く  

奈良教育大学次世代教員養成 ンター 准教授 中澤静男 

 こ もエコ フ ン に い  

京都市環境政策局地球温暖 策  担当係長 中谷 之  

 環境講 ECO ッ ！ 子 も 取組  

奈良市環境部環境政策課計 係 主事 中井 也 

 世界に広 エコス ール  

NPO法人 FEE Japan 代表理事 伊藤正侑子 

 生駒市立小学校 取 組 環境教育  

生駒市教育委員会教育指 課 課長 村茂 

生駒市立生駒 第 小学校 教頭 城 聖一 

会場 コ ニテ ンター 

 

水山：例え 石油 あ 20年 枯 す 言

わ く そう く

い そ 一方 多く 生生物 あ

いう間に消え ま た ち も希少

資源 市場に取 こま い い

い 非常に大き い そう考え

強い持続可能性 弱い持続可能性

たい も あ そ を教育に置き直

持続可能 教育 ESD 捉え直

す 話 に難 く そ 捉え方

に 中身も様々に まう そ

う考えた時に 持続可能性 指標を何に

おく 非常に 要に 最近

Social Human Development う

言い方も うに た そう

幸せ あ こ や自 を誇 に思え

こ 社会生活に参加 き こ も

極端 こ を言う 人前 恥

に話 き 愛す 人 そ

にい こういうこ ま 持続可

能性 いう概念に含 考え

いうこ も主張 うに い

 

 

水山 光春 

 

一方 日本 社会的孤立 大き 問題

に い 加え 日本 最近急激

に自殺率 上 い また 高校 1

年生に 自 価値 あ 人間 思う

問う ま たくそう思う

答え 割合 非常に い あ た 自
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力 参加に 社会現象 変え

思う 聞い も や 日

本 子 も 自 自身 評価 い

国際的に言わ い こ ま プ

ベー フスタ ルを 視

た子 も を育 きた も い

こ 社会 こ を引き

考え 子 も を育 い

い い い  

環境教育に目を向 公立 立

間 学校間 教師間格差 非常に広

い うに思う 校種間 接続も く

カ もやや ターン 短

絡的道 的 結論 押 付

い うに思う ESD 課題

広く一般に 透 い い 学習者

明解 地域差 非常に大

きい 時間的余裕 い ステー ル

ー 間にコ ニ ーシ ン ッ

プ あ やすく体系 た教

い いうこ 挙 い

こ 現状 中 々 学校に

うに プロー い い 地域

良 に触 機会をい に増や

いく 人 をい に掘 起こ 活

用 い い そ う こ

問わ い 今日 議論 中 深

あ たい  

 

●話題提供 中澤静男 奈良の ネスコスクー

おけ ESD 環境教育とそ を支援す

しく  

ネスコ活動を学校現場 行う ネスコス

ール 世界 約 1000校 日本に 913校

奈良県に 39 校あ 稚園 大学ま

様々 校種 あ 奈良県 特徴 あ 全

国 ネスコス ールを支援す た 大学

間ネッ ワー ASPUnivNet あ 本学

設立当初 加盟 ネスコス ール 加盟

申請時 支援や ESD 活動支援を行 い

また近隣 ネスコス ール ネッ ワー

あ 奈良 ASP ネッ ワー 事務局を担

お 回 連絡会議 ESDに関す

研修やそ 取 組 情報交換を

い 少 ESDに取 組 先生方

増え い 感 い  

奈良県 小中学校にお 環境教育

３ 年生 社会科 廃棄物処理を学ぶほ

年生 社会科 森林環境 果たす役割

を学 い 特に 奈良県教育委員会 支援

年生時に森林環境教育を実施 い  

本学 ESD を指 き 教員 養成

現職教員を 象 た ESD 研修 年

前 回 学ぶ喜 ESD連続公開講

を開催 い ほ ESD連続 ーを開催

ESD 理論研修 実践事例 析 教 開

発 に取 組 い 始 た頃 教員

学生をあわせ も一桁 あ た 今年 に

30 以上 増え い  

持続可能 開発 いう概念 中にあ ニー

意味を 張すべき 思 い ニー

を 必要物 い 限 コ ッ す

方向 未来に 向い まい 過去

いう姿勢 弱く まう 昔 人も

良い生活を目指 力 きた そ 成

果 現代社会 あ そういう先人 意思を

に い社会に 将来世代に伝え

いく いう責任 たちに あ  

ESD 価値観 行動 変革 求

皆 ういう きに行動を変換す

う 行動を変革 たほう 経済的に

利 あ 場合 あ う そ もう 大

切に思 い も を う す き

い う 世界遺産や地域遺産 価値を学

ぶこ 地域 に気 き 地域を大切に

思う心 養わ いく こ 地域社会を大切に

思う心を基 に 地域 課題を発見す こ

課題解決に向 た行動 に いく 先



第 ➾科➚ ➪➶学習 ESD 午後  学校 け ➪➶➹習  

 

198 

 

ほ 紹 た ESD連続 ー ESDを学

ぶ教員 学生 教育委員会指 主事 環境政策

課 方 一 に プ ッ フ ー を形

成 環境や文 に関す 情報交換を行うこ

教員や学生 ESD教 開発に協力す 体制

く を試行 い  

 

中澤 静男 

 

こ 中 事例を紹 す 菜

花プロ あ 油 た菜種油を通

炭素社会や循環型社会に い 学ぶ菜

花プロ 全国的に展開 い

奈良 そ く 油 た菜種油を近

隣 社寺に 納 お 納をき に地

域 文 遺産に い 学 い また 菜種

油 煤を用いた墨 く いう 奈良 伝統産

業を学 墨を磨 書写を行う 環

境 文 を同時に学 い もう

ープを育 学習 あ 地域 環境カ ン

ー 方 連携す 事に 環境カ ン

ー 専門的 知識 教員 持 い 授

業力を融合 深く学べ 機会を作 い

人 手を加え こ 豊 に 自然環境も

あ こ を学 年を通 植生を工 た

ープを整備 た い 教員

子 も 毎年変わ まう 環境カ ン

ー 連携 い こ そ 年限

く 年続く取組 い  

本学 地域 ESD を推進 い 取 組

昨年 奈良 ESDコン ーシ

を構築 い 奈良市 橿原市 橋本市 彦

市 教育委員会を 大学 学校

く NPOや企業 ネスコ協会

ンバー 学校教育 生涯教育 両面に

わた ESDを推進 い  

 

●話題提供  中谷晃之 こ エコ フ 

チ ン ついて  

京都市 1997年 COP３ 開催 たこ

を 契機 地球温暖 策 推

進 計 策定 進 い 地球温暖

策条例 2030年ま に1990年比40％ 2020

年ま に 25％ 削減目標を掲 い 東日

本大震災を契機 日本を取 巻くエネル

ー事情 大きく変わ きた中 京都市

も原発に依存 い 持続可能 社会を築

い いくこ を目標 エネル ー政策推

進 た 戦略を策定 地球温暖 策 エ

ネル ー政策を推進 炭素社会を実現

う 進 い 条例 削減目標を着実に遂行

す た に 地球温暖 策計 を作 い

そ 中 2030年 に京都市 こういう社会

た いい あ いう６ 社会像を設定

い こ もエコ フ ン 環境

にや い フスタ ル いうカテ ー

に含ま 事業 進 い 現在 各部

門を 象 た温 効果 ス 削減に た

事業をや い 家庭部門に い 家族

進 世 数 増え い 排出状況

ップ い 東日本大震災以降 原発

稼働 い い いうこ あ 家庭部門

減 いく 喫緊 課題  

当初 目的 子 も 視点 各家庭

フスタ ルを転換 いくこ 全京都市立

小学校 年生を 象 い 長期休暇

前に総合 時間を使 事前授業を行い 地球

温暖 始ま エコ フ ン
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何 を話 い 夏休 冬休 にエコ

フを実践 き も い 休 後にワー シ

ップをや きたこ き たこ

を発表 も う いう形に い  

成 17年 に 校 開始 た き ま

京都市 主催事業 た NPO法人気候

ネッ ワー 行政に企 提案 協力

ル実施に た 成 20年 京都市 委

事業に い 成 25年 に 全校

実施 た 現在 169校 実施 い  

実施体制に い 気候ネッ ワー 地球

温暖 策 委 契約を い 教育委員

会 協力を得 情報 共 も含 回定

例会を開催 い また IPCC 最新 地

球温暖 に す 情報 ールを提供 い

京都市 中 環境活動を い 団体に声を

定例会を開催 プログ ッ

シ ップを い 小学校 実施す にあ

た ボ ンテ を募集 現在 録

60 ほ あ  

授業に 温暖 に い やすくま

た冊子を使う 温暖 カニ に い

もス を使 授業を い 温暖

実際進 こ 社会に ます 最期 京

都 う わ やすい説明に

う工 い 地球温暖 に い 学

も たあ エコ フ ン を う進

い た いい いう す

え ぶ き え こ ３段階 進

いく す 冷暖 設定 え ぶ

を出 い に も 買わ い

夏 冬バー ン あ き え

再生可能エネル ーを選ぶ 冊子

中 13 目 あ 休 に入 変わ

た こ を書い も 冊子を回 い

休 前 休 後 比較を行い エコ フ

診断書を作成 い そ を本人に戻 家

庭 見 も う 昨年 ン ー を行い 児

童 気 き 行動 授業を 態 変わ

きた 回答 あ た 着実に成果 出 い

思 い  

海外 も需要 あ いうこ ーシ

シン ールに広 い シン ー

ル 経済成長 炭素社会 両立を目指

環境教育 大事 話 い 今年

ーシ 版 こ もエコ フ ン をす

 

 

中谷 晃之 

 

●話題提供  中井 也 環境講座 ECOキッ

！ の子 の取組  

奈良市環境基本計 改訂版 中 環境

教育 環境基本計 各 土 部

位置付 お 子 も 大人ま 幅広

い層をター ッ に い 理科 社会 授

業 始ま ３年生全 スに環境講 を実施

い 事業 目的 子 も 視点

フスタ ルを見直 エコ フスタ ル

を実践す 人 を育成す こ 地球温暖

を理解 せ く そ 後 行動 を

図 事を一番 狙い い  

環境講 専門知識を持 た民間グループ

や NPO法人 ス テ ー ーを学校

派遣 学期 学期に 実施 い

夏 冬 節電期間 行動 を狙 夏

休 前 冬休 前に各小学校 先生に実施日
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を選択 いた き ス テ ー ー 日

程調整を いた い い  

共通プログ 中に 地球 映像 出

く 子 もたち 地球を ー やすくす

た 事前学習 授業 一 間く い前

教 に地球儀を置く うに い 授業

奈良市共通 プログ ス テ ー

ー独自 個別プログ 構成 い

共通プログ 自 暮 に い 考

え 地球温暖 に い 学習す 個別プ

ログ そ テー 地球温暖

関わ に い 学習を 子 もたち 地球

た に自 たち 出来 こ を考え 内容

い 最後に事後学習 エコ

ン シー を配 夏休 また 冬休

に６ 目に い 家庭 取 組 も

い 家庭 取 組 こ 子 もたち

定着を図 く家庭 波及効果を

狙 い エコ ン ６ うち

自 考え 内容 子 もたち 出来

こ ほ カーを自粛 自転車に乗

保護者 取 組 内容を盛 込 こ

波及効果を狙 い 子 も に 取

組 をたたえ 表 状を い  

 

中井 也 

 

共通プログ 内容に い わた た

ち く エネル ー 題 主に節電を

テー に 策 必要性を学習す ス テ

ー ー 話を聞き 時 や

質問を投 子 もたちに考え も う

個別プログ 全部 地域 特色を踏

まえた独自 も 行 い いう

も奈良市 東西に長く 西部 都市型 中央

奈良 歴史 文 残 街並 あ 東

部 都祁 ヶ瀬地域 そ 環境 う

こ 育 い プログ

地域性にあ たも を選択 も い

事業実施後に 学校 ン ー 調査を

実施 次年 プログ 改善に取 組

い  

 

●話題提供  伊藤正侑子 世界 広が エコ 

スクー  

FEE 5 環境教育プログ あ

当初エコス ールを日本 行う 定

た HSBC 香港上海銀行 プロ

参加依頼 FEE国際本部 あ ３年間エコ

ス ールを始 た 資金を出 く

いうこ 2009年 始ま た 結果的に

こ プロ 日本 エコス ール

入 き 開始 年 エコス

ール ステップを実践す 学校

徐々に増え グ ーンフ ッグ取得校 生駒

も誕生す こ た  

こ 春フ ッグを取 た相川中学校を紹

す こ 中学 相川小学校 戸田小学校 卒

業生 進学す 彼 小学校 時に エコス

ールに取 組 別 色々 環境

活動を行 いた 中学校 そ 活動

実践 い いこ に驚いた 小学校 取

組 きた環境活動を中学校 もや たい

1年生 エコ活動をす ー を作 呼

を始 た こ 同学年 ３ 生

同 た 子 もたち 自主的に 別 箱

を作 た スター を た 始

先生 驚い 生 たち 取 組 い エ
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コス ールに い 市役所環境課に聞きに行

た  

生 たち 一年間活動 た３ 市役所を通

自 たち 活動発表を聞きにき ほ い

連絡 あ 相川中学を 課後に訪問 た

こち も審査 く数人 生 簡単 報

告 思 いた 年 ３ 生 全

員 残 一生懸 発表 く たこ に驚い

た エコス ール 7 ステップ 学

校全体 取 組 こ 地域にも活動を広

こ 含ま 小学校 エコス ールを実践

フ ッグを取得 いた彼 そ こ

良く理解 き お 審査 く活動発表

く た 翌年 学校全体 取 組 た

に 生 会 各委員会 委員長に立候補 エ

コス ール 取組を生 総会に 各委員会

連携 学校全体 取 組 うに た こ

春 7 ステップを実践 フ ッグを取得

た彼 に 活動を 続す た に何をや

聞いた 彼 こ を学校 伝統に

いく 言 い  

エコス ール 子 もたち 主体

取 組 特徴 ステップ 々

事 や 事 一 PDCAサ ル 同

問題に 計 実行 評価 改善す プロ

スを行い 自 たち 問題解決に取

組 生 たち エコス ール 面白 た

や い 言 い  

 

伊藤 正侑子 

良いこ い 他 学校 エコス

ールや う 言 た ３人 集ま 先

生に 勉強優先 協力をも え 潰 た

子 もたちもい も取 組 たい 思 た

子 もたち 自 たち も何 き も

い いう感覚を持 こ い 世

中を 良く変え 力に 思う 当初日本

エコス ールを実践す 難 い 思

いた 今 子 も 本当に主体的に取

組 き 思 い  

エコス ール 取 組 目標 何 もいい

子 も 身近に感 い 問題や幸せに

た に何 や う 思い立ち 子 も自身 考

え行動す こ 大事 子 もたち 自 た

ち や た 自 たち きた 自信を

持 こ 先生や親 地域 フ シ テーター

上手に支え こ 大事 思う 自

未来を く 自 たち いうこ

を体験 た子 もたち 少 も増え ほ

い 頑張 い  

 

●話題提供  村茂 生駒市立小学校 取  

組 環境教育  

成 21年 ス ップ地球温暖 事業

中 全 小中学校に エコ委員会 を設置

た そこ 取 組 こ CO2排出 等を

ー ー 公表 た 小学校中学校に雨水

タン を設置 災害活動に備え い 生駒

市 児童生 自 考えを発表 た 話

合 た 行動 た いうこ 難 い 答

え い 子 も 多い そこ 自然を大切に

す 心を育 こ 自 物事を考え 行動

す 力を育 こ を環境教育 目的

取 組 い  

成 26年 に生駒市 環境 ル都市に選

たこ を機会に エコ ッ いこま に

体験学習を実施 きた 奈良市 取 組

を取 入 同 内容を行 い 26年

小学校 現在 すべ 小学校
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実施 い 去年 年生 環境いこま

いう ル 冊子を使 環境学習に

取 組 い 主に小学校 実施 い 環

境教育に い 社会科や理科 総合的 授

業 関連付 進 い 昨年 環境経済

部 連携 環境に詳 い職員 子 もたち

見学先 施設ま 行 環境に関す 話を

い エコス ール 推進に い 生駒

小学校 生駒 第 小学校 録 年目

グ ーンフ ッグや グ ーンスプ 賞を

獲得す いう 想も い好成績を た  

 

村 茂 

 

エコボー ス 組 を紹 す

始ま た 50-50 いう取 組 をベースに 学

校 節約 た 半 を備品等 還元す 取

組 そ に 子 もたち や 気にも

いく ー ン 過去

年間 電気代 均 比べ 取 組 を

頑張 い いくほ 利益 少 く

いう部 あ そこ 本年 全 配当す

こ に た に 環境教育に す 取

組 を ン 換算 こ も併せ 配当す

こ に た 子 もたちに 好評 励

に い う 今年 削減 約 400

万 取 組 約 200万 合計 600万

算 中 取 組 に応 各学校に配当す

多い こ 約 70万に  

鹿 中学校 文科省 スー ーエコス

ール実証事業を 校舎 大規模エコ改修

を行い エネル ー ロを目指す いう取 組

を推進 い そ 中に発電装置 足踏

発電装置 生 を取 入 た設

備もあ  

そ 以外にも 雨水タン を使 た水や や

グ ーンカーテン た ー

取 組 にも い 環境教育推進プロ

会議 小中学校 環境教育を

うに進 いく を総合的に検討す 場

あ ンバー 各小中学校 代表一 今日

こ 会場にも参加 も い 各取 組

交流や 先進地視察や研究大会 参加 研

修会 開催に い 協議 い 併せ 教員

研修を進 い 先進地視察 厚木市 相川

中学校に昨年視察に行 学 せ いた い

た事 今回 エコス ール 政策に

た い 思 い  

成果 課題に い 今ま 単発 や き

たも を全小中学校 環境教育を総合的に実

施す こ き うに た 良

た 思う 課題 エコス ール 録

校を増や いくこ 中学校 取 組 を

充実 せ た に内容を考え いくこ 何

も 環境教育 児童生 に 力を

いうこ を大切に 今後も取 組

いきたい  

 

●話題提供  城野聖一 生駒市立小学校 取 

組 環境教育  

本校 昨年 グ ーンフ ッグを取得 た

小学校 ６年生 行う委員会活動 一 にエ

コ委員会 あ そ を基に エコス ール

委員会を作 ステップに沿 取 組

い 当初児童 教師 スター

た 他 委員会 児童も活動 い日にボ

ンテ 参加 く ６ に 20

に膨 いた  
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城野 聖一 

 

年間取 組 を進 いくた に ま

学校に たい 全校に ン ー 調査を

実施 た そ 結果を基に 川をき いにす

計 を立 取 組 を進 いくこ た

ま 行 たこ 川掃除 掃除をす 中 子

もたち 多 大き 捨

い こ に驚きを感 いた 委員会 決

たこ を６年生 総合 授業 行 た

も 期的 こ 思う また そ

教 に 大き 箱 個 たこ

を少 くす た に プ ス ッ

紙 回 ボッ スを作 そ

教 に置くこ 大事 いうこ を子 も

たちに考え も た  

秋に 寒く 川に入 掃除をす

こ き い そこ 別 方法 い 考

え 各家庭に ン ー 調査を実施 そ 結

果を新聞に 各家庭に配 た 川 一番汚く

に 作 た新聞を手直 各自治

会 方 回覧 も た スターも作

自治会 掲示板に 出 も う うにお

願い た 家庭科 授業 ６年生 卒業制

作 エコバッグを作 た 最後 ステップ 関

西 小学生 く エコ た エエ子に

いう うに押 えた  

エコス ール委員会 ６年生 1年間 取

組 を発表 た ６年生も卒業後にエコ委員

会に協力 審査 結果 グ ーンフ ッグ

をいた くこ きた 今年も エコ委

員会 ンバー 中心に 活動を始

い 今後も子 もたち 主体的に取 組

い うにサ ー いきたい 先日地域

方に集ま いた いた機会 あ た そ

時にたく エコ ップを持 き

いた いた こ も地域に た取 組

を進 い 考え い  

 

●コ ン  

小玉敏也 麻 大学教授 ： 中沢 提案

今 大学 グローバル た

人 を育 一方 地域に存在す た

大学 いうこ そ 大学

役割を明 に い いい

思 た 大学 持 い ースに

い そ 自治体 中 う関わ

い 良い いう論点に絞

いた 中谷 話 地球温暖

色々 グッ あ 各学校 取

組 い 言葉 い や

せ 事業 非常に多い

い そ 中にあ 中谷 取

組 取 組 結果を非常に 寧に

返 い こ す く大事 こ

い そ 立場 誰

うに取 組 を評価 いく い

う観点 大事 思う  

中井 話 一 一 プログ

中身 もおも い 地球環

境問題や温暖 いうグローバル テ

ー に 自 生活 遠い

こ を話題に い た

え ッ グ 話 CO2 問題

も ローカル き い 思

た  

伊藤 お話 子 も参加 問題を

うす いう も大事 取 組
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こ 学校側 大き 問題 思

う 本来 子 もたち 中 創造 い

い 限 た条件 中

子 もたちに物事を決 せ行動す

何 こま き いうこ

を見極 いく 必要 思 た  

最後 村 城 話

教育委員会 ー ーシップを痛感

た ここま サ ー す そ

学校 心 進 教育委員会

サ ー す こ 取 組 自体

長期間持続可能 い

思 た  

 

●総合討論 

水 山：中井 に質問 たく 個別プロ

グ あ 多く 団体 連携

い そ 団体 続 い いい

人数 足 く 活動 き い 新

い フ シ ン たい も あ

聞きたい  

中 井：個別プログ 入 成 25年

教育委員会 新規事業 提案

た 環境教育を主に い 環境

部 事業実施部署 移 た いうこ

担当課 ういう ンを

い 始 う いう 最初何も

た 最初 入 こち 普段ほ

事業 関わ い 団体に

何 プログ を考え い 打

診 せ も た 始 た当時 団体

個別プログ ６ そ 時点

活動 い 団体をまわ 見学や

応援にき も た団体 プログ

を 提案いた いたも もあ プロ

グ 環境部 教育委員会 立ち会

い 団体に一 授業を も た

学校 先生 子 もたちに

やすい 担当課 環境

教育 行政 子供たちに伝えたい

こ 逸 た話に い い 見

せ も た 中に お断 た団体

もあ  

水 山：伊藤 に質問 相川中学校 事例

そ 前に何 小学校 事前 取 組

あ 思う ほ 学校

う た 教え 欲 い  

伊 藤：相川中学校 相川小学校 戸田小学

校 多く 卒業生 進学す 中学

戸田小学校 取 組 始 ３年目

相川小学校 そ 翌年にグ ーンフ

ッグを取得 た 戸田小学校 す に長

期間エコス ールや い 1年生

6年生ま 巻き込 学校全体

取 組ま きた そ た 中心

6年生 卒業 も 学年に引き

フ ッグ 取 ま 続的に

ン す こ きた エコス

ールを始 た相川中学校 年生 フ

ッグを取得 た戸田小学校 子 も

たち 取得に 至 た エコス

ールを実践 いた相川小学校 子

もたち 一 た グ ーンフ ッ

グ やすい旗印 審査 取 組

評価 取得 き 児童 成

感に 嬉 い経験

もフ ッグを取得 き く も活動

自体に意義や面白 を見 こ も

き グ ーンフ ッグ 審査 時

相川小学校 子 もたち フ ッグ

を取 こ 僕 目的 い 取

くた 僕 や きたこ に自

信 あ ます 言 いた 中

学校 フ ッグを取得 た戸田小学校

生 エコス ールをや う 言い

た時に フ ッグを取得 き

た相川小学校 子 もたちもや たい

思 た い 思う 子
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もたち 声を聞き 姿を見 いた きた

い  

参加者：地元 小学校 PTA会長を何年

感 たこ 学校 現場 本当に忙

い 学校 先生 本当 環境教育

や たく い い 忙 す

う 合いを い いう

こ もや い 思 い 先

生 いた た 学校 中 意識統

一 に 力 い こ 何 もう

一 行政に質問 内容 吟味に い

生駒 研究会 たい プロ

あ 内容を ッ い 他

う い  

 村：学校 教育行政 両方経験 た上

結論 ち も大切 学校

大変忙 い中 い い こ をや

いた い い 学校にま せ い

部 々 ー ーシップを

や いく いう部 両方必要 事前

に学校長や現場 先生に聞い も い

き 限 負担を減 す うに

考え い 取 組 に関 学校

に 差 あ 中学校 中学校 学習

文 あ 物に 合

わ いも もあ 何 をや に も

大々的に決 たも をや いく

いう ま 可能 関連施設 見

学も 普段 小学校 遠足 や

い こ そ 他 こ も普段や

い こ ベースにあ 大事 こ

環境教育 視点 そ を見直す い

うこ き 子 もたちに

力を いく を絡 い

き 無理 い形 少

いう 大事 思 い 環境に

い 考え こ き 子

も 主体的に行動 き 子 も こ

教育 本筋 手段 環境教

育に取 組 いこう いう考え方  

中 井：個別プログ 審査 始 た当時

団体 代表者 学校 先生

環境部 経験豊富 管理職 素人

意見を交え 最初 プログ を

作 た 部会を開催 た 児童役

全部 プログ を体験 せ も

た ほ 素人目線 意見を専門

市民団体に言 いいも を

作 上 う や を た 手 う

ちを隠 に工 い こ 率直に

や いた いた上 一 団体

思い 先行 い うに

審査 きた  

中 谷：奈良市 事例 個別プログ

を き い 驚き た 京都

市 子 もエコ フ ン を

全小学校 や に 小学校 統一 プ

ログ を提供す 条件 た 年

初 にプログ を作 そこ

実施団体 NPO 教育委員会 プログ

内容を決定 や い 実際授業

をす ボ ンテ サー ル 多

く関わ い 行政 関わ に NPO

法人気候ネッ ワー 出前授業

き ボ ンテ を認定 も

い 気候ネッ ワー や い

あ 程 ベルを担保 た上

提供 せ も い 学校現場 児

童に接す ボ ンテ 気を

いこ に い 毎年ボ

ンテ 説明会 いう形 学校指

課に注意点を教え も い 学校現場

教育委員会 ッ 毎

回 定例会 報告 プログ 内

容を評価 い  

水 山：京都市 エコ フ ン を見に

行 たこ あ ボ ンテ 方
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経験を積 い わ

た 気候ネッ ワー た

NPO 環境系研究科 大学院 卒業生

職員 た す そこに教育委員会

や現場 教師 見に来 ボ ンテ

方 授業 終わ 反省会をや

あそこ こう たほう いい ここ

た 繁にや い

裏方 力 手間 ま い

思う  

水 山：中谷 に質問 部局同士 調整 難

い 思う 環境部局 教育委員会

接点 いう こ ういう 掛

そ 動い い 最初に

労 あ た  

中 谷：子 もエコ フ ン を担当

３年 成 17年 スター

お 立ち上 時点 関わ い

い 現市長 教育長 あ た こ

環境教育プログ を 全市 や

たい いう強い思い あ 市長 ッ

プ ン 始ま た ま 気候ネッ ワ

ー 教育委員会 選定 た

ル校 校 スター た 現場 す

プ ッシ ー あ た 後押 を

いた い 政面も含 支援

も た 気候ネッ ワー も

く ルを増や プログ

熟 を深 思 いた 行政

ニー に 早急に実施ま にい

た た いう形  

参加者：色々 立場 人に関わ も

う中 強力に推進 に 要性を

ールす こ も必要 思う

労 た面 工 たこ あ た

教え いた きたい もう一点 市民団

体や先生方 環境部署 そ 以外に民間

団体や 事業者 社会 献 いうこ

い こ もあ 推進体制

中に う位置 い ン

を教え いた きたい い い

た そ を教え いた き

たい  

城 ：小学校 場合環境教育 いう 学年

に そ 教科 中に位置

い 面 あ 小学校

年生 あ 例え 問題

年生 も総合学習 中 や い

点課題を環境に 学校 い 目

標を設定 うまく絡 や い

民間 いう こ 学校 場合

地域に 思う 地域 方々

に来 も い や いく中 ボ

ンテ 参加 も い  

 村：教科書 改定 た に環境に関す

内容 増え い 学習指 要領に基

い 教科書 中に取 込ま い

教え い学習内容に

い 外部 連携 エコ ッ い

こまに も NPOに いぶ お世話に

い また 自治会や保護

地域 方々に大変お世話に

い  

伊 藤：エコス ール 認知 く 文部科

学省 お墨付き い そういうお

墨付き いプログ を学校 先生

や自治体 方に説明す す く大

変 こ プログ 本質を知 取 組

たい 思う志あ 人 NPOや自治体

先生方 中にい そういう志あ 人

エコス ールに取 組 始 く た

エコス ール ステップ 同

こ を 自 たち 地域や学校 仲間を

集 頑張 や く た 今

40校 エコス ール 録校 校 グ

ーンフ ッグ取得校に た

思う そういう意味 ー ー ンを

見 こ 共感す 仲間を増やすこ
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エコス ールを増やすた に必要

こ 感 い  

民間 方々 連携 子 もたち

ステップ 中 自 たち 活動

を載せたエコス ール新聞を作 親

に配 た 自治会に回覧板をまわ

活動を広 た 自 たち 考えた方法

地域に広 活動を行う そういう

うに何年 エコス ールに取 組

い PTA エコス ール シ を

作 く た 地域 見 隊をや

い う 方たち ネッ ワー

サ ー く た 地域 エコス

ールサ ー 隊 き い た そう

校長先生や担当 先生 代わ

も子 もたちを地域 支え く 子

もたち ベーシ ン持 続

い た いう 想定外 た こ

に親や地域 サ ー く う

に 当初思わ た 子 もた

ち 自 たち 作 自 たち 動く

最初 協力的 い親を変え い

いう驚きもあ た 海外 事例

地域 大学や住民 フ シ テーター

ッサー いう役目 エコス ール

に協力 く い ル ン

や カ たく そういう例

き い  

中 井：地球温暖 学習 小学校高学年 学

習す 内容 こ 取 組 中

あえ ３年生に い ン

家庭 波及効果 行動ま 効果を

要視 い た 小学校高学年

早い子 も 反 期に入 く

学校 習 たこ を保護者 方に話

く 小学校３年生 反応 素直

好 心旺盛 家に帰 真面目に素直に

伝え 子育 をす 親世代に も

効果 あ 思い あえ ３年生に

い 地球温暖 策 行動 先 理解

後 説明す 学校 先生 理解

も含 学習 いう位置 を

こ あた 説明 理解 始

にあた 労 た こ  

民間 力に い NPO 講師 活

躍 い 色々 企業 方 個別に

環境教育 取 組 を い

こ 課題 感 い 同 行政

中 も 独自に い 環境教育 取

組 を線 い いく こ す

く大事に く 認識 い

民間 方 協働 き こ 少

取 組 いきたい  

中 谷：教育現場 学習指 要領に基 い

環境教育スタン ー いう ニ

ルを作 た そ 中 小学校 年生

カ に子 もエコ フ

ン 入 い 学校 負担に

い い いうこ プログ

も現場にあわせ い プッ

夏休 冬休 にワー シ ップ

を開い 自 エコ フ 成果を発

表す 催 を設定 い そ

プッ 自体 そ 後 学校 社会科や

総合 時間 資料 使え う

形 提供 い 学校 先生 自

勉強 最新 温暖 情報を提供

い  

民間 関わ 京都市 京

ン 21フ ー を作 い

そこ 環境教育プログ 開発を

い 開発 たプログ 学校に提

供 い そ 別に 商工会議所

CSR 一環 関電 独自に

提供す プログ を持 い

紹 い  

中 澤： 一回 ESD連続 ーを主催

い 思うこ あ そ ESDを実践
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い 先生方 い

いうこ ESDをや 先生

す た先生

ESDをや い い

た先生 集ま く 参加

い 先生方に ち連 き

お願い ち作戦 ンバーを増や

い た 学校 教員 忙 い も

う一方 授業 うまく たい 思

い ESD 自 教 を探

単元を ン ター ッ を流

込 実際に授業をす 本当に力

く そういう意味 や い 楽

いく 学ぶ仲間 い

活動 長続き 広 や深ま 出

く  

民間を 象 た ESD 普及

ESDコン ーシ に取 組 い

知 合い 企業に相談に行 コ

ン ーシ ンバーに も

い 毎 ESD ー ルを発行す

もに 民間企業をまわ ESD

理解を進 い 企業回 を 気

いたこ 経営者 方 ESDを理

解 従業員 理解す

いうこ 企業 大人 学校 いう側

面もあ いうこ に気 いた 今年

一層企業回 を う 思

い  

中 澤：学校 教員 教育委員会 環境政策課

方 一 場 学 合うプ ッ フ

ー を く う い ３年前

こ ーに参加 い 先生

方に環境教育や ます 聞く 全

員 や い 答え た こ

市や県 環境政策課 こにあ 知

います 聞いた こ 誰も知

い 地域 環境課題を知 いまま

子 も 行動 を引き出す う

環境教育 き い う そういう意

味 学校 教員 教育委員会 環境政

策課 方 一 に学ぶ場を設定 たい

も 縦割 を乗 越えた

きた いい  

城 ：エコス ール担当 子 も

呼 た 子 も 引き出

子 もにや たい うにや せ そ

中 エコス ール 取 組 を広

い う指 す 本当に難

た こち 教え く 引き

出す そ 引き出 たこ をや

い 子 も ー ー 子 も

育 く た

思 い 去年 ー ー 妹 ま

たエコス ール委員会に入 きた

続 頑張 い た 思 い  

小 玉：視点をま 連携 質

続 学 方 こ ３点に 思う ま

連携 質に い 10年前 学校

授業 行政 連携をす

ース 思 いた 10年た た今

当た 前 こ に き い

ここ 一 返 連

携 質を問い直 いく時 い

連携 増えたこ に 連携疲

生 い 思う 質を高 時に ス

テー ル ー う プログ

を一 に共 いく いうこ

す く大事 学 プログ を

投 込 く ステー ル ー

共 協働 作 いくこ 質

に関わ 大事 点 考え  

今回驚いた 学 方に い 議論

きたこ 言います 必

も ッ ー を一方 提供す

く PDCAサ ル 踏

込 プログ に い 課題解

決型 学 方 環境型 学 方 ここ
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10年 総合的 学習 時間を中心に学

校教育 中 展開 きま た そ

い 学校外 い 団体 も

共 わ 広 きた

いう た  

３ 続 いうこ や 学

校 環境学習プログ を持

い も 人事異動 いう壁 あ 一

廃 まう いう 全国的に見

も共通 傾向 そ 時に優 た NPO

地域に張付い 学校をコー ネー

す 多 た 今回学

行政 力 非常に大きい いうこ 市

役所自体 異動す こ い そ

中 環境課 教育委員会 あ

中 長期的に体制を支え 構え あ

学校 続 物事をや い 当

た 前 そ 大切 を改 痛感

た 持続可能 開発 た 教育 言う

体制自体を持続可能 も に い

く 政的 面 人的 面 現実的に大

切 あ  

教育 いう 結果 出

い 手 たえ い 例え

生に 環境教育をや い 人

ESDを研究 い 人 来 い

来た 聞く 小学校時代 経験を思

い出 来た いう学生 多い 総

合 こ こ をや た 地域 や た

こ わた に影響を え い い

う学生 多い 一世代まわ き 少

実感 い 思 良い

い 思う  

水 山： 掛 を う工 す 大切 見方

を変え 見せ方 工 い

新 い事例 を追い

く 見せ方をもう一 考え直す

も十 観点 変わ う そ 時

ESD 視点 見直すこ 大事 中澤

先生 先生 効感 いうお話を

た や 担当者 当事者 子 も

うや 効感を見出すこ き

大事 思 い あま 大き

こ を や う 思わ い

小 こ を大切に 積 上 い

くこ 大事  

最後に今回 反省 立学校 こ

に い 議論 き た 関西に

公立 学校 く 立もたく

あ 立 学校に う

プロー いく も考え いく必

要 あ また 学校 いう 小 中

学校 話 多い 高校生も 要 ター

ッ 高校生 意識を う変え いく

いう 大き 課題 機会 あ

また議論 考え いきたい  
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第 分科会 地域 働 午前  

事業者の地域活動と 働  

コーデ ネーター  

滋賀グ ーン購入ネッ ワー  事務局長 博子 

話題提供者  

 地元河川 清掃活動を通 工業 農業 共存す 地域  

生駒市 田原工業会事務局 國本明 

 求 環境改善！環境 ネ ン システ 難 く い 意義 そ 効果  

NPO法人奈良ス ップ温暖 会 NASO  副理事長 井上  

 奈良県 環境政策 連携 た事業者 組織的 環境改善活動  

環境省エコ シ ン 21地域事務局  事務局長 楠 孝  

 エコ シ ン 21 何  伝えたいこ  

株 スター ンカ  代表取締役 中村悟 

会場 コ ニテ ンター 

 

  ：こ 科会 扱う課題 点目に

地域 献活動 に取 組 企業 一

部 大企業に限 広 いこ

点目に グ ーン入 に関心 あ 自

治体 多い 実際に 入 い 自

治体 少 いこ 本 科会 事業者

環境 取組 支援 グ ーン入

を進 上 課題 事例を見 いく

協働 を 行政に 地元企業 環境

策支援 え 皆 考え

いきたい  

 

辻 博子 

 

●話題提供  國 明 地元河川の清掃活動を

通 て工業と農業が共存す 地域  

田原工業団地 奈良県 端 生駒市 山手

大阪 京都 境目にあ 自然環境に恵ま

スも い 交通網 ここ 10年 急 に

進 思わ 最近 大き 企業 進出

開発 進 い 生駒市 住 やすい街

全国 も上位に ン ング お 市

工業 も住 やす に力を入 き

た 工業地 山 手に作 ほ い いうこ

田原 に企業 集ま 規模 大きく

きた 工業団地を 乗 た 諸問題に 企

業 に取 組 こ に お ま ま

た活動 き い い 現状 あ  

工業会に 穴虫川 清掃活動を紹 す

穴虫川 田原 貴 水源にあた 幅

ｍ い 河川 あ 少 前ま 蛍 飛

いた 工業 進出 出 く 昔

人たち 変わ ま た 言う 数年に

川 立 う 問題も起こ た 30

～40 年前 くい あいもあ

も生活者 企業 棲 い

た ここ 以前 集業者 方 独

自に地域 川 清掃活動を続 いた 工業会
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も何 を い 地元 方 共存 き い

いう問題意識 あ 地道 活動を あえ

や う 成 23年に川 清掃活動

を始 た 加盟 62社 半 い 参加

年に 行 い き 人を

集 川 を取 活動 始ま た  

 

國  明 

 

最初 工業会 行事 た 今 地

元 自治会や農家 生駒市も参加いた 活

動に い 始 ３年目 成 25年に

生駒市に音頭を取 いた き 河川利用者

工業会 水利組合 自治会 生駒市 連携

た取 組 た 大き き

た 田原工業団地に大き 道路 通 こ

に たこ こ まま おく 問題

ますますこ いう 惧 あ た

そこ 協力 いきたい 田原

地内水質保全連絡協議会 発足 集ま

問題を出 合おう 始ま た 清掃活動 実

施日 協議会 話 合い工業会にあわせ い

た く形 日に行 い 顔を合わせ い

交流会を持 うに 汚 い こ

を綺麗にす いう後追い 川を汚

い うにす 発想 変わ い た こ 去

年 地元に 企業訪問に発展 た 企業

に こ き いこ あ 痛い

こ に踏 込ま い 問題 解決にも

い いうこ 水利組合 川を汚

困 人 生 声を企業に た 地元

方 年間 10社 いを訪問 うに

た 水質汚 事故に 一定 ターン 出

き い そういう こ を中心に回

せ も い  

田原工業会 行政 入 い 組織的

団体 く 事務局も役員もボ ンテ

活発 活動 き い い 任期 年間

あ 引き を も現状維持 限 あ

10年前にも事務局を担当

た そ 頃 地元 方 や

ル 応 中心 た 今回 清掃活動を通

笑顔 見え うに い 自治会 方

困 たこ も言いやすく そ 工業会も

動い ま う いう うに 地道 活動に

関係 雰 気 変わ きた 大き

こ あ  

そ うに変わ きた 考え

地元や環境を く う いう気持ち 誰

も 持 い も 集業者 方 長

年続 きた清掃活動 持 いた気持ち

も も 持 いた 気持ちを刺激

た 思う 今後 続に 問題もあ

う 今も 幸に 事故 起こ こ あ

そ 本的に断ち切 い い 現状

あ 先 田原工業会 総会 活動報告を

今回いこま会議 も報告 い こ

うに社会に ールを いく 手 こ

き く そうや 地域社会に 献

いきたい 考え い こ 国道 163

線 バ ス 交通 増え企業進

出 測 い そ に伴い 水道 整備

も必要に く 環境問題に す 企

業 応 あ 程 見え き い 行政

連携 いく 大き ン に

考え い あわせ 地道 活動を続

一 軸 信 続 いきたい

思 い  
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  ：國本 笑顔 印象的 た こ

清掃活動 生き 斐に き

た い  

國 本： 今年もまたや 感

いた 行 想外に参加

者 多い に驚いた 社員も 行

た 言 く 気持ち いいも

感 た  

参加者：事業者 行政 市民 参加者 比率

う い  各々 役割 決

い  

國 本：参加団体 工業会 60社あ 会

社 多い 地元団体 水利組合や

自治会 年配 方 多い た 人数 少

く も地元を く 存 指示

も い 企業側 修正 い

い い方 地元 困 い 方

地元側 困 事を出 も う方

い  

参加者：地元 方 日 参加 大変  

   い  

國 本：参加者 数を集 に 企業 出す

良い 日に実施 い 地

元 切 役 人に出 き も

う 地元 土日に ーン ン ー

ンをや い こ を知 企業 そ

ち にも参加す 人 出 うに

きた  

 

●話題提供  井 求 環境改

善！環境マネ ン シス 難しく

い 意義とその効果  

1992 年に ネ ロ 環境 開発に

関す 国際連合会議 開催 温暖 や生物

多様性 国際的 環境 取 組 スタ

ー た 環境 開発に関す

ネ ロ 言 第 原則に 持続可能

開発を 成す た に 環境 開発を

考え いうこ 書 い 第

原則 持続可能 開発お 質 高い生活

を 成す た に 持続可能 い生産お

消 様式を減 せ あ 第 15原則 防

原則 科学的に確実 い 取 組ま

い いうこ 防を原則に 険

あ 取 組 いうこ こ 方針

ン ール議定書に反映 い 第 16

原則 汚 者負担 原則 環境 用 内部

経済活動 用に環境 用を入 書い

あ  

環境 ネ ン システ 人 行動

環境に う影響す を扱 きた 見直

中 ISO 環境 生物に 影響を え

も考え いうこ 入 き い

2010 年タ 洪水 ニ ース 温暖 影響

大洪水 工場 多く 操業停

た 福島原発 事故 ニ ース ここ 先

汚 い 入 いうこ

出 き い 々 使え 地球 範

く こ 起こ き い 生

物多様性 ニ ース 環境省 希少種 指

定 い 89種に 新たに絶滅 惧種 準絶

滅 惧種 ロ グロ ニ ン

サ エル グ 300種 倍以上

指定 こ に た 外来種 急増

質業者に 乱獲 原因 い そ

う 子 も 頃に

滅多に食べ た こ に高く 少

前ま ち 食べにいこう

いう う 生活に いた い

そ 他 原因も考え い  

 気候変動 大気汚 水質汚 土壌

汚 すべ 結果 あ 射能 CO2 NOX

SOX 油 水銀 カ 土壌汚 や

水質汚 を いく こ 直接 原因 あ

こ を出 い 工場 店 家庭 発電

所 自動車 ル こ も 中経過

石油 石炭 ン 金属を掘 出 た
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一番 原因 あ 先進国 人 行動 一

番 理 こ 人 行動 を変え いく必

要 あ いうこ 考え い こ

あ  

ISO 真 原因 を特定す こ を要求

い  

環境 ネ ン システ EMS ISO

委員会 会議に参加 いたこ

ISO14001 規格 き 企業や大学や組合

取 組 こ に た EMSを取 入

続的 活動 き 内部 査 あ 第

者認証 自 作用 おこ 決

難 いこ い PDCA サ ル 計

実行 点検 見直 少 や

いこう いう 普段 生活 中 誰も

や い こ あ 去年 も今年 今年

も来年 少 く いきま う

いう 考え方 基本  

 EMS 実施す べきこ ISO も KES 京

都環境 ネ ン システ スタン ー

もエコ シ ン 21 も 規格に明

い こま や うにや

こ を決 実行す こ  

必要 こ 自 たち 決 CO2 排出

を 割減 い す

こま うにや も自 たち 決

い いうこ EMS 方針を決定 現

状を調べ 目標を決 成 た 実施計

を決 あ 運用 うまくい い

こ 伸 い い い こ 見直

修正す 奈良市 環境基本計 にも

PDCA 入 い 兵庫県も 生駒市も 少

毎年毎年上 いく いう 組

あ  

新 く環境 システ を作

く 既存 組 を利用 必要 システ

を追加 い 奈良県 ー ー に

書い あ 取 組 い 難 く

普段 事 普段 事 ISO 事 ISO

事 まう あ 例え 自治

体 業務 場合 計 実施 いう過程

も実践 い 規格に適合す

形 新たに必要 も を入 い いうこ

 

EMSを 入す 録 増え 文書 増

え く言わ 環境保全 確実に改善

す また ス 回避 き 例え 水

質汚 問題 起こ た 次 う た

起こ く を考え 環境コス

今 高く い 防 働くこ

コス 減す 社会全体や行政に ッ

あ 思う 法 遵 すべ 規格

中に 法 遵 入 い た え

法投棄 ロール に社会的コス

い 全事業所 EMSを 入す

組 中に法 遵 入 法投

棄 く あ も 第 者認証を

そ 組 を第 者 ッ す  

奈良県 ー ー に 地域全体 環境

改善に 環境 益 影響を及 す事

業 推進 いう自治体独自 も あ

自治体 一事業所 く行政

必要 こ をや い 書い あ

自治体も事業者も 本当に自 事

中 取 組 もう一歩先 行 も え

た 思 い 建設業 廃棄物を減

す た 立 替え も補修 いい 設計

段階 省資源設計や 学物質 削減も き

料 歩留ま 向上をす いい 製品

売 残 を減 せ いい 行政 ベン

際に使い捨 容器や 包 を使わ ー

ス容器を使う き 事業に フサ

ル ス ン 考え方を入 持続可

能 ベン 運営 た ネ ン シス

テ 規格 あ ISO 20121もあ 東京 ン

ッ も 用 決定 い 他にも 社会

的 信用を得 効果もあ 効果を

上 に大事 点 そ に P D C
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A そ に PDCA サ ルを回す いうこ

もう一 修正可能 時期に見直すこ

事業年 終わ ３ に点検 見直 た

次に反映 き い 修正 きく時期に行う

こ 必要  

 

井   

 

EMS 効果 事例を紹 す 目に 製

造業 電気 使用 減 職場 徹

底 た 電気 使用 グ フ お

2011年 2012年に 非常に減 い

機械 電気 照明 電気 系統 一 に管理

いた を 別々に管理す こ 事

うまくいく うに た いう 目に サ

ー ス業 車 バッテ ーを扱う会社

LED照明に変更 超過勤務を減 す 電気

使用 削減 き 従業員 意識改革に た

こ を聞い い ３ 目に 小売業 ち

サ を縮小す に 紙使用 削

減 た また コープ自然派奈良 環

境 取 組 をす く い 結果

う い こ ま 把握 き い

た 取 組 成果を把握す うに

た こ 組織 状況 うに 次

目標を立 やすく た いう EMSを 入

す 持続可能 社会 事業者 ういう位

置にあ 先々 う いく いう

こ を見通せ うに や ほ い

本業 事業活動 中 取 組 こ そうす

大き 効果 上  

 

  ：EMS 新 い 事を増やす

く 本業 中 システ 取 組

い く い いう話 印象

的 た 会場に EMSを構築 た企業

方 い 始 き 大

変 た  

参加者：エコ シ ン 21に取 組 い

最初 数値を調べ 資料を集

大変 た  

  ： ータをそ え 大変 思う

専門家 力 必要に く

う そういう専門家 う出会い何を頼

後 スカッシ ン 扱い

たい  

 

●話題提供  楠 孝 奈良県の環境政策と

連携した事業者の組織的 環境改善活動  

エコ シ ン 21 環境経営システ

一 あ 事業者 地域活動 協働 行政

タ ップ 事業者 うに環境経

営を進 いい いうこ を事例

紹 たい  

奈良県環境カ ン ー協会 副理

事長を務 い 環境省 環境カ ン ー

制 に 録 い ンバー 奈良県内に 50

人ほ い 環境配慮を積極的に進 う い

う県 方針に基 き 奈良県 協働 ロエ

ッシ ンや CO2削減を進 い エコ

シ ン 21地域事務局 いう立場

行政 事業者を 支援を行 い  

国 環境基本法に基 い 環境基本計

あ そ に 県や市 村 条例 策

定 い 奈良県 も 奈良県環境総合計

あ も地域計 推進 企業

市民 団体 構成 い 奈良県環境県民

フ ー 代表を務 い また奈良県
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協働事業 廃棄物削減支援 CO2削減

支援を行 お 節電協議会 ンバー

も行政 応援を い  

ロエ ッシ ン推進計 目に

奈良県く 創造部 観 環境局 環境カ ン

ーを企業に派遣 排出 現状診断を

す も 企業を訪問 診断 一部コ

ンサルテ ングを行 い 推進計 策定

応援も い また 事業者 活動を進

やすい うに バ スを い 番目に

廃棄物 適正削減 た 手引き

県 廃棄物 策課 協働 研修お テ ス

作成を行 い あ 製薬会社 EMS 認

証をす 同時に ロエ ッシ ン推進を

う いうこ 大幅 資源 合理 を推進

た いう実績 上 い 廃棄物削減に

い 事業者 方 関連 法 を 存

い場合もあ 法規制 ３ テー

社員教育を行 お こ ま 80件あ

ま 実績 あ  

 CO2削減 バ ー制 省エネや

コス 削減に う 事業を進 う

々 直接訪問 工場内 診断や改善提

案を 具体的 取 組 方法に い 共同

研究 CO2を減 いくた バ ス

を い 技術的 生産 ン 改善 いう

こ に 環境コンサルタン 活用支援

効果的 活動 た に環境経営を推進す

た ISO14001やエコ シ ン 21を推進

組織的 計測的 取組をすす いた い

い  

 市 村 協働 環境基本計 策定や

運用 支援を い 生駒市環境基本計

推進会議や川上村 推進役を務 い 資

源循環面 十津川村 協働 森林資源活

用 調査を行う 奈良市 廃棄物適正処理

講習会 講師をす 生駒市 以前にエ

コ シ ン 21 環境経営研修会も実施 た

行政 事業者 協働 環境改善を進 た

支援を い こ うに 事業者 市民

団体 行政 協働を進 い  

 こ 環境基本計 取 組 生駒

市 行 た事例 環境都市いこま 姿を

こう 成 19年 2年間 環境基本計

策定 た ECO-net 生駒 活動

ー ー に掲載 い 見 ほ

い  

 

楠  孝  

 

環境活動評価プログ 認証 録

組 を入 ほ い いう要望 あ

ISO14001 国際環境規格 ほ 同 組

事業者に活用 やすい環境 ネ ン シ

ステ エコ シ ン 21認証 録制

構築 た 環境経営におい 品質

価格 納期 顧 満足 いう事業者 当然

条件に加え 環境配慮 必須 条件に た

地球温暖 グ ーン 資源循環 取組を

経営に盛 込 いく必要 あ ン

設計 生産，輸 ，使用，廃棄 すべ

フサ ル 環境配慮 必要 時代 来た 事

業者 ういう事業を行い ういう環境影響

を え い を設計段階 明確に 全員

参加 取 組 こ 必要に きた  

 エコ シ ン 21 ま 自己実行 を

明確に う エネル ーや資源 消 に

い 具体的 数値 現状 析を も うも
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あ 次に 環境 負荷 自己 ッ

石油や石炭 都市 ス 使用 基本的

ータをきち CO2 排出 を計算

いく こ 集計システ 環境省 ー

ー にもあ コン 扱え 使用 を入

CO2排出 自動計算 使いや

すい 組 に い 現状 析 次に

取 組 自己 ッ をす ッ

表 省エネや新エネ 具体的 取 組 方法

内容 国 環境基本計 に

た内容 一覧 ッ き うに

い こ を使う 事業内容 取組内容に評価

点を こ き 要 高いも

番に取 組 成す 次 テー

いう うに やすく取 組 やすい方法

環境効率を向上 せ た に 資源やエネ

ル ー 投入を減 す 廃棄物 排出を減 す

製品 サー ス 機能を 大 向上 せ

付加価値 高いも を提供す うに い

た く いう形に い  

 環境効率を向上 せ た 方策 事業活

動 ンプッ プッ を見直 無理

や無 を探すこ 環境意識を高 評価す

全員 役割を明確にす いうこ をシス

テ 的に行うこ そ 問題点 真 原因を

探 析す こ こ うに地道 活動を

積 続 せ こ ン に

い PDCA を回す いうこ 目標 成

き た場合に 取 組 方法や組織に

問題 た 原因を明確に 次

進 い 新た 事業や環境目標に挑戦

いく いう うに新 い展開に

いく  

 システ 入 ッ ま 経営コス

削減 グ ーン調 や環境配慮商品

開発 進 こ 組織的に数値 計 的に

進 い CO2や廃棄物 削減も き

コス 削減 き 上に 環境改善に 経営

ス 減 取 組 き 要

思う 続的に取 組 進

いうこ システ おく 人 変わ

も活動  

取 組 手 地域事務局 審査を申 込

審査人 派遣 書類審査を 現

場審査を そ 結果を 定委員会 定

こ に い OK 定 出

本部 観的 定を 中央事務局 ー

ー に環境活動 ー 公開

定人に 環境 取 組 経験や実績 豊富

ンバー 選定 い 奈良県内 認証

録企業をいく 紹 す 奈良自動車工業

や森田スプ ング製作所 和澱粉 ン

ー ンター奈良 奈良 販売 スター

ンカ 奈良スバル自動車 こ うに身

近 企業 認証 録 い  

グ ーン プログ ル事業 企

業 一斉にエコ シ ン 21に取 組 認証

を取得す も あ ン ー ンター

全国 ス 工場 一斉に 奈良スバ

ル自動車 全国スバルグループ 一斉に参加

全組織 録 い 中 企業

関係会社や取引先を集 エコ シ ン

21 認証 録に必要 環境活動や評価を推進す

いう方法もあ  

自治体 ニシ テ プログ

自治体 市 村 関連 事業者を一斉にエ

コ シ ン 21認証 録す 組 こ に

行政内 環境経営 ま ま 推進

こ に 事業者 自治体 方に

CO2や廃棄物 排出削減 を地元 組織的に

進 こ に 具体的 効果 上

いう ッ あ 近畿地方 も多く 自治

体 奈良県内 35社 参加 い  

 

  ：幅広い取 組 報告をいた いた

グ ーン プログ ル事業 企

業 取 組 を進 いくた 手段

エコ シ ン 21 中 一
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楠 ：そう き 幅広く参加 も

え う 前半 一気に基本的 講習

を あ 個別に指 認証取得

に動い も うも 段階に 行

う  

  ：企業側に 録料 く

ッ あ  

楠 ：そ い 同業者 集ま 意

見交換 やすく 取 組 具体的に進

やすく 企業 単独 取 組

も進 やすく 業界 ベル 一気に

上 また こ 環境経営 取

組 並行 進 事に グ ー

ン購入やグ ーン入 も進 やすく

い 期待 い  

 

●話題提供  中村悟 エコ クシ ン 21と

何  伝えたいこと  

自動車修理業 ン 会社を営 い 保

険会社 お付き合いす 中 斡旋 たこ

エコ シ ン 21に取 組 き

た 僕 代目 今日 事を うこ

いく い い 環境 こ 正直考え

い た 会社に戻 15年 い経 た

３年前 自 に代替わ た き 環境 取

組 をす こ に た  

環境方針に い 実際や い こ を感

覚 う 日常業務 携わ

い こ を発想を変え こう いう

うに環境方針を作 い た  

組織概要に い 従業員数 桁代 事業所

EMS 取 組 少 い 思う 人 ス

タッフ 中 責任者を誰にす 考え

必要書類を く い た 経理 親に任せ

い 自 帳簿を見 こ もこ ま

た  

現状把握に い CO2排出 を数値

す 難 た 調べた 出 く こ

た 今 使 た いく 先 使 た

いく いうこ わ 前年 比

うに 電気代や水道代 を比較 こ

あま た 表を く い

言わ 最初 嫌 感 た こ

忙 た ン代 こ 使 い

た いう うに 析をす いい機会に

た  

 

中村 悟 

 

実績 評価に い 面倒く い 大きい

会社 や いい に 思 いた 表を

く い きに 環境 策 使わ

いい こ 使わ い コール 経

削減 発想 転換 きた そこ 何 き

い 何 き い い を考え うに

た エ コン温 設定 公共施設 理

解も き きた お 来 一般 事業

所 難 い 自動車 運転 燃料 削減や

照明 消 うに 電気や ンを使

わ い うに進 い た ち う こ こ

廃棄物 別 求 うに いた

自動車 修理業 廃棄物 別 取 組

少 い 鉄 わた ス プ ス ッ

複合 別 難 く 産業廃棄物 いう

形 ま こ 多い職業形態 た こ

年 い ル も う

別を試行す うに きた 気
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事を取 に行く 労力 別

今あ も をお金に換え こ いう た

発想 や う 考え こ きた  

スター ンカ 工場 階建 バス

も入 く 車検も整備も き う 形

事 い 階に 溶 回 装置を設置

シン ーを再利用 使用 を減 コス

も削減 い 屋 に 陽 発電装置 お

金を生 夏場 温 作業環

境 く 以前 機溶 を使 たも

多 た塗料も ーカー 指 もあ

環境にも人体にも影響 少 い 溶 塗料を

使 い  

取 組 を 最初 に く そ

こ をや 立場 い に 思 いた

県 取 組 に 補 を出 サ

ー す 形 あ 事務局 時々電話をも

う中 徐々に活動を進 うに た

す 環境 事 ン す こ たく

あ わ きた 例え 稚園バス 修

理 車体 く 普通 丸 交換す

すべ 新品 1,000万 部品 取

替え 300～400万 新品 料もエネ

ル ーも新 く必要に こ 環境

にもや い 稚園 相談 実現

た事例 あ 子 もたち 元 新 線バス

帰 きた 大喜 た 自社 商売

や い こ そ 中 環境に い も

話をす こ き  

中 車修理 事例 ぶ こ い

通常 修理に出す 部品交換

14万 そ を修理 た 8万 2000

済 僕 う 工場 も も 請 工

場 いわ い 上 事をいた い 僕

直す いう 従来 事 た 部品

ーカー 支給 た 直 まう

ーカー 儲 く 僕 現

物を直 環境にもや く お にもや

く を実現す こ うに事業を

環境にや く を う ン せ を考

え いこう い 地域活動 参加も

いきたい  

一般家庭 環境に取 組 時代 次 零細

企業 いう時代に き い ほ 儲

い に そ こ を い

思わ も い 商売 原

資 き い た 発想 う

いうこ 大き ン

く  

 

  ：グ ーン購入も ま 買わ いグ

ーン購入 第一番にあ 修理

また使う いう 事を通 環境にや

く を実践 い  

参加者：環境活動を い 市民団体 エコ

シ ン 21 お手伝いを い

小 い事業所 毎年取 組 大変

こ 儲 いい … 思い

や い 市民 満足 い

事業者 こに満足 あ 考え

いた こういうこ をや い 会社

市民も応援 う 思 く

た いい 思う こ 取 組 周知

い EMS 広 い 発

表に感激 い  

参加者： 問題 住民に ッ い 実

感を持 も え い 感 い 隣

市 混合 集 い

に 本市 別 集を徹底 い

そ に 市民 朝

情 電話 入 ３ 年前に生

別 ニター制 を 50世

始 こ 全域に広 いく

住民説明会 住民にも ッ あ

こ を伝え い 水切 用 バ

一時保管場所を準備 い 反響

大きく 算 足 く きた

2030 年頃に 処理場 老朽
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立 替え 必要 400億

そ に 生 を 別 燃や

いこ 税金 無 遣いに い

いうこ を伝え い 本市 毎年

億 を 施設に投入す こ ま

捨 い こ に い 来年

再来年以降に 成果 上 たも を発

表 たい 小 い会社 頑張

い こ に 小 いまち

共感 た 発言 せ も た  

  ：環境 策 面倒く い 終わ

い い 環境に取 組 地域活性

にも 儲 組 を作

い い い う  

 

●話題提供  辻博子 滋賀県の ーン入

と、企業、民間団体、行政の 働  

グ ーン購入 環境に配慮 た商品やサ

ー スを選択す 消 行動を通 世 中を

変え いく活動 あ グ ーン購入ネッ ワ

ー 購入 必要性を十 に考慮 品

質や価格 く環境 こ を考え 環境負

荷 き 小 い製品やサー スを 環境

負荷 減に 事業者 優先 購入

す こ 定義 い  

ン 目 購入 必要性を十 に

考慮す こ 買わ に修理 使う ンタ

ルす 共同利用す そ もや 買

うこ に 目 ン 品質や

価格を考え 環境負荷 き 小 いも

を選ぶこ ３ 目 環境負荷 減に

事業者 優先 購入す こ  

 グ ーン購入法 前文 環境物品等

優先的購入 こ 物品等 市場 形成

開発 進に寄 そ 更 環境配慮型

商品 購入を 進す 続的 改善を伴

た波及効果を市場にもた すこ 書

い 大 消 者 あ 行政や企業 グ ー

ン商品を買う そ 売 企業 グ

ーン商品を く うに す 市場に多

く出 一般 人も購入す うに

いう形 ス ル ップ 起こ グ ー

ン購入法 正式 称 国等に 環境物品等

調 推進等に関す 基本方針 こ

2001 年に資源 効利用 進法 きたこ

に作 た 環境 取 組 に 一般的に

サ ル 多い サ ルす

大 生産 大 消 大 サ ル 大 廃

棄 一方通行に まい環境負荷 減

い サ ル たも を買 使 初

循環 輪 き そ グ ーン購入

法 きた こ に 国 機関に グ ー

ン購入 義務 た 地方自治体に 力

義務 課 た 企業や国民にも一般的責務

うたわ い 現在 国 21 220品目

特定調 物品を買う際に 必 グ ーン購

入 断 基準を満た い も を購入

い  

国民や企業 グ ーン購入をす 際に 商

品 A B 比較 際に 値段 同

ち 環境にいい 考え こ 程 始

い 行政 環境配慮型商品 そう

いも ３ 選択肢 あ ここま

値段 算 許す 真 中 商品に

う いう程 取 組 い  

日本 グ ーン購入 歴史 1980 年代に

神奈川県 一部 自治体や企業 再生紙

購入運動 始ま た 一過性 ン

ーン た 1994 年 滋賀県庁 日本 初

組織的 取 組 滋賀県環境にや

い物品 購入基本指針 滋賀県機関 用

た環境 応製品推奨 ス を く た す

県 取引 あ た業者 商品 環境配慮

に い 学 始 ーカーに働き い

た ーカー 滋賀県に ングに来 当

時 た再生紙 紙フ ルや再生プ

ス ッ ボール ン エコ商品開発 き

に た 大き 市場 動いたた 再
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生紙 環境に配慮 た商品 く 環境

配慮型商品を扱う小売業 増え 新た 環境配

慮型商品 開発 い た そこに当時 環

境庁 注目 全国に広 う 呼

1996 年に企業や行政 異業種 集ま たグ

ーン購入ネッ ワー いう全国組織 設

立 た 1999 年に 地元 取 組

を進 う 滋賀グ ーン購入ネッ ワー

設立 地域 国を動 す う 形

2001 年 グ ーン購入法 制定に

い  

グ ーン購入ネッ ワー グ ーン購入

を推進す 非営利組織 あ 広範 産官民

購入者 供給者に ネッ ワー あ 会

員 全国に 2,500団体 地域組織 カ所にあ

グ ーン購入 普及 情報提供を行 い

滋賀 最初 地域組織 一般社団法人

法人 も唯一果た い 都道府県別に

会員数を見 事業所数 多い東京都 番

番目 滋賀県 事業所数 全国 ％

に会員 多い  

グ ーン購入 自 く そ 先を

変え も 消 者 購入行動 変わ こ

お店も ーカーも 広 こ に 世

中 変わ いく 滋賀グ ーン購入ネッ

ワー 会員 グ ーン購入に取 組 連携

グ ーン購入を社会に広 活動を

い 会員に 環境に配慮す 事業者 参加

い 組織 グ ーン購入を行う も

に 組織内 従業員に もグ ーン購入

啓発を い 会員数 設立時 倍 約

470団体 会員 情報交換 場を く フ

ー ー 見学会等を開催 い

一般消 者に 環境に配慮 た暮 を広

た 環境 ベン や ン ーンや出前

講 働き い 会員 思い 活動を

た に研究会を持ち 展示会 共同出

店 いちお グ ーン商品 ス く そ

を通 連携 生ま き い  

エコ ボ ー  

 事業者 協力 を減 そう 始ま

た活動 コ ー用紙 外箱 ンボール箱を

く 会員企業内 通い箱を使うこ に た こ

に 紙 ーカー 手間 増え 配 コス

も上 ま た そこ うせ高い

付加価値を う 福祉共同作業所に協

力いた き い者 方 賃金を値段にプ

ス 会員企業に買 も い 買う

こ を減 せ い者 用を支え

CSR活動 展開 い  

ロエ 研究会 

 製造業 会員 社 集ま く ロエ

研究会 産業廃棄物を共同回 協働

サ ルす こ 連携 を 価物

に変え いう 一石 鳥にも四鳥にも 取

組を行 い ま 軟質プ ス ッ 共

同回 始 次 蛍 共同回 も計

い  

シ わ湖を ネッ ワー  

 湖岸に シ たく 生え い

シ 植物 芦 こ あ

に通 た 滋賀県 昔 シ 呼

ぶ シ 冬に人 手 取 い 春に

い新芽 出 い シを活 す文

あ 取 た シ 葺き屋

に使わ いた 今 あま 使わ く

た 冬にボ ンテ シ に参加

そ シを配合 たコ ー紙や 刺を 会員企

業 買おう いう運動 広 い

 

わ湖一周 買う エコ ー 

 自治体に グ ーン購入を地域に広

いう役割もあ 県内すべ 自治体 参加

啓発 ネルを一 間展示す 活動を ーす

取 組 を毎年行 い 今年 周目に

た  

滋賀県 1994年にグ ーン購入を開始 紙

類や文具類等もエコ ー タ プ 1 環境
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ベル あ 日本環境協会に 第 者認証を

たも も信頼 置 も を参考に

選 い 2006 年 そ ま 取

組 を一歩進 環境配慮事業者 購入す

グ ーン入 を開始 た こ に

県内事業者 環境保全活動 進を図

真 目的 あ 県 全機関 紙 文具 OA

器具 制服等を買う きに グ ーン入 をす

こ に た グ ーン入 に 滋賀県内に

本店 支店 営業所 あ 事業者 うち 環境

配慮事業者 GP プ ン滋賀 録事業者

参加 き 環境配慮事業者

ISO14001 認証取得 そ 自己適合 言 KES

認証取得 エコ シ ン 21 認証取得

い 事業者 滋賀県 取引 あ

事業者 家族経営 零細企業 多く 環境

配慮事業者 に 当す 事業者 わ ３％

く グ ーン入 実施 難 たた

グ ーン購入実践プ ン滋賀 録制 GP プ

ン滋賀 創 こ た 県 制

無料 録 き グ ーン購入に取

組 事業者 を広 に環境保全活動

進を図 こ を目的に 滋賀県 滋賀グ

ーン購入ネッ ワー 滋賀 GPN 協働に

創設 た グ ーン購入に取 組 事業者

に す バ ー制 を く たい 滋

賀 GPN 2004年に県に持ち た こ 県

入を考え いたグ ーン入 組 に

使え も い 話 発展 た 事務的

運営 滋賀 GPN 任 い 録に 滋

賀県内に本店 支店 営業所 あ こ 条件

中小企業者 く 団体 も 録

す こ き た グ ーン入 に参加

き 中小企業等 ま グ ーン購

入 基礎研修を 支援プログ に参加

録す 滋賀 GPNに正会員 録

滋賀 GPN 指定 た ニ ーをこ す

録者 ッ 環境 取組を たい 考

え いた事業者 無理 く制 に こ

き 録証 発行 そ 環境 取

組 証 ー ー も公開

そ グ ーン入 に参加 き こ

一番大き ッ 録す こ 滋賀 GPN

に入会に そ に に環境 取

組 を進 た 逆に滋賀 GPN 会員 も

本格的にグ ーン購入に取 組 たい GP

プ ンに 録 た す 場合もあ 相乗効果

高ま き い 滋賀県 滋賀 GPN 等

形 こうい た制 を く 運用 い

行政 NPO 協働 先進的 ル

考え  

 滋賀 GPN 会員 声を紹 す GPN 活動

国民的 課題 あ 企業も参加 やすい

参加に 企業 ー 向上に

小売業 会 も い 年会 万 地

元企業 仲良く 意識 高い担当者に

たま い魅力 あ 製造業 企業

環境 取 組 必然 方法

い等 企業内部 問題もあ そ う 中

大変 団体 感 い 社団法人

初 ネス ンスを求 入会 た

本音 今 GPN 取 組 そ も に共感

こ く言う 自 も学 い地

球環境を引き い いくこ 今を生き 人

使 あ 考え うに た サー

ス業  

GP プ ン滋賀に 録 事業者 も

も 県 取引 あ こ 多く 取 組ま

い 県 入 に入 く い いう 最

初 研修会に い にも嫌々 顔を た人

たく 来 く参加す 皆

顔 き 変わ き にこや に

たち こ 環境活動をや います 自信

を持 話 うに いいこ

GPプ ンにも 多く 人を呼 込 べき

市民 も入 た方 いい い

いう う 声も出 く  

今回 発表 た に 県 物品調 を行
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い 管理課に ングを行 た 滋賀県

グ ーン入 に取 組 い

た こ グ ーン 業者を増やすた グ

ーン購入す 業者を増やすた 持続可能

社会を目指すた に 管理課 き こ グ

ーン購入 あ グ ーン入 た 環境部

局 や い いいこ い 物を買

う部局すべ に き こ 答えた また

グ ーン入 に取 組 自治体 少 い

問う たぶ 滋賀 GPN う

組織 い う 滋賀県 滋賀

GPN 協働 あ こそ グ ーン入 可

能に い こ た も

す たち滋賀 GPN う 団体

皆 自治体にもあ い う  

 

●総合討論 

参加者： 田原工業団地 清掃活動 行

政 市民 企業 協働 こ

た  

國 本：工業会 行事に 市 行政 乗 こ

た 市に 事故 問題を

く いう自治会 情

前 あ た い そこ 工業会 市

取 組 意味 い 地元

を巻き込 協議会 きた ３年

前 準備に 年 い  

参加者：行政 川 県 も 市 も

理屈 乗 こ い

々 動くこ に また国 環境

取 組 を求 うに や

県 処理 お金を出す うに

動く うに きた 行政

動くに 市民 い に動く 何年も

行政 い い形

を く こ 感 い  

國 本： たちも同 う 局面にあ い

草 回 す 泥 回 も

え い 市に言 県に言 最

終的に土木事務所に言う 回 き

い コン ー 壊 い 箇所を

直す あ い に回 も き

言わ 解決 い い いま生

駒市 住 やすいまち く を進

う い も 工業会や自治

会 前に出 言 く た 市 担当

者も動きやすい 言わ い  

  ：市民 個人単独 働き も

工業会 組織 動く 行政を動

すに 効果的 も い  

参加者：住民主体 再エネや EMSを担当す 課

課長 あ 市 2000年に ISOを

2003 年にそ 自己適合 言に移

た 1997 年に 地域全体 ISO を

民間主体 研究会 き 製造業者 30

社 参加 い 地域独自 EMSに

60 社 い 参加 い 市役所も

含 環境 取 組 もうや 尽

く た感 あ 今日 発表 示唆深い

話 た 企業 連携を取 いく

た に また活動を活発にす た に

こ をす いい コ ン いた

きたい  

國 本：工業会 企業 集ま 温 差 バ

バ 役員もボ ンテ こ

以上踏 込 事に影響も出 たく

い 正直 こ 法人

用 効果 い 続 い 課題

あ  

井 上：巨大企業 も 10人 い 企業 も

自 に き こ を見 そ 業種

にあ たこ をす 大事 連携

サプ ーンを考え グ ー

ン購入を行うこ 大切 環境 策 一

企業や一人 き いこ ほ

こ 一 に き

いう目標を探す 大事 思

う  
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楠 ：認証取得 た会社 交流会を定期的

に行うこ 大事 エコ シ ン

21 交流会 異業種交流会 事

例を紹 あう そ 新商品や取

組 ン に こ あ ISO

取 組 も毎年進歩 いくも

そ 情報交換会を き 行い

お互いに刺激を えあう あ 企業グル

ープ 熱心 勉強会を い 県内

も 増え グ ーン購入や グ

ーン入 にも 環境経営

ベル ップに 思う 奈良県にもグ

ーン入 入を働き い

零細企業 応 い グ ーン購

入を推進す 滋賀 取 組 効果的

思う たちも行政 協力 続

取 組 たい  

中 村：以前に経営者 団体におい 同 う

こ を発表 EMS たいそう こ

い 紹 た そういう場に市

方 一 に参加 いた くこ もい

いこ 思う また 環境 取 組

敷居 く うにす い

例え 認証取得 た カ ン ー

に頼 用 県 持 く 補

や何 見返 あ 発展に

 

  ：こ 科会に 企業 環境活動

CSR/CSV を 進す 手段 グ

ーン入 や環境 ネ ン システ

構築支援 効 いう論点 え

い こ テー こ ま 話

中 効 いうこ す にわ

た もう 論点 住民や企業

活動を行政 うに支援 協働すべ

き グ ーン入 や環境 ネ ン

システ 構築を行政 支援す こ

効 そ た に 支援

協働を行政に望  

國 本： 会社 規模 中小 グ ーン購

入やグ ーン入 会社 中 話も

出たこ い い認知 い 話

う 行政 昨日 ンタル ル

ス制 案内 来た いい制 に利

用す 企業 く 相談に来 人 ほ

皆無 いう 一歩踏 出す 企業側

行政側 わ い 何 足

い 企業 行政を う活用 いく

大き 課題  

井 上： 言 16番に 汚 者 用負担

原則 あ こ 日本社会 足

い こ 袋 料 減

袋も 料 減 税金

処理に使わ こ を市民 知

い こうい たこ 公表

こ 大事 あ 環境汚 に課税

良いこ をや い こ に 減税

す いう 自治体 規模に応 組

を く こ 一番 思う また

EMSを各企業 入す 法 遵

視 た 用 行政に い く

先にそち に投資す あ

用 要 く こ を考え ほ

い  

  ： 用 支援 大切 を減 す

いう点 いも を売 いこ に

す 良い く思う い使い捨

商品 世 中にあ うち

減 い 感  

井 上： ーカー 物を く 副産物

出 生産者 処理 用を

価格に転嫁す そうす 環境影響

少 いも く 環境負荷

う  

  ：企業 目に見え い こ 損 い

こ 大きい 思う く い 買

も え い や に値段を

く い い  
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楠 ：ECO-net生駒 テー 一 に 環境

にや いも 売 方買い方を推進

す いこま あ スー ー 協働

を減 そう いう取 組 あ

た え 売 手 包装 を減 販

売 たく も 買う人 そ 気に

い 事業者 踏 切 い お互い 意

見をす あわせ 合意 あ 実施

やすい ういう売 方をす

減 省エネに 具体的 事例

意見交換をす 機会を き 持

うに い 成 26年６

生駒市 全スー ー 袋 料

スター た 市民 理解 要

あ た お互い 意識 ベル合わせ

大事 あ 事業者にも消 者にも

ッ あ こ 行政にもそこを意識

応援 いた いた またグ ーン入

制 や ほ い 参加 ー

ルを 何 環境 フ ルタ

ーを こ 大事  

中 村：何 も 見え い 行

政 良いこ をや く そ

見え うに ほ い ッ

見え うに 一般 企業も市

民も うに 価格に転嫁す

こ 非常に大切 車 ぶ た 廃

出 ぶ た方 廃棄物処

理 用を請求 も 保険会社 払

く い 大き 廃棄物を保険会社 認

い い 一般市民 保険会社 弱者

強者 一般市民 行政も弱者 強者

も い 大きい方 小 い方に必要

情報を見せ い も 変わ

いく い  

参加者：たぶ 日本 初 思う 本市

生 回 取 組 生

kgを燃やす CO2 300g出 を市

買い取 そ を自治会に報奨金 返そ

う い ロを掲 処

理施設 老朽 い コ

もう く い 処理 用 うち

5,000万 焼却 処理 用 生

20％ 残 80％ 資源 き

紙お も固形 き 今

お金を生 時代 皆 に負 い

うに たちも見え 還元す 国

に も を申 いきたい  

  ：企業にも市民にも得に 組

き いい グ ーン入 や EMSを進

こ 企業 環境活動を進 上

絶 的 手段に そ 構築支援を行

政 く あ たいこ

皆 言わ た 環境活動を 進す

た にグ ーン入 を 入す こ

こ 自治体 もま 進 い い

思う ー ルを こ 自

治体 も取 組 う 制 を く

そ 制 に きた企業をほ

支援 そこ 物を買う う

に 企業 活動 ス ル ップ

す うにす そ 世 中全体 環

境に配慮 た持続可能 社会に

いく う 好循環に いい 感

た  
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第 分科会 地域 働 午後  

働の担い手 く 、次世代育成  

コーデ ネーター  

くう く す 創造舎 代表 村多津恵 

話題提供者  

 地域 ー ンス～シニ 世代 ！ ーを ～  

生駒市教育委員会生涯学習課課長補  錦好見 

 環境学習支援 NPO団体 仲間を増や い 事例報告  

NPO法人すいた環境学習協会 事業開発部担当理事 石橋修作 

 様々 世代 に わう 林会  

NPO法人 山保全活動団体 林会 事務局長 泉浩  

 た 未来 く 講 を通 自然環境部員 倍増  

交 環境基本計 推進会議 交 ネッ 自然環境部会 部会長 入 豪  

会場 コ ニテ ンター 

 

 村： 食う 乗 自転車 暮 す

暮 全体をエコに変え いこう い

う提案や 市民活動 支援をす 活動を

す 個人事務所を営 い 環境

市民活動を始 今年 20周年 環

境 NGO 働いた後 滋賀県 また NGO

大阪府交 市 働く いう うに NGO

行政を行 た 来た そ

立場 協働に取 組 きた こ

科会 他 い 市民 参加 多

い 住宅都市 こ 現役時代に

地域 薄く 地域に居場所

を持 い タ 男性 ますます増

え 地域 活動団体 担い手 足

や ンバー 固定 問題を抱え

特に 年層や現役世代 参加 足に

い 行政に 協働事業 担

い手確保や育成 職員 削減等を考え

避 通 い 地域住民 活力を

生 地域活動を盛 上 地域 課

題解決に た に 市民協働 す

す 事業 担い手 く に い 皆

一 に考え いきたい  

 

南村 多津恵 

 

●話題提供  錦好見 地域デビ ー ン

ス～シニ 世代の キ キ！デビ ーを

して～  

職業人 長年活躍 た方 職

地域に戻 こ ま や た た夢を え

あ い こ 人生設計を考え 機会
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出 く そこ 地域活動をや う

思 た きに 子育 中 お 初 公

園に出 こ を 公園 ー いうこ に

え 地域 ー いう言葉 出

きた 職を迎え た方 中に 体力も気

力も旺盛 こ ま わ た経験や知識もあ

い 方 多い 生駒市 人 12 万 893

人 そ うち 65 以上 3万 282人 25％ほ

60 64 方を含 人 約

32％を占 こ 世代 方々 元気

にボ ンテ 活動をす こ 地域愛や

を深 充実 た暮 を いた き

たい 主に 職 た方を 象 考え

成 26年 に初 本事業を開催 た  

昨年６ 日 生駒 前 た ま ールに

入場無料 全体会を行 た ま ー

本市 職員 地域 まち く

現場に出た き 心構えや ー 紹 を

た そ 後 フ ー ー テ 元毎日

角淳一 に 笑 楽 く生き い

く いうテー ー い いに講演い

た き ール 超満員に た そ 角

ボ ンテ 活動を実践 い 皆

市長 談を行い ボ ンテ 動機

や いや楽 等 話を た 印象に残 た

こういう事業や ベン に参加 方

地域に う い 方 問

題 い 職 家に引きこも い

方を うにまちに出 き いた く

いう課題 残 いう話 た 次に ン

ス 市や各団体 取 組 を 10種類ほ

間 紹 た 市民活動推進 ンター

職員 バス に扮 少 もボ ンテ

確保を いこう 趣向を凝 た そ

後 ール ロ ーや研修 団体や

機関 ースを設 会場に参加 た方を

呼 込 ボ ンテ 録を いた く

う熱心に説明 いた いた  

事業 結果 全体 参加者 946 大盛

況 た 各 ースを いた方 322

参 団体 13団体 た 角 出番 終

わ た 満足 帰 方 半数 いい 意

図 いた うに ースを い 自 ボ

ンテ 先を検討す 方 少 く 課題

残 た 事業後に本 ベン に参加 い

た方を追跡す ボ ンテ 新た

録件数 10 件 録先 福祉 取 組

ECO-net生駒 生駒市環境基本計 推進会議

生涯学習 人 バン ー

博物館類似施設 ス ー ー ーバン

市民活動推進 ンター 録団体 後

日に地域 ー ンス 第 弾

ボ ンテ 体験バス ー を市民活動推

進 ンター 回開催 た 参加者 べ 21

人 こ をき に 録を いた いた

方 ま い いう報告を い  

 

錦 好見 

 

今後 課題 ボ ンテ 録数を増や

すこ 職者 地域 ー やすい時期に
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行う ター ッ を絞 定年 職を迎えた方

に合わせ うにす あ い い方 も年

間を通 録 き う 形を作 PR

参加 やすい環境 く をす こ また内容

充実も課題 あ や 気を引き出す う

手法 ボ ンテ 実践者 方 こ こ

おも た 体験談を多く取

入 ボ ンテ 体験をす コー ー

を く 工 いく余地 あ 考え

い 参 す 団体も増や まち く

担い手を少 も多く獲得 いきたい

思 い こ 後 事例報告や 参加

い 皆 活動も参考に せ いた き 今

後 改善に いきたい  

 

●話題提供  石橋修作 環境学習支援の NPO

団体が、仲間を増やしてい 事例報告  

NPO法人すいた環境学習協会 SELF 活動

ベースに い 学 行動

成 14年 11 に吹田市 設立 た すいたシ

ニ 環境大学 SGC 皿 すいた環境

学習協会 あ 体に SGC 55

以上 吹田市民 学生を選抜 校長 吹田

市長 あ 1年後に 卒業生 環境 エコ

語 部会 を く NPOを く 府

法人認証を 期生 期生 間にベース

を固 い た 期生 13期生ま 現

在約 190 SELF 組 活躍 い

SGC 入学者数 計を見 肩上

NPO 傾向 並行 肩 消滅 いう

ース 多い 思議 こ

う  

SELF 活動理念 底にあ 環境 エ

コ 語 部 事業活動 ン 地域

環境教育 支援 NPO 活動 皆 楽

くや ま う いうスタンス 社会 献活

動を通 交流 輪を広 仲間を く い

く  

 環境学習支援事業 出前授業 称

体験型環境学習 支援 学校 出向い 先

生をす シニ 楽 取 組 い

評 良く 小学校 高等学校ま お声

生涯学習支援 各地域 コ

ニテ グループ 呼 20-30人 小

会 出 い  

 環境保全を図 活動 吹田市 持 い

非常に大き 地を保全す 活動や 花

活動 に 推進活動 子 も

生きた竹を切 機会や刃物を持 こ い

楽 い  

 そ 他 子 もを健全に育成す 事業や調査

研究事業 広報活動事業 ー ー やニ

ース ター等を通 行政や市民 皆

に ールをい も続 い 普及啓発活動

市民参加 協働に まち く

市民環境講 年間引き続い 毎年 回 大

学教授 様々 先生を中心に 壇いた い

い そ 環境教育フ ボ ンテ

フ ステ バル 万博 ロ ー

ン幸せ 黄色い シー ン ーン すい

た バッグ ン ーン 夏休 子 も体験

学習講 吹田市 委 を 実施

い 非常に人気 高い講  

こ 事業を進 い 事業グルー

プ SGCグループ 環境学習グループ 市

民文 グループ 事業活動グループ 事業活

動 あ 事業活動をすす 組

計 あ こ 串 コ

ニ ーシ ンを持ち 全体を企

い すいたシニ 環境大学 SGC を運営
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い 人 専任 ンバー 市役所環

境部 ３ 運営 企 やカ 作成

講師 調整 多岐にわた 業務を行

い こ 市 事業 あ  

 SGC 特徴 入学資格 吹田市内在住

在勤 55 以上 講料 無料 授業

年 20回 カ 総合的 環境

体験学習を 学 外実習 組 い

修学旅行 あ た 市長 政策を研

究発表 卒業後 語 部 に認定 免状

を渡す SELF 加入を呼 ほ

入会 く SELF 環境学習支援

や環境保全活動 事業 活動を期待 い

出前授業 応も 人数 多い ニー に

応え こ き 事務局 吹田市環境部

環境政策 運営を SELFに委 市 運営

方針を提示 そ に基 きカ 構築

講 運営 すべ SELF 担当 市 SELF

担当者 1 回 運営会議 連携に い

確認 入学後に班を構成 班長 集委員

エーシ ン委員等を選出 学生 投稿

に SGC ニ ースを学生 集委員 毎 発

行 各講 終了時に振 返 シー を必

書い も い 学生 理解 こま 進 い

を ッ 次 講 反映 せ

い  

講 運営に 労 あ ま 環境に

す 知識や現役時代 活動 豊富 方 そう

い方 混在 い 方 続

うに う す 考え 必要 あ 運営に

関す 満を え 方もい 参加者 55

75 老人 頑固

言うこ を聞 い SGC 卒業生 ボ ン

テ 運営 い いうこ に理解を求

い また 卒業後に何も たく い い

う方もい 講 中 活動 楽 を伝え

うに 全講 終了後に活動 説明会を行

理解を深 い グループ活動 手 方

もい 班単位 作業す ワー を き

取 入 楽 伝わ うに修学旅行や一

杯飲 会をや 工 を い  

 

石橋 修作 

SGC 運営 自 き こ 出席率

90-100％を維持 い こ また 修学旅行

あ た 市長 テー を渡 研究

発表を いた く た え 吹田市に 農

業用 溜 池 たく あ 行政 必 柵

を作 市民 見 自然に親

た に 柵 要 い あ た 市長 そ 問

題に直面 た 解決策を ます

いうテー を出す 発表内容 ベル 高く

市事務局 講評 毎年評価 高い 自己紹

ルバ を く た 同窓会を何

や た 運営スタッフ ベーシ ン

非常に高い  

SGCに応募 環境 好き た

方 社会 献を通 地域や社会に恩返 た

い 思い 強い方 多い 楽を共に た

SGC 年間学 絆 強く 学 行動

移す に 卒業後も SELF また同 仲間

活動 たい 思う方 多い こ 階段に



第 ✥科✦ 地域協働 午後  協働の担い手づく 、次世代育成  

 

229 

 

い 活動場所を見 たこ 皆

いきいき い  

 参加者 現役時代に様々に活躍 た人生

人 集団 あ こうい た個性豊 シ

ニ 集団をい にま いく いうこ

ン あ 全員卒業を目指 単位

60％を切 卒業 き い プシ ン講

救済す 肝心 学生をお 様扱い

い いうこ き ち 学校 ルールを

いた くた に 厳 い扱いを い

ベル 高い講 を目標に お 講師に

そ 時 話題にあわせ 講 を いた い

い また く 場を提供す こ

を大事に 講 を通 期 班

女子会等 親睦会 自然発生的に き い

こ も SELF ンバー 増え続 原因 一

あ  

 社会人に 時 経 共に 親 い

く 難 く いく また 年を

一般的に新た 知識習得に 興味を持た い

うに た え 会社に入 新 いうち

ち き そ うち た や

生ま 本当 ち きにくく 卒

業す もう新 い ち く い 奥

ち い に自

何も き い い 新 い場にエン

ーす 方法 わ い そういう人たち

を集 シニ 大学 授業を通 知識や新

い ちを得 きた ち 一 に保全活動

働きま う いうも あ  

市民活動 未来を拓く ー に 仲

間を増や た事例 活動を報告 た そ

こ 市民活動を実践 い 人 新た

仲間 得 活動 ンバー 固定 高齢

い いう声を聞いた SELF すい

たシニ 環境大学を通 仲間を増や い

学 行動 をベースに進

い こ に 現役時代 肩書きを

いた き 社会に 献 たい いうシニ

要求に応えたカ を く い

こ 思う  

 

●話題提供  泉浩 様々 世代 わう

遊林会  

工事に 消失 恐 あ た貴

地 森を た 1998年 活動を開始 た

当初 日市市 いう人 万人 小 ま

ち 遠くに山 あ 地 線 見えそう ほ

地 多い 川沿いに 幅 300m 広い森

残 い こ あ 自然保護活動に  

保護 多く たぶ 山 環境保全 少

い 身近 山 自然 木を切 明

く や い い 木を切

森を 始ま た団体 あ 竹も増え

お 今 た こ シー ン

食べた い 草原も減 き

い 手抜き作業 称 外来種を

こ 取 除い い そ 活動を 年ほ

続 森を く活 たい

市 動き 2002 年にネ ー ンタ

ーを設立 河辺いきも 森 を ープン た

地 森 子 も 距 近いた 子 も

環境学習に活用 い 自 に森を探検

生きも を発見 触 た 料理 刃物

を使 た 保全活動 出 きた木

いも 薪に き 細いも や竹 処

に困 た 燃やす く地元 方に

まいもを作 いた き 芋掘 を たき

火 中に 込 そ 間に 時間 森 中

を探検す いうプログ 人気 あ  
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泉 浩  

 

林会 活動 山保全活動 環境学習

大きく あ 最初に始ま た 山保全活

動 ボ ンテ 主体 行 い 第 水曜

日 木曜日 第 土曜日に活動 昨年 年

間 42回 活動に 730人 参加 た 環境学

習事業 協働事業 市 総

算 2,000万 実施 スタッフ 人 うち常勤

人 林会 独自 用 ，３人 県

や市 委 を 人 用 い 林会

給スタッフ 行政 方 人 計 人 子

もたち 環境学習を行 い 河辺いきも

森 いうフ ール に来 も 年間

250団体 約 9,000人 子 もたちにプログ

を提供 い 市 ネ ー ンターに

市 方 ３人 日い 全員 環境学習

事を い わ く いスタッフ

林会 一 にプログ サ ー を

た 打ち合わせを た いう形 協働

い 他 う 実際に木を切 森を

い 人たち 子 もたち 森 学習

い 細 い 応 き こ あ  

活動 始ま 15年以上経ち ンバー

高齢 固定 いう事態 発生 い ま

た 長いこ 続 く もう 木 く

きた 様々 問題 あ 工 目

や い い 続 い 集ま き

たボ ンテ 皆 に 今日 こ を ま

う 指定す 義務的に 自

作業を極力選べ うに ニ ーをそ え

い 中身 工 土曜日 親子 参加

多い 子 も き ニ ーや初

人 も き 軽作業を入 い 第 水曜

日 木曜日 活動日 職者 方 多い

機械を使う作業や難 い 倒作業を多 に入

い 東近 市 田舎 方 多く

草 機 使え 生駒 うに都市型 まち

機械を使う に講習 必要 ー ル

高い 思う そこ き い

東近 地域特性 作業 工 食べも

何 く いう楽 いこ を

い 回 や き まわ いこ も大事

そ お 様扱い いこ 僕 給スタ

ッフ そ 日 活動に向 準備す

事 準備を全部 ま た 来 人

お に まう た え 今日

も 小道 新 葉 楽 うに

道を造 ま う そ た に竹を に行き

ま う あえ 残 おく 準備 関

わ も え う ち 掛 を

い お 次にす 事を明確に お

く 今 す こ わ 次回も来や

すい いう秘密もあ  

 工 目 楽 く 続 い

自然 好き 人 たい 思う少数派 人

自然を い 大き 活動を

す に 無理 あ ッシ ン 自然保護

楽 い こ を大事に う い

そ 食事に きを置い い

旅行 お土産 差 入 も多い 山

も も入 先 タ 芽 う



第 ✩科✪ 地域協働 午後  協働の担い手づく 、次世代育成  

 

231 

 

き 葉 こういう食事を作 食

事部隊 す く大事 会員 胃袋 もに会

活動を支え も い 年ほ 前

ールもあ た 市 建物 あ 得 い 視察に

来 た方 言わ 林会 会長 自

然を楽 く ッシ ン 楽

要素を入 お い 続 い いう方

た 今 代わ に ン ルコール ール 出

い 食事を作 い 理 たい いこ

ういう活動 お弁当を持 来い 書い

あ 職者 方 お ち にお弁

当 く 言う い 弁当を買

いく わ く 嫌 ここ 来

た 食べ いうこ も 求力 あ 夏

汗 く く い活動 こそ

お昼 屋 仲良く喋

過 い  

 親子参加 多い第 土曜に ち こ た

簡単に き 活動 ニ ーを準備 い

親子 参加を すに 参加 やすい作業

ニ ーを準備す こ 子 もにもや い

を く こ いき 山保全活動

ー ル 高い 楽 い 子 もも大

す 何 一 き を く う

掛 を い 子 もにもや いを

いう た え 山保全 出た木 炭焼

きを きた炭を ンボールに 売

いう作業 あ こ 箱 ち こ ニ

ー 一 一人 人 見 10ま

寧に言 や 子 もも 事 き ち す

子 もに 家 い第３ 社会

頑張 た ほ も え いう す く

大事 動機に  

山保全を学ぶ環境学習 森を訪 た子

も 活動に来 く うにも い 小

学校 年生 子 も 授業 森に来 日自

然体験をす そ き 土曜日に 山保全活

動す 来 伝え い い

楽 いこ を た 家に帰 話す そ を聞

い おも そう 思 た親 方 来 く

子 も ー ルを 楽

い ベン をす こ 定着率に

い 思う 保護者 自然 好き

子 もに自然体験 せ や たい 児期 自

然体験 大事 思 い 方 森 体験

き い 連 来 子 もに刃物を

使わせ 険に い 学 せたい いう方も

い そ 保護者 方 思いを 話をす 中

そ お ち

こ を使 竹林整備を う

す そう た 刃物 学べます

そ 落ち葉拾いを ませ そう た

冬 越冬 虫 見 ます き

細 いサー ス 次も来 も うこ を意

識 い お 食事 おい い 来

く そ 方 また う方を連 き く

連鎖的に広 いく

大きく 繰 返 いく い子 もたち

来 く もう 10年 い来 く

い 子 も 大学生に 部隊 ー ー

育 きた  

 

●話題提供  入江豪宣 たの未来の里

く 講座 を通 て自然環境部員の倍増  

交 ネッ 設立前に 市民参 交

市環境基本計 を く 過程 1 年半ほ

あ た 交 ネッ き ３年 実際

に活動 始ま 年に 環境基本計

推進 体 自然環境 エコ生活

エネル ー まち く 部会 あ  
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自然環境 環境基本計 作成にあた

整理 た問題 大きく 竹林 侵食や

樹林 整備 足に 山 荒 い 川

豊 い 川を大切にす 気持ち 育

い い こういう問題意識 上 課題

市民参加型 楽 い山 く 生きも

棲 やすい川にす 考え た

こ 課題に取 組 自然環境部会 ン

人々 憩う豊 自然 あ 具体的に

山 生物多様性 保全 い

ング 森林浴 山 楽 憩

い 場 い 川 サワ ニ

カワ 生きも 棲 やすく 子 も

泳 い澄 水 豊富に流 市民

く 楽 場 い いう状況

す 10年後 姿 あ こ を実現 た

い 自然環境部会 活動 い  

交 市 面積 半 い ち

いう 恵ま た地域 思う 山 多く急

峻 あ 荒 い いう問題 あ そこ

ンを実現 課題を 成す た

プロ を 作 い プロ

 山を知 う 山大好き プロ

 実践！ 山保全活動 プロ

３ 山 持ち主 活動団体 縁結 プロ

 生きも い い！豊 川 く

現在 ま プロ 1に手

着いた段階 あ そ プロ

く く荒 いも 10年間 工程

表を作 計 期間に何をや を考え 進

い 年目にあた 今年 こ 工程表を見

直 必要 修正を いこう 思 い  

 

 

入江 豪宣 

 

ま 計 第 段階 プロ ー

立ち上 す に きた 山保全活動団体

ネッ ワー 計 もう少 早く具

体的に動い い こ に 年目以降に

修正 ６年目に調査 考え い 交 に

先に 山保全活動を い グループ

３あ 歴史 あ そ に完結 た活動

を い 先行グループに ま 基本

き い い 々 声を 何 き 彼

に ッ あ いうこ わ

い 進 い い たち

先行グループ 同 う 団体を増や

いこう い い あえ 環境基本

計 中に 山保全活動を入 進 う

い 今ま う 形 役所 市民

団体に任せ い 交 山を に

十 いう 断 市 あ た あ

 

第 段階 環境学習に 山を学ぶ教育プ

ログ た 未来 く 講 あ

去年 年目 今年 第 期生を集 進

い 山 ベン 開催 実際に 観

察会 講 を年に数回 第３段階 市民参加型
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調査研究に い ま そこま 手 回

今年 準備を進 いきたい 交

こ ま 十 生きも 調査 き い

い 難 いこ 手を いきたい  

た 未来 く 講 に い 講

タ ルを決 き 山 いう言

葉 出 きた 自身 山に限 川も

も含 いう形 理解 い

山 た 自然環境部会 活動

目的 交 市民全員 自然環境に関心を持

ち 活動 き 人 増え 実際 活動 交 全

域に広 こ そ 人 く 講 を

考え い そ た に基礎 実践 構

成 い 基礎 観察会 講演会

た 未来 く 講 あ

た 未来 く 講 い 最初

交 に こ わ 基本的 普 的 自

然 環境に関す 知識 自然環境保全 考え方

一端を学ぶこ 別 面 自然環境部会

活動に い 部外者 市民 方に説明 き 基

本的 能力を ンバー 身に着 こ も

い こ 考えをも にカ を考えた

た え 交 生物多様性 い た場合に

うい た考え方をす いい を 々

あ 程 理解 い 必要 あ 思う

勉強 外的に説明 き うに た

い 考え 講 を組 こ 回数に大 た内

容を盛 込 こ 無理 あ た こ 講

く入 あ いう理解を い  

 自然環境保全活動 備 最初 自

然に興味 あ 人を増や たい そこに参加

く た人 次 ステップ 講 に来 そ

保全活動 実践 方 移 いく そ う

に基礎 実践 を考え い 各活動 要員

ここ 増え い も いたい 要

員 き そ 人 中心 交

あちこち まわ に住 い 方々 一 に

活動す こ き 周 に住 い 方々

部会員に も わ く も 都合 いい

きに参加 も う いうこ いい 思

い  

 講 を企 す 上 留意 た点 基礎的

講 意義 目的 必要性に い 共通認識

を持 こ 部会発足時 ３年前に 部会員

こ を共通 持 た に 内容 講

必要 いうこ を確認 た こ 講

を通 何を伝え 自然 何 交 に

保全活動 必要に

講 終了後 うに実践活動に

いく 講 後も活動を続 た 場を う

用意 いく 講 にお 実習地 確保

講 を聴い い も 来 い おも

くも いた 実習地 提供を交 市に求

確保 た 講 出発時に カ所 後にも

う カ所を市 提供を い お寺 雑

木林や市民 方 所 地を使わせ も う

そ 形 も実習地を確保 い い

カ 作成 講師依頼を うす

大阪自然環境保全協会 に協力 指 を

求 い 大阪自然環境保全協会 1970年

代に発足 90年代 シニ 自然大学

をスター せ い た 現在保全協会

シニ 自然大学 く 新 く 自然環境

市民大学 スター 現在 第 13期

期生 講後 スタッフ ３年手

伝 いた こうい た事情 保全協会 話

やす た カ 作成や講師

紹 指 も い 既存グルー

プ 協力 交 に 山 う う会 や 竹

炭 会 あ 話を 協力を持 い
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講生 う 層を考え

い人にも来 ほ い ー を避

日曜日に い 中学生 を 象に据

え い 難 い 今年 人数 少

い い人 多い 年後に 自主運営を実

現す 今 カ 作成や講師 選択

を保全協会に頼 い 年後 自 たち

運営 いく いう方針 進 い  

 第 期 た 未来 く 講 内容

学 自然環境 保全 問題 自然 大切

生物多様性 関連を学ぶも そ

実際に植生調査を た 竹を た す

う 実習 に講 修了後に活動をす 上

運営に関す こ た え 役割 担を う

す そうい たこ を考え 組 立

い そ 交 市環境基本計 関連

に 交 川や山を うい た うに見

いうこ を入 い 最後に企 実習

あい 森 付 た市 借

い 土地 企 を 実施 いく

を考え い  

第 期講 修了生 24 うち 13 方

を活動協力者 迎え こ きた そ

他 観察会 講 別に入会 た方

をあわせ ３ 部会員 22 部会員

い 協力者 方

た 去年 ３ 人 スター い こ

を考え 倍増 い  

今年 第 期講 期目 反省

を まえ 回 講 更にプ スα講

深く交 自然を知 こ を目的

に３回 あわせ 11回を 定 い そ

も十 内容に い 今後も引き

続き考え い 思 い 過去

年 活動 基礎 実践 ール く

段階 あ 石 上にも３年 今年

増えた活動協力者に実践活動 場 を提供

活動を 道に乗せ こ 最大 課題 あ

計 ステップに乗 進 いきたい 考

え い  

個人的に心 い 常に ンに

照 た計 立案 展開 評価 必要 修

正を たい 考え い ボ ンテ 活動に

おい い 考え方 許容 べき

少 く も ー ー ンに大き 共

感を持 い こ 必要 点目に 工程

表を意識 目標 成 た に必要 変

更 適 実施す う 軟に進 たい ３点

目に すべ 活動におい 人を集 た

に いう意識を持 当面 も くこ を

進 いこ に 次 段階に思う うに 進

い 点目に 活動 段階に相応 い組織

改 部会員 役割 担 明確 去年 秋に

大幅に組織を変えた 常に修正 進

たい 最後に 部会 活動方針を全員 共 す

こ 効率的 組織運営 議論 必要

ー ー 納得 き いこ を き

い こ 自 自身 気持ち 問題

解決 い こ 思う  

 

●総合討論 

 村：生駒市 地域 ー ンス 大

変 い発想 た 実際 ボ ンテ

参加者 あま 増え く 残念 た

いうこ ３人 事例報告を聞い

参考に こ あ た  

錦  ： 職 た方を各団体に結 い

く 事業 ッシ ン た 各団体

うに楽 く進 い い

や いを持 や い
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を ール 地域 ーす

方に各団体 魅力を伝え う

に いこう 思 た  

 村：すいた環境学習協会 190人 仲

間を集 た に 寧に関係を い

い た す い 何 バ

ス あ  

石 橋：吹田 人 37万 増 い

大阪 中心ま 15 行 便利

こ 大学 あ 昼間人 多

い 万博 ー ンター 大

型プロ 進 い

いま非常に元気 いい 昨年 市長 替

わ た 大きい たち 活動 求心

力 市長 そ 気に こ 一番大

事 思う 新 い市長 35年間 市

職員 た人 あ 環境部 企

長を務 た人 シニ 自然大学やすいた

環境学習協会 彼 環境省に出向

いた時代に を得 く

きたこ 生駒市長 小紫 環境

省 一 に勉強 いた い こうい

う環境問題に思い 深い人

環境政策を進 難 い  

 村：市長 や 気 非常に大事 昨日 全

体会 生駒市長 小紫 話を聞

き こういうや 気 人 ップ い

い あ 感 た こ 話 最後 また扱

いたい こ 職 た住民 方

非常にプ 高く 付き合い い

いう話 あ そういう難 い人たち

うに上手に付き合 い

 

石 橋：皆 年を取 ますます頑固に

い 労 あ 職者 方 そ

経歴 あ 自 専門

様々 こ をお話に 方 い あ

小学校 ープ 池 く を

う た き 図面を引い 学術的に精

密に進 う 単位 う 督

を う た人 いた そ 意味

い 言う す く怒 た 長年に渡

たたき込ま た精神 抜

い こ あ 会員に 組

こ に所属 も い

そこ あ 方 話を聞きま う

いう うに話を持 いく 本

人も非常に満足 要 上手にお

プ を いくこ

い  

参加者：今 お話 参考に た 団体に

頑固 お年寄 い 会議 無茶

茶に う 発言を こ あ

そ 方 多く 知識を持 い

ま もにぶ た 刀打ち き

い うまく持ち上 付き合う うに

いた ールにきち 返信 来

うに た 変わ きた  

参加者：すいた環境学習協会 女性 参加 

   く い  

石 橋：45〜50％ 女性 あ 偉い 彼

女 ほ ール 使え

うに コ ニ ーシ ン ス

ー に い こ 女性 コン

を使 会 底辺を支え こ 一

文 定着 きた きませ

言わ や い いうこ に応え

く こ 全体 ベルを上

い  

参加者： たち交 ネッ エコ生活部
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会 ほ 女性 男性 入

込 い活動に い う 気

す こ 年 活動 間に学

女性 う い 思え 男性

い も 男性 経験 先を見通す力

たち女性に い良いも を上手に

活 せ いい 思う うまいこ プ

を 付き合 い い

い い いうこ わ

きた こ  

石 橋： たちにも食育 あ 女性

ー ー あ 男性 方 会員

多い 女性 担 うまく 料理教

スタッフを男性 快く引き い

お箸 使い方も教え い 男性

女性 指 に従 行 い 女

性中心 も お 男性もうまく動

く いうこ い  

 村：社会 様々 知識や技術を得 職

た方 そ を活 たく う う

い 場面 あ 思う そ を

うに活 い  

泉  ：こ 経歴 人 こ 活動を いう

そ に く 特技をち

活 も う いう感 た え 鉄

道会社に勤 いた技師 方 電気

工事に強い あそこ 配線を見 も

え い うに活動 関係 いこ

もお願いす こ あ お昼

き 雑談 コ い く

いぶ おも いこ に た

自 話をす 周 引い いく

う 空気を作 お 空気を

方 次 仰 い い方

来 く いく 製造

業 出身 方 全第一 事を

親子参加 方に 一

に活動をす も く 基本

姿勢 を学べます いう うに伝

え い 保護者 方 心も動く

最近思 い  

 村：ち に石橋 入 現役

時代に こ を い 経験

う今に活き い ？ 

石 橋： 商社 海外 長 た 吹田にほ

い た 市内に博物館や

コンサー ール あ こ も知

た 職 すいたシニ 自然大

学 に入 そこ い 行動をす

中 吹田 こ わ き

た 副理事長 理事長を務 組織 立

ち上 に奮闘 た 海外 人 産

う も 現地 人 コ

ニ ーシ ン 非常に大事 た 知

い間にコ ニ ーシ ンを勉強

た も い  

入 ： 学 ーカー 研究開発 プ

ス ッ 研究開発を 長い間や

いた そ 間に窓際に行

年間 製造部門 担当 部

や きた経験もあ 技術関

係 せい おも い人間に

た も 楽 くや い

うこ に い 非常に 手 労

い こ あ 人 一 に 事をす

製品開発 プロ ー ー

た 年間 部 時代に

う組織 課長や担当者を集 話をす

こ もあ た そういう意味

人 一 にや こ に 非常に
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い  

村： 専門技能を す 職者 言わ

技術者 い

思 まう そういうわ

も い 色 人 生き 場 いう

あ 思う そ を作 いくこ

う  

石橋：すいたシニ 自然大学 入学す

き 申請書に 前歴 書 い

話 い うちに何をや きた

く く た え 銀行

を卒業 た人に 務を く お

願いす 非常に快く く た

前歴 言わ い 何 方

法 知 こ 大事 う 思う  

 村：環境保全 活動 年配 世代 中心

こ 多い い世代を取 込 い

くこ 必要 あ 交 ネッ

日 く日曜日 活動に

た 林会 日 休日 活動日

来 人を いた 工 をもう少 詳

く聞 せ ほ い  

泉  ：最初 職者 方 中心に 活動

始ま た 日 第 水曜日

た 活動日を増やそう いう中 第

土曜日 き も 活動 たい 木

曜日 きた 結果的に来 層 う

そ にあわせ ニ ーを変え い

日 い人 来 いわ

も く 日 方 機械を触 お

も い 半休を 参加

現役世代 方もい  

入 ：講 自体 今後も日曜主体に 思

う 日常 活動 自然環境部会 ン

バー 修了生 ６ ３回に

場所も 3カ所 皆 出やすい き

に来やすい こ 来 く い い

う うに い 今年 講 参加者

人数 少 く 16人 い女性

人 男性も 人 今年 数 減 た

わ に い人 比 上 い

心強く う い や い人を考

え 土日 思 い  

石 橋： 組 水曜日 午後 山

毎 木曜日 いう うに 組や

先に 定を決 ンス

を い 日 決ま そ 時間 他

定を空 顔を出す いう うに

皆 や く い う シニ

活動も講 も土日を避 す

べ ー に い 土日 奥

こわい 家を出にくい いう

こ  

 村：13 年も続 い 参加人数 減

いく うに思う すいたシニ 自然

大学 参加者 毎年ち 集ま

い ？ 

石 橋：毎年 30 を募集 い 最近 65

ま 働く 減 傾向にあ 実 今

年 27年 方針 変わ 環境部長

ニフ ス に 多く 世代に参加

いた 講 にす た すいたシ

ニ 自然大学 象や講 日程 見直

を 新たに すいた環境サ ーター

養成講 を開講 ます 講 た方

吹田市にお 環境活動 担い手

こ を期待 ます こう書

い こ ま 参加 象 55

た 18 に あ土

日 開催 そうす 家庭を大事に
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たいシニ 男性 うまくあわ い そ

議論 最中 あ  

参加者：すいた環境学習協会 事務局 構成を

教え ほ い 市 関わ う

い また 13 年続 原

動力 何  

石 橋：すいた環境学習協会 市 ま たく

関係 い すいたシニ 自然大学 市

主催 あ 運営主体 NPO すいた

環境学習協会 会 運営

市 縁 切 い 問題 スタッフ

全員 無給 あ こ 事務局長

10 年目 息切 お ボ ンテ

精神 無給 限界を感 い 13

年続 い こ た 市長に

た方 ー ー ン 環境省時代に

ーニングを 吹田市に今シニ

環境大学を く い

そ 全国 1番 た い こ

方 市長 たちに

非常にう いこ  

 村： 林会 年間 9,000人 子 も

森を訪 いうこ そ 子 も

たち 次 活動 ー ーに育 い

い  

泉  ： 林会 事業 委 ほ

そ 中 も細々 一年間 自主事業

森 うちえ う こ を

始 い ３年間 30回 い森に

来 く た子 もたち 森 こ

い そ 子 保護者に 積

極的に活動 参加を呼 い

学校 授業 単発 来 子 も

たちに 通 い 言わ い また

い ボ ンテ い 中 う

い 子 も 来 いう方も

い バ ンスを考え こ ま 子

も 少人数 思 いた 最近 逆

に 保護者を巻き込 形 子 も 活動

枠を く もいい 思 い 子

もも活動 戦力に ボ ンテ

方にも伝え いきたい

も森 手入 を く た いい 思

い 関係性 き い 保護者

方に 積極的に プロー

い 身内 活動に たく い 関係

性 い 方 誘 い た方

付き合い 長持ちす 9,000人 枠

も そこ 声を 集団

50人 い 去年 組 定着 た

僕 働き始 13年 そ き小学生

た子 大学院生に 時間

きた 来 く お 役に

く こ そういう目 小 い子

もを育 い た いい 思

い そ 生え抜き 子 も 人

人  

 村：活動 中 子 も 育 い く

理想的 う いこ 環境先進

国 欧ス ー ン

い頃 環境教育を きた子

もたち いま社会 第一線 環境

取組を進 い 聞く そ う

に子 もたちに森 中 学 そ を

も 社会に出 も えた いい 思

う  

泉  ：そういう結果 き 出 い 子

も 頃に自然 あ た お

そ きにい こ を教え く

大人 側にいた いう 大き 要
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素に い 環境学習プロ

グ を た 環境を 子 も

に わ い いうこ

き 児期 自然体験プ ス疑問

に答え く 人 博物館 人 近所

知恵を持 たお いち そう

い た人 示唆を 大事

言わ い  

 村：大事 視点 まわ にい 人

い こ 子 も 成長に 必

要 昔 日本 地域コ ニテ

い お隣 お あち に教

え も えた た 今 そういうも

消え い 人 集ま 場を

く こ 大切 う  

 村： 環境 ー ーシップ組織 活動成

果 誰 うに評価 活動 ベ

ル ップに い 良い

いう論点に い 発表者 皆 答

えを持 い  

入 ： 感 い 協働におい

担当部署 く 交 市環境基本

計 交 市 冠す に

少 く も役所 人 計 を理

解 い べき 計 に基 い 活

動 い グループ あ そ

協力意識を持 うに 市長 全職員

に徹底 ほ い そ 事業評価

市 一 に入 行うも あ い

う うに思う 評価 協働 行うも

両者 評価を一 にや いうこ

必要 い 今 強く思

い  

 村：協働事業 評価 協働 行うも

う 市民 も行政 も良い結果

出 い 皆 団体 事業

査 い う 会計 査

く 事業 査 大事 査

組 を活 そこ 評価す い

うや 方 ま 一 あ う 行政に

も一 に評価 ほ い ま そ 意

識を持 も う 大変 あ

全庁的に理解を持 うに も わ

い い い 活動報告書を く

いうこ も大事 思う 報告書に 評

価 必 入 く も 事業

や に に 効 い

思う また 評価をす た に 当

然 評価 基準 計 あ いう

こ 前提に 計 う も

目標を持 いた い

うこ わ 評価 う

い ま そ をも 評価を

行うこ 大事 う 計 目標をき

ち 立 そ に 進 こ

に い 交 ネッ 自然環

境部会 報告 参考に た 思う こ

大切 こ にこ ま い

に きた こ あ 皆

今後 活動を進 にあた

形 き いく をまた教

え いた きたい  

 村： 首長 や 気 いう話 何 も

出 きた 協働に い 皆 労

い こ い 先ほ 石

橋 話 市長 替わ こ

いい感 いうこ 伝わ きた

皆 こ 困 い こ あ

た 聞 せ ほ い  

参加者：昨年に市長 替わ たち 団体
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取 組 い 協働事業 今 あ 方

を見直せ いう指示 出 い 生駒市

市長 替わ も方針 そ まま

いうこ う やま い た

ち こ 混乱 い 先ほ 石橋

吹田 環境部長 ニフ

ス あ 聞きす い 思 た

環境部長 く た 市長

替わ も続 土壌 あ 幸い

に 担当課長 1年 こ まま続

い いい 言 く い 専

従 事務局 く た 市民 あた

た い 資料を く た

い 首長 替わ 方針 変わ いう

こ 本当に大変 たち 路頭に迷

い こ あ  

石 橋：民間 場合 社長 替わ も大き

変 い 行政 場合 首長 替わ

あ 変わ いく 要 上 大

切 いうこ あ お金 問題 ボ

ンテ 精神 高邁 こ を言

も や 活動に お金 必要

たち 成金 を一所懸 集

い 市 知 顔 い 行政

や べきこ を たち や い

行政 や 100 も

たち や 70 も い そ

お金をこ ち 持 き 指定管理

者 扱いをす そ 配慮 あ

も然 べ い い も思

い  

 村：こ ま 話を聞い い 思 た

最近 環境まち く 主役 誰

考え い 皆 こ 誰

思う  

石 橋：行政に言わせ 都合良く 市民

いう  

参加者：行政 う  

入 ：主役 住民 ー ー 行政  

泉  ： ー ー き 第 者 いい 公

益性 絡 地域課題 行政や NPO

ち お金 こ 揉 元

に 第 者的 立場 公益性を持

た委員会 き ち 引 張 い

く あ そ 一番 そこ

評価 主体 ま う 評価

を く た う い 思う そ

事例 聞いたこ い  

入 ：そういう形を く 行政 役割

思う 活動す 上 活動 主体

前後す う こ まち うあ

べき いうこ を考え ま

行政 い そこに市民や民間 意

思 反映 いう いい  

 村： ほ こ 皆 地域

プロ ーサー いう言葉を聞いたこ

あ う 地域をプロ ー

スす 役割 人 滋賀県 もう十数年

地域プロ ーサーを育 た 塾

を開校 い もそ おう 未来

塾 期生 1年目に地域

活躍 い 方々 現場を回 勉

強 年目に 自 たち こ

地域に入 活動を起こ こい い

う実習をす こ 塾に 行政職員 方

も参加 い 地域をプロ ース

す いうこ 行政 役割 い

思 い 首長 替わ 協

働 うまくい く た いう話

出 い おそ くそういう行政
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主役 自 たち あ 行政 引 張

全 をす 思 い

い そう い こ 市民 主

役 行政 地域プロ ーサー 理

解 い い 感 い

今日 飯田市 方 参加 い

う  飯田市 公民館 活動を

す く大切に い 見込 あ

職員 方 いうちに公民館 派遣

う た  

参加者 長 県飯田市 ：飯田市 地域 活

動 住民 主体 も も 公民館 地域

各地 にあ 公民館活動に ー

す 30 い た 公

民館活動を十数年 60 いに

た 自治会に ーす 地域活

動 自治会活動 きわ 活発

いわ NPO 活動 う も 飯田

市に あま い 前 前 市長

合併 きた市 もう四代

前 い 地域 ンテ テ

地域 誇 いうも を絶 に

残す そ た に 地域 活動 点

を ぶす 活動 点を残 そ 活

動をサ ー す たち行政

事 いう方針 あ 環境 ル

都市推進課 住民主体 再エネ活動

プロ ースを い 最終的に

黒子 住民 活動す ステー を

準備す 事 あ た

い い い 市長 替わ

う こう 言わ た 要 市長

市民 代表 いうこ 皆 方

代表 市長 そ 市長 考え方に沿

たち 動い い たまたま飯田市

場合 市民活動 いう におい 歴

代 市長 考え方 ぶ い い い

うこ 市長を選ぶ 市民

市民 市長に文 を言う 上に

を く う も 行政 ン 言

わせ たち うす いい

困  

 村：今 話 市民側に も反省すべき

こ を含 い 環境まち く

や 住民 主役 い 思

う 住民 首長を選 そ 首長 や

気 た 動く いうこ 市民

首長を選 行政を育 い い

い い い 市民 行政を

育 行政 市民を育 両方 育

ち合い 思う 協働 いう お互い

に育ち合う も い 組 思う

皆 現場 す く 労 い

思う ここ 労 お互

いに育ち合 いく い

い  
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日目 交流❀ 

❁❂ ❃コ ニテ ンターISTA たき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会プログ ム 

●歓迎あいさつ   

いこま会議実行委員会副委員長 藤堂宏子 

●歓迎レセプション 

おもてなし料理説明 

 いこま会議実行委員会副委員長 藤尾庸子 

 いこま会議実行委員会委員 井 良作 

斑竹横笛演奏 

奏者 Grupo TANTANAKUY( ン ナクイ) 

 斑竹横笛製作 稲田有節 

円楽大楽茶 

奈良県高山茶筌生産協同組合 

生駒山麓太鼓 

生駒山麓太鼓保存会 

●閉会あいさつ 

いこま会議実行委員会副委員長 楠 孝雄 

❄❅❆ 口の竹灯篭  

❄❅ の❇❈  

← 斑竹横笛演奏  

楽大楽茶 → 
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← 生❉山麓太鼓  
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３日目 全体会 オープニン 行事 

生駒市立桜ヶ丘小学校 ーモニッ ンドによる演奏 
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❬❭❪❫❴❵❛❜❝❞❡❢❪❣❤✐❥❪❣❦❧❥♠♥ 

コー ィ♦♣ター  

qrst✉✈✇ ①②③長 ④⑤⑥⑦  

パ♦ ス  

④⑧⑨⑩❶⑨ ❷❸ ❹嶋❺❻ 

❼❽❾❿➀➁ ➂➃➄➅➆ 

➇➈qr✈✇➉ ン 21 ①②③➊長 正阿彌崇➆ 

 

④ ⑤：➋➌➍ ➎ いた きあ う

います ネル スカッシ ン❽➏

全➐大✈ ➑➒ ま を いき

たい ➋➓➔→➣↔↕➙ ➛➜➝➞➟➠

❹➡❺❻➢ ➤ ④⑧⑨⑩❶⑨➥❷

❸➝➢ い  

 

中口 毅博 

 

❹ 嶋：➦孫➆➇➇長を 12年 そ ➌➧➨➩

➫➭➯を 2年 た  

 

福嶋 浩彦 

 

④ ⑤：❼❽❾❿➀➁➲➳ ➂➃➄➅➆➢

qr➵長い  

➂ 上：こ 3➸➍➺ 13年qrを➻➼➽ い

た ➤➾❹➚に➪➶➽た  

 

➹➘ ➴➷➬ 

 

④ ⑤：➂上 qrst✉✈✇➥➮➱ ✃

人 正阿❐ ➇➈qr

✈✇➉ ン 21スタッフ ❒❮

❰Ï➝おÐち  

正阿❐：qr➝テー に たÑÒ コー ネ

ーターを い い こ

人を ➳を Ó①➝➽ い  

 

正Ô❐ Õ➬ 
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Ú Û：ÜÝÞß ップ ÜÝÞ àáâãä

åæç ンバー スカッシ ン

をèé êëにì íîïðñ òó

ôãを ルに ÜÝÞ õö÷ ò

ä 企ø ÜÝÞ ùúû üýþÿ

に い ✶íをお✽� た そこ

✟✎✁ ✂た ❃ ãäを う

や ✕✄✸☎ ✧✆ 人 åæ

一✰ß人を✕✄✸✝ いこ ✞✠

✡÷ 浮 上 た そ è

✚ßüý✍☛þ✫☞ î✦✌ た ワ

ー シ ップ✖✏ フ ール

ワー è✴ たþ✫☞✍✑ た  

    いこま☞✶ ✒✛ß✓ ✔

✗✘✙ ✜✢✦偏✣ ーワー ベス

を✹✤ い に ☞áÜÝÞ

フ ー ー ベス も

✥★✩✪✬す  

    ✭ ✮ ✯ そう おい そう

いう ーワー フ ー

ー ✭ ✮ ✱✲✳勝✵ã

ー牧✷ß✺✻✼✾✿ ✯ そう おい

そう ❀ þ✫☞ ✂❁い 一

✰ßòäñ✕✄✸☎コ あ ❂上

❄❅ñお✽いす  

❂ 上：うち ❆❇❈ に き こ

❉❊❋●✩❍ñ入 きた ❉❊ñ■❏

に✂❈✦â❑❁▲▼◆❖ い も✥P◗

も ❘❙ßあ ❚❇❯に❱❲

い そ ❳❨ 人に❩ に❬ñ

も ❭ うに工❪ た ❉❊ñ■❏に

✂❫✌�❴é✩â ❵❛ñテー に❜❭

た Ûコ ❝ た ❩ に❑ く

❚❞❡✴❢â❝❞❣❤ ✯✐❥é❛

人を❦❧ ーワー あ Üþ

に♠✄♥❭ も いい ♦♣ ッ

ングや❵qßrs✟t す に❱

❲✉✄ も Üþに✈に う も

す ン ル✇ち た  

✱ 嶋：è✚ や もそう ì ãä①æ✂

②✉✑◆◗ãäåæ③ãä①æ❇â ～

す べき ～ あ べき いう④⑤を

やた ⑥é◗ べき Üþß④❣❁

い こ ⑦⑧に正 く ⑨一 正❄

いうこ ⑩❱に い ✹

❶❷❞あ 正 い わ

い ì❇こ いい こ ❸✄ いう

スタンス べき いう④⑤❇⑥✴

い べき いう人に 人 ❹❺

い  

Ú Û❻ べき ❼�❤瞬❽✩â✯✐▲✌く

まう  

    ーワー ✭❾✮❇ ❿➀➁✴せ

フ ー ー ✭❾✮

➂媛✳➃➄❆ せせ ➅ ルー

ベ ー フ ❿➀➁✴せ に た

く こ きた ➆ß✚➇➈➉

❿➀➁✴せ いう あ ④�

➊▲❫ たこ い ✱嶋 に

❅➋ñお伺いす  

✱ 嶋：④�➊▲ い ま たく

き い い いうÜ➌❞➍➎✉あ ✭

þ✫☞ ❉❊è✚ に➏わ ➐❜

た ÜÝÞ ö÷ïðßÚ✩❉

❊✚➇ ✂ こ た まち く

テー に❉❊✚➇ ✂ い い いう

こ ➑÷ï➒û❇❉❊ シ ン à

á✉❇ た ÜÝÞ ➓ý ➔

→ た う ✷✩ た  

Ú Û：❉❊ßàá ❉❊ シ ンに➣◆

い い 文↔↕➙➛③➜➝✌

➞に 正阿➟ ❄❅お✽い

す  

正阿➟：ì ❉❊❋●ñÚ❙✩åæ✐❁い

➠❏➈ 人ほ ❉❊ö÷ 入 い

い い ➡ い あ い Ü

然❉❊をテー に い い い
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➧➨➩➫➭➯➲➳➵➸➺➻➼➸➺➽➾➚

➪➶➹わせ こ ➘➴す も あ

こ ➷➬ ういう➮➱✃❐ ➮➱

を❒ 災❮ こ を➧➨ ❰Ï

に く ÐべÑÒÓ ÔÕ

も を➪➶➹Öせ こ い 人

×Ø き うに ❰ÏÙÚ❐➯

➲➳➵ 人 Û❐テー こ く

わ い ÜÝÞßà áâ➪ ❒

➨ãä も あ ➯➲åæ 入

 

ç èé➻➼ êëì í➺î た ï

ðñ òó い ➯➲➳➵

ン す ôõ➾こ き  

正阿ö：÷ç ESD øùúû 10年ü

òóý い ン ー 人 ❰Ï

にþす ➯➲➳➵ ➻➼ 一堂にúす

ÿú ✟ �に✁✑î そこ íâ

す お☛いに✪ い いうこ

わ そういうÿúâ✘✂✄☎➸➺✆

➷❐❒✚✆➮✝ ❒✚➭✒Ö く  

ç è：✛✞ ✾✠➷ ✡☞ ✌✍ く

や✎コ ッ ングを全ôに✏すスタ

ルを い  

✛ 上：✌✍ く もそう ✓✔ ✕✖å

✗➨ 湯を✙✜ýãい お

✯✢✣に✡✥ý も う 湯 ✎ネル

ーをそう✤Ö✃➾❐➸✦✎✧å✃➩ý✆

✌✍åもいい íý も う ✦✎ネ た

に いお風呂に入 う いう ★わ

✌康 た そ ✩Ó ✫✷✢

 

ç è：そういうこ も➻➼❐✬ë✄ ✭ た   

    ✮✟❃ を く あ

フ ー ✰è✱宇✲➯ きわ✳

✴❐✢✵ã✣✶✸✹ ➻➼❐✬ëÒýã

を く いうí➬Ù✺ú

たく ✏た そも ➮✻â

く✼Ö こ あ ✏ú➾ ✽

く ✿❀❁❐ ➶✣ ✏ú

うこ に い 正阿ö に❂❄ý い

た きたい  

正阿ö：人 ❅❆ い ❇❆ い に

いう ß う 人 ❅ま も❈

い い 人 ❅❆ ✽â✂ä➩➚

上 ❉å❊➨ þ❋➸ く お☛➾

❈●î➨➩❍❁を く い 人 い

い こ を➧➨ い い

人 ❈■➩➚❏❑➾❑✽å✏Ó☎➩Ò✆

そ ▲▼に き ➘

➴◆➩❖➮に  

ç è：い あ ➶âテー

に たÙ✺ú ➶ ÙP➭ き く

たお年◗ こ にç❈生 ➻

ÙPâá❘❑❙❚➯❐❯ ➪➶â❱➾❲➚

❈●➹い や いくこ ❳

ð➸❨ ❩✗➸あ ❬嶋 に❱❨たい

Û➮✝ ø❭やø❭ ✽ く を➻➼

立✽ 突 ❪✣ ほ い  

❬ 嶋：➮✝ た ➯➲Ò に

たíをす ニ コ úû き

➻➼â❑❆ä✤❑❫ いう ーワ

ー ✏❲ ➯➲ 立✽ す

❴ いこ い もう一 ❵➶

❪❛Ò た ➻➼ い に➯➲に上á

く✤Ö こ 大❩Ó あ ➯➲â

❜❨❪ く ➯➲ ❝➾å➻➼

う❜き❪ま に❞ 大き

❡➭ìâ➺✂➚❰Ï❢❣に❤✐✃➾➭✆

❥❦ ✏ ❧ ➯➲ もいい

û♠â生➶✏ý い ✗ あ こ

✤➨➩ い  

ç èé ➯➲â❜❨❪❛ ➻➼♥♦♣

qrå まう ➯➲å う✤

いた いうqr➸あ こ

s➬ t✑ í❣å たい ❥❦✉

✏å✈も❳ðý い そう

いうや ✚ プ ンニング ➻わ
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い ④⑤ あま ⑥わ い い

⑦⑧⑨ ⑩❶ ❷❸❹本❺❻ ❼❽

に⑥❾ た  

❿ 嶋：❷❸➀➁ ➂ い ➃➄➀➁

➅➆➇ い こ ➈➉ ④⑤人➊き

いう➋➌ あ ④⑤人 謙虚 あ

➍➆➍➆➎➏➐➑ 人 ➂➒➓➔

→➣ い ↔↕ いわ

い ➙➛ ➜➝➞➟ 背➠➡➢➤

せ く や ➥➦う

➧➨➩➫➭ く ⑥わ い➈ い  

➠ ➯：❶➲ ➳➵➸ ➺➻➝ 一➼ →➣➄

あ ➽ ➾➚を➪ いい

いう➶ あ そ ➹➪❼ 一 も

い  

正阿弥： ➛➘➴ ➷ ➬ち➴ ➶

た ➮➱✃ロ ーサー ま

ち く コンシ ル ういう

風にサ ー す プロ ーサー

上 プロ ーサー く

➅➆➘を➛ 人 ❐❒ ま ❮❰

ÏÐÑ ❶➲も き た プロ

ーサー ンス い ÒÓÔい ネ

ッ ワー い ➮ÕにÖ×➭ い

い い い プロ ーサー 浮い

い Ø あ を➅ÙÚ プ

ロ ーサー い ➚ 大➚ こ

ÛÐÜプロ ーサーをÝ いうÞß

い を➛ ➏à

い を➛➇たá➡â ー

き こ も大➚➝あ  

➠ ➯：ã にこ ま ❮❰➄ä➚ å❒

æ➆ç➘Üèé➆ê➓ëい Ø➆çÑ➔

❮❰èéìス ル い➷íî ï ð

にコー ネーターñをや も う

こ もÛÐ ➮➱ òó➡

ôõ支öコー ネーター ÷ø

う  

ù 上：òó支ö本➼ いうäú➥ あ ➮

➱にûü た人 òó い く

そういうäú➥➆あ ýþ ÿ➔

す に✤✍ き ➷ ➬ いう↔

✎➝î÷↔✯�  

➠ ➯✁ï✂✄î☎✆ ✟✝ フ

ー ï ✄ ✒幌★✹ ✾

フ ー ✧に ういう✞➻✽ ➜

きた いう ☞✓✠❶î タ

た☞➲➆✡Ð き い 生☛❶➝も

✔✻✘✰をも た➴ ❽年✸è

い ï✂ 人生 スター き

い せ くいい テンシ ルをも

い に そういう人✌をい に➮➱✑

ー せ そ 文脈 ➜ き い

✼✶ ➠ ✧✘を↕

➂➭✤✽せ ➷➡ く ✏畠★

うにや い  

ù 上：✕✖ ➶ い そ 人 ✗

↔➒✙ ➀✽ く ØÐ➟ ✚

生きも ❷❸を↕ い

✗↔✘ そ 人 ✛Ïに

い ➥✜ いき ✢✣に う ❐➇

い い ✗↔✘➝✥➀➄✤✦➄➷➡

➛➇ëや ➅ ➜ また ✩✪

人 ➶ た➴ こ ✫い人 ➶

す も ➥ に✬わ やすい ✭

✮ø✱ 生ま い  

➠ ➯：✲ 人を✳✴ く も✥➀にも

き い ❐ÐÑ ❃～✵✷

ü年 プログ を➛ コー ネー

ñ➆✺✿ い  

ù 上：➂➭ ñ❀➀Ï➡❁く ➩➫ た

人 ❂✽ た ➐ も う や

た人にも❄ ❅Óì ❂➓  

➠ ➯：❆ も ò❇➝✥❈❉❽❊➆大➚ ➐

わ ち たこ も褒

あ ❆ もに❋ 大人にも大

➚➔ 

❿ 嶋：☞✓✠❶ いう大き テー ☞
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❑▲▼ こそ ◆❖ あ P年

を◗❘ タ す ❙❚❯

あま い ❱❲人❳❨ ❙❚❩

❳❬❭ ❪❫❴人❳にうまく❵❛ き

いい❜に そう い ❝❞

❙❚を支❘ きた女❡に す

く❢❣ ❙❚❤✐に い ❥❦❧痴

♠♥ ❙❚♦ ♣q❴❤✐❨r入 も

うこ ン st✉ 

✈ 嶋：NPO ❤✐を たこ い人 ✇①②

ち こ に③ NPO こうあ

④わ 大⑤ ⑥⑦ 生ま

シニ ⑧⑨ ❙❚❤✐ ンターンシ

ップ ❤✐⑩❶ も い ❤✐ ❷❸

を❹ も う ❺❻✉ 

❼ ❽：そういうも いき❥や工❾ ❿➀✉ 

正阿彌：ボ ンテ コー ネーターを

い 年➁ ➂❡➃◆❖い 背➄ い

も ➅➆きを➇❖ も うに ➈

➉に ➊♥➋➌ ➍➎❱❯ フ ー

➏ ➐➑➒➓➔➃♦き →➣

↔↕➙わせ こ を➛➜も➝ いく

➞♥人たち い ➟ き ➠

く 年➡ ❡➢ ➤➥ い

s❘➦いくき あ ➍➧を

➍➎➨ にせ ↔↕➙わせ こ 大

➩✉ 

❼ ❽：生➫▼ も 大➭ 人➯ ❤➲❴→➣

く あ ➳➵ ー ーシップ

↔➸❴➺➻ もあ  

    ➼➽➾ ➚ち 攻

フ ー ニ コ➪➶➹牧→

フ ー ➘➴す い い

あ ういうこ  

➷ 上：➼ 11①➬❱♦ ➔➮➱✃❐ ❒人

も ➘➴す いう➔を いた

き ❮❰❭ÏÐ➠❦く ➶Ñ➪♦

ÒÓ ✇①➯ ➶畠 き うÔをÕ

➘❖➦い シをも Ö❬

×ÓØや➭Ù➣ÚÛ ×ÓØ❴➍➧にÜ

入 も ❘ い ➭Ù Ý➙

➭Þ❬Üß入 も ❘ い 企

➴❬àáâ ➔➨ い いうこ

を ー も う ã も ❘

áä åæ♦❤➲ →➣ç あ

NPO 怪 ま こ もあ á

ä è➓Ö éã あ êたち

ëìíにáく 怪 ま い áä➃➘

➴す 一î❦い い も

い st  

❼ ❽：ïã➃③ð を➚ い い

うこ  

➷ 上：Ù長❱ ➔➣ おく Ù長ñ生に

シをòす ➇に➇ い

い áä❴❼♦óô❴ñ生にõ❘

い  

❼ ❽：→➙❬ ö÷øù❱❯ ❫

➭Ù♦ Ý➙➭Þ úû üま

い そ に➓ ✇①➯ýこういう

こ き い ➊PÖ も

をþ á もÿ 入  

➷ 上：✛✍ý➽➉❳❯ ➉❳ Ý➙➭Þ

を✟ß✸❖ いた Ý➙➭Þ❴➉❳ �

き い ➛❯ い  

正阿彌：➷上 ま ✯く いうこ を く

い sう ✯â❼ ❮❰❭

⑩❶ あ ❮❰ カー をþ い

こ ➱✙ き ➟ き ✯き

ニー ✁✜➃ き ✽➃✂❘ð➤➥

き ✖❨ そうい❘ ③た人

いた ✹✮❖ ↕ う s❘

う ✼✄➟➃ き ✬➣❞くこ

き い  

❼ ❽：ê❴⑩❶ も こ お ➛➨ ①

い sわ も☎ い

❳❬ ❦✎う ニー ①❨ こう

いうこ き ➱✙ い

く そういうスタ ル いい  
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正阿彌：✴✞ ✠✔✡☞✵☛✌ ✕✣✏✑☛

✒✓✗すく ✚に 一✢✤や

✥✦ ✧★ く も ✩✪

い  

✫ ✭：❃ 10✰✱✲✤もあ た ✕✣ ✴

✞ ✳ も を✧ ✶✷✺を✻✾す

こ 大✿ いう❀ ❁ いた ❂❄

ー ーシップ 大✿ いうこ

ういう❅❆❇ も❁ く ❈❉

❊✕ ●孫❍✕長を■❏ た❑嶋

う  

❑ 嶋：✴✞ ☞▲☛あ そ ▼◆すべ

き ❖う ✕✣ お上P◗✡一❘

❙❚❯ ❱✤ ❲❳ た に❨ ベ

ーター ❩❬❭ま 文✱❪✡❫❴に

❩❬ い ❵❛❜☛✌ わ

わ ❝❞❇す ❡❫ 本❢❣❤い 文✱

❪ ✐わ も❥✰ ❦❧ や

い ✐♠た♥ ♦♣✦い に き

文q✐う人 い 文✱❪✡❫❴に

いう rsす いうt✉ あ

❂長 ー ーシップに い い

う 一✈✇✿① ✚②❇③★ ま

ち く ♥④✉❇きち ❁ そ

に い ✕✣ ⑤Pをち ⑥

いく ー ーシップ ❖✪ ⑦⑧人

✭⑨⑩❶✲に④き⑤ い ⑤❷❸

❁生❹ ほ ⑩ 上 も❡ 人

✭⑨⑩❶✲ ❺ そ ✚✤⑦ま ❻❛

❼❽❾❇ うに ❿➀ たい そ に

人✭⑨⑩を➁ き ➂く

❥➃✑ ✐わ い う ➄ す

そう く 人✭⑨⑩❣❡➅❺➆

人✭⑨⑩✡✫ ➇➈ち ➉➊

に ❼❽❾✤ う➋★ ➇たち

✴✒❇ う➋★ そ ✚✤➌➍✞➎

や➌➍➏➐ 柱 ❁ く ➇ ❖う

まち く ⑤Pをきち す

ー ーシップ  

✫ ✭：人✭⑨⑩❣や をs①✦ ➑ 入

た上 う➋わ ➒➋➓ ✥✓

✚② ➔に わ い ✥く

い  

❑ 嶋：❈✣✡奪い⑤✦をす ❥➃✑→➣

本↔ もち ❁生❹✡↕ を上

➇➈ち ➙➛ た に❡❫

そ ❥➃✑→ ➜➝ や こ  

✫ ✭➞➟➠◆➡➢➤ スタ ル ★♥⑧

❥✰ ❥➃✑ ➁ う い

う く ➥➦ こ

そういう攻 スタ ル ❡❫ いう

こ  

❑ 嶋：もう⑩❯い★ 攻 に も攻

♥④ ✩う も いこ に

ういう♥④ 攻 を❂長

➧❯➨ そこ ち ⑤P❇⑥➩そ

➫➭☛大✿  

✫ ✭：➇ 勝➯✤➲➳ を ➵➸❯た

こういう ーワー ➥➦ ✕✣

を⑥➩ ン に こ ➺

➻→✡❅❆ ✧★➨きた ➼➽✤もう一

巡 ⑦➽ ➌➍❥➃✑✲❅➾➚ く➪

❥➃✑ あ い ✕✣や企➶☛➁❇すべ

き を➹➤コ ン をいた きたい  

❑ 嶋：➘➴ ➷✓ う ❀✤ ❥

➃✑→競 を➬う✰✱✲ ✫ ➌➍➏

➐☛✌ま ❁➨こ た 人✭⑨⑩❶

✲ い に❈✣を➮やす にP◗ ✴

ま た ➜➝❣❡❫➾☛❈✣を奪

い⑤う❥➃✑→競 に✴ まう

➱★ ❍ も 療✃ ❐❒ 競 に

本❢✤❡❫ ❮❰Ï こ

に 療✃を ➮や いく ➼

Ð✡❥➃✑→➣ に いく そ

う く人✭⑨⑩をÑにうまくÒ

く ↔❇Ó➤ こ Ô✻ÕÖ✤

も×Ø❥➃✑Ù ✻✳ÚÛ①Ü ÝÞ

⑨ そ ❬ß ❿➀ Ó
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いく いうäå æネル ーもç生è

éæネル ー êëêìを うí

いく うまくî æネル ーに

ïðñ ここ 競 す òóôõ

ö÷にø く  

ù 上：い い ú をや き ûüýスー

ー þÿ た✚ ✎ た

あ �✁う た う た

✟✵ðも う ✓✂く 人

も き ✄☛☎ やすく ✻☞

✖ き いくこ 大☛ ✆う

や き い ✪✌ý✝æネ

や ✞✤✺を いこ を✠ い

✡ い ✰✍ý÷ 腑に✲✏ い

い ✴✑ ✡ い ✆ い

✒ýまま ✔✕✗ ✛✘✂✡✮ い

✙✡èé✜ い うや ✣

い も う 大き ✶õ ✸û✢✥

✦ 入 も✧ ✴✑ も

★✩ いい ✆う  

正阿彌：ま ✒ý✫✬ こ まま ✙✡è

é い いう✭✯に立 いた

きたい ✆う そこ ✱✳

い ✒ ✷✹ も を✼✽ い

く い い こ ういう✚

✾✿í い いい 本❀に正

い òóに いい ❁✹ち

に ❂せに ❃も❄

い こそ✰✍ く❅う人

❆❇ 人 もにそういうも を✼

い い い �❇❈★❉✞

❊敗も❋ 入 í こ

き い ● まちを く こ き

い そ を❍✂くや に う た

いい ❅■人 一❏にい こ �❇

く ✰✍ ❑☎✽ いく❍

✞を▲ ❈★ い い

✆■▼ 

ö ✦：◆★ い �❖に もêPに

も❅■ ◆★◗✂ ö✜✷た ä❘

たこ ❙❚❯❱❂❲に  

❳ 嶋：❨✿あ ◆★を❘❩✮ く ●

✵✂❬✽ ❬❭ð✼❪ そ ❫❅う

こ あ もいい  

ö ✦：や ❴悔 た✚☎❵い ❆❇✢❛❜

❝✞を テ に たほう ❵い

✆■▼ 

 

壇上の様❞❡ 
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❣がまちの❤✐❥❦❧優秀♠♥♦♣  

 

受賞事例一覧 

 qrst ✉✈✇t 

大① ②③④宇⑤⑥ ⑦⑧⑨支⑩ ース❶❷ 

① ❸❹❺❻❼❽ 全❾❿➀ 木➁粗大 ✇ ➂➃➄ 

① ②③④宇⑤⑥ ⑦⑧⑨支⑩ ース❶❷ 

✇① 茨➅④❸➆➇ ➈➉➊ う い➋➌ フ スプ ン 

✇① ➍➎④生➏⑥ カワバタ ロコ➐➑➒➓ 

 

大賞受賞自治体スピーチ 

宇➔→→➣↔↕➔ ➔➙ 石➔隆 

➛➜➝➞➟に➠➡➢ こ う ➤①➥➦

➛➧➨➩⑨いた いたこ を 生➏⑥➥➫➭に

お礼➯ 上 たい ➲➳ ➤①➵➸➺委➻ ➼

生➽➾➛➜ ➚➪➶ ✇ お ➹

い い うもあ う いま た  

➼➘➴➛➥冒➷ ⑦ もたち ➬➮ ➬奏を

拝➱✃❐❒❮❰ÏÐÑ➼生にÒ✃ÓÔÕ➢Ö➾

⑦➴×たち Ø Ù そ も た 大き

プ ッシ ー Úわ たÛ➥ほ す

⑦Üたち 笑Ø➧✇Ï こ Ý 宇⑤⑥

⑦ もたちを⑧ ❶❷をÞß きたこ

誉 à た ⑥áも➯✃â いた ➲

ãÞß た宇⑤⑥ ✉ ✈✇ こ qrs

も き こ あ いこま➛➜ä ➉➳å

をæçèÓ éê ❶ëをìíいた いた こ

❶ëを 大①に せ 宇

⑤Ñîちï き こ ð✃ ñò

いきたい  

 

➤① ➭⑦ó 

 

総評 

ôõöちの↔↕÷ø選定委員ù 委員長  

中充 

大①を✉ た宇⑤⑥➥✉ ✈✇ 笑Ø

ú➝ ûを繋  ⑦⑧ 支⑩ ース❶❷

久➐ü⑥長 わ やすいプ ン こ

qrs もýうこ þÿ ⑦Ü✛

ースを⑥✕ ✟を�い ýう ✑✁を

いうこ ✵✂ た ✔✌➥ サ ル

に✉✄✈✮❻❼❽➥✉✄✈✇➾☎✆þÿ➋✝ル

ーを✑✁にú いく❸➆➇ ✉ ✈✇➾カ

ワバタ ロコ 生➏⑥➾そ ❶ë➵ ✫

た また➲ã➤① 漏 た èr➱

⑥➥➋コカ ッ ✞⑥ ー ンシテ ✠

✗×➟✡☛☛❶ë☞✍た Ò✎✏➸➺➥✒✓➾

➚➪➶➥✖✘➥✒✓✙ う ✒✓Ñ✏✍❐❒
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い も✜✯✢すべき✣ ✤✥✦こ たく

あ たこ をお✧★✩たい  

✪✬に✭✶全✰を✸ ❃ こ を✱

上 たい ✲ ✳に ✴✷わ まち ✹✺✻✼

に ６ ✽✾✿❀ あ た ✹✺✻❁✰✭✶

✻❁✰❂ 柱 ❄❅❆ ✹

✺❇❈を❉ いく そ ✻❁✰❊❋❂●❍

琢■✩ いく❏✭❆あ そ た ❑年▲✿❀

✽✾❂▼★ こ を◆❖す ✳✢P◗

いう❘❙ ❚ ❯ た ❱ た ❲

い P票す た に✜❳❨❩❬✢ ❭❪❫

❴❵✢❛❜ も た ❭❪❝❞❡❢❣❤❲❫

✐❥ ❇❈❫✧★ ールす こ に も

❦❧♠ た うに♥う P票❘❙ ♦♣q

た ✪✬に❃rs t ✉✈✭ も ✻❁

✰❩❭❪❂あ もいい ♥ た ✇年 是

①②③ ✻❁✰ こ ✉✈✭❆✻✉たち ✽

✾❫❭❪✩④❜⑤✦❜う✱✩⑥❫✩⑦⑧✩❜⑨

そうす こ ✻❁✰ ⑩❶❷✰ 企❸❹

そ ✉❺ ❻❼に❽❾ き い

♥❿た   

➀➁➂ うもあ う いま た  



３日目 全体会 閉会式 
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閉会式 

次期開催地あいさつ 

環境自治体会議事務局 事務局長  

中口毅博 

通常次期開催地挨拶 次 開催地 首長

実行委員会 方 上 実 来

年度 環境自治体会議事務局主催 東京 行

う 来年度立候補す 自治体

く 開催 い いう も選択肢 考え

や い もや 方 いい いう

事務局開催 す タッフも

限 全体 挑戦

い 支援 協力 賜 思

い 来年度 東京 会い

楽 い  

 

いこま会議実行委員会から東京事務局へ 

バトンタッチ  

 

閉会あいさつ 

生駒市長 小紫雅史 

３日間 長い会議 最後 あ う

い 生駒市役所 も 参加

皆様 会期中 多く

地元 実践 い い 会議 意

義 本当 あ 生駒市 も

経験 生駒市 市民力 今後花 開い

いく 思う  

び貴重 機会 与え い い 環

境自治体会議 皆様 集 い い 皆様

感謝す 住宅都市 挑戦 いう

生駒市も住 やすい楽 い 環境 切 口

く い 住 い

皆様 素晴 い 思い 他市 方 移 住

い 思う い 思 い  

環境自治体会議 素晴 い意義 持

組織 思う 来年 東京開催 そ 次 海

道士幌町 開催 環境自治体会議 意義

私も応援 発展 せ

い い 本日 本当 あ う い

 

 

小紫市長 挨拶  

 

いこま会議実行委員長 久保昌城 

３日間あ う い 環境自治体

会議い 会議 本日 盛況 う 全 プ

ログ 終え も全国各地 皆様

協力 思 い 講師 皆様

コ ィネ タ 皆様 会議 準備

く 多数 方々 礼申 上 歴史

文 最先端 科学技術 あ 生駒市 そ

環境自治体会議 今後更 充実 発展す

願う も 皆様 健康 多幸 健

勝 祈願 閉会 あい す  

 

久保委員長 挨拶  



環境自治体会議いこま会議実行委員会名簿 
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環境自治体会議いこま会議実行委員会 

生駒商工会議所 会頭 久保昌城 

生駒市自治連合会 会長 藤堂宏子 

生駒市健 づくり推進員連絡協議会 会長 藤尾 子 

生駒市環境基本計画推進会議 代表 楠 孝  

生駒市校園長会 代表 原井葉子 

北田原工業会 会長 高桑真樹 

生駒市観光協会 会長 池田英憲 

生駒市農家区長会 会長 相川竹一 

生駒市農業振興協議会 会長 井 良作 

生駒市ボラン 連絡協議会 会長 長谷川明美 

生駒市生涯学習推進連絡会 会長 川崎ひろ子 

いこま寿大学 学生委員長 山 榮 

生駒商工会議所青年部 会長 今柳剛 

一般社団法人市民エネルギー生駒 理事長 楠正志 

特定非営利活動法人関西ワン ッシュエ ド協会 理事長 樽井 美 

生駒市環境基本計画推進会議 副代表 矢田千鶴子 

生駒市環境基本計画推進会議 運営委員 武田友希
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いこま会議宣言 

❏❑▲▼◆ち ❖P◗❘❙❚ ❯❱❲❳❨❩❬ フスタ ル～ をテー に 生

❭❪❫❴❵ ❛❜❙ 生❭❪❝を や 矢❞ ❡ ❢丘陵 ❣❤

✐❥❦❧❫♠♥ 美 い♦♣❛❬qrst✉✈❜❙✇ここ生❭❘① ② ③❑❦❧✐

④⑤⑥⑦❫⑧⑨ま た  

⑩❶❷ ❑ ❦❧✐④⑤⑥⑦①❸✈❹❺ た❻❼❽❾❿❫➀➁ 生❭⑥⑦③➂➃

➄➅を➆ ➇ ➈ べき➉➊ ➋➌♣➍➎➏➐❽こ ➑➒➓➔→➣ぶこ

きま た ❖P◗❘ ↔↕す ➙➊ 全➛tべ ✐④⑤も➜➁➝➞➆❬➙

➊♣⑨➁♥す こ ➙➊→➍➎す た に ❖➟や➠➡➢ ❝➤に➥➦ すべ

人➧➨お➩い❻✉→➫➭➯い ➲➳ ➯うこ ➵➸❬➏➐ あ こ を➺➻❼

ま た  

 

生❭❘ ❖P◗❘ ➼➽♣➾いうべき ❘➟➳ を➚❣❫❘➟➪⑤ ❘➶❬➠➡➢

➲➹❫ ➇➈に ➙➊ ➍➎→➘➴ きま た ここに⑧➷▼◆ち こ ま

➑➴ きた❘➟❽❘➟➪⑤▲❘➶ ➠➡➢ ➲➹❫ ➇➈を➬➮➭ ➱❫✃❐

せ いくこ そ を➆❒◆❘➟ ❮❰Ï Ð上 ➽➡ÑÏÒ Ó災➳ ÔÒ を

➘r▲◗❘ ➜➁➝➙➊にÕÖ いくた ×ち 攻 ØÙ ÚÛ こ

をÜÝ いくこ をここにÞß ます  

 

àáâãä åæ♣そ をç⑨こ す❘➟➨ ❖P❝や⑧è✇ é ❝

➤❽♥ち全⑤①❦❧ ベーシ ンをêこ いきます  

．ë も 大人 お年ìr♣í➢ îãä ï➭く❖ う まち たちを

ðñ➭た ò ó➁♥す  

③áP❝♣ô❝ õö▲♦÷❬ を➻❼➭ øùをú❦ûせ ✈üý✇ ❦❧

þÿ→☞üす もに 生✟î✒Ï❬✫�を➘ ます  

❃á✁✷➢ 企➡➨ ✂✄☎や✆✄☎を➲➹ Ü もに ❦❧にや

い✝✏❬✼✞を喚ê➭ ➽➡ グ ーンÒをÜ ます  

．❝➤→ î✒ ➄➆✘✠に ❮❰Ï➨✖く❦❧❫もや いまちを く

ます  

６．❖➟♣➠➡➢♣➑✴ ❖P❝❽⑧è❬ を✈✡ そ をÑ❙ たま

ち く や❦❧�☛Ñ➒を主⑤✩❫➑➷人 く をÜÝます  

 

✕s 27 年 5 ✛ 23 ➂ いこま⑥⑦✶➀➢一✌ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✬ 23✑✍✎✓✔✗✙✚ いこま✙✚ ✜✢✣ 

お✤✥✦✧せ★ 

✪✭✮✯✰✱✲いこま✱✲✳✵委✸✱✹✺✻ 

生✽✾ ✪✭✿❀❁ ✪✭❂❄ル❅✾❆❇❈❉ 

〒630-0288 

❊❋●生✽✾❍■❏ 8❑ 38▲ 

TEL：0743-74-1111 ❉▼ 376 FAX：0743-75-8125 

E-mail：eco-model@city.ikoma.lg.jp 

◆ 23❖✪✭✮✯✰✱✲いこま✱✲P ✪✭◗❘❙❚に❙❯き カーボン フ ッ を✳❱❲ います  


